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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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魔弾の王と凍漣の雪姫ミーチェリア２
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プロローグ









　熱を帯びた夏の風が窓から入ってきて、リュドミラ＝ルリエは顔をしかめた。

　彼女はいま、公宮の執務室にいる。「凍漣の雪姫ミーチエリア」――オルミュッツ公国を治める戦姫として、政務を処理していた。今年で十七になる。親しい者からはミラと愛称で呼ばれていた。

　ミラは窓に目を向ける。空は今日も清々しいほどに青く、太陽は燦さん然ぜんと輝いていた。

　ジスタート王国において夏は短く、貴重なものだ。だが、黙っていても汗がにじみでてくるようなこの暑さは、やはり耐えがたい。まして、難題に直面しているときには。

　視線を横に動かす。壁に立てかけてある一本の槍が目に入った。

　凍とう漣れんラヴィアス。鋭利な氷塊に紅玉を埋めこんだかのような穂先を持ち、青と金の見事な装飾をほどこした、彼女の竜具ヴイラルトだ。古いにしえより伝わる二ふたつ名なを「破は邪じやの尖せん角かく」といい、意思を持ち、冷気を操る不思議な槍だった。

　この竜具に命じれば、すぐに彼女は暑さから解放されるだろう。だが、それはミラの母であり、先代の戦姫ヴアナデイースであるラーナことスヴェトラーナから禁じられていた。曰いわく、「暑さに身体を慣らしておくのも仕事のうち」だそうだ。

　わからない話ではない。ラヴィアスの力に頼れない場面に遭遇し、暑さに耐えかねて醜しゆう態たいをさらすようなことがあっては不名誉以外の何物でもないからだ。

――でも、この問題については、暑さと戦いながら考えたくないわ。

　ミラが座っている執務机には、一枚の地図が広げられている。

　ジスタート王国の南西部を描いたものだ。オルミュッツと、その北にある王家の直轄地、さらに北にあるライトメリッツ公国が、地図の中にあった。

　彼女の視線は、その一隅に注そそがれている。オルミュッツの北西端と、王家の直轄地の西端、そしてライトメリッツの南西端にまたがって存在する広大な森に。

　ミラはため息をつく。数日前から、この森は彼女を悩ませていた。

「明日にはここを発たないといけないのに……。道中で解決策を考えるしかないわね」

　彼女が処理しなければならない案件は他にもたくさんあり、ひとつのことにあまり時間を割いてはいられない。地図を机の引き出しにしまう。

　一通の手紙が視界に入ったのは、そのときだった。彼女の想い人が送ってきたもので、ミラはそれをいつでも見られるよう、引き出しにしまっていたのだ。手紙の内容は短く、近いうちにこちらへ来るというものだった。理由は、着いたら話すとのことだった。

「待ってるわよ、ティグル」

　顔をほころばせてミラはつぶやくと、はりきって書類に目を通しはじめた。








１　　　再会









　ひときわ強い風が茂みを揺らして、その中に潜むティグルの顔に、夏の陽光があたった。

　ティグルはわずかに眉をひそめたものの、それ以外は指一本動かさない。狩人をやっていれば、このようなことは日常茶飯事だ。陽光が目にあたらなかっただけいい。

　薄明るい森の中、茂みにもぐりこむようにして、ティグルは腹ばいになっている。左手には家宝の黒弓を握りしめ、右手はつがえた矢に添えられていた。

　森の空気に溶けこむように呼吸をおさえながら、ティグルはある一点を見据えている。目当ての獲物が現れたのは、それから十を数えるかどうかというころだった。

　黄みがかった体毛に包まれた、一匹の狼だ。並みの狼よりも一回り大きい。

――背中に黒い斑点が散っている。間違いない。

　二日前、この森の近くにある村に立ち寄ったティグルは、村人たちが狼に悩まされているという話を聞いた。群れからはぐれたらしい一匹の狼が、たびたび畑や家畜を襲うのだという。

　よかったら自分が何とかしてみようかと、ティグルは申しでた。

　村人から詳しく話を聞き、森の中を歩きまわって獣の足跡や糞をさがし、おおよその見当をつけると、ティグルは今朝からこの茂みに隠れていたのだ。

　木々の間をゆっくりと歩く狼に合わせて、身じろぎするていどに身体を動かし、狙いを定める。弓ゆん弦づるを引き絞った。

　放たれた矢は、ゆるやかな曲線を描いて狼の頭部に吸いこまれていく。黄みがかった体たい軀くが小さく地面を跳ねて、倒れた。







　ティグルは、正式な名をティグルヴルムド＝ヴォルンという。ブリューヌ王国の辺境の地アルサスを治めるヴォルン伯爵家の嫡男で、十七歳。

　いま、ティグルは生まれ育ったアルサスの地を離れて、ジスタート王国のオルミュッツにいた。ブリューヌ国王ファーロンから密命を受けてのことである。

　今年の春、ブリューヌは隣国ジスタートと同盟を組み、南東のムオジネル王国へと攻めこんだ。結果からいえば、この侵攻作戦は失敗に終わり、ブリューヌ、ジスタート連合軍は何も得ることなく撤退したのだが、連合軍側の何人かが気づいたことがあった。

　連合軍側の情報を、敵に漏らした者がいる。

　放っておくことはできなかった。

　そこで、ファーロン王はティグルに命じたのだ。そなたはジスタートの戦姫と親しくしていると聞いた。ついては彼の地へ赴おもむき、戦姫に協力を頼んでほしい。内通者をさがしだせとまでは言わないが、連絡役を務めてもらいたいと。

　ジスタート王国には七人の戦姫がいるが、ティグルがとくに親しくしているのは、オルミュッツ公国を治めるリュドミラ＝ルリエだ。決して公おおやけにできないことだが、二人は相思相愛の仲であり、私的な場ではおたがいを愛称で呼びあっていた。

　ティグルは謹つつしんで拝命し、側近のラフィナックをともなって、ジスタートへと旅立った。

　ブリューヌとジスタートの国境線代わりとなっているヴォージュ山脈を、二十数日かけて越え、ジスタート側に降りたったのが五日前のことである。アルサスを発ったときは、まだ春の気配が風の中に残っていたが、山脈を越えたころにはすっかり夏になっていた。

　ミラのいるオルミュッツの公宮までは、あと十日ほどの道のりだった。







　狼の毛皮の一部を持ち帰ったティグルは、村人たちからおおいに感謝された。

「いや、あんた、たいした狩人だな。ブリューヌ人はみんな弓が苦手って聞いてたが」

　その日の夜、村の中にある小さな酒場で、若い村長は手放しにティグルを褒め称えた。村の秘蔵だという葡萄酒ヴイノーをティグルたちに振る舞いながら、自分たちが狼にどれほど悩まされていたのかを身振り手振りをまじえて語る。

　話が落ち着くと、彼はティグルたちに、どこへ向かう予定なのか聞いてきた。

「公宮へ行くんです。ひとに会いに」

　ティグルはそう答えた。その言い方に、ラフィナックがにやけた笑みを浮かべる。旅の連れであると、この村では紹介していた。

「気取ってもさまになりませんよ。好きなひとに会いに行く、と言えばよろしいでしょう」

「おお、恋人がいるのか」

　楽しそうに村長がくいついてきた。ティグルは苦笑して、てきとうにはぐらかす。まさか、会いに行く相手がこの公国を治める戦姫だとはいえなかった。

「そうだ。公宮といえば、近々、戦姫さまがこのあたりにおいでになるらしい」

「ミ……戦姫さまが？」

　おもわずミラと言いそうになってしまい、ティグルはとっさに言い直す。葡萄酒のおかげか、村長はそのことに気づかなかった。わざとらしく背中を丸めて、声を潜める。

「ああ。なんでもお隣との揉めごとだとか」

「お隣というと、他の戦姫さまがおられるライトメリッツですか？」

　ティグルも相手に合わせて、声をおさえる。

　ミラと、ライトメリッツ公国を治める戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリアが「犬と猫のような仲」であることは、両公国において有名な話だ。

　顔を合わせれば睨みあい、挨拶代わりに毒舌の応酬がはじまり、決闘沙汰になりかけたことも一度や二度ではないと、もっぱらの噂である。そして、それが事実であることをティグルは知っていた。ミラ本人から聞いたこともあるし、そもそも三年前、オルミュッツがアルサスと友好を結んだ理由のひとつが、ライトメリッツを牽けん制せいするためだったのだ。

「いや、そっちじゃない」

　村長は手を大きく横に振って否定する。

「直轄地の代官さまだよ」

　戦姫たちの治める各公国の間には、王家の直轄地がある。公国同士が隣接することのないよう、ジスタートの初代国王が取りはからったのだ。

　もっとも、これらの直轄地はそれほど広大ではなく、公国間の行き来も困難というほどではない。ジスタートの歴史を紐解けば、戦姫同士の交流も、争いも散見される。

　オルミュッツとライトメリッツの間にも、当然ながらこのような直轄地があるのだが、そこを治める代官と、ミラとの間に、ささやかな確執が生じているのだという。

「へえ。それはいったい、どんなことでですか？」

　王家の直轄地の代官は、当然ながら国王が任命している。権限はともかく、権威は並みの代官よりも大きいだろう。そのような人物と揉めているとなると、あまり穏やかではない。

「なんでも、直轄地にまで広がっている森の所有権を巡って、だとか」

「それは面倒な話ですね……」

　大変だという顔をすると、村長も「そうだろう」と言わんばかりにうなずいた。

「とくにこの季節は、森でたくさんのものが採れるからな。俺らだって、おおげさな話、木の実ひとつで隣の村と喧嘩になる」

「わかります、わかります」

　しみじみと、ティグルは同意する。森や川、山が複数の領地に及ぶことなど珍しい話ではない。何らかの理由で境界線が変わることもあれば、自然が形を変えることもあるからだ。

「木の実をひとつ譲れば、三つ奪られる」という。甘い顔を見せると、つけあがられるという意味だ。これはブリューヌの諺だが、似たような言葉がジスタートにもあるのを、ティグルはミラや、彼女の母のラーナことスヴェトラーナから教わったことがあった。大陸のどこにでもある話なのだろう。

「そういえば、その森には、妙な話があってな」

　村長は、今度は首を傾けて、上目遣いでこちらを覗きこむように見つめてきた。

「そこに入った者が、誰ひとりとして帰ってこないというんだよ……」

　表情といい、低い声こわ音ねといい、年端もいかない子供ならば怯おびえただろう。ティグルとラフィナックは笑って肩をすくめることで、村長への返答とした。

「うん？　あまり怖くなかったか？」

「子供相手なら、充分に通用すると思いますよ」

「そうか」と笑って、村長は身体を起こす。

「まあ、森に入ったやつが帰ってこない、なんて話は夏だと珍しくないからな」

　その理由は簡単で、さきほど村長が言ったように、豊富にものが採れるからだ。ジスタートの夏は短いが、その短い間に森は多くのものを生みだし、川を流れる魚たちは成長する。

　それゆえに狩人や猟師以外の者も森に入っていき、あれもこれもと採っていくうちに奥へ奥へと進んでしまい、気がついたら迷って出られなくなるというわけだ。獣の縄張りに踏みこんでしまい、襲われて命を落とす者も多い。

　ティグルは陶杯の中の葡萄酒を一口飲んで、話題を戻した。

「戦姫さまの話ですが……。もしよければ、戦姫さまがこの村を通るまで、滞在させてもらえませんか？　ちょうどいい土産話になると思うので」

「そうだな……」

　村長は考えこむように、顎に手をあてる。鋭い目をラフィナックに向けた。

「そっちのお兄さんを見て、村の娘たちが騒いでるんだよな」

　ティグルよりちょうど十歳年上のラフィナックは顔だちが整っており、長身で均整のとれた体格をしている。黙っていれば格好いい男と、アルサスでもよく言われていた。娘たちがよそ者に熱をあげるのを見て、村の男たちがおもしろいはずもない。

「それなら安心してください。こいつはこういう男ですから」

　ティグルはラフィナックに目配せをする。ラフィナックはとてもいやな顔をしたが、主の意向に逆らう真ま似ねはしなかった。村長に向かって、歯を見せるようにラフィナックは笑ってみせる。突きでた二本の前歯を見て、村長は吹きだした。うつむいて身体を震わせる。

「いいだろう。戦姫さまがこの村に来るのは、あと二日か三日って話だ。この酒場を寝床にしてくれ。食事や休憩もここで頼む」

「ありがとうございます。あとひとつ、お願いがあるんですが」

　村に滞在する間、森に入らせてくれないかとティグルは頼んだ。

「もちろん狩りすぎるようなことはしません。取り分は自分たちが二、村が八で」

　村長は喜んで承諾した。







　翌日の朝、ティグルはさっそくラフィナックをともなって、森に入った。

　豊かに葉をつけた木々の隙間から陽光が射しこみ、森の中を明るく照らしている。清涼感のあるひんやりとした空気と、濃密な緑の匂いに包まれながら、ティグルたちはのんびりとした足取りで先を進んでいった。地面はほどよくやわらかく、このままどこまでも歩いていけそうな気になってくる。

「いやあ、自分の足で歩くというのは気持ちがいいものですな」

　隣を歩くラフィナックが、快活な調子で言った。ティグルはからかうように笑いかける。

「その分だと、尻はもうだいじょうぶみたいだな」

　ラフィナックとともにアルサスを発たつと決めたとき、ティグルは歩いてオルミュッツへ向かうつもりだった。ラフィナックが馬に乗れないからである。ムオジネルとの戦でも、彼は歩兵としてつき従っていた。

　ところが、ティグルのこの考えに、他ならぬラフィナックが反対した。

「国王陛下のご命令ということならば、一日も早くオルミュッツへ行くべきでしょう。ご安心ください、若。このラフィナック、旅の中で馬を乗りこなしてみせますよ」

　側近としての意地もあったのだろうが、その言葉はティグルへの気遣いによるものだった。ティグルとミラが想いを通じあう仲であることを、ラフィナックは知っているのだ。ティグルは、彼の厚意に甘えることにした。

　そうして二人は馬を駆ってアルサスを発ったのだが、ラフィナックが馬に慣れたのはヴォージュ山脈を越えたころで、道中では筋肉痛のために丸一日休むこともしばしばあった。尻の皮がむけた痛みで、寝床から離れられなかった日もあったのである。

「おかげさまで尻の皮はずいぶん厚くなりましたよ。若にはかなわないでしょうが」

　皮肉げな笑みを湛たたえて、ラフィナックはやり返す。ティグルは彼の脇腹を軽く小こ突づいた。

「それにしても、やっぱりジスタートの森はアルサスの森とは違うな」

　木々を見回して声を弾ませるティグルに、ラフィナックは懐疑的な顔で応じた。

「そうですか？　まあ言われてみれば、違う気もしてきますが……」

「ああ。生えている木や草が違うのはもちろんだが、その色合いや伸び方なんかもな」

　時折、キノコや木の実などが目について、ティグルは誘惑にかられるが、我慢する。こういった誰でも採れそうなものは、狩人以外の者に任せるべきだからだ。まして、ティグルはお願いして森に入っているよそ者だ。配慮が必要だった。

「しかし、あの村にあと二日も厄介になるというのは、骨が折れますねえ」

　木々を見上げて、ラフィナックがぼやいた。ティグルは不思議そうに首をひねる。

「何か気になることでもあったのか？　とくに悪い印象は受けてないが」

　昨夜の村長との会話を思いだす。嫉妬した村の男たちに嫌がらせでもされたのだろうか。

「いえ、村の中じゃ、若のことをティグルと呼ばなけりゃならないというのが……。バートラン老が見たら何というか」

　バートランは、ティグルの父ウルスの側そば仕づかえだ。ラフィナックがティグルのことを若と呼ぶのは、彼の影響によるところが大きい。

「だが、おまえが俺をそう呼んだら、怪しまれるだろう」

　ティグルとラフィナックの立場を説明するなら、ブリューヌ貴族とその従者となるのだが、ティグルは素性を隠して、自分たちは二人連れの旅人だと村長に話していた。密命を受けて動いているのだし、ティグルとしても、自分の立場を相手かまわず明かす気はない。

「俺も、おまえのことを兄さんとでも呼べばいいかな」

「私は若のことを我が弟よ、と呼ぶわけですか。悪くはありませんね。ところでバートラン老といえば――」

　またそれか、と思ってティグルは渋い顔になる。アルサスを発ってから今日までに、もう何度聞かされたかわからない。

「ティッタのこと、くれぐれもよくお考えください」

「……おまえは、俺とミラのことを認めてくれていると思っていたが」

「もちろんですとも。だから村でもからかわせていただきました。ですが、それとこれとは、また別です。私としても、バートラン老に強く言われましたからね」

　くすんだ赤い髪をかきまわして、ティグルは黙りこむ。軽い苛立ちが鼻息となって出た。

　ティッタは、ヴォルン家に仕える侍女だ。年齢はティグルより一つ下の十六歳で、ティグルに好意を抱いている。ティグルも、彼女のことを妹のように思って可愛がっていたので、好きといわれれば、素直に嬉しくもあった。

　だが、ティグルが男として好きなのはリュドミラ＝ルリエだ。

　問題は、「彼女の好意を受けいれられないから、拒む」という行動を、ティグルの立場が簡単には許してくれないことだ。ティグルはヴォルン家の嫡男であり、いずれは父の跡を継いでアルサスを統治しなければならない。

　ヴォルン家を捨てて、ジスタートに移り住むという選択肢もないわけではない。ティグルにはディアンという弟がいる。だが、ディアンはまだ二歳で、その上に庶子だ。いまの時点で、この腹違いの弟にすべてを押しつけるような真似はできなかった。

　また、ミラの立場も、ティグルの好意を簡単に受けいれられるものではない。

　彼女はオルミュッツ公国を治める戦姫だ。ジスタート王国において、戦姫の地位は大貴族に匹敵するものであり、他国の貴族に嫁とつぐことなど論外である。まして、ヴォルン家は伯爵位を有するとはいえ、辺境の小さな領地しか持たぬ田舎貴族であり、格でいえば戦姫に及ばないどころではないのだ。

　この立場の差を克服できたとしても、新たな問題が待っている。「ティグルとミラの間に生まれた子は、ヴォルン家の子になるのか」というものだ。

　戦姫というものは世襲ではなく、終身制でもない。表向きは国王が選び、任命するものとなっているが、ティグルがミラから教えてもらったところでは、竜具ヴイラルトと呼ばれる、戦姫のための武器が対象者を選び、国王がそれを承認する形らしい。

　それゆえに、ミラがいつまで戦姫でいられるのかは、彼女自身にすらわからない。

　ミラの母のラーナは、約四年前までオルミュッツを治める戦姫だった。魔物との戦いによる負傷などから、彼女が戦姫を務められなくなったと竜具が判断して、ミラを新たな戦姫に選んだ。そうしてラーナは戦姫でなくなったのだ。

　それでも、元戦姫としてラーナはオルミュッツの民から敬われ、慕したわれている。ジスタートの王侯貴族にも、彼女との交友を続けている者は少なくない。これはとりもなおさず、ラーナがジスタートにおいて一定の発言力を有しているということだ。ミラもいずれ、そうなるだろうし、そうならなければならない。

　そこで、さきほどの問題が浮上する。「ティグルとミラの間に子が生まれたら」と。

　ミラの産んだ子供は、ジスタートにおいて要人の子供となる。ヴォルン家が「ティグルの血を引いているのだから当家の子供に」と望んだとして、簡単に渡せるはずがない。

　その場合、ティグルには他の娘との間に子を作ることが求められる。遠い未来にティグルの跡を継いでアルサスを治めるだろう子を。その候補として、アルサスで生まれ育ち、幼いころからティグルのそばにいて、好意を抱いているティッタは適任というわけだ。

「――いま、ここには若と私しかいませんから、遠慮なく申しあげますが」

　歩調を緩めてティグルの一歩後ろを歩きながら、ラフィナックが真面目な表情で言った。

「ティッタが若の子を産むことは、ティッタのためにもなるんです。次の次の代の領主の母になりうるわけですから、まわりから大事にされ、安定した生活が約束される。私たち平民には夢のような話です。好意に応えられないのならば、せめて別のものを与えるべきでは？」

　ティグルは足を止めて、森の中の冷たい空気をおもいきり吸いこむ。そして、深いため息をついた。「他人事だと思って」と毒づきたくなったが、それを口に出すのはさすがに甘えだとわかっていた。無茶を言っているのは、誰よりも自分なのだから。

「アルサスに帰るまでに、答えは出す。俺だって、ティッタのことは大切に思っているさ」

「わかりました。では、この話は終わりにしましょう。これで私もバートラン老への報告に頭を悩ますことなく旅を続けられます」

　ことさらにほがらかな口調でラフィナックが笑った。ティグルもようやく肩の力を抜いて、彼にうなずき返す。二人は軽快な足取りで森の中を進んでいった。

　この日、ティグルたちは山鳥を一羽と、野兎を一匹狩った。
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「凍漣の雪姫ミーチエリア」リュドミラ＝ルリエがその村を訪れたのは、昼を過ぎて間もないころだった。

　村の者たちは大通りの両脇に集まって、戦姫とその従者たちを見つめた。

　従者は六人。いずれもきらびやかな甲冑に身を包み、まとっている外套にも金糸の刺繡がほどこされている。乗っている馬もたくましいものばかりで、馬具は銀色の輝きを放っていた。彼らの掲げる槍の先には、ジスタート王国の軍旗である黒竜旗ジルニトラと、白地に蒼い槍を斜めに描いたオルミュッツ公国の軍旗がひるがえっている。

　そして、白馬にまたがって先頭を行くミラの姿は、華麗さと可憐さをひとの形にしたのかと思われるほどだった。己の竜具である槍を手に、艶やかな青い髪をなびかせて、颯さつ爽そうと馬を進ませるさまは、オルミュッツの統治者としてふさわしい威厳を感じさせた。凛としたその横顔に、男女問わずため息が漏れる。

　不意に、ミラが首だけを動かして、村人たちを見下ろす。微笑を浮かべて軽く手を振った。

　どよめきが起こった。村人たちの多くが手を振り、ミラの名を、あるいは戦姫の名を叫ぶ。一方、ミラの笑顔を見損ねた村人たちは落胆の声をあげ、頭を抱えるほど残念がった。

　ミラたちが村の中央まで来たところで、村長が数人の男たちとともに現れる。うやうやしく頭を下げた。

「まさか、戦姫さまに、このような辺鄙な村にお越しいただけるとは。何もないところではありますが、ささやかながらもてなす用意がございます。どうぞ、わずかな間でも、お身体を休めていかれますよう」

「あなたの心遣い、ありがたく受けとるわ。半刻ほど休ませてもらいましょうか」

　戦姫になったばかりのころ、ミラはこのようなことを、どちらかといえば無駄だと思っていた。まだ自分たちには余裕があり、日も高い。それならば、さっさと先へ進むべきだと。

　だが、ここで村長の申し出を断れば、この村に傷がつく。戦姫をもてなすことすらできなかった村だと、近隣の町や村に思われてしまう。そして、こうした噂ほど、驚くべき速さで広まるものだ。統治のほころびは、こうしたところから生じることが少なくない。

　そのことに気づいてから、ミラは考えをあらためた。気づかせてくれたのは、同い年の異国の恋人だった。

「それでは、ご案内いたします」

　村長たちが歩きだし、ミラたちは彼らについていく。

　馬を進ませながら、何気なくミラは視線を転じた。視界に映ったあるものに、おもわず肩をびくりと震わせる。もう少しで叫び声をあげるところだった。

――ティグル……!?

　建物の陰に、同い年の異国の恋人が立っている。旅装で。

　驚きのあまり、手綱を握る手に力が入りすぎたのだろう、白馬が鼻息を荒くした。

「――戦姫さま？」

　従者のひとりに訝しむような声をかけられて、ミラはようやく我に返った。

「いえ、何でもないわ、だいじょうぶ……」

　かすかに震える声で返事をして、ミラはさりげない仕草で自分の胸をおさえる。額に汗がにじんでいた。自分は夢でも見ているのだろうか。それとも、ティグルの幻を見てしまうほど、彼に会いたいと思っていたのだろうか。

――そういえば、来ると言っていたじゃない。
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　酒場に案内されたところで、ミラはそのことを思いだした。

――もうここまで来ていたのね。まったく、子供っぽいことをするんだから。

　ティグルが自分を驚かせるために、あの場所に立っていたのは間違いない。あそこで大声でもあげていたら、戦姫としての威厳がだいなしだった。このあたりはなかなか来られないのだから、こういうときの印象づけが大事だというのに。

　酒場はこぢんまりとしていたが、ミラを含めた七人がくつろぐには充分な広さだった。

　従者が用意した人数分の銀杯に、村長が葡萄酒を次々に注そそいでいく。

　あらためて村長にねぎらいの言葉をかけると、ミラはこの村や周辺の様子を聞いた。何らかの災害が起きたことはあったか、野盗が現れたことはないか、近隣の村との間に問題が起きていないか、そういったことを尋ねる。村長は笑顔で答えた。

「おかげさまで、このあたりは平和なもんです。最近、畑やら何やらを荒らすはぐれの狼に悩まされていたんですが、数日前に旅の狩人さんが仕留めてくれました」

「そう、それはよかったわ」

　ティグルのことだと、ミラはすぐに理解する。自分を驚かせたことは許そうと思って、満面の笑みを浮かべた。

「他には――」

　そこまで言ったところで、ミラは眉をひそめる。視線を感じて、窓に目を向けた。

　ひとの顔が見えるかどうかというぐらい小さな窓に、ティグルの顔がある。

　それだけなら、ミラは無反応ですませることができただろう。だが、ティグルは額と頰に土を塗りたくり、さらに目を大きく見開き、口の両端を最大限につりあげていた。

　この瞬間、ミラは持てる力のすべてを振りしぼって、吹きだしてしまおうとする自分の身体をおさえこんだ。すぐ脇に立てかけてある彼女の竜具が反応して、冷気をまきちらし、ミラの周囲を白く輝かせる。

「あの、戦姫さま……？」

　窓の方を向いたままのミラに、村長が戸と惑まどいがちに声をかける。ミラは彼に向き直ると、にこりと微笑んだ。

「おいしいわ、この葡萄酒。ありがとう」

　村長の努力は報われたといっていいだろう。

　また、ミラの努力も報われた。彼女は、戦姫としての笑顔を貫き通したのだ。







　一応、ティグルにも言い分はある。

　ティグルにとって村の視察とは、事件性のある場合などを除いて、くだけた雰囲気で行われるものだった。実際、アルサスにおいて、ティグルは領民たちに気さくに声をかけていたし、領民たちも敬意と親しみをもって接してきた。アルサスでは、それで正しかった。

　むろん、その土地によってやり方が違うことは、ティグルも理解している。ただ、ミラに会えた嬉しさから、つい調子に乗ってしまったのだ。

　わずかな休息をすませて、ミラたちが村を発ったあと、ティグルは村長に礼を言い、馬を駆ってミラたちを追いかけた。

　ところが、ミラたちの後ろ姿が見えてきたところで、従者のひとりが馬首を返してこちらに向かってきた。灰色の髪を丁寧に撫でつけ、短い髭を整えた初老の騎士だ。彼を見て、ティグルとラフィナックは喜びの声をあげた。

「ガルイーニン卿！　おひさしぶりです！」

　初老の騎士は、ティグルたちにとって馴染みの深い人物だった。先のムオジネルとの戦争では、ティグルもラフィナックも、何かと彼に助けられたものだ。

　ところが、ガルイーニンはティグルたちの前に立ちはだかり、槍の切っ先を向けてくる。

「ガルイーニン卿……？」

　面食らうティグルに、ガルイーニンは従僕を思わせる穏やかな表情で口を開いた。

「ティグルヴルムド卿、我が主の言葉をお伝えします。『次の村で自分たちが休むまで、五百アルシン以内に近づいてこないこと』――以上でございます」

　ティグルの顔が石膏像のように固まった。鉛を流しこまれたかのように胃のあたりが重くなり、目の前が暗くなる。額に浮かんだ汗が頰を流れ落ちた。

「そんなに怒っていましたか……」

「いえいえ」と、ガルイーニンは微笑を浮かべる。

「このていど、むしろ優しいものでございましょう。ですから、いまのうちに謝罪の言葉を考えておいてくださいませ。私どもとしましても、機嫌の悪い主のそばにいるのは非常につらいものですので」

　言うべきことを言うと、ガルイーニンは優雅に馬首を巡らせて、ミラたちに追いつくべく馬を走らせる。あとにはティグルとラフィナックだけが残された。

「やっぱり若にはティッタの方がお似合いなんじゃないですかね……」

　遠くを見ながらのラフィナックの言葉が、耳に痛かった。
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　月が高く昇っている。

　半月よりもややふくらんだ楕円形の月が、夜空を背に、地上を煌こう々こうと照らしていた。

　宿屋の二階にある一室で、ミラは静かに紅茶チヤイを飲んでいる。天井から吊されている、あまり上等でないランプの明かりだけが、室内を照らしていた。

　この宿は、一晩の寝所にと村が提供したものだ。彼女の従者たちも一室を用意され、交代でミラの部屋の見張りを務めながら、休んでいる。ちなみに、紅茶を淹れるための道具一式と数種類の茶葉は、ミラが公宮から持ってきたものだった。

　開け放たれた窓からは、月が見える。夏とはいえ、夜が更ければさすがに空気も冷えてくるが、傍らに立てかけてあるラヴィアスが、ミラを寒さから守っていた。

　ふと、ミラは紅茶を飲む手を止める。窓の外に気配を感じたのだ。

　何ものかが壁をのぼってきている。敵意の類は感じられない。

　窓枠に、外から指がかかった。遠慮がちな声がそれに続く。

「……入っていいかな」

　ミラはため息をついた。ここまで来て、いまさら何を言っているのか。

「早く入りなさい。壁に張りついているところを誰かに見られたらどうするのよ」

　ミラが言うと、身軽な動作で窓を乗り越えて、ひとりの若者が部屋の中に入ってきた。その正体は、むろんティグルだ。猫を思わせる柔軟さで、ほとんど足音をたてなかった。

　ティグルはすばやくミラに向き直ると、その場に腰を下ろして深く頭を下げる。

「今日は本当にすまなかった。やりすぎた」

　ミラは顔をそむけて、無言で紅茶をすすった。まだ怒りはおさまっていない。ティグルを中に入れたのは、彼が見つかったら騒ぎになり、この村と、従者たちの面めん子つが潰れるからだ。

　使い手の怒りに反応してか、ラヴィアスがティグルの頭に冷気を吹きかける。ティグルは反射的に身体を震わせたが、頭をあげることはせず、謝罪の言葉を紡いだ。

「君があの村に立ち寄ると聞いて、驚かせたくなったんだ。視察だというのはわかっていたんだが、思いついたらどうしてもやってみたくなった。考えが足りなかった……」

「まったくだわ」

　紅茶がわずかに残っている白磁の杯を床に置くと、ミラはラヴィアスを手にとった。その穂先をティグルに突きつけ、冷ややかな声で詰問する。

「あの場で私が吹きだしていたら、どうなっていたと思うの？」

「それはそれで案外親しまれ――」

　穂先で後頭部を叩かれたので、ティグルはそこまでしか言えなかった。

「戦姫としての威厳の問題だけじゃないわ。あの村の者たちの体面を潰してしまうでしょう。村の子供がやったのなら、まだ笑って許すこともできるけれど、ただの旅人が無礼を働くなんて……。最悪の場合、あなたは無事に村を出られなかったわよ」

　ティグルは黙っている。だが、その沈黙が何か言いたげなものであることを察して、ミラは眉をひそめた。

「言いたいことがあるなら言ってみなさい。最後の言葉として聞いてあげる」

　迷うように三つ数えるほどの間を置いたあと、恐る恐るという口調でティグルは言った。

「その、あの村長はなかなか話がわかるひとだったと思うんだが……」

　そういう問題じゃないでしょうと言いかけて、ミラはあることを思いだす。ティグルは、あの村に数日間滞在していたのだ。村を襲っていた狼も退治している。それならたしかに、村人たちの心証はいくらか違ってくるかもしれない。

「狼を仕留めたって聞いたけれど、何日かかったの？」

　突然の質問にティグルは戸惑ったようだが、「二日」とすぐに答えた。

――さすがね。

　ミラは決して狩りが不ふ得え手てというわけではない。従者たちも同様だ。

　だが、たった一匹の狼とはいえ、二日で仕留めることができるかといえば、答えは否だ。それに、ティグルがやってくれたからこそ、自分たちは予定を遅らせずにすんだのだ。

　唇をとがらせ、どうしたものかと思いながらティグルを見る。そのとき、ティグルが上着の内側から何かを取りだした。小さなものを包んだ布きれのようだ。

「それは……？」

　ティグルは顔をあげると、布きれをミラの前に置いて丁寧に広げた。

　中から出てきたのは、三本の白い花だ。ふくらんだ花びらと、葉の形とに見覚えがあり、ミラはわずかに目を丸くする。ティグルはうつむきがちに説明した。

「ガルイーニン卿に追い返されたあと、あの村のそばにある森の中で、これを見つけたのを思いだしたんだ。急いで引き返して、村長にお願いして森に入らせてもらった」

　見つけたときは、採るつもりはなかった。薬草として用いたり、色染めや香り付けに使ったりするなど、花によって用途はさまざまだが、これもまた村にとって貴重なものだからだ。

　ティグルは村長に何枚かの銅貨を渡して、花を摘ませてもらった。もっとも、銅貨に加えて「恋人に持っていく」という言葉がなければ、村長も首を縦には振らなかっただろう。

　無言でミラが三本の花を見つめていると、扉が外から軽く叩かれた。

「――戦姫さま。どうかなさいましたか？」

　話し声が聞こえたのだろう、見張りを務める従者が、扉越しに怪け訝げんそうな声で聞いてくる。

「何でもないわ。ちょっと考えごとが口をついただけよ。気にしないで」

　ミラはそう言ってごまかすと、ティグルに向き直った。

「……ヴィーラの花だとわかっていて摘んできたの？」

　いくばくかの間を置いて、ぽつりと尋ねる。ティグルはうなずいた。

　この花についての二人の思い出は、ティグルがオルミュッツに滞在していた三年前までさかのぼる。この花びらを浮かべた紅茶を、ミラがティグルに出したことがあった。

――この茶葉で淹れた紅茶にヴィーラの花びらを一枚浮かべると、香りが変わるの。このことを発見したひとはすごいと思うわ。

　花びらを浮かべたものと、そうでないものを飲みくらべて感心するティグルに、ミラは目を輝かせて語ったものだった。

　再びミラはため息をついた。ただし、今度のそれは怒りを排出するためのものだ。

「――減点一」

　ラヴィアスを壁に戻して、ミラはティグルに言った。

「まだ許しはしないけど、名誉挽回の機会はあげるわ。どんなことでもいいから、私を満足させてみせること。いいわね？」

　この場にガルイーニンがいれば、「もうほとんど許したようなものですな」とでも言ったかもしれない。ティグルは決意を表明するように、力強くうなずく。それを確認して、ミラは微笑を浮かべた。

「ひさしぶりね、ティグル。こんなに早く会えるとは思わなかったわ」







　幸いというべきだろう、ミラが持ってきた茶葉の中には、ヴィーラの花びらで香りを変えるものもあった。彼女は慣れた手つきで白磁の杯に紅茶を淹れると、ティグルに差しだす。

「ありがとう」と、礼を言って、ティグルは杯に口をつけた。

　鼻から抜けるさわやかな香りと、紅茶の熱さ、かすかな甘みに、気分が落ち着いてくる。それらを堪能したあと、ミラがちぎって渡してくれた一枚の花びらを、そっと浮かべた。

　紅茶の香りにほのかな甘さが加わって、ティグルはおもわずため息を漏らす。口に含んでみると、味も微妙に変わっている。

　ミラもまた、自分の杯に紅茶を淹れ、花びらを浮かべて香りと味を楽しんでいた。

「摘みたてのものほど香りの違いがはっきり出るのだけれど、いいものを摘んできたわね」

　しばらくの間、二人は黙って紅茶を飲む。おたがいの杯が空になったころ、ミラが思いだしたというふうに呆れた顔をつくった。

「それにしても、どうして窓から入ってきたのよ。ガルイーニンに言えば、表から入ってくることもできたでしょ」

「いや、この村にたどりついたときには日が沈んでいてな」

　照れたように、ティグルはくすんだ赤い髪をかきまわす。

　ヴィーラの花を摘んだあと、懸命に馬を走らせてきたティグルとラフィナックだが、この村についたときには、とうに真っ暗だった。

　自分たちは旅人で一夜の宿を求めていると話し、数枚の銅貨を渡すことでどうにか村の中に入れてもらったものの、案内された先は馬小屋だった。

「今日は、村にお偉い方が来ているんだ。夜が明けるまでここから出てこないでくれ」

　聞けば、宿のまわりも村の若者たちが巡回しているという。この村にしてみれば当然の処置であろう。ティグルたちを村に入れたのも、断って村の外をうろつかれるよりは、馬小屋に閉じこめておこうという計算が働いたものと思われた。

　もちろん、ティグルはおとなしくしているつもりはなかった。村人たちの目を盗んで、ひそかに馬小屋を抜けだすと、暗がりにまぎれて宿屋の近くまで来た。

　そして、村の若者たちにまじってまわりを巡回していたガルイーニンと会い、彼に若者たちの気を引いてもらって、すばやく壁をのぼってきたのである。

「ガルイーニン卿は、俺が必ずここまで来ると思ってくれていたんだ。どれだけ感謝してもしきれないな。月が出ていたのも助かった。はじめて来た村だからな」

「ガルイーニンは、あなたにちょっと甘すぎるわね」

　新たに紅茶を淹れながら、ミラは苦笑した。しかし、その顔はすぐに真剣なものになる。

「あなたがジスタートに来るなんて、いったい何があったの？」

　ファーロン王から受けた密命について、ティグルは話した。先の戦において、内通者がいたかもしれないと。ミラは半分ほど残っている紅茶に視線を落とす。

「内通者がいるかもしれないという話は、私も聞いているわ」

「ジスタートでもそうか。それじゃ、まず間違いないな」

　ティグルの言葉に、ミラはからかうような笑みを浮かべた。

「でも、内通者をさがせとはいわない、連絡役を務めろ、か……。国王直々の命令の割に、期待されているんだかいないんだか、わからないわね」

「あまり期待していないと思う」

　肩をすくめて、ティグルはあっさりと言った。

「陛下が俺に興味を持ってくださったのは、ロラン卿が俺のことを話してくれたからだ。ムオジネルとの戦で、俺がロラン卿の目を引いたことといえば、戦象を弓矢で倒したことと、君と親しくしていたことだろう。アルサスとオルミュッツの交流が上辺だけのものじゃないとわかったので、連絡役ぐらいなら任せてみようと思った……。そんなところじゃないかな」

　その説明に、ミラはわずかに目を瞠みはって感心した顔になる。

「ずいぶん冷静ね」

「正直なことをいうと、アルサスを発つまでは浮かれていたんだが」

　旅の中で、ティグルもさすがに何度か検証してみたのだ。はたして自分は、密命を受けるだけのことをやったのだろうかと。

「もちろん連絡役はしっかり務める。内通者をさがしだすのも、できるかぎりやる。ただ、陛下にとって、俺は内通者を惑まどわせるための手段のひとつじゃないかと思うんだ。こうして君と会うことができたんだから、不満どころか感謝しているぐらいだが」

　ティグルの言葉に、しかしミラはすぐに言葉を返さなかった。難題にぶつかった学者のように顔をしかめて、天井から吊されているランプを見つめる。

「どうした？」

　不思議に思ってティグルが聞くと、ミラは目の前の恋人に視線を戻した。

「何となくそう感じたというだけなんだけど……。ロラン卿以外で、あなたをファーロン王に推薦したひとがいるんじゃないかしら。――たとえば、レグナス王子とか」

　その名前に、ティグルは首をかしげて否定的な表情をつくる。

「レグナス殿下が俺のことを覚えているとは、とても思えないな。狩猟祭のとき以来、俺は一度も殿下にお会いしていないし……」

　七年前、ティグルが十歳のときのことだ。ファーロン王が、国内外の貴族を招いて狩猟祭を行った。ブリューヌの王都ニース、その東にあるヴァンセンヌの狩猟場で。

　ブリューヌの歴代の王は、たびたび狩猟祭を催もよおし、国内の貴族や国外の賓ひん客きやくを招いて親しん睦ぼくを深めたとされる。ファーロン王の狩猟祭にも多くの貴族が集まった。ティグルも、父ウルスに連れられて参加したひとりだ。

　その中で、ティグルは、お目付役の目を盗んで抜けだしてきたレグナス王子に会った。

　王子への挨拶をすませて間もなかったこと、弓を持っていた貴族の子息はティグルだけだったことから、王子はティグルのことを覚えていた。ブリューヌでは、弓は臆病者の武器として軽蔑されており、弓の腕を鍛えようという貴族や騎士は皆無といってよかったのだ。

「そなたは本当に弓を使えるのか」

　同い年の王子に聞かれて、ティグルは一羽の鳥をたやすく射落としてみせた。

　目を丸くする王子に気をよくしたティグルは、すばやく火を熾おこし、鳥をさばき、こんがりと焼けた肉に塩をふって、王子に勧めた。王子はためらったが、ティグルがうまそうに肉をかじる様子を見て、手を伸ばした。焼けたばかりの肉をかじった王子は興奮して、笑顔でティグルに言ったものだ。「焼きたての、あたたかいものを食べたのは、はじめてだ」と。

　このことを、ティグルはいままでミラにしか話していない。

　ラフィナックやバートラン、ティッタはもちろん、父にさえも黙っている。田舎貴族の息子が、一国の王子を相手に礼節らしい礼節も示さず、鳥を狩って得意がり、自分が先に食べたとはいえ、安全かどうかもわからない肉を勧めたのだ。不敬という言葉すらなまぬるい。

　もしも王子が誰かにこのことを話していたら、ティグルもヴォルン家もただではすまなかっただろう。そう思うと、誰にだろうと言えるはずがなかった。ミラに話したのも、彼女がジスタート人だからこそだ。

　狩猟祭が終わってからしばらくの間、ティグルは自分の行動を振り返って戦々恐々としていたのだが、その後、王宮に呼びだされることもなければ、王宮からの使者がアルサスに現れることもなかったので、おそらく王子も秘密にしてくれたのだろうと解釈していた。考えてみれば、王子もひそかに抜けだしていたのだ。誰かに言うはずがないではないか……。

「そうね。ちょっと考えすぎたかしら」

　ミラとしても、とくに根拠があって言ったわけではない。強しいていえば、ロラン以外にもティグルに期待している者がいてもいいだろうという、ある種のひいき目だ。強くこだわることではなかった。

　気を取り直して、ミラはやわらかな笑みを浮かべる。ティグルにしか見せない顔だ。

「事情はわかったわ。もちろん私はあなたたちを歓迎する。それに、内通者をさがしだすのはジスタートにとっても急務よ。私たちの手で、必ず見つけましょう」

「ありがとう。君ならそう言ってくれると思っていた」

　ぼんやりとしたランプの下で、二人は笑顔をかわした。その直後、ミラは何かに気づいたように、困った表情になる。

「ごめんなさい。まだ私の予定について話していなかったわね。このあたりの村々の視察はついでなの。二日後に大事な話しあいがあるのよ。公宮に帰るのは、それからになるわ」

「村で聞いたよ。王家の直轄地の代官と、領地にまたがる森のことで揉めているんだって？」

　ティグルの言葉に、ミラは苦笑を浮かべた。

「話が早くて助かるけれど、噂が広まっているのはありがたくないわね」

「みんなが森に入りたがるこの季節だからだろう」

　注目されやすい時期なのだから、仕方がない。そう言ってティグルがなぐさめると、ミラはぬるくなってしまった紅茶から花びらをとって、一気に飲みほした。

「どうする？　あなたなら、公宮までの道のりはだいたいわかるでしょ。先に帰ってお母様に挨拶でも――」

「できれば、このまま同行させてほしいな」

　ミラの言葉を遮さえぎって、ティグルは彼女に笑いかける。

「話しあいに参加できないのはわかっている。でも、遠くから見守るぐらいはいいだろう」

　ミラは空の杯を両手で持つと、床を見つめて頰を紅潮させた。一呼吸分の間を置いて、上目遣いでティグルを見上げる。

「そんなに私から離れたくないの……？」

　甘えを多分に含んだ挑発は、効果がありすぎた。ティグルは膝立ちでミラににじり寄る。

「許してくれるなら、いますぐ抱きしめたいぐらいだ」

「そ、それはだめよ」

　ミラは慌てて身体を後ろへ引くと、ラヴィアスをつかんでティグルの鼻先に突きつけた。蒼く輝く穂先から冷気を浴びせかけられ、ティグルはおもわずのけぞる。槍の竜具は呆れたように、穂先の中央に埋めこまれた紅玉を点滅させた。

「減点一って言ったでしょ。それが取り消しになるまで、そういうことは一切禁止。この前のことだって、許したわけじゃないんだから」

「……この前のことって？」

　容易に推測できていたが、ティグルはあえて笑顔で尋ねる。ムオジネルとの戦を終えて、彼女と別れたときのことだろう。不意打ちで、ティグルはミラの唇を奪ったのだ。

　表情から内心を見透かされたらしく、ラヴィアスで頭を叩かれる。ティグルは頭をさすりながら、気を取り直して聞いた。

「代官との話しあいで、何か気になることでもあるのか？」

　ティグルが引っかかったのは、自分を先に公宮へ行かせようとミラがしたことだ。もちろん彼女はそういった気遣いができる娘だが、今回は他に理由があるようにも思えた。

　迷うように、ミラは手に持っているラヴィアスの穂先を見つめる。だが、ティグルへの信頼がまさったようで、顔をあげて、青い瞳を想い人に向けた。

「森のことで揉めている……。そう聞いたのよね。具体的には？」

「たしか、所有権のことだったような」

「所有権ね。間違ってはいないし、そういう噂なら許容範囲内かしら」

　記憶をさぐって答えたティグルに、ミラは微量の皮肉を含んだ笑みを浮かべる。指で床に簡単な図を描いた。

「私のオルミュッツ、王家の直轄地、それからエレオノーラのライトメリッツ。その森は、この三つの領地にまたがっているの。それぞれの領地の端を縦断している形ね。私たちは、地名からとってクトナーの森と呼んでいるのだけど――」

　深刻な表情で、ミラは言葉を続けた。

「その森が、広がっているらしいのよ」

　奇妙な言葉に、ティグルは戸惑った顔になる。不自然な沈黙が二人を包みこんだ。

「……領地の端にある森なんだろう？　それなら、そういうこともあるんじゃないか」

　あることに思いあたったティグルは、しかつめらしい顔をして言った。

　領地の端というのは、なかなか見に来る機会がない。よって、地図も正確さを欠きやすい。作られた地図が正しいかどうかを確認することが、難しいからだ。

　また、ひとの手が入っていない険しい自然がそのままで残っていると、容易に足を踏みいれることもできないので、さらに曖あい昧まいになる。

　そのような事情から、領地の端にある山や森が広がったり、縮んだりするのは、ないことではない。ティグルの生まれ育ったアルサスでも、代々の領主たちが作らせた地図を見ると、街道や村があるところを除けば、端に近いほどいい加減だった。

　ティグルの言葉に、しかしミラは難しい顔で首を横に振る。

「最初は私も、領地の端でのよくあることだと思ったんだけど……」

　調べさせてみると、どうやら本当に森が広がっているらしい。

　その森からもっとも近い村までは、五ベルスタ（約五キロメートル）ほどの距離があるのだが、あきらかに森が近くなっているという報告が届いた。森に入った者たちのほとんどが、それきり出てこないとも。

　クトナーの森を調査することを決めたミラは、配下の騎士たちを派遣したのだが、思わぬ邪魔が入った。直轄地の代官レシェックが、森に入ろうとした騎士たちを追い返したのだ。

「森の所有権は直轄地にあるので、オルミュッツの者は立ち入りを禁ずる。そう言われたんですって。私の部下たちも無理に押し通るようなことはせず、何度も頼みこんだのだけど、聞いてもらえなくて私に報告してきたというわけ」

「それは仕方ないか。直轄地の代官とことを荒立てるのは、いいことじゃないからな」

　ミラの判断は迅速だった。代官レシェックのもとへ、ことの次第を問いただす使者を送り、自身は従者たちを連れて、件の森へ向かうことにしたのだ。

「レシェック殿からは、ここまで来る途中に返事が来たわ。森の所有権について、ぜひとも決着をつけたいと」

　そう話すミラの顔には、自信や不敵さといったものが欠けている。ティグルは不思議に思った。いつもの彼女なら、相手が直轄地の代官だからといって、ひるむようなことはない。

「苦手な相手なのか？　極端に威圧的だとか、話し方に癖があるとか」

「こちらの問題よ。ううん、はっきり不手際と言ってしまっていいわね。森があるあたりの境界線が、オルミュッツ側の記録ではずうっと曖昧なの。――どうしてだか、わかる？」

　ミラの青い瞳には、想い人を試すような輝きがある。ティグルは少し安心した。教師と生徒じみたやりとりを自分とできるぐらいには、余裕があるようだ。

「そうしておく方が、都合がよかったということか？　たとえば、そのあたりが火事になりやすい場所だから、とか」

　二つの領地にまたがる森があり、そこで火事が起きたとする。

　この場合、森の所有権の押しつけあいになる。「おまえの所有する森で火事が起きて、自分の領地にまで被害が出た。どうしてくれる」というわけだ。そのような場合を考慮して、領地をまたぐ森の所有権を明確に定めない領主は多い。

　ミラは迷うように、あるいは焦らすようにひとさし指を唇にあてて考えていたが、小さく息を吐いてティグルに笑いかけた。

「そうね。それで正解にしてあげる」

　彼女の言い方に釈然としないものを感じて、ティグルはわずかに身を乗りだす。

「正式な答えは違うのか？」

「そうじゃないの。まず、四、五十年前。私のひいお祖母さまがオルミュッツの戦姫だったころね。その森を中心にした一帯で、野盗の被害が出たの。野盗たちは森を拠点にして、オルミュッツだけじゃなく、直轄地やライトメリッツの町や村まで襲ったらしいわ。このとき、三者とも森の所有権を押しつけあって、誰もが境界線をあえて不明瞭にしたのよ」

「なるほど」とティグルはうなずいた。

　野盗が森をねぐらとした場合、当然ながら所有権を持つ領主が対処しなければならない。

　一度の戦いで確実に打ち倒せるのならばよいが、もしも逃がしてしまったら、その方面を長期にわたって警戒する必要が生じる。領主にとっては頭の痛くなる話だ。

　ところが、ミラの話はこれで終わらなかった。

「次に、三、四十年前。お祖母さまが戦姫だったころね。森の近くで集落が発見されたらしいの。よその領地で圧政に耐えかねて逃げだしたひとたちや、元傭兵、元野盗……。いろいろなひとたちが寄り集まってできたんですって。この集落が、また変に領地をまたいでいたものだから、どこの統治下になるかで揉めたわ。それでまた境界線を曖昧にした」

「そうなのか」とティグルはうなずいた。

　集落を自分の領地に組みいれれば、税がとれる。戦の際に兵を募ることもできる。少数の部隊なら休息することも可能だろう。もっとも、それは集落で暮らす者たちが従う姿勢を見せてくれればの話だ。従わないというだけならともかく、近隣の村を襲うなど積極的に戦う姿勢を見せてきたら、野盗とみなして討伐しなければならない。

　ミラの祖母の処置から考えて、とにかく彼らは従わなかったのだろう。

「それから、十五、六年前、お母様が戦姫だったころなんだけど」

「まだあるのか」

　おもわずティグルはそう口走ってしまった。「これで最後よ」と、ミラは苦笑を浮かべる。

「火事が起きて、森の半分近くが焼けたらしいの」

　ラーナは当然のように、境界線を曖昧にした。

「……難題だな」

　話を聞き終えて、ティグルはそれ以外の感想が出てこない。直轄地側にも、当然それらの記録はあるだろう。ここで急に所有権を主張しても、あしらわれるだけだ。

「お母様やお祖母様、ひいお祖母様を責めようとは思わないわ。私が当時の戦姫だったら、間違いなく同じことをしたもの。相手が領主貴族なら、気楽にかまえられるんだけど」

　ミラは肩をすくめる。ジスタートにおいて、戦姫の地位は国王に次ぐものであり、強気な態度をとれる貴族は少ない。加えて、領主貴族には、有形無形の貸し借りが通じることが多い。「次の機会に融通をきかせるから、今回は譲ってほしい」という話をしやすいのだ。

　しかし、相手は王家が任命した代官だ。面子にかけても簡単に引き下がりはしないだろう。

「エレオノーラといったっけ、ライトメリッツの戦姫はどうするつもりなんだ。彼女の公国にも、この森は広がっているわけだろう」

　ふと湧きあがった疑問を、ティグルはわずかな逡巡のあとに口にする。案の定、ミラは顔をしかめ、口をとがらせて、わかりやすいほど不機嫌な表情になった。

「知らないし、興味もないわ」

　そっけない口調で言って、ミラは横を向く。ティグルは「自分が彼女に会って、聞いてみようか」と言おうと思ったが、いまはやめておくことにした。次の機会を待つべきだ。

「何か、俺にできることはあるか？」

　とくに妙案があるわけではない。だが、それでもティグルは彼女の力になりたかった。

　小首をかしげて、ミラはからかうような笑みをティグルに向ける。

「見守ってくれるんでしょ？　それで充分よ」

「わかった」

　いまは、彼女の気遣いをありがたく受けとろう。そう考えてティグルはうなずいた。

　オルミュッツに滞在する間に多くのことを学ばなければならないと、あらためて思う。自分の願いは、ミラの隣に在り続けることなのだから。

「さて、と――」

　ミラは軽く伸びをする。

「堅苦しい話ばかり続いたし、別の話でもしましょうか。あなた、あの村に何日ぐらいいたの？　たった二日で狼を仕留めたっていう話も聞きたいわ」

　ティグルは顔をほころばせた。せめて、彼女の気分がほぐれるように話そうと考える。

「俺たちがあの村に着いたのは五日前になるんだが……」

　窓から見える月は、ティグルがこの部屋に入ってきたときよりも、高い位置にある。

　外に声が聞こえないよう気をつけながら、二人は笑顔で語りあった。




　　　　　　　†




　クトナーの森の近く、草原に囲まれた小さな丘の上に、「ドモヴォーイの館」と呼ばれるミラの別荘ダーチヤがある。

　正確には、戦姫の所有する別荘というべきだろう。オルミュッツにこうした別荘は二十以上存在している。今回のように戦姫が遠方へ視察に出るときや、近隣の諸侯と会談するとき、静養するときなどに利用するのだ。

　ドモヴォーイはジスタートの昔話に出てくる妖精で、暖炉や玄関に潜み、家を守るとされている。同じく家を守る妖精であるキキーモラと並んで、別荘の名によく使われていた。

　直轄地の代官レシェックと、ミラはこの別荘で会う約束をとりつけていた。

　ティグルと語りあった夜から二日後の昼近く、太陽があと少しで中天に達しようというころに、ミラたちはドモヴォーイの館に到着した。

　ミラとしては余裕をもって動いたつもりだったが、別荘の前まで馬を進めたとき、ひとと馬の影を複数認めて、彼女は意外な驚きに襲われた。

「おひさしぶりですな、戦姫殿」

　太った身体を灰色の官服に包んだ男が、ミラの前に進みでた。年齢は三十代半ば。丸い顔は火酒ウオトカを呷あおったかのように赤いが、これは生来のものだという。頰にはそばかすが散っている。短い黒髪が、頭頂部とその周辺だけを飾っていた。苺のへたのように。

　直轄地の代官レシェックだ。小さな両眼には、隠す気配もなく敵意が輝いている。

――「苺頭クルブニカーヴア」とは、よく言ったものね。

　ミラは内心でつぶやいた。この代官を嫌っている者たちが、彼につけたあだ名だ。

　レシェックの背後には、同じく灰色の官服を着た者たちが控えている。彼の部下だろう。そろって堅苦しい顔つきをしていた。

「私がここに着いたのは今朝のことですが、いやはや、誰もいなくて驚きました。重要な話とうかがっていたのに、のんびり馬を進ませていまごろご到着とは。道中に見惚みとれてしまうような景色でもございましたかな？」

　代官の嫌味を、ミラは涼しげな微笑で受け流す。

「それはまた、ずいぶん急いで来てくださったのですね、レシェック殿。このあたりまで来る機会はなかなかないので、立ち寄った村々で詳しく話を聞いていたのです。国王陛下からお預かりした公国に何かありましたら、臣下として申し訳が立ちませんから」

「ご立派な忠誠心ですな。いやいや、私も同じ思いです。陛下に仕える者同士、波風をたてすぎることがないようにしたいもので」

「ええ。今日は、双方に実りあるお話をさせてもらえればと」

　馬から下りながら、ミラはレシェックの表情を観察する。嘲あざけるように歪められた口元に、不快感しか抱かなかった。

　公宮を発つ前、ミラはレシェックについて調べさせている。これまでにも何度か顔を合わせたことはあったが、彼との間に深刻な揉めごとが起きなかったこともあり、あまり気にかけていなかったのだ。

　代官としては、たしかに優秀らしい。だが、一方で非常に陰湿な人間という話だった。

　レシェックが代官としての仕事を行う執務室の隣には、小さな部屋がある。失態を犯した部下はそこに入れられ、実に一刻もの間、反省の言葉を述べるよう強いられるのだ。腹が減ろうと、用を足したくなろうと、終わるまで部屋から出してもらうことはかなわず、言い間違いがあれば最初からやり直しをさせられるのだという。

――お母様は、この男のことを陰険な小役人と言っていたけれど……。

　ミラは自分の馬をガルイーニンに任せ、レシェックたちを案内して別荘の扉を開ける。扉には、白い衣をまとった老人が描かれていた。ドモヴォーイだ。

　別荘の中は丁寧に掃除され、冷たい空気が漂っていた。近くの村の者が定期的に掃除をすることに加えて、今回は事前にひとを派遣して、掃除をさせておいたからだ。

「喉が渇いているのではありませんか？　紅茶を淹れますから、ぜひ召しあがってください」

「ほほう。有名な戦姫殿の紅茶をいただけるとは、身にあまる光栄ですな」

　一分の隙もなくつくりあげた笑顔で、ミラはレシェックと他愛のない言葉をかわす。だが、代官の目から敵意が消える気配はない。

　彼の部下たちを見ると、誰もが左右の肩にそれぞれ大きな鞄を下げている。かなりの重さらしく、どの表情も苦しそうだった。鞄に詰めこまれているのは、今回の話しあいに使うさまざまな書類だろう。ミラが従者たちに運ばせてきたものの三倍はある。

――これは無理かしらね。

　廊下を歩きながら、ミラはそっとため息をついた。







　ティグルとラフィナックは、「ドモヴォーイの館」から三百アルシン（約三百メートル）ばかり離れたところにいた。旅装のまま草原に座りこんで、丘の上にぽつんと立つ別荘を眺めている。二人のそばには二頭の馬が立って、草を食んでいた。

　空は蒼く、陽光はまぶしく、大気の熱は吹き抜ける風がやわらげてくれる。地面に寝転がったラフィナックが、手近な草をちぎって嚙みながら、のんびりとした調子で言った。

「こんな日は、馬に乗ってどこまでも駆けていきたくなりますな」

　ティグルは年長の側近を見やって、からかうように笑う。

「そのときは俺が手綱を持つから、おまえは馬首にしがみついていてくれ」

　ようやく乗り慣れたとはいえ、ラフィナックが馬を操る姿勢は、まだ危なっかしい。本気で馬を走らせたら、おそらく百アルシンを駆け抜ける前に放りだされるだろう。

　若い主の表情が緩んだのを見て、ラフィナックは話題を変えた。なだめるように言う。

「お気持ちはわかりますが、あれこれ悩んだってどうにもなりませんよ、若」

　ティグルの表情に陰がよぎった。

「……ミラは、上手くいくと思うか？」

「若から聞いた話だけで判断するなら、まず無理ですね。ガルイーニン卿も自信たっぷりって感じじゃありませんでしたし、なぐさめと励ましの言葉を考えておいた方がいいでしょう」

　長いため息をつくと、ティグルは何気なく視線を転じる。

　はるか西に、黒々とした大きな森が見えた。ミラたちの言うクトナーの森だ。

　森のまわりは平坦な草原で、他に目立つものは、別荘の建っている丘ぐらいだ。このような地形だと、たしかに森の大きさはわかりづらいとティグルは思う。広がったと言われても、変わっていないと言われても、信じてしまいそうだ。

　ティグルの身体を奇妙な戦慄が貫いたのは、そのときだった。

――えっ……？

　おもわずティグルは黒弓を握りしめて立ちあがり、身構えながらクトナーの森を見つめる。若者の突然の行動を怪訝に思ったのか、ラフィナックが声をかけてきたが、まったく耳に入らなかった。てのひらには汗がにじみ、緊張から心臓の鼓動が速くなる。

――俺を見ていた？

　ほんの一瞬だったが、ティグルが感じたものは間違いなく視線だった。あの森の中から、何ものかが自分たちを視界に捉えたのだ。

「どうしたんです、若」

　ラフィナックが立ちあがって、ティグルの肩を叩く。ティグルはいまの出来事を彼に話そうとして森を指さしたが、そこで言葉を呑みこんだ。

　ここからクトナーの森まで、目測で五、六百アルシンはある。そんな遠くから誰かが自分を見たとして、気づくものだろうか。

　ティグルの沈黙を誤解したらしい。ラフィナックは苦笑を浮かべる。

「もしかして、お姫さまのために、あの森に忍びこもうっていうんじゃないでしょうね」

「そいつはしくじったときが怖いな」

　もしも見つかって捕らえられ、ミラと親しいことが知られたら、彼女に迷惑がかかるどころではない。ティグルとしては、そのような危険な挑戦はできなかった。

「ラフィナック。おまえはあの森を見て、何か感じるか？」

「さあ……。三つの領地にまたがるだけあって、でかい森だなとは思いますが」

　ラフィナックは首をひねってそう答える。

――気のせいか。

　ティグルはそう思ったが、不思議とクトナーの森から目を離すことができなかった。







　ミラとレシェックの話しあいは、決裂する形でその日の夕方に終わった。

「苺頭」は、直轄地のあらゆる記録を持ちだしてきて、森の所有権はすべて自分たちにあり、オルミュッツの人間を森に入れるつもりはないと言って譲らなかった。

　ミラは何度か譲歩する姿勢を見せて、森全体の所有権は認めないが、一部については認め、それに合わせた利用料金をそちらに支払ってもいいと提案したが、レシェックは首を縦に振らなかった。

　レシェックは徹底して頑なだった。森が広がっているという話については、しょせんは目測であると言って一蹴した。多くの者が森に入って行方知れずになっているので、調査をさせてほしいという頼みに対しては、小馬鹿にするような笑みを浮かべて次のように言った。

「この季節は多くの者が森に入るから、行方知れずになる者もそれだけ増える。統治者なら誰もがわかっていることだ。戦姫殿も昨年や一昨年のいまごろに、似たような報告を受けていたと思うが、そのたびに配下の者を森の中へ向かわせていたのか？　もしそうならば、その記録を見せていただきたい」

　もちろん、そんな記録があるはずもない。しかし、ミラは食いさがった。

「レシェック殿はずいぶんと記録を信頼しておられるようですが、ときにいい加減な記録がつくられてしまうことを、統治者なら誰もがわかっていると思います。実際、私の用意した記録とあなたが用意した記録とで食い違う部分がいくつもある。一度、記録から離れ、いまの領民たちの声に耳を傾けるべきではありませんか」

「ほほう。戦姫殿は、領民の声とやらを、記録より信頼しているわけですか」

「時と場合によっては」

　ミラがそう言うと、レシェックは憎々しげに目を細めた。

「あなたのお母君も、かつてそう言ったことがあった。あの母にしてこの子ありか」

「ええ。自慢の母です」

　そのように脱線しかけたときもあったが、結論からいえば、話しあいは何の実りももたらさなかったのである。終わったときには日が沈みかけていたので、ミラたちは別荘で身体を休めたのだが、レシェックたちは雑談すら拒むように、客室から出てこなかった。

　そうして夜が明けると、両者は早々に別荘を去ったのだった。

「まったく、融通がきかないなんてものじゃないわ、あの苺頭。たしかにこちらも問題だらけだったけれど、私に嫌がらせをしたいとしか思えない」

　ティグルと馬を並べて草原を進みながら、ミラは話しあいの内容を説明し、不愉快さを隠さずに愚痴った。二人の後ろにはガルイーニンたちとラフィナックが従っている。

　クトナーの森に、彼らは向かっていた。

　ちなみに、ティグルとラフィナックは別荘の近くで野営をして過ごした。さすがに中に入れてもらおうとは思わなかったからだが、こうして話を聞くと、それで正解だったようだ。別荘の雰囲気はそうとうひどかったに違いない。

　しばらくの間、ティグルは黙って彼女の話を聞いていたのだが、もしかしたらと思い、ミラの話がひと区切りついたところで聞いてみた。

「ミラ、そのレシェックというひとは、直轄地の代官をどれぐらい務めているんだ？」

「たしか、今年で七年目のはずよ。それがどうかしたの？」

「そのひとがそんなに強情を張ったのは、過去にラーナ様に手ひどくやりこめられたとか、そういうことがあったんじゃないか？　俺は会っていないから、想像でしかないが」

　ミラはティグルの顔をまじまじと見つめたあと、視線をそらすように前を向いた。

「ありえるわ。ううん、きっとあったと思う……」

　昨日のレシェックとのやりとりを、ミラはあらためて思いだす。次いで、ラーナがレシェックをどう評していたのかを。

　ミラは肩を落としてため息をついた。青い髪も力なく垂れ下がる。

「私もまだまだね。事前にそこまで考えて、手を打つべきだった」

　鞍に引っかけられているラヴィアスが、ミラをなぐさめるように冷気の息を吹きかけた。

　やがて、ティグルたちはクトナーの森の前まで来た。森の中に入るつもりはなく、間近で様子を見るだけだ。

「ミラは、何か感じるか？」

　ティグルが尋ねる。昨日、一瞬だけ感じた視線については、すでに話してあった。鬱蒼と茂る木々を見上げて、ミラは眉をひそめる。

「私はとくに何も……。ラヴィアスも同じみたい」

　ミラの手に握りしめられた竜具は、穂先を輝かせることもなく沈黙している。

「中に入れればいいのだけど……」

「いや、やはり俺の勘違いだったんだろう。それに、これだけ大きな森だと、少し中を歩いたぐらいじゃどうにもならなそうだ」

　森を見つめて、ミラは悔しそうに「そうね」と、同意する。

「帰りましょうか」

　青い髪をなびかせて、彼女は馬首を返した。ティグルとオルミュッツ騎士たちが続く。ややもたついたラフィナックを、ガルイーニンが横から手伝った。

　空は今日も青い。だが、草原を吹き抜ける風が、ティグルたちには冷たく感じられた。








２　　　銀閃の風姫シルヴフラウ









　公宮を囲む灰色の城壁が遠くに見えたとき、ティグルの胸中にあたたかな懐かしさがこみあげた。十四歳から十五歳までの一年間を、ティグルはあの公宮で過ごしたのだ。

　親しくしてくれたひとたちの顔が次々に浮かび、城下の町並みが脳裏をよぎる。彼らは元気にしているだろうか。自分が何度も通ったあの店は、変わっていないだろうか。

「ティグル、手綱がおろそかになっているわよ」

　苦笑まじりのミラの声に、はっと我に返る。ミラと並んで馬を進めていたはずが、いつのまにか彼女から離れ、街道を外れかけていた。後ろに続く従者たちが遠慮なく笑う。ティグルはごまかすように頭をかいて、馬の歩みを修正した。







　ティグルたちが公宮に到着したのは、レシェックとの話しあいから七日後のことだった。

　前庭で出迎えたのは、ミラの母であるラーナことスヴェトラーナだ。彼女は、ミラが公宮にいない間、代理として政務を処理していたのである。ミラは数日前に先触れを出して、到着するおおよその頃合いと、ティグルが同行していることをラーナに伝えてあった。

　ラーナは長い黒髪を持つ美しい女性で、艶やかな微笑を浮かべて立っている姿からは気品さえ感じられるが、ひとたびその気になったら何をしでかすかわからないひとだと、公宮に勤める者なら誰もが知っている。

「ご無事で戻られて何よりです、戦姫さま」

　母ではなく、戦姫の臣下として、ラーナはうやうやしく頭を下げる。ミラも娘ではなく、戦姫として、彼女に言葉を返した。

「私が留守の間、統治者代理としてご苦労でした。何か変わったことは？」

「ええ」と、ラーナは楽しそうににっこりと笑った。

「お客様がおいでです。『銀閃の風姫シルヴフラウ』の異名を持つライトメリッツの戦姫エレオノーラ殿と、従者の方が。今朝から客室でくつろいでいただいております」

　おもわぬ来訪者に、ミラは目を瞠みはった。次いで、渋面をつくった。ようやく帰ってきたと思ったら、これほど不快な知らせを聞かされるとは。だが、レシェックとの話がこのように終わってしまったからには、ちょうどいい。

「わかりました。のちほど、エレオノーラ殿のもとに伺うとしましょう」

　長旅で身体も服も汚れている。せめて身体を拭いてから応対するべきだった。

　それから、ティグルとラフィナックがラーナの前に進みでる。

「おひさしぶりです、スヴェトラーナ様。ご壮健のようで安心しました」

　挨拶をする直前まではいささか緊張していたが、驚きと喜びにあふれたラーナの顔を見て、ティグルは自然と笑みを浮かべた。

「本当にひさしぶり。大きくなりましたね、ティグルヴルムド卿」

　ラーナは右手を伸ばして、ティグルの手を握りしめる。ティグルもさりげなく彼女の左手をとった。ラーナの左腕が不自由でほとんど動かせないことを、ティグルは知っている。

　ティグルにとって、ミラとは異なる意味で、ラーナは大切な女性だった。

　ミラの母であるというだけではない。三年前に彼女がアルサスを訪ねてくれなかったら、そして自分の弓の技量に注目してくれなかったら、ティグルがミラと出会うことはなかっただろう。何らかの巡りあわせによって出会ったとしても、このような形ではなかったに違いない。それを思えば、どれだけ感謝してもしきれなかった。

　また、九歳のときに母のディアーナを病で亡くしているティグルは、ミラとラーナが母娘らしい話をしているときなど、ラーナに母の面影を追ってしまうことがあった。自じ由ゆう闊かつ達たつに歩きまわっては部下を困らせ、娘を呆れさせるラーナとはまるで違い、ディアーナは身体が弱く、もの静かで、ティグルが幼いころはベッドの中で本を読み聞かせてくれたり、庭造りや花のことを話してくれたりするひとだったが。

　次いで、ラフィナックが挨拶をすませる。顔も身体も強こわ張ばらせているラフィナックに、ラーナは微笑んで言った。

「あらあら、ティグルヴルムド卿がはじめてこの地に来たときのことを思いだすわね」

　この言葉に、ミラの後ろでかしこまっていた六人の従者たちがおもわず笑う。ラーナの気遣いに感謝しつつ、当時の自分を思いだしてティグルは複雑な笑みを浮かべた。

「では、私がラフィナック殿を客室にご案内いたしましょう」

　笑いがおさまったところで、ガルイーニンが申しでる。ラフィナックは礼を述べた。

「皆、よくやってくれたわ。今日はゆっくり身体を休めなさい。ティグルヴルムド卿は、私といっしょに来なさい」

　ミラはガルイーニンたちに解散を命じると、ティグルとラーナとともに前庭をあとにする。

　そうして公宮の廊下で三人だけになると、ラーナはティグルを抱きしめた。

「成長したわね、ティグル。見違えたわ」

「ありがとうございます、ラーナ様」

　抱きしめられた気恥ずかしさからティグルは頰を紅潮させたが、ラーナが喜んでくれているので、彼女に身をゆだねた。かすかに化粧の匂いが混じった甘い香りが、鼻をくすぐる。

　抱擁を解くと、ラーナは青い瞳を好奇心で輝かせてティグルの顔を覗きこんだ。

「ところで、うちの娘とはどこまで進んだの？」

　あまりにあけすけな質問に、ティグルはうろたえて言葉に詰まった。

「お母様！」とミラが顔を真っ赤にして怒鳴る。ラーナは悪びれる様子もなく、豊かな胸をそらして、娘の怒りの視線を平然と受けとめた。

「大事な大事な娘の恋の進み具合だもの。気になるのは親として当然のことでしょう。もしかしてあなたたち、手を握るぐらいのことしかしていないんじゃないでしょうね？　子供でもできるわよ、そんなこと」

「ええと……」

　口づけまではした、とティグルは言おうとしたが、ミラに足を踏みつけられた。

「いちいち報告する義務はないわ」

　つっけんどんな態度をとるミラを見かねて、ティグルは無難な回答を口にする。

「ミラから聞いているとは思いますが、先の戦では武勲らしい武勲をたてられなかったので、あいにく距離は縮まっていません。ですが、夏が終わるまでには少しでも……」

「いい返事ね。うちの娘とは大違いだわ。さて、ティグル。これからどうしましょうか。ひとまず再会を祝して城下に繰りだす？　テオドールだってあなたの顔を見れば――」

「お母様は私といっしょに来てちょうだい。身体を拭いて、着替えている間でも話を聞くことはできるから」

　母の言葉を、ミラは慌てて遮さえぎった。放っておいたら、本当にラーナはティグルを連れて外へ行きかねない。たしかに父テオドールも、ティグルの顔を見たら喜んで歓迎するだろうが。

　ラーナはおおげさに肩をすくめた。

「はいはい、まったく可愛げがないんだから。ティグル、悪いけど、てきとうに時間を潰していてくれる？　挨拶まわりをしてみんなを驚かせてもいいし、城下に行ってきてもいいわよ」

「ラーナ様は本当にお変わりありませんね」

　ティグルはむしろ嬉しくなって、そう言った。

「それではお言葉に甘えて、公宮の中を歩きまわってみます」







　ミラとラーナを見送って、ティグルは公宮の廊下を歩きだした。

　高い天井、装飾のほどこされた円柱、随所に青い石材を使った壁……それらを見ていると、かつてここで生活していた日々を思いだす。ラーナと壁に落書きをして、二人そろってミラに叱られたことがあった。真夜中に、巡回する兵士たちの目を盗んでミラと廊下を駆けまわったことがあった。中庭で、親しい兵士たちと酒盛りをしたことがあった。

　洗濯ものが入った籠を抱えている侍女たちとすれ違う。三年前に見た覚えのない顔ぶれだ。ティグルがアルサスに帰ったあとで、公宮に勤めるようになったのだろう。

　何もかも当時と同じというわけではない。ティグルはいくばくかの寂しさを感じたが、首を左右に振ってその思いを振り払う。さすがに身勝手な感傷だった。

　文官や兵士たちとすれ違う。今度は知っている顔だった。声をかけ、挨拶をかわし、おたがいに元気であることを喜びあう。もっとも、彼らは職務中なので長話はできない。手を振って別れた。胸の中があたたかくなり、足取りが軽くなる。

　庭園のひとつに足を踏みいれる。ベロニカやリコリス、百日紅など色とりどりの花が見事に咲き誇っていた。ティグルは微笑を浮かべてそれらの花を眺めていたが、とある葉が目に留まったとき、ひとつの思い出に記憶を刺激された。

――そうだ。この形の葉だった。

　草笛を知らなかったミラに、この葉を使ってティグルは教えたのだ。

　ミラが感激し、ティグルは得意になって、二人でつい葉を十枚近くちぎってしまい、入ってきた庭師の老人にさんざん叱られた。ところがそのあと、老人は同じ葉を使ってティグルたちよりもはるかに上手く草笛を吹いてみせて、ティグルたちを驚かせたものだった。

　ごめんなさい。そうつぶやいて、葉を一枚ちぎる。それを口元に当てて草笛を吹いた。

「――ふむ、草笛か」

　感心したような声を後ろからかけられて、ティグルは振り返る。

　長い白銀の髪をなびかせて、ひとりの娘が立っていた。

　年齢はティグルと同じぐらいだろうか。葡萄の色と白を組みあわせた軍衣をまとい、腰に長剣を帯びている。整った顔だちの中に、ひとの上に立つ者の風格と、年齢相応の愛らしさが違和感なく同居していた。紅の瞳は楽しそうに輝いて、ティグルを見つめている。

　とっさに、ティグルは言葉が出てこなかった。彼女の美しさに見惚みとれていたのだ。娘はティグルのそばまで歩いてくると、右手をさしだした。

「私にもやらせてくれないか」

　ティグルは手に持っていた葉を渡す。普段のティグルなら、他の葉を一枚ちぎって渡しただろう。しかし、彼女の笑顔には、言うことを聞いてあげたくなるような愛敬があった。

　さっそくとばかりに、娘は葉を口にあてる。しかし、出てきたのは空気が漏れたような音だった。首をかしげる娘に、ティグルはこの葉での吹きかたを丁寧に教える。すぐに彼女はこつを呑みこみ、燕の鳴き声を模も倣ほうしてみせた。

「上手いなあ」

　ティグルは素直に感心する。滑るように空を飛ぶ燕の姿が、脳裏に浮かぶようだ。悪いとは思いつつ、葉をもう一枚ちぎる。彼女と同じく燕の鳴き声を真ま似ねて、草笛を吹いた。

　二人の視線がまじわり、娘は小さく笑う。燕の鳴き声のまま、わずかな変化をつけて返してきた。しばらくの間、ティグルと娘は草笛の音だけをかわす。音だけを聞けば、あたかも二羽の燕がさえずりあっているかのようだった。

　そうしてひとしきり草笛に興きようじたあと、どちらからともなく二人は葉を口から離した。

「楽しかった、ありがとう。――ああ、そういえば、まだ名前を聞いていなかったな」

　ようやく気がついたというふうに、娘は笑う。その気さくな態度は、ティグルにとって好ましいものだった。腰に手を当てて、明るい口調で彼女は名のった。
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「私はエレオノーラ＝ヴィルターリア。おまえは？」

「……ティグルヴルムド＝ヴォルン」

　ティグルの返答がわずかに遅れたのは、彼女の名前に驚きを禁じ得なかったからだ。

――エレオノーラ。まさか、ライトメリッツの……？

『銀閃の風姫』の異名を持ち、ミラとは「犬と猫のような仲」で知られている戦姫。

　ラーナが言っていたではないか。彼女がこの公宮に来ていると。

　それに、考えてみると、エレオノーラには不思議な点がある。剣を帯びていることだ。客人ならば、公宮に入った時点で武器を預けるものである。だが、戦姫ならば、それもおかしくはない。戦姫と竜具ヴイラルトの関係が親密なものであることは、誰もが知っているからだ。

　一方、エレオノーラも口元に指をあてて、何かを考えているようだった。

「その言葉の訛りは、ブリューヌ人か？」

　ティグルがうなずくと、エレオノーラは合点がいったというふうに手を叩いた。瞳の奥で驚きと興味が爆発して、彼女の笑顔が輝きを増す。エレオノーラは身を乗りだした。

「そうか、おまえがあの『三百アルシンの男』か！」

「……何のことだ？」

　息がかかりかねない距離まで顔を近づけてきたエレオノーラにたじろぎながら、ティグルは疑問を返す。彼女は身体を引くと、笑顔で答えた。

「リュドミラのやつから聞いてな、いろいろと調べてみたんだ。ブリューヌ人でありながら弓を得意とし、二百五十アルシンどころか三百アルシン先の獲物を確実に仕留めるという、ありえない男がいると。おまえのことだな？　ええと、ティグル……」

　言いにくいのか、覚えられなかったのか、エレオノーラは言葉を詰まらせる。

「ティグルでいいよ。俺もその方が慣れている」

「それなら私のことはエレンでいいぞ」

　エレオノーラ――エレンは屈託なく笑った。

「さて、さっそくだが、ティグル。おまえの弓の腕を――」

　エレンの言葉の続きは、しかし横合いから放たれた鋭い声によって遮られた。

「ちょっと！　そこで何をしているの！」

　ティグルとエレンが声のした方を見ると、庭園の出入り口に、竜具を手にしたミラが立っている。その後ろにはラーナと、二十歳前後と思われる長身の女性の姿があった。艶のない金色の髪を頭の左側で結び、エレンのものと意匠がよく似た礼服を着ている。

「何だ、リュドミラか。こちらはせっかく楽しい一時を過ごしているというのに、獣のようにわめいて邪魔しないでほしいものだな」

　エレンは口の端を吊りあげて皮肉っぽく笑い、紅の瞳を挑発的に輝かせる。ミラは大股でこちらへ歩いてくると、割りこむようにティグルの前に立ち、エレンを睨みつけた。

「それはごめんなさい、エレオノーラ。でも、あなたの普段の素そ行こうを知っていると、他のお客様に対してどのような粗そ相そうをしでかすのか、心配になるのは当たり前だと思うの」

「それは無用の心配というやつだろう。おまえと長くつきあっている者ほど、たいていのことに対して寛容になるというもっぱらの噂だからな」

「自分の言動について正しい自覚を持てないのは悲しいことね。躾しつけの行き届いた犬を紹介してあげましょうか？　あなたはそのあたりから始めた方がよさそうだし」

「おまえこそ、路地裏の野良猫に教えを乞うてきたらどうだ？　どれほど薄汚れた猫でも、おまえよりは品格にあふれているだろう」

　言葉を投げつけ、投げ返されるたびに両者の表情は少しずつ歪み、声は低くなり、視線にこめられた敵意が色濃いものになっていく。まだおたがい武器をかまえてはいないが、それも時間の問題であるように思われた。

　ラヴィアスが淡い光を放ち、ミラの周囲の大気を冷気へと変えていく。そして、エレンのまわりには不自然な空気の流れが渦を巻いた。巻きこまれる花々こそいい迷惑だろう。

　ティグルはといえば、目の前で突然はじまった睨みあいを、呆気にとられた顔で見つめている。二人の仲が悪いことは知っていたが、目にしたのはこれがはじめてだった。

「なあ、ミラ……」

　傍観しているわけにもいかず、ティグルは想い人に声をかける。ミラは振り返ることなく、言葉だけを返してきた。

「下がっていて、ティグル。だいじょうぶ、あなたのことは必ず守りきってみせるわ」

　まるで凶悪な怪物と相対しているかのような台詞である。仕方なく、ティグルはエレンの方を見る。とりあえず彼女に下がってもらおうと思って呼びかけた。

「ええと、エレン……」

　彼女もやはりティグルを見ず、ミラを睨みつけたままで言った。

「離れていろ、ティグル。おまえを巻きこむのは本意ではない」

　何をするつもりなのだろうか、この白銀の髪の戦姫は。

「……どうしてあなたがティグルのことをそう呼ぶのよ」

　ミラの声が、敵意を通り越して怒気をはらんだ。彼女の足下の草が霜で覆われていく。

「そう呼んでいいと言われたからだ。貴様に文句を言われる筋合いはない」

　エレンの周囲を駆け巡る風は徐々に勢いを強めており、草がざわめいていた。

「あなたはティグルのことを何も知らないでしょう」

「だから愛称で呼ぶなとでも？　心の狭さもそこまでくれば表彰ものだな」

　二人のやりとりに内心で頭を抱えたティグルは、ラーナに視線で助けを求めた。黒髪の元戦姫は無言で肩をすくめる。放っておけという意味かとティグルは思いかけたが、彼女の瞳が輝いているのを見て、自分の推測を打ち消した。あれは乱闘を見たがっている目だ。思えば、酒場などで喧嘩に遭遇すると、ラーナは罵声を浴びせたり、皿を投げたりして煽っていた。

　自分で何とかするしかないか。そう思ったとき、ラーナの隣に立っていた金髪の娘がいつのまにか姿を消していることに、ティグルは気づいた。

――ガルイーニン卿か誰かを呼びに行ってくれたのかな。

　もしそうなら心強い。自分もどうにかミラをおさえこもう。ティグルはそう考えたが、その想像は間違っていたことがすぐにわかった。それから三つ数える間もなく、金髪の娘が出入り口に現れたのだ。木桶を両手で持って。

「――お二人とも、お許しを！」

　彼女は猛然とこちらへ駆けてくると、勢いよく木桶を振りあげた。中に入っていた水がミラとエレンの頭上にぶちまけられて、飛沫を輝かせながら透明な虹を描く。

　次の瞬間、冷気が空中に向かって勢いよく噴きあがり、突風が下から上へと吹き荒れた。二人に降り注そそぐはずだった水は無数の氷の粒と化し、あるいは吹き散らされて粉々になる。わずか一滴さえも、二人に届くことはなかった。

　ティグルが動いたのはこのときだった。後ろからミラを抱きすくめて、大きく離れる。

「ちょっと、放しなさい、ティグル！」

　ミラは懸命にもがいて抗議したが、ティグルは耳を貸さない。

　エレンはというと、水をかけてきた金髪の娘に憤然と苦情を述べていた。

「邪魔をするな、リム。この女を叩きのめして力の差をわからせてやる好機だったのに」

「そしてまた近隣の諸侯に笑いを提供し、陛下にご迷惑をかけるおつもりですか」

　リムと呼ばれた娘は、愛想のかけらもない表情で冷たく応じた。エレンは痛いところを突かれたというふうに弱った表情になったあと、不満そうに口をとがらせる。

「今回、先に仕掛けたのはどちらか、おまえも見ていただろう」

「エレオノーラ様は、ことを穏便にすませる努力をなさいましたか？」

　リムは容赦がなかった。エレンは肩を落としてうつむき、小さく謝罪の言葉を口にする。それを確認すると、リムはティグルたちの方へ歩いてきた。姿勢を正して、ミラに一礼する。

「リュドミラ様、我が主も反省しておりますので、なにとぞこの一件については……」

「そこまで恐縮する必要はないだろう」

　そう言ったのは、ミラを抱きしめたままのティグルだ。青い瞳に訝しむ色をにじませたリムに、ティグルは言葉を続ける。

「ミラに非がなかったとはいえない。ここはミラの公宮だが、客人ばかりでなく、主にだって礼節は求められる。エレンは反省した。ミラにもこれから反省させる。今回はそれでいいんじゃないか。――ラーナ様は、どう思いますか」

　ティグルが意見を求めると、ラーナは楽しそうな微笑を浮かべてこちらへ歩いてきた。

「どちらかが降参するまで殴りあいなさい、って私が言ったらどうするの？　その方がおたがいよほどすっきりすると思うけれど」

　こういうところはミラの母親だとティグルは思う。

「一時的にはそうなっても、長い目で見れば鬱うつ憤ぷんが積み重なるだけでしょう。これまでにも何度か取っ組みあいをしたことがあるようですから。ラーナ様が殴りあいをご覧になりたいとおっしゃるなら、ミラの相手は俺が務めます」

「私好みの答えだからおまけして及第点、というところかしらね」

　ラーナはティグルに歩み寄ると、彼の頭を優しく撫でた。それから愛娘へと視線を移す。

「そろそろ落ち着いたかしら。この地の主として振る舞う時間よ」

　ばつの悪い顔で、ミラはこくりとうなずいた。「だいじょうぶよ」と、恥ずかしそうな声でティグルに言う。ティグルが腕を放すと、ミラは服の乱れを直して背筋を伸ばした。エレンもリムに諭されたらしく、乱れた白銀の髪を簡単に撫でつける。

　二人は距離を詰めて、張りついたような笑顔で向かいあった。

「オルミュッツの主として、あなたの来訪を歓迎するわ、エレオノーラ」

「ライトメリッツの主として、そちらのもてなしに感謝する、リュドミラ」

　かすかに奥歯がきしむ音は、どちらが発したものだったか。再び二人は睨みあったが、さすがに感情を激化させることはなく、ティグルとリムはようやく胸を撫で下ろしたのだった。




　　　　　　　†




　ミラがエレンたちを案内した応接室は、豪奢なものだった。

　床にはムオジネル産の絨毯が敷かれており、部屋の中央には絹をふんだんに使った二つのソファが、小さなテーブルを挟むように置かれている。

　壁の一角には、レンガ造りの暖炉が据えつけられていた。夏なので、もちろん火は入っていない。暖炉の上には、陶器でできたいくつかの小さな人形が並んでいた。

　天井にはガラスでできたシャンデリアが吊りさがっており、まんべんなく蠟燭を立てれば、夜であっても室内を昼同然に照らすことができるだろう。

　ラヴィアスと長剣を壁に立てかけて、ミラとエレンは向かいあうようにソファに座る。ミラの隣にはラーナが、エレンの隣にはリムがそれぞれ腰を下ろした。テーブルには人数分の銀杯と、葡萄酒ヴイノーの瓶、それからチーズを盛った皿が置かれる。

　ティグルはここにいない。部外者だからだ。ミラと親しいとはいえ、とくに有力な情報を持っているわけでもない者を、戦姫同士の話しあいに同席させるわけにはいかなかった。いまごろは、ラフィナックとガルイーニンとともに挨拶まわりをしているはずだ。

　まず、エレンは自分が庭園に現れたわけを簡単に説明した。

「少し前までは用意してもらった客室にいたのだが、退屈をもてあましてな。気晴らしに公宮の中を歩きまわっていたんだ。すぐに戻るつもりだったが、草笛の音が聞こえて、つい」

「申し訳ありません。私もエレオノーラ様についていくべきだとは思ったのですが、客室を空にするわけにもいかなかったので」

　リムが恐縮して、ミラとラーナに頭を下げる。リムというのは愛称で、彼女の名はリムアリーシャという。エレンの副官を務めており、現在二十歳。愛想に欠けるところはあるが、態度といい、言葉遣いといい、エレンよりもよほど礼儀正しい女性で、ミラは彼女のことを嫌いではなかった。

「エレオノーラ殿は、ティグルヴルムド卿とはじめて会ったのでしょう？　ずいぶん親しくなったようだけれど、何を話していたのかしら？」

　本題に入る前の世間話というふうにラーナが尋ねると、エレンは相そう好ごうを崩した。

「いっしょに草笛を吹いただけです。ですが、おかげで懐かしい気持ちになれました」

「それはよかったわね」

　ラーナはそう言葉を返したが、ミラはまったく愉快な気分になれなかった。あの庭園は、ティグルが自分に草笛を教えてくれた思い出の場所だ。

――庭園にいるときに聞かなくてよかったわ……。

　まだ感情が昂たかぶっているときにそのことを聞いていたら、冷静ではいられなかっただろう。大切な場所に土足で踏みこまれたという感覚は、すぐには拭えそうになかった。

「エレオノーラ、あなたがわざわざここまで来た理由を、話してもらえるかしら」

　すべての銀杯に葡萄酒を注ぎ終えたところで、ミラは訊いた。

「見当はついてるんじゃないか？　私がおまえを訪ねるなど」

　銀杯に口をつけながら、エレンは言葉を続ける。

「私のライトメリッツと、王家の直轄地、それからこのオルミュッツにまたがる森のことだ。私のところには、あの森が春のころより広がっている、入っていった者たちがまったく戻ってこないという報告がいくつも届いている。おまえのところはどうだ？」

　ミラは目を瞠った。報告の内容がオルミュッツのそれと一致することだけでなく、エレンがライトメリッツ側の事情を正直に話したことにも驚いたのだ。

「あなたと同じよ。先日、その件で直轄地の代官であるレシェックと話しあってきたわ」

　ミラの言葉に、エレンが意地の悪い笑みを浮かべる。どうやら彼女も、すでにレシェックと話したらしい。

「どうだった？」

「話にならなかったわ」と、ミラは首を横に振った。

「あの森は自分たちのものだ、オルミュッツの人間は入るな、すでに入った者のことなど知ったことではない……。終始こんな調子ね。あの森の所有権について、こちらの立場が弱いというのもあったけれど」

「私もあの男と話してみたが、似たようなものでな。絶対に森の中へは立ち入らせないという感じだ。おまえはこのあとどうする？」

　単刀直入に聞かれて、ミラは眉をひそめた。

「しばらく様子を見るつもりよ。あの森は大きすぎる。遠からず、レシェックの手には負えなくなると思うわ。――あなたは？」

「私はライトメリッツ側から森に入ってみるつもりだ」

　一片の迷いもなくエレンは答えて、ミラを啞あ然ぜんとさせた。

「あなた自身が？　軽率だわ。迷ったらどうするのよ」

「私にはアリファールがある」

　ラヴィアスと並んで壁に立てかけられている長剣を、エレンは振り返る。この剣こそが彼女の竜具であり、庭園で水を吹き散らしたのは、アリファールが起こした風の力だった。

「迷っても、すぐに木々の上に出られる。獣の群れはもちろん、代官の部下に見つかったとしても、私と数人ぐらいなら逃げきる自信がある。ただ、森に入る前に、情報を少しでも集められればと思ってな」

　ソファの背もたれによりかかりながら、エレンは隣に座っているリムを一瞥する。彼女は渋面をつくっていた。そういうこと、とミラは理解する。

――リムアリーシャに言われて、ここまでやってきたというわけね。

　公国の主たる戦姫が、奇妙な噂のある森に踏みこもうというのだ。リムは反対したあと、妥協案を提示したのだろう。可能なかぎり情報を集めるようにと。

「役に立てなくてごめんなさい。でも、そうね……。あなたが森に入るのに合わせて、森のこちら側に兵を向かわせ、レシェックたちの注意を引くことぐらいはできるけれど？」

　森の中について知りたいという気持ちはミラも同じだ。エレンが動いてくれるというなら、このていどの支援はしてもいい。

「見返りは？」

「あなたが森の中で見たものを、私に話すこと」

「いいだろう」

　不敵に笑って、エレンは承諾する。二人は、森にいつごろ入るのかを話しあって決めた。それがすむと、エレンは銀杯に口をつけながら話題を変える。

「ところで、最近ソフィーに会ったか？」

　ソフィーとは『光華の耀姫ブレスヴエート』の異名を持つ戦姫ソフィーヤ＝オベルタスのことだ。彼女はミラともエレンとも親しく、ミラは「どうしてソフィーはあのエレオノーラと仲良くできるのかしら」と心から不思議に思っていた。もちろんエレンも同じように考えている。

「ソフィーと最後に会ったのは、ムオジネルと戦をする前よ」

　ミラがそう答えると、エレンは唸って腕組みをした。

「実は、ソフィーと戦うことになりそうでな」

　そう言うエレンの表情から、面倒だという感情はうかがえても、緊張感や悲愴感といったものは伝わってこない。その理由を、ミラはすぐに推測することができた。

「おおかた、領主貴族同士の揉めごとに巻きこまれたというところかしら」

「そういうことだ」

　エレンはため息をついた。彼女の話によると、二人の領主貴族が争い、一方はソフィーに助けを求め、もう一方はエレンに助けを求めたらしい。

「この件で、ソフィーとは何度か手紙のやりとりをしたが、向こうも驚いたというか、呆れているようだった。そこで今度、私とソフィーが直接話しあうことにしたんだ。戦姫同士が戦うなどと勘違いされる前にな」

「もしもあなたとソフィーが戦うことになったら、私はソフィーにつくわよ」

　からかうようにミラが笑う。もっとも、半分以上本気ではあった。エレンも眉をつりあげて物騒な笑みを浮かべる。

「そういうろくでもないことを考えるやつをおさえこむために、頼みたいことがある」

　エレンとソフィーのどちらにも戦う意志はない。そのことを、ミラと親しい近隣の領主貴族に伝えてほしい。それがエレンの頼みだった。

「私も、ソフィーも、もちろん自分と親しい領主貴族には事情を話してある。おかしな思いこみをされて動かれても困るからな。念のため、おまえにも手伝ってほしい」

「引き受けてもいいけれど、ただとは思わないでほしいわね」

「おまえ、友人から金をとるのか？」

　おおげさに驚いてみせるエレンに、ミラは表情を険しいものにする。だが、すぐにソフィーのことを指していると悟って、顔をしかめた。

「……仕方ないわね。ソフィーのために、手を貸してあげるわ」

　ミラとしても、無用の騒ぎに巻きこまれることは避けたい。それに、エレンはともかく、ソフィーに面倒をかけたくはなかった。

「用事はこれで終わり？」

「そうだな……。ああ、もうひとつあった」

　空になった銀杯をテーブルに置くと、エレンは紅の瞳に期待をにじませた。

「ティグルを呼んでくれ。あいつの弓の腕をぜひ見たい」

　手に持っている銀杯の中身をエレンに浴びせかけてやりたいという衝動を、ミラは懸命におさえなければならなかった。
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　浴場の扉をくぐってたちこめる白い湯気を見たとき、ティグルは懐かしさを感じつつ、湯に浸かることのできる贅沢に表情を緩めた。

――普段は川で水浴びをするか、湯を沸かして絞った布で身体を拭くか、だからな。

　旅の間だけではない。アルサスでの生活でも、基本的にはそうだ。特別な日や、とくに寒い冬の日などは、浴槽に湯を溜めて浸かり、身体を芯からあたためることもあるが、そんな日はそう多くない。以前、ミラに温泉に連れていってもらったときは感動したものだった。

　広大な浴槽には、たっぷり湯が張られている。ティグルはその縁にかがみこんで、手で湯をすくうと身体にかけた。

　そばに置かれている桶を使って身体に湯をかけ、布でこすって垢や汚れを落とす。頭から湯を浴びると、砂まじりの黒っぽい湯になって流れ落ちた。そうして身体を洗い終えると、ティグルは浴槽に浸かる。おもわず息が漏れた。

「みんな、元気そうでよかった」

　ラフィナックとガルイーニンをともなっての挨拶まわりは、無事に終えた。引退して公宮から去っていた者もいれば、亡くなっていた者もいたが、残っていた者たちとは再会を喜びあうことができた。

――しかし、着いたその日に弓の腕を見せることになるなんて。

　照れくささから、顔が紅潮する。挨拶まわりの途中で、ティグルは弓の腕を披露することになったのだ。発端はエレンに強くせがまれたことだが、ラーナも見たいと言いだし、ティグルたちは訓練場へと向かった。

　七人も連れだって歩いていれば、目立たないはずがない。しかも、その中にはミラとラーナにエレンまでいる。すれ違った兵士や文官たちは興味を持って、ぞろぞろとついてきた。戦姫に付き従うことで仕事をさぼれると思った者もおそらくいただろうが。

　そうして訓練場に着いたときには、実に四十人近い「観衆」ができあがっていた。彼らに注目されながら、ティグルは家宝の黒弓を手に、己の技を見せたのだ。三百アルシン先の的に、矢を易々と命中させることからはじめて、ひとつの的に矢を集中させたり、城壁上に矢を届かせたり、右から左へ走りながら矢を放って的に当てるということまでやった。

　訓練場はおおいに盛りあがり、ミラとラーナは我がことのように胸を張り、エレンは目を輝かせ、リムは呆然とその場に立ちつくしたものである。ラフィナックにいたっては感激のあまり目を潤ませ、手が赤くなるほど拍手したものだった。

「若の弓の腕が評価されているという話は、ガルイーニン卿からも、戦姫さまからも聞いていましたが……。これほどのものだとは思いませんでした。ウルス様とバートラン老に、この光景を見てほしかったですね」

　その後、ティグルは客室でくつろいでいたのだが、湯の用意ができたと告げられ、この浴場に案内されたのだった。

――エレオノーラ……エレンか。

　不意に、頭の中に白銀の髪の戦姫の顔が浮かぶ。彼女もティグルの弓の腕を手放しで褒めてくれたひとりだった。ティグルの弓や腕、手などを触りたがってきたのには困惑したが。

――もう少し話してみたかったな。

　ミラの提案によって、エレンとリムは公宮に泊まることになった。ティグルが弓の腕を見せ終えたときには日が傾いていたし、エレンたちもここまで来て、疲れがたまっていないはずがない。彼女に対する好悪を横に置いて、ミラは統治者として行動したのだ。

　エレンもまた、礼を言ってその申し出を受けた。こちらは、同行しているリムへの配慮のようだった。リムにしても、結果的にエレンが身体を休めてくれるのだから安心したらしい。

　とはいえ、エレンたちは夜明けを待って公宮を発たつつもりだと言っていたので、今夜は早くに床につくだろう。夕食がどうなるのかわからないが、ゆっくり話す時間はなさそうだ。

　そのとき、扉の開く音が聞こえた。誰かが入ってきたらしい。

――ラフィナックか。たぶん、ガルイーニン卿に案内してもらったんだろう。

　ティグルは立ちあがる。湯煙の向こうに人影が見えた。

　浴槽から出て呼びかけようとしたところで、目を瞠る。とっさに声が出てこなかった。

　そこに立っていたのは、一糸まとわぬ姿のエレンだったのだ。手には鞘におさめられた長剣を持っているが、それ以外は何ひとつ身につけていない。しなやかな手足が、豊かで、かつ形のよい乳房が、細い腰から丸みを帯びた尻への艶なまめかしい曲線が、ティグルの視界に飛びこんできた。

　エレンもまた、ティグルに気づいて眉をひそめる。ティグルの顔をじっと見つめ、それから視線を動かして、腰のまわりを軽く睨む。羞しゆう恥ちに顔を赤く染めることもなければ、叫んで斬りかかってくることもなく、冷静に言った。

「見せつけようというのでなければ、それは隠した方がいいんじゃないか」

　エレンの視線に気づいて、ティグルは慌てて彼女に背中を向ける。身体の一部がティグルの意志によらず、見事なまでの反応を見せていた。エレンはそれ以上ティグルにかまわず、浴槽の縁に膝をつくと、湯を身体にかけはじめる。

「その、すまなかった。俺はすぐに出るから……」

「私に遠慮して出るつもりなら、それは無用の気遣いだ」

　背中に投げかけられたエレンの言葉を理解するのに、ティグルはいくばくかの時間を必要とした。じっと壁を見つめながら、首をかしげる。どうして彼女はここまで冷静なのか。なぜ、裸を見られても怒らず、自分に出ていくようにとも言わないのか。

　五つ数えるほどの間を置いて、ティグルはおそるおそる訊いた。

「……怒っていないのか？」

「さすがに驚きはした。だが、おまえがいるところに私が入ったんだ。これで怒るのは筋違いというものだろう。むしろ、私の方こそ謝るべきだな。すまなかった」

　言葉に、水音が続く。ティグルは安あん堵どの息をついた。同時に、疑問が湧きあがってくる。

「どうしてここに……？」

「浴場を間違えたらしい」

　苦い声で答えて、エレンはため息をついた。

「リュドミラが、私とリムのために浴場を用意してくれたんだ。扉を開ける前に、ひとの気配には気づいていたんだが、リムだろうと思ってな」

　ようやくティグルは納得した。そういうことだったのか。だが、ならばどうして彼女はすぐに出ていかないのだろう。しかし、その疑問を口にする前に、彼女が言った。

「おまえさえよければ、話がしたい。つきあってもらえるか？」

　そういうことか。ティグルとしても、彼女ともう少し言葉をかわしたいと思っていたのだ。妙な遭遇だが、よい機会には違いない。

「その前に、ひとつだけ聞いていいか？」

　沈黙が返ってくる。それを肯定だと考えることにして、ティグルは言葉を続けた。

「君は……その、恥ずかしくないのか？」

　自分の背後に全裸のエレンがいると思うと、ティグルの顔に熱が溜まり、緊張と興奮で心臓の鼓動が速くなる。意識しないようにしても、脳裏にはさきほど見た彼女の白い肌が浮かんで消えてくれない。
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　いくばくかの間を置いて、それまでとは違う、年頃の娘らしい口調で答えが返ってきた。

「もちろん恥ずかしいに決まっているだろう。こんな近くで男に裸を見られるなんて……」

　断続的に水音を響かせながら、「だが」と、あらたまった口調でエレンは続ける。

「私は戦姫として、堂々と振る舞うよう心がけている。不意打ち同然に裸を見られたからといって、何も知らぬ乙女のように縮こまるわけにはいかない。もっとも、おまえが理性を捨てて襲いかかってきたら、さすがに腕の一本ぐらいは落としていたかもしれないがな」

　視界の端に長剣が映って、ティグルはおもわず自分の腕を撫でた。エレンの肢体が美しく、扇情的だったのは間違いない。自分の身体は強く反応して、いまだに鎮まる気配がない。

「せっかくの湯だ。そんなところに立っていないで、入ったらどうだ。おたがい背を向ければ問題ないだろう。このままだと話しづらいしな」

　呼びかけられて、ティグルは迷ったが、話しづらいのはもっともだ。なるべくエレンを見ないように気をつけながら、浴槽に入った。長い白銀の髪が、湯の表面で不可思議な模様を描いているのを見つけると、彼女の後ろに腰を下ろす。

　しばらくの間、どちらも一言も発しなかった。この奇妙な状況に慣れるのに、さすがに時間がかかったのだ。

「――アルサス」

　不意に、エレンがつぶやいた。反射的に振り返りそうになり、ティグルは慌てて前を向く。

「アルサスというのは、どのようなところだ？」

　顔に何度も湯をかけて自分を落ち着かせてから、ティグルは不思議そうに訊いた。

「そんなことが気になるのか？」

「あの弓の技は、我流で鍛えたと言っていただろう。どのような魔境で生きれば、あのような技を身につけられるのかと思ってな」

「魔境はひどいな」

　エレンが冗談で言っているとわかったので、ティグルも苦笑を返した。

「山と森だらけの田舎だ。それ以外に何もないといわれるが、山や森は多くのものを恵んでくれる。畑を荒らす狐や猪も数多くやってくるし、ヴォージュ山脈から獣や野盗が下りてくることもあるがな。弓の扱いが上手い狩人や猟師がどの村にもいて、俺は彼らに弓を教わった」

「ほう。おまえと同等の技量を持った狩人が幾人も？」

　驚きの声をあげるエレンに、ティグルは首を横に振る。

「自慢に聞こえるだろうが、アルサスでは俺がいちばんの弓上手だ」

「三百アルシンも矢を飛ばせるのは、胸を張って自慢できることだと思うぞ。いままで仕留めた獲物で最大のものは何だ？　ムオジネル軍の戦象か？」

　楽しそうに、エレンは質問を重ねる。ティグルは少し考えた。

「弓でなら、戦象だな。それ以外でなら、竜を仕留めたことがある。ヴォージュ山脈で」

　浴場に沈黙の幕が下りる。エレンがそっとため息をついたのが、かすかに聞こえた。

「おまえが言うのだからほら話だとは思わないが、どうやったんだ？」

　竜は、鉄の刃をまったく通さない鱗に覆われている。鱗のない部分も、容易に傷つけられないほど固い。眼球も強固な膜で守られており、傷つけることはかなわない。人間が竜に遭遇したら、死を覚悟して逃げるしか手段はないはずなのだ。

「簡単に説明すると、崖の下に落とした。いろいろなひとに助けてもらってな」

「ふむ……。ところで、その竜の鱗は何色だった？」

「黄銅色だ。ジスタートの法には反してないぞ」

　笑って、ティグルは答える。以前、この話をミラにしたときに、同じ質問をされたことがあったのだ。

　ジスタートの法では、幼い竜と、黒い鱗を持つ竜は殺害してはならないと定められている。おそらく、ジスタートの初代国王が黒竜の化身を自称していたことと関係があるのだろう。もっともミラは「妙な法もあったものよね。竜なんて、一生のうちに見ることさえないというひとの方が多いぐらいなのに」と呆れていたが。

「ところで俺からも、ひとつ聞いていいか？」

「かまわないぞ。できるかぎりのことは答えよう」

　明るい声でエレンは答える。なるべく落ち着いた声こわ音ねで、ティグルは尋ねた。

「君はどうしてミラと仲が悪いんだ？」

　以前、ティグルはミラからエレンの人柄について聞いたことがある。曰いわく、「無礼で野蛮ですぐ怒る。嫌味と挑発しか言わない常識知らず」というものだった。

　だが、庭園でいっしょに草笛を吹いたときから、ティグルはエレンに悪い印象を抱くことができなかった。こうして言葉をかわしてみても、やはり同じだ。

　ミラが彼女に対してことさらに悪口を連ねたのは、二人の間に何か誤解があったのではないか。ティグルはそう思ったのだ。

「なぜ、あいつと仲が悪いのか……？」

　返ってきた声があまりに不機嫌そうなものだったので、ティグルは戸と惑まどいを覚えた。もしかして、よくない質問だったのだろうか。

「決まっている。リュドミラのやつが傲慢で尊大で陰険で、やたらと礼儀にうるさく、何かとひとを見下してくる割にちょっと言い返されたらすぐ怒るほど短気で、皮肉と悪口しか言わない性悪女狐だからだ」

「……そうか」

　エレンの口から吐きだされたすさまじい評価に、ティグルは目を丸くしてそれだけを言うのがやっとだった。一部は間違っていないと思えるだけに反論は難しい。

「はじめてあいつと会ったのは三年前、私が戦姫になったときだ。お隣に新しい戦姫が現れたということで、顔を拝みに来たわけだな。ろくにものを知らないだろうから自分が教えてやるというあの高慢ちきな態度は、いま思いだしても腹が立つ」

　それから、エレンはティグルに訊いてきた。

「おまえはそう思ったことがないか？」

「……ミラに、そういうところがあるのは否定しないよ。ただ、俺はミラのいいところもたくさん知っているからな」

　ティグルはそれだけを言うに留めた。詳しく話しても、エレンを白けさせるだけだろう。

「俺はミラのことが好きだし、君のことも嫌いじゃない。いっしょに草笛を吹くことができて楽しかったし、弓の腕を褒めてくれたのも嬉しかった。だから、おたがいに歩み寄ってもらえればと思ったんだが……」

「ふん、それなら私ではなく、リュドミラに先に言うべきだろう」

「まったくだ。すまなかった」

　素直に謝る。短い沈黙を先立たせて、ぽつりとエレンが尋ねた。

「ライトメリッツに来る気はないか？」

　その言葉がどのような意図から発せられたのか、ティグルはとっさにはかりかねた。

「そうだな……。いずれ、お邪魔させてもらうよ。アルサスとしては、ライトメリッツとも仲良くできればいうことはないからな」

　社交辞令ではなく、本心だ。もっとも、ミラが聞いたら憮然とするだろう。オルミュッツはライトメリッツを牽けん制せいするために、アルサスと友好を結んだからだ。だが、そうなったら、交渉の際の窓口など、アルサスはそれまでと違う形で役に立てると、ティグルは思う。

「そうだな。オルミュッツとはともかく、アルサスとはそういう関係を築いてもいい」

　内心でどう思ったのかはわからないが、エレンは聞き慣れた気さくな声でそう応じた。その言葉に、水音が続く。彼女が浴槽からあがったのだ。

「悪いが、おまえは少し間を置いて出てくれ」

「そうするよ。俺だって誤解を招きたくはない」

　ティグルは肩をすくめる。二人の男女が同じ浴場に入ったと知られればどうなるか、想像は容易だった。まして、エレンには立場がある。彼女の名誉のためにも、この秘密は守り通されなければならない。

　扉が閉まる音を聞いて、ティグルは小さく息をつく。少しもったいないと思ってしまい、それからそんな自分を恥じてうつむいた。








３　　　蠢く謀略の根









　雲のほとんどない青空に、黒い影が浮かんでいる。

　その影はすさまじい勢いで大気をかき回し、まさしく縦横無尽に空を飛びまわっていた。鳥ではない。鳥にしては、あまりに大きすぎる。

　影の正体は、竜だった。飛竜ヴイーフルと呼ばれる生きものだ。

　飛竜には、ひとが乗っている。まだ二十歳にはなっていないだろう若者で、耳まで覆う形状の革の帽子をかぶり、絹服の上に革の胴着を着こみ、手袋をつけて、手綱を握っていた。その顔は、恐怖と寒さのために引きつっている。

　若者の名を、ザイアン＝テナルディエという。ブリューヌ王国を代表する大貴族であるテナルディエ公爵家の、彼は嫡男だった。

「くそっ、いつになったらおまえは言うことを聞くんだ……！」

　飛竜を怒鳴りつけて、ザイアンは力のかぎり手綱を引く。彼の鼻の下には、鼻水の乾いた跡が何重にもこびりついていた。拭う余裕などなく、放っておいたらこうなったのだ。

　乗り手のことなどどこ吹く風とばかりに、飛竜は気ままに空を飛びまわる。鞍から伸びたベルトが腰と脚を何箇所も留めているので落ちることはないが、それでも飛竜が気まぐれに宙返りをしたときなど、ザイアンは生きた心地がしなかった。

　眼下には、テナルディエ家の治めるネメタクムの大地が広がっており、中心都市であるランスの町並みが見える。だが、ザイアンにそれらを眺める余裕は、まったくなかった。

　飛竜が、ザイアンの命令にほとんど従わないからだ。怒鳴ろうと、背中を殴りつけようと、まるで通じない。一度、頭に血がのぼって短剣を抜き放ち、飛竜の背に突きたてたことがあったが、砕けたのは刃の方だった。竜の鱗は鉄の刃を通さない。そのことを、ザイアンはあらためて思い知らされた。

「この大食らいめ……。この俺を、テナルディエ家の跡継ぎの俺を、舐めやがって……」

　憎々しげに飛竜を罵る。それが通じたわけでもないだろうが、ようやく飛竜は降下をはじめた。徐々に視界に迫ってくる地上を見ながら、ザイアンは無意識のうちに歯を食いしばる。

　まだ油断はできない。これまでに何度か、地面に降りたつと思わせて、急降下から急上昇に移ったことがあった。

「父上の言うことは聞くくせに……」

　幸いというべきだろう、飛竜は妙な気を起こさず、おとなしく地面に降りたった。

　ザイアンはため息をつくと、そのまま飛竜の背中にうつぶせになる。飛竜と、風の冷たさとに翻弄され、心身ともに疲れきっていた。できることなら、このまま眠ってしまいたい。鞍から伸びたベルトを一本一本外すのが、面倒くさくてたまらなかった。

　飛竜が小さく鳴いて、翼を動かす。

　ザイアンは慌てて身体を起こし、急いでベルトを外しはじめた。







　ザイアンが飛竜に本格的に乗るようになったのは、ムオジネルとの戦が終わり、テナルディエ家の領地であるネメタクムに帰還してからである。

　ネメタクムは、ブリューヌの南部にある。王都ニースと海沿いの諸都市を結ぶ、重要な中継点だ。古い時代の言葉で「聖なる木々」を意味するこの地には、かつて広大な森があった。その森の木を切りだし、木材として売ったのがテナルディエ家の祖先である。木材は良質で、高値で売れた。その金をもとに、テナルディエ家は一大勢力を築きあげたといわれている。

　現在のネメタクムにその森はなく、森があった地には畑が広がっている。やはり良質の小麦や葡萄を産し、テナルディエ家を富ませていた。

　大地の恵みだけで、テナルディエ家は栄えたわけではない。王都と諸都市の間に立つという役割を、代々の公爵は長く務めてきた。王家が諸都市の富を不法に収奪しようとしたときには彼らの盾となり、その逆に諸都市が王家に叛意を抱いたときには、王家を守った。そうして、テナルディエ家はブリューヌを代表する大貴族となったのだ。

　テナルディエ家の次期当主であるザイアンは、いままで好き放題に生きてきた。

　領民を虐げることに何のためらいも抱くことがなかった彼は、気分を害するようなことがあれば、手近な者を殴りつけて気晴らしをしていた。面白半分に家畜を斬り殺したり、暇潰しに友人らと市し井せいの娘をさらって辱はずかしめたこともある。

　ザイアンにとって、領民とは雨後の茸きのこのようなものであり、放っておけば勝手に増えているものという認識だった。彼に逆らう者はいなかったので、ザイアンは自分の正しさを疑うことがなかった。

　父であるテナルディエ公爵は、息子の蛮行を容認していた。彼自身が息子以上に苛烈な気性の持ち主であることや、彼が息子に甘いということもあるが、怒りに転化さえしなければ、恐怖が統治に役立つことを理解していたからだ。

　だが、ムオジネルとの戦が終わってから、ザイアンは領民を痛めつけることがほとんどなくなっていた。領民に対して寛容さが芽生えたというわけではない。

　言ってしまえば、領民のことなどかまっていられなかったのだ。いまのザイアンの時間の多くは、飛竜に費やされていた。

　領民たちは、飛竜と、飛竜に振りまわされるザイアンを怯おびえと奇異の入りまじった目で見ながら、このような日が少しでも長く続いてくれることを祈っていたのである。







　地面に降りたった飛竜は、空にいるときよりもいくらか従順になる。

　ザイアンが手綱を引いて飛竜を専用の厩きゆう舎しやに連れていくと、ひとりの娘が厩舎の掃除をしているところだった。年齢は十五、六歳というところで、頭に布を巻き、長い金色の髪をうなじのあたりで結んで、背中に流している。黒い長袖の服と、足下まであるズボンという娘らしからぬ格好で、顔も服も汚れて真っ黒だった。髪も乾ききって、藁のようだ。

　ザイアンを見ても、娘は顔に何の感情も浮かべなかった。首をすくめるように会釈して、すぐに掃除を再開する。ザイアンは苛立ちを覚えたが、彼女を睨みつけるだけに留めた。普段の彼を知る者からすれば、考えられないことだ。

　彼女を許す理由が、ザイアンにはあった。怒鳴るのも億おつ劫くうなほど疲れきっているからということもあるが、テナルディエ家の屋敷で働く従者や侍女の中で、飛竜に怯えない者はこの娘しかいないのである。他の者は二日か三日で音をあげ、地面に額をこすりつけて、やめさせてほしいと懇願してきた。怯えながらの作業でへまをして、飛竜が暴れだすようなことにでもなればおおごとなので、ザイアンも承諾するしかなかったのだ。

「おい、アルエット」

　ぶっきらぼうな口調で娘を呼ぶと、彼女は箒を動かす手を止めて、こちらを見る。

「飛竜の餌は届いているか」

「いつものところにあります」

　アルエットは淡々と答えて、掃除に戻った。

――答えるときは前か後に「ザイアン様」をつけろ。この薄汚い小娘が。

　声には出さず、ザイアンは悪態をついた。殴りつけ、辱めてやりたいと思ったことは一度や二度ではない。だが、アルエットがいなくなると、厩舎の掃除をはじめとする作業を自分がやらなくてはならなくなる。想像するだけでも我慢がならなかった。飛竜相手に鼻水を流して悪戦苦闘している自分の姿を見られたくないので、兵士や騎士は使いたくない。

　飛竜を柵の中につないで、厩舎の裏手に餌を取りにいく。大きな麻袋の中に、一頭の羊を殺して、てきとうな大きさに切りわけたものが入っていた。公爵家の屋敷で働く料理人に用意させたものだ。てきとうといっても、肉塊のひとつひとつが大人の頭ほどもある。

　最初、ザイアンは面倒に思えて、生きた羊をそのまま食わせようとしたのだが、この飛竜を連れてきたドレカヴァクという老占い師に止められた。

「生きたままの餌を食わせ続けると、生きものしか食わないようになりますぞ」

　何かの間違いで自分が飛竜に食われるところを想像したザイアンは、必ず羊をこのような形で用意させるようにしたのだった。

　運んできた羊の肉をむさぼり食う飛竜を、ザイアンは忌いま々いましげな目で睨みつける。

「食うときばかりおとなしくしやがって……」

　彼の人生で、この飛竜以上に腹立たしい存在は、いまのところいない。無礼きわまる侍女のアルエットや、何かと目の敵にしているティグルヴルムド＝ヴォルンさえ、飛竜にくらべれば格段に素直だと思える。

　言うことを聞かない。殴っても蹴っても通じない。斬りつければ、刃の方が砕ける。

　しかし、どれほど不満を抱いていようとも、飛竜を殺してしまおうと考えることはできなかった。この飛竜の貴重さは、ザイアンもさすがにわかっている。

　竜を飼い慣らしている貴族など、ブリューヌはおろか大陸中を見渡しても、おそらくいないだろう。しかも、この飛竜はテナルディエ公爵の命令を理解し、従うのだ。

　ザイアンにしても、この飛竜に対して愛着がないかといわれたら、多少はある。ムオジネルとの戦で命を拾うことができたのは、間違いなくこの飛竜のおかげだからだ。

「おまえを乗りこなすことさえできれば……」

　父は、自分を一人前の騎士として認めてくれるはずだ。

　ザイアンは先の戦で、彼にとっては驚くべき光景を目にした。

『黒騎士』の異名を持つロランが、父に対して不ふ遜そんともいえる態度をとった。だが、父は怒りもせず、寛大な態度を示したのだ。自分が仕えている国王さえも侮あなどっている父が。

　ロラン以外の者が同じような態度をとったのであれば、テナルディエ公爵は決して許さず、その者の家族ごと捕らえて、死んだ方がましだと思えるほどに責めたてただろう。そのことがわかるだけに、ロランに対する父の態度は、ザイアンに衝撃を与えた。

　そして、それ以上にザイアンを驚かせたのは、ロランがティグルの弓の技量を賞賛したらしいという話だった。

　ロランと、そしてティグルを、ザイアンは強く意識せざるを得なかった。

　父が自分に甘いのは、息子だからだ。自分の実力を認めているからではない。

　ロランは実力で、父の寛大さを勝ちとった。ロランに言わせれば異論があるだろうが、とにかくザイアンはそのように認識していた。

　そして、ティグルもまた、ロランの賞賛を実力で得た。蔑さげすむべき弓の腕で。

――俺は大貴族テナルディエ家を継ぐ者だ。誰にもできない方法で、実力を示してみせる。

　そうして目をつけたのが飛竜だったのだが、口元を血で赤く汚しながら肉を食べている飛竜を見ていると、一抹の不安が拭えない。本当にこれでよかったのだろうか。

――いいや、これで行くしかない。剣や槍、馬術では、黒騎士に勝てん。

　この飛竜を自在に操る未来に、ザイアンは己を託すしかなかった。

　そのとき、ザイアンに横から陶杯が突きだされる。見ると、アルエットが立っていた。

　陶杯の中には水が満たされている。飲めということらしい。

――どうぞ、の一言もいえないのか、この女は。頭がおかしいのか。

　再びザイアンは怒りを覚えたが、喉が渇いているのは事実だ。ひったくるように陶杯を受けとって、一気に呷あおる。水の冷たさが、疲れた身体に心地よかった。







　飛竜の厩舎を、遠くから見つめる二つの騎影がある。ザイアンの父にしてテナルディエ家の当主であるフェリックス＝アーロン＝テナルディエと、彼の信頼する側近スティードだ。二人とも絹服に腰の剣だけという軽装で、いかにも散策をしているふうを装っていた。

「今日も、大きな怪我はなくすんだようだな」

　厳いかつい顔をしかめて、テナルディエは安あん堵どの息をつく。スティードが淡々と応じた。

「日ごとに、竜にも、空にも慣れているように見えます。いずれは誰よりも、飛竜を乗りこなせるようになるやもしれません」

「それほど竜が気に入ったのか？　あれが、ここまで打ちこむとは……」

　ザイアンは剣も槍も馬術も器用にこなすが、秀ひいでたものがない。何よりそうしたことに対する熱意がなく、遊ぶことにばかりかまけている。それがテナルディエの評価だった。

　だが、ムオジネルとの戦を終えて領地に帰還してから、ザイアンはがむしゃらに飛竜に挑んでいる。テナルディエにとっては予想外であり、喜ばしい出来事だった。

「ところで――」

　馬首を返しながら、テナルディエは声を潜めた。まわりに広がっているのは小麦畑であり、農作業をしている者たちは遠くにいる。それでも用心する必要があった。

「内通者は見つかりそうか」

「やはり、ガヌロン公爵が怪しいかと。冬の間、公爵自身は己の領地からまったく動いていませんでしたが、あの男の子飼いといってよい貴族の幾人かが王都やジスタートを訪れているのがわかりました。南東の国境近くまで足を運んでいた者もおります」

　スティードは、テナルディエ以上に声を低くする。彼らも自分たちの情報網を使って、内通者をさがしていたのだ。ムオジネルへの遠征軍の総指揮官だったテナルディエ公爵にとって、内通者は文字通り八つ裂きにしても飽き足らない相手だった。

「ガヌロンか……」

　テナルディエは舌打ちをすると、北の方へ視線を向ける。視界に映るのは、青々とした小麦畑だ。何ごともなければ今年は豊作になるだろうという話だった。

　だが、彼が見ているのは小麦畑ではない。はるか北にいるだろうガヌロン公だ。テナルディエと同じくブリューヌの大貴族で、北部にルテティアという広大な領地を持っている。

　テナルディエが今後も権勢を伸ばすにあたって、ファーロン王以上の障害になるだろうと考えている男だった。

　ガヌロンの見た目を簡単に説明すると、奇相の小男というところだろうか。年齢は四十代のはずだが、テナルディエの息子のザイアンより、さらに一回り小さい。禿頭で、目は大きく、腕は肉を削ぎ落としたように細い。彼が武具をまとった姿どころか、馬に乗った姿さえ見た者はおらず、普段は馬車で移動しているという話だった。

　その気性は、残忍の一言に尽きる。

　領民から臨時の税をとることになったとき、税が払えない者に若い娘がいれば、ガヌロンは己の屋敷へ連れ去り、若い娘がいなかった場合は家に火を放ったという。

　連れ去られた娘たちの消息はわからない。徹底的に辱められたあと売りとばされたという話もあれば、ガヌロンが考えた拷問や処刑法の実験台になったという話もある。そうした話がほとんど事実であることを、テナルディエは知っていた。

　テナルディエも他人を痛めつけることにためらいを覚える人間ではないが、ガヌロンのやりようを聞くと気分が悪くなった。ガヌロンの残忍さには、どこか異質なものを感じるのだ。

　ともかくテナルディエはガヌロンの外見も内面も嫌っていたが、彼が領主貴族として優秀であることは認めざるを得なかった。ブリューヌ北部には彼を支持する貴族が多く、近隣諸国の諸侯とも交流があることを、テナルディエは知っている。

「あの男なら、むしろ嬉々としてムオジネルに情報を流すだろうな。ガヌロン自身の動きについては、何かつかんだことはあるか」

「申し訳ありませぬ。いまのところは何も……」

「そうか。いや、おぬしでそうなら、他の者でも同じだろう」

　恐縮するスティードに、テナルディエは鷹おう揚ように応じる。側近を気遣ってのことではなく、本心だった。彼がテナルディエの期待に背そむいたことは、これまでになかったからだ。

　それに、テナルディエはこれまでに何度か、ガヌロンに間かん者じやを差し向けたことがある。彼の弱点をつかむことができないかと考えたからだが、一度も上手くいったことがない。ガヌロンの嗅覚は尋常なものでなく、間者たちはことごとく気づかれ、葬り去られていた。スティードが上手くいかなかったとしても、咎とがめる気にはならない。

――だが、今回は簡単に諦めるわけにはいかぬ。

　不本意な撤退によって、テナルディエは権威と自尊心を傷つけられた。この屈辱は晴らさなければならない。それに、この内通者さがしについてはファーロン王と、ジスタート王国も協力している。いままでより条件がはるかによい。この機会を逃すことはできなかった。

「そういえば、これは内通者の件と関係あるかわかりませぬが」

　思いだしたように、スティードが口を開いた。

「春から最近まで、ガヌロン公の屋敷に足繁く通うアスヴァールの商人がいたそうです」

　その報告に、テナルディエは顎に手をあてて考えこむ。

　アスヴァールは、大陸の西方にある王国だ。「霧と森の王国」と呼ばれ、北の海域に強い影響力を持っている。ブリューヌ北部の諸侯にとっては警戒しつつも、親交を深めるべき相手である。むろん、ガヌロン家もアスヴァールの諸侯や商人とつきあいがあった。

「いま、彼の国は不穏な状態にあるのだったな」

「はい。春にアスヴァール王が病に伏せてから、第一王子と第二王子の激突は避けられそうもなく、国内は二つに割れつつあるとか……」

　スティードの言葉に、テナルディエはうなずいた。そのことを考えれば、ガヌロンのもとにアスヴァール商人が通い詰める理由はいくつか推測できる。ブリューヌへ逃げようと考えてガヌロンの庇護を求めているか、あるいはガヌロンに頼まれてアスヴァールの情報を逐一知らせているか。だが、他の可能性もあるかもしれない。

「アスヴァールについても調べよ。やつとやりあうのに、手はひとつでも多い方がいい」

　もしも、アスヴァールの政情にガヌロンが何らかの形で関わっているとしたら、そこを手がかりに、自分たちにとって有益な情報が得られるかもしれない。手に入らないとしても、アスヴァールの状況について詳しく知っておくのは、無駄にならないだろう。

　小麦畑をざわめかせて、ひときわ強い風が吹き抜ける。

　外套をなびかせながら、テナルディエは陽光よりも激しい眼光を北の空に向けていた。







　ガヌロン公爵の治めるルテティアは、ブリューヌでも冷涼な気候で知られている。

　この地では林檎が多く栽培されており、ルテティアの林檎といえば、ブリューヌでは知らない者がいないほど評判だった。この季節は林檎の実もまだ青いが、秋の気配が漂いはじめるころになるとルテティアの地は赤く色づき、豊穣の季節の訪れを告げるのだ。

　そのルテティアの中心都市アルテシウムに、マクシミリアン＝ベンヌッサ＝ガヌロンの屋敷はある。屋敷の主は、応接室にいた。窓が小さいために薄暗いものの、広い部屋で、家具や調度品はわずらわしさを感じさせないように配置されている。

　宝石で飾りたてた硝子杯で林檎酒を飲んで、ガヌロンは満足げな息を吐いた。

「我がルテティア自慢の林檎酒でございます。――どうぞ、エリオット殿下」

　ガヌロンの前には円形の小さなテーブルがあり、その向こう側にはひとりの若者がいる。

　年齢は二十五、六というところか。顔だちは秀麗といっていいが、彼を見る者は、どぎついほどに派手な格好と、精悍さと粗暴さがちらついた褐色の瞳を印象に残すだろう。

　頭部には宝石をちりばめた黄金の額冠が輝き、編みこんで左右から垂らしている褐色の髪も宝石や銀糸で飾りたてられている。鍛えられた長身を包む白い絹服には金糸の装飾がほどこされ、両手の指には、宝石のついたいくつもの指輪が多彩な煌きらめきを放っていた。唯一、首飾りは木の実をつなげただけの質素なものだが、きらびやかな装飾品の数々に埋もれている。

　若者は椅子の上で胸を張り、自信と不敵さに満ちた顔でガヌロンを見下ろしていた。

　彼の名はエリオット。アスヴァール王国の第二王子だ。

　ガヌロンがさしだした硝子杯を、エリオットはつまらなそうに鼻を鳴らして受けとった。中の林檎酒を一気に呷って、空になった杯をテーブルに置く。

「なるほど、自慢というだけあってうまい酒だ。だがな、ガヌロン公。俺は林檎酒を飲むためにここまで来たわけじゃない。さっさと話をはじめようじゃないか」

「ははは、殿下は性急な方ですな」

　エリオットの言葉を、ガヌロンは涼しげに受け流した。体格でいえば、エリオットとガヌロンとでは大人と子供ほどの差がある。しかし、余裕に満ちているのはガヌロンの方だった。

　現在、アスヴァール王国は混迷のただ中にある。

　春のはじめに国王ザカリアスが病床についてから、第一王子ジャーメインと、第二王子エリオットの間で急速に対立が深まっているのだ。

　ザカリアス王にはジャーメインとエリオットを含めて直系だけでも七人の子がいたが、そのうちの四人が、春が過ぎる前に次々と命を落とした。いずれも事故死や病死だったが、ジャーメインは「エリオットの仕業だ」と決めつけ、エリオットも「ジャーメインが殺したに違いない」と非難した。実際、謀殺を否定するには、四人の死はあまりに怪しすぎた。二人を諫めようとする者もいたが、どちらも聞く耳を持たず、状況は悪化の一途をたどった。

　二人以外で唯一死をまぬかれている第一王女ギネヴィアは、争いに巻きこまれるのを嫌って辺境に隠遁してしまった。ジャーメインもエリオットも、この妹には目もくれなかった。そうして、アスヴァールの空には戦雲が渦を巻きはじめたのだ。

　長子が王位を相続するという原則に従うなら、ジャーメインが玉座を継ぐのが筋である。

　だが、エリオットはそれをよしとしなかった。彼には野心があったし、自分の方が兄より優れているという自負もあった。さらに、ジャーメインこそが四人の弟妹を殺害したのだと、彼は信じていた。いずれは自分も兄に殺されるかもしれない。

「俺は、弟たちと妹たちを暗殺した兄を許さぬ。そもそも、父王がどうしてジャーメインを後継者と定めていなかったのか。決まっている。玉座の主として不適格だと考えていたからだ」

　この主張は、一定の支持を得た。ジャーメインは傲慢で、疑い深い気性の持ち主であり、そのことをよく知る者たちがエリオットについたのだ。

　さらに、エリオットはアスヴァールの「島の民コンテオ」を味方につけることに成功した。

　アスヴァールは、北西の海に浮かぶアスヴァール島から興り、大陸にも勢力を伸ばして領土を広げた国だ。島の民には、自分たちこそが正しきアスヴァール人であり、「大陸の民ランデイア」は、よくいって遠い親戚であるという意識があった。一方、大陸の民にも、アスヴァールをここまで大きく、栄えさせてきたのは自分たちだという思いがある。

　ジャーメインは王都のあるアスヴァール島よりも、大陸にいることを好んだ。大陸の住人と積極的にまじわり、島の住人には冷淡だった。エリオットはその逆だったので、彼らがエリオットの味方をしたのも当然のことといえた。

　エリオットは万全を期すため、さらに味方を求めた。国内にではなく、国外にだ。隣国ブリューヌの大貴族であるガヌロンに、自分を支援してくれるようひそかに要請したのである。

　以前から、ガヌロンとエリオットの間に交流はあった。ブリューヌ北部に強い影響力を持つガヌロンを、アスヴァールの第二王子が軽視できるはずがない。逆もまた然りだ。

「そうですな、私としても、ジャーメイン殿下よりはエリオット殿下に次代の王になっていただきたいと思っています。我がブリューヌのためにも」

　商人を装ったエリオットの使者にそう言いながら、ガヌロンはひとつの条件を出した。

「ですが、ひとつ不安がございます。エリオット殿下には武勲がございませぬ。海賊や野盗ではなく、他国の軍を相手に勝利をおさめていただきたい。もしも私の話を聞いてくださるのならば、敵と戦場はこちらで用意いたしましょう」

　この言葉はエリオットの痛いところを突き、同時に戦意を刺激した。戦場での名声がないことは、彼も気にしていたのだ。喧伝できるような武勲をたてることができれば、エリオットはジャーメインより優位に立てる。

　エリオットは条件を呑んだ。使者にアスヴァールとルテティアを忙しく往復させて、二人は話を重ねた。そして今日、エリオットがガヌロンの屋敷を訪れたのである。

「それでは確認いたしましょうか」

　ガヌロンは、用意していた地図をテーブルの上に広げた。ブリューヌを中心に、近隣諸国が描かれたものだ。細い腕を伸ばして、ガヌロンは地図の一点を指で示す。

「ジスタート王国にあるライトメリッツ公国。殿下には、ここを攻めていただきます。兵の用意はできておりますな？」

「むろん。すべて歩兵だが、四千いる。武器も糧食も、船も充分にそろえた」

　エリオットは傲ごう然ぜんとうなずく。本心をいえば、彼はジスタートよりも、ザクスタン王国を攻めたかった。アスヴァールとザクスタンは仇きゆう敵てきといっていい間柄で、昔から争いを繰り返している。彼の国に打撃を与えれば、民衆はエリオットを支持するだろう。

　だが、ザクスタンは近すぎて、ここを攻めようとすればジャーメインに妨害されるのは必至だった。ガヌロンも同意したので、彼はザクスタン攻めを諦めた。

　ジスタート王国において、北の海域に面しているのはレグニーツァ公国とルヴーシュ公国である。アスヴァールも、この二公国とは過去に何度か刃をまじえたことがあった。だが、ライトメリッツとは戦ったことがない。エリオットとガヌロンは、そこに目をつけた。

　地図に指を這わせながら、ガヌロンはこれまでに打ちあわせてきたことを確認する。

「ライトメリッツ公国は、直接、海に面してはおらず、軍船も所有しておりません。ですが、船でも通れるほどの大きな河が、海から公国の近くまで伸びております」

「河から攻められるとは思っていないのだろうな。実際、我が国がジスタートを攻めようとすれば、海に面したレグニーツァかルヴーシュを狙う。その意識の隙を突くわけだ」

「左様でございます。強襲し、一撃を与えて、河から海へすばやく引きあげる。ライトメリッツが追ってこられないように」

「そして、レグニーツァとルヴーシュが我々を追ってくることも、まずない。レグニーツァの戦姫は病に伏せている。ルヴーシュはライトメリッツと不仲だ。自国を襲われないかぎり、おとなしくしているというわけだ」

　エリオットが言い、二人は視線をかわしてうなずいた。ガヌロンが林檎酒を傾ける。

「我が国の恥をさらすことではありますが、この春のムオジネル攻めは失敗しました。我が国と歩調を合わせたジスタートも、しばらくはムオジネルの報復を警戒せざるを得ません。アスヴァールと本気で戦うことはできないでしょう」

「一度は肩を並べて戦った仲間を、よく売る気になったものだな」

　歪んだ笑みを浮かべて皮肉をぶつけるエリオットに、ガヌロンは微笑を返す。

「私も、ジスタートの戦姫や諸侯のすべてと親しくしているわけではありません。ライトメリッツは、テナルディエ公爵と交流を深めております。ライトメリッツが打撃を受ければ、まわりまわって私の利益となるわけでして」

　これは噓だ。ライトメリッツとテナルディエ公爵の間に、友誼の類は一切ない。だが、こう言えば信じるだろうと、ガヌロンは思った。ガヌロンとテナルディエが対立していることを、エリオットは知っている。自分のことに置き換えて理解するはずだ。

「なるほど。どうしてライトメリッツをと思ったが、そういうことか」

　案の定、エリオットは納得したようにうなずく。ガヌロンは地図を見つめて、まだ確認していなかったことを尋ねた。

「ところで、アスヴァール国内に不安はございませんでしょうな」

「だいじょうぶだ。ジャーメインは大陸から動きたがらない上に、船もほとんど持っておらぬからな。ザクスタン攻めならともかく、ジスタート攻めを邪魔することはできん」

「なるほど。では、ギネヴィア王女については？」

　二人の王子の争いから早々に距離をとったアスヴァール第一王女の存在が、ガヌロンには気にかかっていた。ガヌロンの調べたかぎりでは、民や兵の評判は悪くないらしい。

　気にするなというふうに、エリオットは声をたてて笑いとばした。

「王宮から去ったあいつが、何をしているか知っているか？　護衛の兵にわずかな従者と侍女を連れて、円卓の騎士ゆかりの地を見てまわっているそうだぞ」

「円卓の騎士……。アスヴァールの初代国王アルトリウスに従った十二人の騎士ですな」

　確認するようにガヌロンが言うと、エリオットは皮肉っぽい笑みを浮かべた。

「そうだ。円卓の騎士はアスヴァール島だけでなく、大陸の各地も旅していたからな。数も多いし、ゆかりの地とやらをでっちあげるには困らんというわけだ。そういうわけで、あいつは辺境の森やら山やらをうろついている。放っておいていいだろう」

　エリオットの言う通りなら、たしかにそうかもしれない。ガヌロンはそう思った。アスヴァールはブリューヌと違い、女王の登とう極きよくを認めている。『覇王ブレトワルダ』ゼフィーリアなどがいい例だ。そのせいで考えすぎてしまったようだ。

「ギネヴィアのやつは、円卓の騎士の……誰だったか忘れたが、騎士のひとりにずいぶんとご執心でな。肖像画を何枚も描かせるわ、彫像をつくらせるわ、自分の考えた武勲詩ジエスタをつくらせるわと、ひどいものだ。ふん、彫像が抱いてくれるわけでもなかろうに」

　エリオットはなおも妹への嘲ちよう弄ろうを続けようとしていたが、そんなものにつきあう気はガヌロンにはない。さっさと話を進めることにした。

「殿下。表立って殿下を支援することはできませぬが、おもしろい手をひとつ用意いたしました。どうぞ、お受け取りください」

　ガヌロンは椅子から立ちあがると、テーブルの上に置いていた鈴を手にとって鳴らした。扉が開いて、二つの人影が室内に滑りこんでくる。エリオットは目を瞠みはった。

　ひとりは、頭部をすっぽりと覆う黒い仮面をかぶっている。仮面は、両目と口にのみ細い隙間があり、左半分には竜が彫られていた。豊かな胸や華きや奢しやな腰がはっきりとわかるような、身体にぴったりとした黒い服を着て、その上に外套を羽は織おっている。仮面の下の白い喉が見えなかったら、暗闇の一部が浮かびあがったかのような錯覚を抱いただろう。

　だが、エリオットの視線は彼女よりも、もうひとりに釘付けとなっていた。

　十六、七歳の美しい娘だった。白銀の髪は腰に届くほど長く、紅玉の輝きを持つ両眼が、ぼんやりとエリオットを見つめている。均整のとれた身体に、葡萄の色と白を組みあわせた軍衣をまとい、腰には長剣を下げていた。

　もしもエレンを知る者が彼女を見たら、目を疑っただろう。似ているどころではない、この娘の外見は、一分の隙もなくエレンそのものだった。

　エリオットの口から、感嘆と欲望のいりまじったため息が漏れる。このような状況でなければ、この娘を譲ってくれるよう、彼はガヌロンに頼んだであろう。

　楽しげな笑みを浮かべて、ガヌロンは白銀の髪の娘をエリオットに紹介する。

「ライトメリッツの戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリア……に瓜うり二ふたつの偽者でございます」

「偽者……？」

　驚愕するエリオットに、ガヌロンはゆっくりとうなずいた。

「この娘が、ライトメリッツに混乱の種をまいてくれましょう」

「そういうことか。悪くない手だが……」

　エリオットは偽者から視線を外すと、怒ったような顔でガヌロンを睨んだ。

「ここまでしなければ、俺は武勲をたてられぬと思っているのか」

　半ばは、偽者に見惚みとれていたことを隠すためだが、本心も含まれている。いかにも心外だというふうにガヌロンは顔をしかめると、身振り手振りをまじえて説明した。

「むろん、殿下のお力を疑ってなどおりません。ですが、ライトメリッツ攻めは、いわば前哨戦に過ぎませぬ。ジャーメイン王子の打倒と、アスヴァールの統一こそが本命のはず。その大事の前に、つまらぬ損害を出さぬよう努めるのは、当然のことでございましょう」

　エリオットの頰が赤く染まる。ガヌロンの言う通りであった。

「そうだった。たしかにライトメリッツごとき、俺が武勲をたてるための踏み台でしかない。ガヌロン公、そなたの協力にあらためて感謝する。俺がアスヴァールの王となった暁には、手厚い支援を約束しよう」

「期待させていただきます、陛下」

　わざと呼称を間違えて追従すると、ガヌロンは二つの硝子杯に林檎酒を注そそぐ。エリオットが硝子杯を手にとるのを待って、自分も硝子杯をかかげた。

「我々の勝利に」

　同じ意味の言葉が、ブリューヌ語とアスヴァール語で響いた。

　エリオットは今度も一息に飲み干して、空の杯をテーブルに置く。ふと視線を転じて、彼は無言でたたずむ仮面の女を薄気味悪そうに見つめた。

「ところで、その女性は……？」

「偽者の教師役でございます。かつてエレオノーラに仕えておりましたが、ゆえあって私のもとに逃げだしてまいりました。エレオノーラをよく知るこの女がいたからこそ、偽者を仕立てあげることができた次第でして」

　これはでたらめだったが、エリオットは気のない調子で「そうか」とうなずいた。興味があったわけではなく、素性がわかればいいというところらしい。

　応接室を出ようとするとき、エリオットは壁の一角を飾る巨大な肖像画を見上げた。

「あれは、ガヌロン公のご先祖か？」

「とんでもない」と、ガヌロンはおおげさなくらい首を左右に振る。

「我が国の始祖シャルルでございます。我がガヌロン家は、初代よりブリューヌ王家に仕えておりますれば」

　エリオットは低く笑った。応接室に始祖の肖像画を飾ることで、王家への忠誠心があるように装っているのだろうと解釈したのだ。ガヌロンが領内では非道ともいえる統治を行い、ファーロン王を軽んじていることは、エリオットも知っている。

　そうしてエリオットが去ったあと、ガヌロンはエレンの偽者と、仮面の女性が、いつのまにか姿を消していることに気がついた。

「もう発ったのか、ズメイ。せっかちなやつだ」

　呆れたように、ガヌロンはつぶやく。それが仮面の女性の名だった。ズメイの話によれば、本物のエレンは二、三日前にオルミュッツからライトメリッツに帰還し、とある森の調査をはじめたという。その森からエレンの公宮までは、馬を走らせて四日かかるとも。

「さて、ライトメリッツが気づいて騒ぎだすまでに何日かかるか。もっとも、気づいたところで並みの人間には何もできぬだろうが……」

　硝子杯に新たな林檎酒を注いで、ガヌロンはじっくりと味わった。
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　大都市であるオルミュッツの城下は、日が沈んだあともにぎわいが絶えることはない。

　酒場が軒を連ねる通りなどは、これからが本番とばかりに窓を開けて、自慢の料理の匂いを外へ流す。魚スープウハーや羊肉の煮込み、岩塩をたっぷりまぶして焼いた豚肉の匂いが、通りを歩く者たちの嗅覚を刺激し、空腹を思いださせる。

　そうして視線を店へと向けさせれば、愛敬のある看板娘たちが笑顔でとどめをさしにくるというわけだ。酒樽に水を張り、そこに酒瓶を何本も浸けて、よく冷えた酒があることを宣伝する店も多い。日が暮れて間もないうちは、大気にまだ熱が残っている。冷えた酒は、何よりも魅力的に映るに違いなかった。

　ティグルとラフィナック、ガルイーニンが入った酒場「酔いどれ鳩ピヤーニルビ」も、そうした店のひとつだ。扉には、酒瓶を手に酔っ払った鳩が描かれている。鳩の肉の串焼きで評判だった。

　ティグルたちは店内の隅にあるテーブルにつくと、注文をとりに来た給仕の娘に酒と串焼きを注文する。暑さのためだろう、娘は袖のない服を着て、胸元も大きく開けていた。

　ちなみに、ティグルたちは飾り気のない麻の服を着ている。一見して、市井の若者二人と初老の男という組みあわせだ。ただし、三人とも何かあったときのために、それぞれ短剣を服の下に忍ばせていた。

　酒はすぐに来た。麦酒ビエレと、葡萄酒ヴイノーだ。葡萄酒はガルイーニンが飲むのである。

「ここで生活をはじめてから十何日かたったが、どうだ？」

　乾杯したあと、ティグルがラフィナックに尋ねた。口のまわりに白い泡をつけたラフィナックは、笑って答える。

「ガルイーニン卿には頭が上がりませんね。おかげさまで、必要最低限の文字の読み書きも、どうにかできるようになりました」

「ええ、その点はご立派です。ですが、ラフィナック殿にはまだまだ覚えていただくことがございます。今後も精進を怠りませぬよう」

　穏やかな笑みを浮かべながら、ガルイーニンが言った。ラフィナックは恐縮して首をすくめる。「厳しい先生ですよ」と、ぼやいたが、その顔は決して嫌がっているものではない。

　串焼きを盛った皿が置かれ、しばらくの間、三人は談笑に興きようじる。今日までにティグルとラフィナックが見て興味を持ったものや驚いたものなどが話題の中心となった。

「話には聞いていましたが、ムオジネル人が多いですね」と、ラフィナック。

「ムオジネルは、このオルミュッツの南にありますからね。商人、芸人、奴隷まで……。いろいろと来ます。ティグルヴルムド卿は？」

「いちばん驚いたのは、やはり劇場ですね」

　感慨深げな表情で、ティグルはガルイーニンに答える。まだ完成していないので、正確には劇場の建設現場というべきだろうか。城下の町の一画に、造られようとしているのだ。

「三年前、劇場をつくりたいとミラは言っていました。ついに、はじめたんだなと……」

　ティグルの声には感嘆だけでなく、若干の焦りも含まれていた。ミラは統治者として、着実に成すべきことを成し遂げている。自分と彼女の間に、距離が開いたような気がした。

「ティグルヴルムド卿、ご安心ください」

　若者の心を見透かしたかのように、ガルイーニンが言った。

「あなたが能力に見合った武勲をたてさえすれば、劇場ひとつの差ぐらい、すぐに埋まるでしょう。戦姫さまは、あなたを待っています。焦ってはなりません」

「……ありがとうございます」

　ティグルは笑みをつくった。ガルイーニンはさりげない口調で話題を変える。

「そういえば今朝、お二人に手紙が届いていましたが」

「ああ、あれは父や、バートラン……側そば仕づかえの者たちからです。アルサスやブリューヌの近況を教えてくれているもので」

　ティグルが言うと、ラフィナックも陶杯を空にしながらうなずいた。

「私に来たものも同じです。友人代表が、みんなの話をまとめて書いてくれて……」

「それから――」

　さりげなく周囲に視線を走らせて、ティグルは声を潜める。誰もが料理か酒、自分たちの話に夢中で、ティグルたちの話を聞いている者はいなかった。

「父の名で、王都シレジアにある神殿に宛てた手紙が一通あります。古い知りあいだとか」

「わかりました。私が手配して、神殿へ届けさせましょう」

　ティグルの言葉の意味を理解して、ガルイーニンはうなずいた。

　その手紙は、ブリューヌの高官からジスタートの高官へ宛てたものだ。ウルスの名を使っているのは、いわば目くらましだった。

「それにしても……いえ、ここに来て、まだ十数日しか過ぎていないのに、このようなことを言ってはならないのでしょうが」

　ティグルは深刻な顔でガルイーニンを見た。

「俺は、このままでいいのでしょうか」

　オルミュッツに来てから、何もしていないわけではない。統治者としてのミラの相談に乗ったり、城下の町を巡回したりなど、手伝えることは手伝っている。アルサスではとうてい学ぶことができなかっただろう多くのことを、ミラやラーナから学んでいる。

　だが、それは、自分とミラの間に横たわる距離をあらためて確認する作業でもあった。さきほど言った劇場のことは、一例に過ぎない。

「重ねて申しあげますが、焦らないことですよ」

　葡萄酒を味わうようにゆっくりと飲みながら、ガルイーニンは言った。

「ある種の葡萄酒は、熟成させることで味わい深くなります。それと同じことで、性急に結果を求めても、得られるものはありません。あなたのまっすぐな気持ちは好ましいものですが、この老僕から見れば、あなたも身につけなければならないことが多い」

　ティグルは頰を赤くしてうつむく。ガルイーニンのやわらかい物腰は、若者を落ち着かせるのに充分な効果があった。中身が伴わないままミラの隣に立っても、意味がない。彼女を笑顔にさせることができなければ。

「ありがとうございます」

「何の。それよりも食べましょう。明日の活力となるのは、おいしい食事ですから」

「ごもっともですね」

　ラフィナックが笑顔でうなずき、麦酒と串焼きの追加を注文する。ティグルは、往来で見た旅芸人の話をはじめた。酒場の外で、夜は静かに更けていった。
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『光華の耀姫ブレスヴエート』の異名を持つ戦姫ソフィーヤ＝オベルタスがオルミュッツの公宮を訪ねてきたのは、ティグルたちが「酔いどれ鳩」で酒杯を重ねた翌日のことだった。

　この日は朝から雨が降っており、空は陰いん鬱うつな雲に覆われていて、ティグルも沈みがちな気分で過ごしていたのだが、思いがけない来客の知らせに笑みを浮かべ、心を弾ませた。

――ソフィーと会うのは三年ぶりか。また会えるなんて。

　ソフィーヤは、ソフィーという愛称でミラやティグル、エレンから呼ばれており、今年で二十一歳となる。ティグルがはじめて彼女に会ったのは三年前、オルミュッツに滞在していたときだ。ゆるやかに波打つ金色の髪と緑柱石の瞳、すべてを包みこんでくれそうな優しい微笑を、ティグルは鮮明に覚えている。

　最初、ティグルは彼女に対して必要以上に緊張したものだったが、ソフィーが積極的に話しかけてくれたので、ほどなく打ち解けることができた。

　道端で見た大道芸、英雄譚、立ち並ぶ露店で見た珍しい品物や生きもの、王都で起きたというちょっとした事件など、ソフィーの話は多岐にわたり、知らず知らずのうちにティグルの緊張をほぐして、若者を引きこんだ。

　その一方で、彼女はティグルが話す狩りやアルサスでの生活のことなども、しっかり聞いてくれた。ソフィーとの出会いは、ティグルにとって貴重なものだった。

　ティグルとミラは、はりきってソフィーを出迎えたのだが、彼女の姿を見て目を丸くした。

　三年前よりも美しく成長した彼女の頰には、薬を塗ってあるのだろう布が押し当てられていたのだ。左腕は包帯を巻いて、肩から吊っていた。

　膝に達するほど長い金色の髪も、絹のドレスに包まれた女性らしい優美な肢体も、彼女の手に握られている黄金の錫杖も、二人の目には入らなかった。

「ソフィー、だいじょうぶなの!?」

　心配して駆け寄るミラに、ソフィーは陰りのある微笑で応じる。

「ありがとう、ミラ。見かけほどひどくはないの」

　それから、ソフィーはティグルの方を見る。

「大きくなったわね、ティグル。話には聞いていたけれど、本当に来ていたのね」

「うん……。その、また会えて嬉しいよ、ソフィー」

　笑いかけられて、ティグルも笑い返したものの、その表情はぎこちないものになる。

　穏和な話しぶりからは想像し難いが、ソフィーは優れた戦士であり、橋の上で、たったひとりで一千の敵兵を迎え撃ち、見事に退けたという逸話を持っている。その彼女が、あきらかに戦いによって負傷しているということが、ティグルには信じられなかった。

　ソフィーはくすりと笑うと、ティグルに寄り添って顔を近づける。ティグルは顔を赤く染めて、石になったように全身を硬直させた。以前にも、こんなふうにからかわれたことがある。どうしていいかわからず、動けなくなってしまうのだ。

「ティグルをからかうぐらいには元気があるわけね。無用の心配だったかしら」
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　ため息まじりにミラが言うと、ソフィーは「ごめんなさい」と、小さく舌を出してティグルから離れる。何気ない仕草で、頰に押し当てている布を撫でた。

　そのときの彼女の表情の変化を、ティグルは見逃さなかった。自分たちに気を遣わせまいとして、ソフィーはこのような行動をとったのだ。

「ソフィー……」

　自分が支えようかとティグルが言いかけたとき、ミラがソフィーの隣に立った。

「私の肩につかまって。あなたの竜具ヴイラルトは持ってあげるから」

　ソフィーはミラに黄金の錫杖を渡した。これが彼女の竜具であるザートだ。

「ありがとう、ミラ。せっかくだから甘えさせてもらうわ」

「……あなたに私の公宮で倒れられたら、困るというだけよ」

　顔をそむけるミラに、ティグルとソフィーは苦笑をかわしあった。

　三人は応接室に入る。ティグルとミラは並んでソファに腰を下ろし、ソフィーはその向かい側に座った。侍女長が紅茶チヤイを淹れる道具一式を用意し、一礼して下がる。

　ミラは香りの強くない茶葉を選んで、人数分の紅茶を銀杯に注いだ。

「誰にやられたの？」

　ソフィーの前に銀杯を置きながら、率直にミラは尋ねる。ソフィーは憂いを帯びた顔をしてすぐには答えず、窓の外で降りしきる雨に目を向けた。

　紅茶から立ちのぼる湯気が薄くなってきたころ、彼女はようやくミラに向き直った。

「ねえ、ミラ。わたくしとエレンが、領主貴族たちの揉めごとに巻きこまれたことをあなたは知っているかしら」

「エレオノーラから聞いたわ。十数日前に、彼女がリムアリーシャだけをともなって、ここへ来たのよ。詳しいことは知らないけれど、たしか、あなたと直接話しあって終わらせるって言っていたような……」

　そこまで言ったところで、ミラの顔を疑惑の深刻な陰がよぎった。

「まさか、エレオノーラがあなたを……？」

「ミラ、落ち着いて訊いてちょうだい」

　年下の友人をなだめるように、ソフィーが落ち着いた声こわ音ねで言った。ミラは顔をしかめたものの、うなずいてみせる。気を取り直して笑った。

「紅茶、冷めちゃったわね。淹れ直すわ」

　そうしてミラが紅茶を淹れるのを待って、ソフィーは口を開いた。

「まず、領主貴族たちの争いについて、簡単に説明させてもらうわね。発端は、バシリア子爵とテトラーゼ子爵が、二人の領地を流れる川の使用について揉めたことだったの」

「夏の恒例行事だな」

　つい、ティグルはそんな感想を漏らしてしまい、ミラに軽く睨まれる。もっとも、間違いではない。水をどれだけ使えるか。それは、夏から秋にかけての農作物の出来を左右する重大な問題だ。村同士、町同士はもちろん、国家同士での戦に発展した例も数多くある。どちらも一歩も退かなかったのだろうと、ティグルもミラも思った。

「バシリア子爵の領地はライトメリッツに近くて、エレンが戦姫になる以前から、ライトメリッツの騎士や官僚と交流があったの。そして、テトラーゼ子爵の領地はわたくしのポリーシャと近かった。もちろん、彼はポリーシャの騎士や官僚と親しくしていたわ」

「だから、二人ともそれぞれの子爵から助けを求められて、断れなかったわけね」

　ミラがため息をついた。ソフィーは少し違うというふうに小首をかしげる。

「義務ではないけれど、領主貴族同士の争いを未然に防ぐのは、戦姫の務めだとわたくしは思っているわ。それだけの権威と権力がわたくしたちにはあるのだし、争いの火の粉がこちらまで飛んできたら大ごとだもの」

「あなたの考えは立派だと思うわ。でも、そんなふうだから陛下に命じられてあちらこちらへ交渉ごとに駆りだされるのよ」

「お出かけは嫌いじゃないけれど、そこは問題ね。――それで、わたくしとエレンとで話しあって、両子爵の川の使用について決めてしまおうということになったのよ。戦姫が決めたことなら一応は従うだろうという見込みもあったし、その川の水量についても調べさせたけれど、大きく減っているということもなかったから」

　そうして七日前、ソフィーは十数人の部下をともなって、ブシェクという地を訪れた。ライトメリッツの南東端にあり、小さな森がある他は平坦な草原が広がっている。ここで、彼女はエレンと会談を行うつもりだった。当事者である二人の子爵も来ることになっている。

　ソフィーがブシェクに着いたのは昼過ぎだったが、エレンも二人の子爵も、まだ到着していなかった。とはいえ、一日や二日のずれが出ることは珍しくない。ソフィーは友人と子爵たちをゆっくり待つことにして、森の近くに天幕を設置させた。

　ソフィーの部下たちは彼女の護衛でもあり、剣と甲冑で武装していたが、ここまでの道中で獣や野盗などに遭遇しなかったこともあって、のんびりとしていた。会談の相手によっては緊張しただろうが、エレンのことは彼らも知っている。会談がどのような結果に終わろうと、戦いになるはずがないと確信していた。

　事件は、夜中に起こった。

　天幕の外から近づいてくる危険な気配を感じとったとき、まだソフィーは起きていた。会談に必要な資料に、あらためて目を通していたのだ。傍らに置いていた竜具をつかんで、彼女は天幕を飛びだした。

　驚くべき光景が、ソフィーの視界に飛びこんだ。

　部下たちの幕舎が燃えている。そして、炎に包まれた幕舎の陰で、彼女の部下たちが何ものかに襲われ、次々と打ち倒されていた。

「――我が空を照らせ柔らかき灯よネヴアセレート！」

　ザートを振りかざして、ソフィーが真っ先にやったことは周囲を明るく照らすことだった。彼女の竜技には、そうした力を持つものがある。錫杖の先端から放たれた光はソフィーを中心に広がっていき、周囲から闇を打ち消した。

　光に照らされたそれの正体を見て、ソフィーは驚愕に目を見開いた。白銀の髪、葡萄の色と白を組みあわせた軍衣、右手には、翼を模した鍔を持つ長剣。

　そこに立っているのは、エレオノーラ＝ヴィルターリアに他ならなかった。

「エレン!?　エレンなの……!?」

　おもわず叫んだソフィーに、エレンが向き直る。その顔には、狂気と殺意で形作ったような笑みが浮かんでいた。長剣をかまえ、地面を蹴って、エレンは無言で斬りかかってくる。

　金属音が響き、銀色の火花が散った。エレンの剣を、ソフィーが錫杖で受けとめたのだ。

　だが、エレンの攻撃は一度で終わらなかった。すぐに体勢を立て直して、立て続けに斬撃を浴びせてくる。部下たちが倒された衝撃に加えて、エレンが襲いかかってきたという動揺が、ソフィーの動きを鈍らせた。エレンの長剣が頰をかすめ、肩をかすめる。鮮血が虚空を飛んで、地面を黒く濡らした。

　ソフィーは反撃に出たものの、繰りだした一撃を弾かれて地面に転がった。顔に飛んできた蹴りを、反射的に左腕でかばう。左腕が折れたのはこのときだろう。

　このとき、ソフィーは違和感を抱いた。エレンの行動にはおかしいところがある。

　湧きあがった疑問を解くため、ソフィーはおもいきった行動に出た。立ちあがり、肉薄してきたエレンを錫杖で押し返すと、新たな竜技を繰りだしたのだ。

「――我が先を疾走れ輝く飛沫よフアルヴアルナ」

　錫杖の先端から、巨大な光の球が放たれる。エレンを包みこめるほどの巨大な光球だ。むろん、ただの光の塊ではなく、触れれば弾きとばされるほどの力を備えている。

　エレンはこの光球を、横に跳躍して避けた。そして、ソフィーを手強いと認識したのか、ためらわずに背を向けて逃げだした。ソフィーは追いかけようとしたが、エレンはあっという間に、闇に包まれた森の中へと消える。

　ソフィーは彼女を追うのを諦め、部下たちに駆け寄って手当てをほどこした。しかし、ほとんどの者がエレンの剣によって息絶えており、助かったのはわずか五人だけだった。幕舎も燃えてしまった。火の手が広がるのだけは防いだが、それが精一杯だった。

　そうして疲れきった身体で夜明けを迎えたソフィーのもとに、新たな衝撃がもたらされた。二人の子爵の使いが相次いで現れ、エレンらしき者に襲われたと告げたのである。

　テトラーゼ子爵は軽傷ですんだものの、連れてきた部下を何人も殺され、バシリア子爵にいたっては部下たちに加えて息子まで斬られていた。

　生き残った者たちは、すぐに引き返そうと思ったが、もしかしたらソフィーが来ているかもしれないと考え、一いち縷るの望みを託して集合予定の場所へ使いを向かわせたのだった。







「――というわけなの」

　紅茶をすすって、ソフィーは話を締めくくる。ティグルとミラは呆然とした顔で彼女を見つめた。にわかに信じられることではない。だが、ソフィーはこのような冗談を言う人間ではないことを、二人は知っているし、彼女は傷も負っている。

　重苦しい沈黙を破って、ティグルが訊いた。

「ソフィーは、エレンの仕業ではないと、そう思っているんだな？」

「ええ」と、うなずいてから、ソフィーは不思議そうに首をかしげた。

「ティグル、あなたはエレンに会ったことがあるの？」

「エレオノーラがこの公宮に来たときに、知りあったのよ」

　答えたのはミラだ。ソフィーは右手を口元にあてて、「まあ」と笑った。

「そのときに愛称で呼びあう仲になったというわけね。これはミラもうかうかしていられないんじゃないかしら」

「ソフィー、そういう冗談はいいから」

　冗談という単語を、ミラは強調する。銀杯を持つ手がかすかに震えていた。ソフィーは金色の髪を揺らして肩をすくめると、話を再開する。

「敵は――そう呼ぶけれど、たしかにエレンそっくりだったわ。剣も、アリファールによく似ていた。でも、ティグルの言ったように、あれはエレンではないと思うの。理由は二つ。ひとつは、アリファールの力をまったく使わなかったこと。わたくしの竜技に対しても、跳んでよけただけ。エレンなら、ああいう避け方はしない」

「もうひとつは？」

　尋ねたミラに、ソフィーはにっこりと笑った。

「エレンがわたくしに闇討ちなんて仕掛けるはずがないもの」

「……そうね。それに、いくらエレオノーラにしても、このやり方はお粗末すぎるわ」

　そのような言い方で、ミラはソフィーの言葉を認めた。本物のエレンなら、戦姫としてのソフィーの強さを知っている。確実に仕留めようと考えるなら、アリファールの持つ風の力を最大限に使うだろう。あるいは、事前に多数の兵を用意してソフィーたちをひそかに包囲し、確実に逃がさない状況を作りだすに違いない。

「敵の狙いは、エレンがソフィーや子爵たちを襲ったと思わせて、二人を仲違いさせることというわけか」

　確認するように言ったティグルに、ソフィーは真剣な顔でうなずいた。

「ええ。そして、敵の狙いはいまのところ上手くいっているわ。わたくしの部下たちも、両子爵も、いますぐにでもライトメリッツを攻めかねない勢いなの。あのエレンはきっと偽者だとわたくしが言っても、聞く耳を持ってくれなくて……」

　ティグルとミラは目を瞠る。多くの死者が出たのだから、彼らが激情に駆られるのは無理もない。だが、戦姫同士がぶつかりあえば、それはれっきとした戦だ。

「ひとまず、彼らには待ってくれるようにお願いしたわ。わたくしたちを襲ったのが本当にエレンかどうかを確認したい、それと、エレンと仲の悪いあなたに事情を話して味方になってもらうと説明してね」

「さすがね、ソフィー」

　意地の悪い笑みを浮かべて、ミラは年長の友人を賞賛した。この場合、戦姫を味方につけるという言葉ほど、時間稼ぎとして効果的なものはない。加えて、ミラとエレンの仲の悪さは有名だ。ソフィーが直接ミラのもとへ赴おもむけば、協力を得られる可能性は大きいと思うだろう。

「あなたに褒めてもらえるなら、がんばった甲斐はあったわね」

　冗談めかした口調でソフィーは微笑を浮かべたが、すぐに真剣な表情に戻る。

「あなたに、いえ、あなたたちに聞きたいのだけれど……。エレンがここへ来たとき、何か聞かなかったかしら。どんな些さ細さいなことでもいいの」

　ティグルとミラは顔を見合わせる。ミラは首を横に振った。

「あなたとの会談のことも聞いたけど、エレオノーラとした話は全然別のことなのよ」

　オルミュッツと王家の直轄地、そしてライトメリッツにまたがる森のことを、ミラは説明する。懸命に記憶をさぐってみるが、ソフィーの助けになりそうな話は出てこない。

　ソフィーは最後まで黙って聞いたあと、ミラに小さく頭を下げた。

「あなたも大変みたいね。そんなときにやってきてごめんなさい」

「気にしないで。私はいまのところ様子を見ているだけだから、それほど面倒じゃないわ」

　首を左右に振って、ミラは笑いかける。「ありがとう」と、ソフィーは礼を述べた。

「それにしても、森で行方知れずになったひとの報告ならわたくしのポリーシャでも出ているけれど、広がる森と聞くと、おとぎ話のレーシーを思いだすわね」

「レーシー？」

　首をかしげるティグルに、深刻な空気を払うような声音で、ソフィーが答える。

「森の妖精よ。自分の棲んでいる森を移動させたり、広げたりして、ひとを驚かすことがあるの。他にも、森の中に誘いこんで迷わせたりね。森の中でレーシーに会ったというひとが、森から出てみたら百年の歳月が流れていた、なんて話もあるわ。そういえば――」

　何かを思いだしたように、微笑を浮かべてソフィーは言葉を続けた。

「この前、古い時代の記録を調べたことがあったのだけれど、百年前のわたくしの先達、当時のポリーシャの戦姫が、レーシーと戦ったという話が出てきたのよ。レーシーにはいたずら好きなところもあって、人間と知恵比べをする話もあるけれど、戦姫が妖精と戦うなんてずいぶん微笑ましい話じゃないかしら」

　ティグルとミラの表情が凍りつく。ソフィーのように、二人は笑うことができなかった。

　この春、ムオジネルで、ティグルたちは魔物と戦った。

　魔物はルサルカと名のった。ジスタートで古くから語られている水の怪物の名だ。

　ルサルカは水を自在に操ってティグルたちを苦しめ、追い詰めた。『虚影の幻姫ツエルヴイーデ』の異名を持つ戦姫ミリッツァや、ムオジネル人の戦士ダーマードらの協力もあって、かろうじて滅ぼすことができたが、ひとつ間違えればティグルもミラも命を落としていただろう。

「……どうしたの？」

　二人の様子がおかしいことに気づいて、ソフィーが尋ねる。ミラが笑って答えた。

「偶然に驚いたのよ。先日、私のところでも似たような記録が見つかって、ティグルと話していたの。私の方はレーシーじゃなくて、ルサルカだったわ」

　ソフィーは納得したように「そうなの」と、微笑を返す。もっとも、彼女は勘が鋭いので、ミラがごまかしたことに気づいたかもしれない。ともかくいまのところ、魔物のことを彼女に話す気は、ミラにはなかった。

「ソフィー、ひとつ提案があるのだけど聞いてくれるかしら」

　ミラはあらたまった表情で、友人の戦姫を見つめる。ソフィーは笑みを消して姿勢を正し、うなずくことで先を促した。

「ライトメリッツには私が行くわ。あなたは自分の部下と、子爵たちをおさえて」

「どういうこと……？」

　突然のミラの申し出に、ソフィーが首をかしげる。ティグルが横から助け船を出した。

「怪我をしている君を、ミラはライトメリッツへ行かせたくないんだよ」

「ち、違うわよ」

　ミラは顔を赤くして否定する。

「最悪の場合、オルミュッツがあなたとエレオノーラの戦に巻きこまれるでしょう。少なくとも、火の粉が飛んでくる可能性はあるわ。私にはオルミュッツの主として、そうした事態を未然に防ぐ義務があるの。それだけよ」

「じゃあ、ソフィーのことは心配じゃないのか？」

　内心のおかしさを隠して、ティグルは聞いた。ミラは憤然と口をとがらせる。

「心配に決まっているでしょ。でも、それとこれとは別だと言っているの」

「うん、そうだな。君の言う通りだ」

　大きくうなずいて、ティグルは同意を示す。彼女らしいと思いながら。

　ムオジネルで、自分たちを助けてくれたときもそうだった。ミラは、まず戦姫として動く理由を求める。私情だけで動くような真ま似ねを、極力避けようとする。それが、彼女が受けついできた戦姫としての誇りなのだろう。

「……どうしたのよ？」

　想い人の態度を訝しんで、ミラが眉をひそめる。ティグルは笑顔で答えた。

「君のことが好きだなって、あらためて思ってた」

　ミラは言葉を失って、耳まで赤く染める。ソフィーは右手を口元にあてながら、「妬けちゃうわね」と笑った。

　顔をそむけて、ミラは「馬鹿」と小さな声でつぶやいた。







　その日はソフィーを公宮に泊めることにして、ミラは彼女を客室へと案内した。

　この部屋の特色は、毛布やテーブル掛けなどに刺繡が縫いこまれていたり、きれいに色を塗った皿や、暖炉の前で踊る人々の絵が壁に飾られていることだ。豪華さよりも素朴さを思わせる内装だった。

　戦姫になる前のソフィーは、市井の娘だった。そのことを知っているミラが、少しでもくつろげるように、この部屋を選んだのだ。

「何かほしいものがあったら、気にせず言って」

「そうね、それじゃあ話し相手としてティグルを一晩貸してちょうだい」

　にこやかに注文したソフィーに、ミラはしかめっ面を見せて答えた。

「それはだめ」

「三年ぶりの再会を喜びあって、いろいろとお話をするだけよ？　ティグルもこの三年でずいぶんたくましくなったみたいだし。だいじょうぶよ、もし彼が汚れるようなことがあっても、ちゃんと洗って返すから」

「とにかくだめ」

　にべもない返事で、ミラは拒絶する。自分でも心が狭い気がするが、彼女とティグルをあまり二人きりにはさせたくない。ミラから見ても、ソフィーは美しく、魅力的だからだ。

――ソフィーのところには、私以上に縁談の話が来ているらしいけれど。

　思うところがあるのか、ソフィーはそのすべてを断っているという。

　幸い、彼女はそれ以上食いさがらなかった。

「仕方ないわね。それじゃあひとりで寂しく寝るとするわ」

「ぜひ、そうしてちょうだい。身体を休めるにはその方がいいでしょうから」

　そう言って部屋を出ようとするミラを、ソフィーが後ろから抱きしめる。

「今日は本当にありがとう、ミラ。わたくしの助けが必要になったら、いつでも言って。あなたふうに言うなら、戦姫として助けられっぱなしはよくないでしょう」

「……そうね。そのときはお願い」

　後頭部と背中にソフィーのぬくもりを感じながら、ミラは静かに答えた。

　ソフィーがそっと抱擁を解く。

「おやすみなさい」と言葉をかわして、ミラは扉を閉めた。




　　　　　　　†




　夜が明けたときには、雨もやんでいた。

　ソフィーを見送ったあと、ミラはラーナやガルイーニンなど主だった者を会議室に集めた。事情を説明して、ライトメリッツへ向かうことを告げる。

「お話はわかりましたが……。もしもライトメリッツの戦姫さまが乱心していた場合、リュドミラさまの御身が危険では」

　そう危ぶんで反対する者ももちろんいたが、ミラは首を縦に振らなかった。

「もしも乱心しているのならば、早い段階で叩いて被害が広がらないようにすべきよ。ライトメリッツに近い公国はオルミュッツとレグニーツァ。病に伏せているアレクサンドラ＝アルシャーヴィンにライトメリッツへ行けと言ったら、私とオルミュッツの評判に関わるわ」

　エレンが乱心していないというのであれば、彼女を早くソフィーのもとへ向かわせて事態の収拾を急ぎつつ、偽者のエレンをさがしださねばならない。

「ここからライトメリッツの公宮までは、馬を使っても十日はかかります。長引きますな」

　ガルイーニンの言葉に、ミラはよどみなく応じる。

「急ぎの使者を出すわ、替え馬をたくさん持たせて。私たちがどの街道を通り、どの町で休みながらライトメリッツを進むのかを伝えて、少しでもこちらへ来てもらうよう要請する。戦姫である私が来たとわかれば、ライトメリッツも相応の対応をするでしょう」

　この事態を一日でも早く解決するには、相手にも動いてもらって距離を縮めるべきだった。

　最後に、ミラは同行者を選んだ。ティグルとガルイーニン、ラフィナックの三人だ。ミラの立場はソフィーの代理なので、相手に威圧感を与えてはならず、少数で動くのが望ましい。そこで、まずガルイーニンを選んだ。ティグルたちを連れていくことにしたのは、下手なことをすれば、オルミュッツだけでなくブリューヌも関わってくるぞと暗に示すためだ。

　支度を調えて、四人は公宮を発たつ。北へ向かって馬を走らせた。容赦なく照りつける夏の陽光に、ミラはラヴィアスの力で身体のまわりに冷気を張り巡らせて、暑さをしのいだが、ティグルとラフィナック、ガルイーニンは何度も顔をつたう汗を拭わねばならなかった。

　昼を過ぎたところで、一同は街道から外れて休憩をとった。

　草原を横切って流れる川のそばに、ティグルとミラは並んで腰をおろす。自分のそばにいればラヴィアスの力の恩恵を受けられるからと、ミラが提案したのだ。ティグルはラフィナックたちに申し訳ないと思ったが、暑さから逃れる誘惑にはあらがえず、何よりミラの誘いを拒むことなどできなかった。ちなみにラフィナックとガルイーニンは、二人から離れたところで馬に水を飲ませつつ、水袋を手に談笑している。

　川を渡ってくる風が、火照った身体に心地よい。強烈な陽射しは、ラヴィアスの冷気がやわらげてくれる。くつろいだ気分で川面を眺めていると、ミラが真剣な表情で聞いてきた。

「ティグルは、どう思う？」

「ソフィーが言っていた、レーシーという森の妖精のことか？」

　気を取り直して姿勢を正し、ティグルは彼女の考えを確認する。ミラはうなずいた。

「ええ。自分には理解できないから魔物の仕業だ……なんて決めつけはしたくないけれど。今回は、そう考えるといろいろと納得できる気がするの」

　エレンに何かあったとすれば、彼女がクトナーの森に入ったときしか考えられない。

　だが、彼女にいったい何があったのか。ソフィーやその他の人々に斬りかかるほど正気を失ってしまったのか。それとも、何ものかに操られでもしたのか。それに、エレンに付き従っていたリムアリーシャはどうしたのか。エレンに何かあれば、彼女が止めるはずだ。

「結論を出すのは、まだ早いんじゃないか」

　落ち着かせるように、ティグルはミラの肩を軽く叩いた。

「ライトメリッツで話を聞いてからでもいいと思う。何かわかるかもしれないしな」

　そう言うと、ミラはややうつむいて、ぽつりと謝罪の言葉を口にする。

「ごめんなさい。こんなことにあなたを巻きこんで」

　ミラがティグルを同行させた理由は、もうひとつある。ティグルの持つ黒弓が、戦姫の竜具と共鳴して、魔物を傷つける力を備えているからだ。

　ムオジネルとの戦が終わってアルサスに帰ってから、ティグルはどうすれば黒弓から力を引きだせるのか、いろいろと試した。父に手伝ってもらって、ヴォルン家の代々の当主の記録も見てみたが、そこには黒弓についてほとんど何も書かれておらず、落胆したものだ。

　自分の血を黒弓に付着させればいいらしいとわかったのは、アルサスを発つ直前のことだ。このことは、オルミュッツに着いてからまもないころに、ミラとラーナにだけ話している。父にも話さなかったのは、血を用いるという方法が不気味に思えたからだ。

　ミラは心配そうな顔で気遣ってくれたが、ラーナは「私の言った通りだったでしょう」と得意げに胸を張った。それはそれで、ティグルの気分がいくらか軽くなったのだが。

　なぜ、黒弓にこのような力があるのかは、ティグルにもわからない。ミラやミリッツァとともに魔物と戦うことがなければ、おそらく一生知らないままだったろう。

「俺は、君の力になることができて嬉しいよ」

　地面に置かれたミラの手に、ティグルは自分の手をそっと重ねる。励ますように言った。

「それに、これで俺が役に立てば、アルサスとオルミュッツの友好はますます深まる。内通者さがしや、連絡役としての務めにも有利に働いてくれる。だから、ミラは気にしなくていいんだ。もっと俺を頼ってくれ」

　ミラは申し訳なさそうな顔で若者を見つめ、それから重なっている手に視線を落とす。

「ありがとう」

　つぶやくように言った。そして、気持ちを奮いたたせるように、彼女は笑みを浮かべる。

「ティグル、ちょっと川に入ってみない？」

　想い人の手をとって、ミラは勢いよく立ちあがった。ティグルはうなずき、二人は裸足になって、川縁に立つ。底の浅いところをさがして、川の中にそっと踏みこんだ。水の冷たい感触に頰がゆるむ。足を滑らせないように気をつけながら、ぱしゃぱしゃと水をはねさせた。

「ねえ」と、足で水をゆっくりとかきながら、ミラが聞いた。

「ティグルは、去年と一昨年の夏は何をしていたの？」

「そうだな。父上の手伝いをしたり、領内をまわって視察をしたり……。あと、ヴォージュ山脈のふもとを見てまわったな。親しい領主貴族の方たちと狩りをしたこともあった。夏の間はとくに人気者なんだ、俺は」

　得意そうに、ティグルは胸を張る。ひとが森や山に入ることの多いこの季節は、獣たちの動きも活発になる。狩人として卓越した技量を持つ若者は、どこでも必要とされた。父ウルスがアルサス全体を見渡すしてくれるので、ティグルは安心して領内を見てまわったのだ。

「ミラはどうだった？」

　ティグルが尋ねると、ミラは記憶をさぐるように川面を見つめた。

「そうね……。思いだせるのは公宮で政務を処理していたことばかりだけど、ペトラ山には去年も一昨年も行ったわ」

　ペトラ山は、公宮から一刻近く馬を走らせたところにある。三年前、ティグルとミラはその山を数日にわたって駆けまわり、狩りをして過ごしたのだ。ミラにとって、ペトラ山はティグルとの思い出に浸ることのできる場所のひとつだった。

　その表情と声音から彼女の想いが伝わってきて、ティグルはミラに笑いかける。

「この件がかたづいたら、その足でペトラ山に行こうか」

「行けるかどうかわからないわ。ここの夏は短いんだもの」

　すねるように、また甘えるように、ミラは唇をとがらせる。風が吹いて、ミラの青い髪をそよがせた。ティグルはそっと、彼女の髪に指を絡める。

「秋でもいいさ。二人で、今年のペトラ山を歩きまわろう」

　ミラはかすかに頰を染めて、上目遣いで若者を見ながらうなずいた。その表情が愛しく思えて、ティグルは彼女を抱き寄せると、その頰に口づけをする。

　目を丸くして、ミラは頰に手をあてた。顔を真っ赤に染めて慌てる。

「い、いきなり何をするのよ。それに、そうよ、減点って前に言ったじゃない」

「それなら、ご褒美の先払いということにしてくれ。それぐらい働いてみせるぞ」

　気楽な口調だが、ティグルの表情は真摯なものだった。ミラは渋面をつくると、表情を隠すように、ティグルの胸に顔を埋める。そのまま体重を預けた。

　二人から離れたところで、ラフィナックとガルイーニンは馬の世話に集中している。見て見ぬふりというのも、なかなか苦労がいるのだった。

　六日後、ティグルたちはライトメリッツ領内に入った。







　ライトメリッツの南部に、「ヴァンニクの館」と名づけられた、エレンの別荘ダーチヤがある。

　石片を重ねた灰色の屋根と、漆しつ喰くいを塗った白い壁を持つ小さな屋敷だ。手入れのされた花壇に囲まれていることもあって、瀟しよう洒しやな印象を与える。ヴァンニクとは浴槽に棲む妖精で、この屋敷に湯を溜める形の浴場はないが、高温の蒸気を満たして汗を流す浴室があると、ティグルはガルイーニンに教えてもらった。以前に一度、立ち寄ったことがあったのだという。

　ライトメリッツの公宮の使者がティグルたちの前に現れたのは、今朝のことだ。

　前日の夜、四人は街道沿いのとある町の宿で、身体を休めた。朝を迎えて宿をあとにし、町を出ようとしたところで、その使者に声をかけられたのである。エレンの代理を務める人物がヴァンニクの館にいるので、いっしょに来てほしいということだった。

　使者がさしだした書簡にはライトメリッツの正式な印があったので、ミラは彼を信じた。そうして彼を加えた五人は半刻ほど馬を走らせ、ヴァンニクの館にたどりついたのだ。

　館の前には、ひとりの男が立っていた。年齢は四十前後。白い麻の服と茶褐色のズボンという格好で、大柄な体格をしているが、威圧感は感じさせない。堅苦しさを感じさせる謹きん厳げんな表情で、うやうやしくミラに一礼した。

「ようこそおいでくださいました、オルミュッツの戦姫さま」

　ミラはこの男を知っているらしく、馬から下りると、戦姫としての微笑を浮かべた。

「ひさしぶりです、ジャロノフ殿。あなたをこのようなところまで呼びつけたことは、申し訳なく思います。ただ、私はエレオノーラが来ると思っていたのですが……。彼女はいま、どこにいるのですか。公宮でしょうか」

　ジャロノフと呼ばれた男は、すぐには言葉を返さず、小さく唸る。

「詳しいことはご説明できませんが……。いまは私が戦姫さまの代理を務めております」

　苦しげなその返答に、やはりエレンに何かあったのだとティグルたちは悟った。

「ジャロノフ殿、エレオノーラに関わることで、ぜひともお話したいことがあります」

　ミラの言葉に、ジャロノフは顔色を変える。身を乗りだして大きくうなずいた。

「わかりました。ぜひ、お聞かせください」

　それから、ミラはティグルたちを彼に紹介する。ジャロノフは丁重に頭を下げた。

「戦姫さまのご友人ですか。はじめまして。書記官を務めているジャロノフと申します」

「ご丁寧にありがとうございます。ブリューヌ王国のアルサスを治めるヴォルン伯爵家の、ティグルヴルムドと申します。エレオノーラ殿にもよくしていただいております」

「愛称で呼ぶことを許されるぐらいにはね」

　ミラが笑って付け加える。ジャロノフは感心した顔でティグルを見た。

　ジャロノフは使者にねぎらいの言葉をかけると、四人を別荘へと案内する。ティグルたちの馬は、使者を務める男が見てくれるということだった。

　ジャロノフは従者や侍女を呼んで、いくつかの指示を出す。それから、ティグルたちを応接室へと案内した。ティグルは、ガルイーニンに小声で尋ねる。

「あのジャロノフという方について、ガルイーニン卿はご存じですか」

　エレンが不在の間の代理を務めるほどなのだから、ライトメリッツの高官なのは間違いないだろうが、ティグルにはそれ以上のことは想像できない。初老の騎士はうなずいた。

「三年前、リュドミラ様とエレオノーラ様が摑みあいになったあと、ライトメリッツ側で場を取りなし、大ごとにならないよう奔走してくださったのがジャロノフ殿と、リムアリーシャ殿でした。そのことはリュドミラ様も感謝しています」

　その説明に、ティグルは納得すると同時に、リムのことを思いだした。

　相手がミラだとわかれば、ジャロノフだけでなく、エレンの副官を務める彼女も姿を見せそうなものだ。なぜ、この場にいないのか。

　そのようなことを考えていると、応接室についた。

　ティグルたちは、大きな円形のテーブルを囲むように座る。椅子にはクッションが置かれ、背もたれにも綿をふんだんに使った覆いがかけられていて、座り心地はソファに近い。

　侍女が、果実水クヴアースの瓶と銀杯を置いて退出する。果物の汁をしぼったものを水で薄め、蜂蜜などを溶かした飲みものだ。ジャロノフは丁寧な手つきで、果実水を銀杯に注いだ。

「どうぞ、お飲みになってください。ずいぶん急いでおいでになったようですし、いくらかでも疲れがとれるでしょう」

　ミラは礼を言って、果実水に口をつける。もっとも、それは喉を潤すというより、口を湿らせるためだった。

「二十数日前、エレオノーラはリムアリーシャをともなって、我がオルミュッツの公宮に来ました。そのことはご存じですか？」

「ええ。我が公国の南西部にあるコリーンの森についてでしょう。オルミュッツではクトナーの森と呼んでいると聞いておりますが」

「もうひとつ、ソフィーヤ＝オベルタスと会談を行うことも、彼女は話していました。ソフィーヤから何か聞いていないかと」

　ジャロノフはうなずいた。ソフィーがミラにとっても友人であることを、彼は知っているのだろう。とくに驚きもしなければ、訝しむ様子も見せない。ミラは続けた。

「そのソフィーヤが、エレオノーラらしき者に襲われました。十数日前のことです」

　ジャロノフの顔が驚愕に彩られる。彼は目を見開き、呼吸を忘れたように口を半開きにして呆然とミラを見つめた。

「どういう、ことでしょうか……？」

　自分が来てよかったと、ミラは思った。ジャロノフが悪いとは思わないが、このような反応を見せられたら、ソフィーはともかく、彼女の部下たちは激昂しただろう。

　ソフィーから聞いたことを、ミラは丁寧に説明した。ジャロノフは話を聞いているものの、理解できないというふうに何度も頭をかき、首をかしげている。

　話を聞き終えたジャロノフは、すがるような目でミラを見つめた。

「戦姫さま、私の話を聞いていただけますか」

　ミラがうなずくと、ジャロノフは意を決した表情で言った。

「実は、エレオノーラさまはもう二十日近くも、行方がわからないのです」

　緊迫した空気が室内を包む。ミラは厳しい表情になって身を乗りだした。

「詳しく聞かせてください。私たちにとっても大事なことです」

　ジャロノフの話によると、オルミュッツからライトメリッツに帰ってきたエレンは、公宮に戻らず、コリーンの森近くの城砦に立ち寄ったのだという。そこで手紙をしたため、兵に持たせて公宮へ向かわせると、彼女自身はリムと、他に四人の騎士を従え、支度を調えてコリーンの森へ向かったそうだ。

「公宮に戻っていては、会談に間にあわなくなる。そこで、一日か二日ほどコリーンの森を調べ、それからまっすぐブシェクへ向かい、会談を終えたら公宮に戻る……。手紙にはそう書いてありました。たしかに、森は我が公国の南西に、ソフィーヤさまと会う約束をしていたブシェクの地は南東の端にあるのですから、エレオノーラさまのお考えはわかります」

　エレンの手紙を受けとったジャロノフは、何かあったときのために、公宮にいる騎士を何名か森へ向かわせた。そうして、自身は政務を処理しながら主の帰りを待つことにした。

　三日が過ぎたころ、ジャロノフは不安を覚えた。そろそろブシェクで会談が行われるころだというのに、エレンから新たな連絡がないのだ。彼女も、そしてリムも、そうしたことをおろそかにする人間ではない。もしや、何かあったのではないか。

　ジャロノフはルーリックという騎士に捜索隊を編制するよう命じ、彼を隊長に任命した。

　用意した兵は騎兵が三百と、歩兵が七百。これだけの数を動かせば、直轄地の代官レシェックに気づかれるだろうが、このときはエレンの安否をたしかめることが何より優先された。

　その一方で、ジャロノフはブシェクの地へも使者を出した。エレンと会ったかどうかを、ソフィーに確認しようとしたのだ。

　ところが七日前、驚くべき知らせがジャロノフのもとにもたらされた。

　ブシェクの地へ向かわせていた使者が、死体で発見されたのだ。ブシェクよりもはるか手前の地点で。傷は剣によるもので、野盗の集団にでも襲われたかと思ったが、金銭は奪われていなかったという。

　ジャロノフは迷った。このとき、彼はソフィーたちも襲われていたことを知らない。迷った末に、ブシェクの地へもう一度、彼は使者を出した。

　そうして、公宮で連絡を待ちながら政務を処理していたところに、ミラからの使者が現れたのである。ここに至って、ジャロノフは自ら動くことを決めた。

「ジャロノフ殿、話してくださって、ありがとうございます」

　聞き終えたミラは、まず彼に礼を述べた。どちらかといえば、ジャロノフを落ち着かせるためだ。表向きは平静を装っていたが、彼女の内心では不安がふくれあがっていた。

　ただの森で、エレンが迷うはずはない。森の中で、エレンたちに何かあったのだ。ソフィーたちを襲った者の手がかりも、おそらく森にある。思えば、代官レシェックと話しあった日、ティグルは森から奇妙な視線を感じていたではないか。

「お願いがあります。件の森への道を教えていただけませんか」

「……何をなさるおつもりでしょうか」

　ジャロノフの顔に緊張が走る。彼の視線を受けとめて、はっきりとミラは答えた。

「森へ向かいます。そして、エレオノーラの身に何が起きたのかをたしかめます」

「それは……！」

　ジャロノフは椅子から腰を浮かし、声を荒らげかけて、半ばで呑みこむ。悩むように、額に手をやった。ミラの申し出は、この上なくありがたいものではある。エレンを捜索するにあたって、これ以上の相手は望めないというほど心強い。

　だが、もしもミラまで森から出てこなかったら。

　ライトメリッツは、すでにソフィーの治めるポリーシャと、バシリア、テトラーゼの両子爵から敵意を抱かれている。ここにオルミュッツまで加われば、事態の収拾は不可能だ。最悪の場合、近隣の領主貴族たちまで巻きこんだ大きな戦になる。

「では、ジャロノフ殿には何か考えがありますか？」

　鋭い言葉を、ミラは突きつける。ジャロノフは額に手をやったまま、呻うめくように言った。

「森の木々を次々に伐採しながら調べるしかないと……」

　森の中にエレンがいる可能性がある以上、焼き払うような真似はできない。エレンの行方がわからなくなったなどと、直轄地の代官に言えるはずがない。彼は喜んで王都へ報告するだろう。そうなると、ジャロノフにできることはそれぐらいしかなかった。

「やはり、私が森へ出向きましょう」

　ミラは笑顔でジャロノフに言った。笑みを消して、凍漣の雪姫ミーチエリアは続ける。

「あなたもよく知っていると思いますが、私はエレオノーラのことが好きではありません。ですが、この状況を放っておいたら、我がオルミュッツにもよくない影響が出るだろうことは想像がつきます。それに、彼女はソフィーヤやアレクサンドラの友人ですから」

　ジャロノフは沈黙したまま答えない。見かねて、ティグルが横から口を挟んだ。

「オルミュッツでも、あの森は問題になっています。あの森に入った者がひとりも出てこないと……。私たちにとっても他人事ではないのです。申し訳ありませんが、止められても、私たちは森へ向かいます。私たちのために」

　沈黙が訪れる。やがて、大きくため息をついてジャロノフは額から手を離した。

「わかりました。できるかぎりのことをさせていただきましょう。ただ、リュドミラさまにはひとつだけお約束いただきたいことがあります」

　冷静さを回復した謹きん厳げんな表情で、ジャロノフは言った。

「ライトメリッツの臣として言ってはならないことですが、くれぐれも御身を大事になさってください。エレオノーラさまの身よりも」

「わかっているわ」

　皮肉っぽい笑みを浮かべ、口調を変えてミラはうなずいた。

「それに、もう一度言うけれど、私はエレオノーラのことが好きではないの」

　この言葉に、ティグルとラフィナック、ガルイーニンは無言で視線をかわした。これほど緊迫した状況でなければ、肩をすくめたかもしれない。だが、三人ともしかつめらしい顔を維持したので、ミラとジャロノフはすぐに細部の話しあいに入った。








４　　　妖樹の森









　白く輝く太陽と青空の下で、コリーンの森の周囲は荒涼とした雰囲気に包まれている。

　森から少し離れたところに設置された幕営の中では、ライトメリッツ兵たちが動きまわっていた。しかし、まだ昼にもなっていないというのに、彼らの表情は疲れきっている。黒竜旗ジルニトラと、黒地に剣を斜めに描いたライトメリッツの軍旗も、力なく垂れさがっていた。

「エレンたちは、まだ見つかっていないみたいだな」

　ライトメリッツ兵たちの様子を見て、ティグルはそう考えた。見つかっていれば歓喜に沸いているはずだし、考えたくないことだが、最悪の事態が起きていたら、幕営を包む空気はもっと重苦しいものになっているだろう。

　柵の中にある幕舎の数を見て、ミラは目を細める。

「たしかに兵の数は一千というところね。ただの森の捜索なら多すぎるぐらいだけど……」

　ライトメリッツ兵たちは革鎧を身につけ、剣か弓で武装している。森で行動することと、この暑さを考えて、鉄の甲冑や槍は不要だと考えたのだろう。

　見張りをしているライトメリッツ兵が、ミラの姿を見て驚きの表情を浮かべる。どうやら自分を知っているらしいと判断して、ミラはその兵士の前に馬を進めた。

「こんにちは、ライトメリッツの方。私はオルミュッツの戦姫、リュドミラ＝ルリエ。あなたがたの指揮を執っているルーリックという男のもとへ案内してもらえるかしら」

　にこやかな笑顔での挨拶だが、声は命令することに慣れた者のそれだった。その兵士は大声で返事をすると、急いで駆けだしていく。

　ほどなく、ひとりの男がティグルたちの前に現れた。整った顔だちの持ち主で、黒髪を肩のあたりまで伸ばしている。革鎧を身につけ、腰に剣を下げ、弓を背負っていた。

　男はミラに向かってうやうやしく一礼する。

「これはオルミュッツの戦姫さま。私がルーリックでございます」

　ミラは馬から下りると、挨拶の言葉とともに、ジャロノフから預かった書簡を差しだした。

「ジャロノフ殿からおおよそのことは聞いているわ。少し話をしたいのだけど」

「……わかりました。あちらへまいりましょう」

　ルーリックが、幕営から少し離れた場所を指で示す。ミラはうなずいた。

「よく幕営を設置したわね。直轄地から苦情は来ていないの？」

「いまのところは。もし直轄地の連中が来たら、訓練中だと言い張るつもりです。ついでに矢の一本でも射かけてやれば、退散するでしょう」

　歩きながら、ルーリックは何気なくティグルに視線を向ける。ティグルが黒弓を背負っていることに興味を示したようだった。

「君は、矢をどれぐらい飛ばせる？」

「ええと……まあまあです」

　少し迷ったあと、ティグルは曖あい昧まいに答える。その返答を、恥ずかしくてごまかしているとルーリックは解釈したようだった。

「その若さで戦姫さまに従っているのだから、それなりの立場の者だろう。もしよかったら、見てやってもいいぞ。こう見えても、俺はライトメリッツでいちばんの弓使いだからな」

「ありがとうございます……」

　恐縮するティグルの後ろで、ラフィナックが忍び笑いを漏らす。この男がもしもティグル以上に矢を飛ばせるのならば、エレンがそのように言ったはずだった。

　幕営から二百アルシンほど離れたところで、ルーリックは足を止める。ミラから受けとった書簡を開き、すばやく目を通した。懐疑的な表情をミラに向ける。

「我々の戦姫さまをさがすのを、手伝っていただけるということですか？」

「こちらの都合でのことよ。あなたが気にする必要はないわ」

　ミラがそう言うと、ルーリックは悩むように渋面をつくり、五つ数えるほどの間を置いて、自分を納得させるようにため息を吐きだした。

「わかりました。正直なところ、とにかく助けがほしいという心境ですので、喜んで戦姫さまの力をお借りします。お望みのことがありましたら、おっしゃってください」

　ルーリックの表情から、必死な想いが伝わってくる。ミラはうなずくと、この地に幕営を設置してからの状況を尋ねた。黒髪をかきあげて、ルーリックは嘆息まじりに報告する。

「簡潔に申しあげれば、被害が出てばかりというところです」

　数日前にこの地に到着したルーリック率いる一千のライトメリッツ兵は、幕営を設置したあと、さっそく森の中に入っていった。

　ただし、ルーリックは慎重だった。これまで森に入っていった者たちが出てこないという話は、ジャロノフから聞いている。エレンやリムまで戻ってきていないのだ。この森には自分の知らない何かがある、あるいは何かがいると、考えざるを得なかった。

　まず、ルーリックは百人の兵を森に挑ませた。十人一組で十の部隊をつくり、色のついた縄を持たせて、一定距離を進むごとに木の幹に縄を結びつけるよう指示したのだ。これなら、森の中で迷ったとしても、縄のある木を見つけさえすれば、戻ってくることができる。

　だが、半日が過ぎて、ひとつの部隊だけが戻ってこなかった。

　戻ってきた兵たちも、口々にルーリックに報告したものだ。「この森を歩いていると気分が悪くなる」「同じところをいつまでも回っている気になってくる」「少し奥へ行ったら、仲間の姿をまったく見なくなった」「おかしいと思うほどに獣を見ない」と。

　成果は、まったくなかった。森の中を歩いている間、エレンやリム、ライトメリッツの騎士たちの姿はもちろん、死体のひとつさえも、彼らは見なかったというのだ。

　ルーリックは悩んだが、新たに百人の兵を選び、同じように十の部隊をつくって、色のついた縄を持たせた。そして、最初のときとは違うところから森の中へ向かわせた。

　結果は同じだった。やはり、ひとつの部隊だけが帰ってこなかった。帰ってきた者たちも、最初の部隊の兵たちと同じことを言った。

　こうなると、推測が新たな推測を呼ぶ。想像をふくらませ、自分が知っている怪談になぞらえて恐れおののく兵も出るありさまで、ルーリックは立ち往生していたのだ。

「なるほどね。よくわかったわ」

　幕舎の群れを振り返って、ミラは納得したようにうなずく。二十人もの犠牲を出しながら、エレンの手がかりさえつかめなかったとなれば、士気も下がるだろう。

　ルーリックに向き直って、ミラは言った。

「私たちは、これから森に入るわ」

「何か、お考えがあるので……？」

「詳しくは言えないけれど、そんなところね。ガルイーニンとラフィナック殿にはここで待ってもらって……」

「――お待ちください」

　そのとき、ミラの言葉を遮さえぎって、横から口を挟んだ者がいる。ラフィナックだ。

「私とガルイーニン卿も、同行いたします」

　ティグルとミラは驚いた顔で、二人の側近を見た。ラフィナックだけでなく、ガルイーニンも泰然として、若い主たちを見つめている。ミラが鋭い声で初老の騎士に言った。

「だめよ。あなたたちは連れていけないわ」

「ラフィナック、いまの話からしても、相手はかなり危険なやつなんだ」

　ティグルもそう言って説得したが、ラフィナックは引き下がらなかった。

「若、それに戦姫さまもですが、あなたがたはご自分の立場をわかっておりません」

　ラフィナックの視線と声が熱を帯びる。一歩進みでて、彼はティグルを見下ろした。

「危険なものに挑むというなら、なおのこと、私たちを同行させるべきです。部下を盾にしてでも生き延びるということを覚えていただくには、いい機会でしょう」

　側近の口から飛びでてきた言葉に、ティグルは絶句する。「そんなこと……！」という反論の言葉は、だが、続けて発せられたラフィナックの声に遮られた。

「どうして私が尻の痛みに耐えながら、あの険しいヴォージュの山々を越えてきたとお考えですか？　いざというとき、若の盾になるためですよ。若にはウルス様の跡を継いで、アルサスを守っていただかなくてはならないんですから」

　一語一語に、たしかな覚悟がある。突きでた前歯も、このときばかりは彼の言葉の鋭さをやわらげることはなかった。

　沸騰しかけた熱意が急速にしぼんでいき、ティグルは拳を握りしめてうつむいた。おもわずかっとなったものの、冷静になると、ラフィナックの言葉の正しさがわかる。自分たちにしかできないこととはいえ、無茶を言っているのは自分たちだという自覚もあった。

「私が死んでも、アルサスにたいして影響はありません。何人かを泣かせるぐらいでしょう。ですが、若は違います。ウルス様が壮健で、ディアン様もいるとはいえ、若が死んだら、アルサスが荒れる可能性は大きくなる。若は、死んではいけないんですよ」

　兄が弟を諭すかのように、ラフィナックは穏やかな声で言った。その態度に、悲壮感の類はかけらもない。ガルイーニンもそっと息を吐いて、ミラを見る。

「だいたいはラフィナック殿に言われてしまいましたな。リュドミラ様、あなたが亡くなられた場合に、オルミュッツを襲うだろう混乱について、少しはお考えになったことがございますか。新たな戦姫が現れても、これまで受けつがれてきたものの多くは消えてしまうのです。その損失の大きさがわからないあなた様ではありますまい」

「わかってるわよ、そんなこと……」

　ミラは言い返したものの、声に普段の強さはない。こちらは祖父に叱られた孫娘のようだった。不満そうに唇をとがらせて、彼女はガルイーニンを見上げる。

「いつから考えていたの？」

「オルミュッツを発たつときからです。ラフィナック殿とも道中で話をしまして。なにせ、ムオジネルでは何もできませんでしたから」

　道理で。ミラはうなずいた。二人とも、今日までずうっとおとなしかったわけだ。こうすると決めていたので、何も言う必要がなかったということだろう。

「あなたたちが、足手まといになるのだとしても？」

　意地が悪いとわかってはいたが、ミラはそう問いかけずにはいられなかった。ところが、ガルイーニンはラフィナックと顔を見合わせて、平然と笑いあう。

「おお、ちょうどよろしい。そろそろリュドミラ様には、割り切るべきところで割り切って、足手まといを置いていくという経験もしていただかねばと思っていたところです。この老骨の最後のご奉公がリュドミラ様の糧となるならば、願ってもないところ」

　年季が違うというべきだろう。ティグルとミラは一言もなかった。

「――そろそろ、お話はまとまりましたかな？」

　時機を見計らっていたのだろう、ティグルたちのやりとりを黙って見ていたルーリックが、控えめに声をかけてくる。ティグルは諦てい観かんのため息をつくと、彼に視線を向けた。

「私たち四人で、森に入ります。ついては、ひとつお願いしたいことがあるのですが……」

　予備の武器や道具を自分たちに貸してくれるよう、ティグルは頼んだ。四人で動くならば、持てる荷物の量は増える。黒髪の騎士は快く承諾した。

「わかりました。戦姫さまを助けるためと思えば、惜しんでいいものなどありません」

　そこまで言って、ルーリックは楽しそうな目を二人の側近に向けた。

「それに、若い主に振りまわされる方々を見ていると、他人のような気がしませんから」

　ミラは不満そうに「エレオノーラといっしょにしてほしくないわ」とつぶやき、ティグルはなぐさめるように彼女の肩を叩いた。
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　半刻ほどかけて準備をすませると、ティグルたちはルーリックとともに森のそばまで歩いていった。森の中は木漏れ日が射しこんでいて、かなり奥まで見えるほど明るい。

　だが、ティグルはおもわず顔をしかめていた。

　ミラが代官レシェックと会った日に、ティグルがクトナーの森の奥から感じた強烈な、薄気味悪い視線。それと同じものを、肌に感じる。

　木々の奥に何ものかが潜んで、じっとこちらを見ている。

　ティグルの隣に立って、ミラが森の奥へと目を凝こらした。彼女の手にしているラヴィアスの穂先が淡い光を帯びる。この森を警戒するかのように。

「一見、何の変哲もない森でしょう」

　渋面をつくって、ルーリックが言葉を続けた。

「ですが、奥へ行けば行くほど、気分が悪くなり、どのあたりを歩いているのかわからなくなってくるそうです。脅しているわけではありません。くれぐれも、お気をつけて」

　ティグルは外套を羽織り、荷袋を背負う。腰に下げた矢筒を確認する。矢は充分にあった。それから必要なときに火を熾おこせるよう、火打ち石と、油を入れた皮袋を腰に下げている。ティグルの場合は、火矢を放つという手も考えられるので、身につけておくことにしたのだ。

　ミラの荷袋は肩に掛けるつくりのもので、ティグルのそれよりも小さい。だが、槍を扱う際に、すぐに地面に落とすことができた。また、森の中で振りまわせるように、ラヴィアスはいつもより柄を短くしてある。竜具ヴイラルトにはこのような力もあるのだ。

　ラフィナックとガルイーニンは、革の胴着を着こんで、それぞれ手斧と鉈なたを持っている。鉈は剣よりも間合いが短いが、木々が密集している森の中では取り回しがきく。邪魔な枝や茂みを払い落とすのにも使える。この環境では有効な武器だった。また、ラフィナックは腰に矢筒を下げている。これは、ティグルのための矢の予備だ。

　荷袋の中には食糧や水、松明などが入っている。松明を用意したのは、場合によっては木を焼くこともあると考えたからだった。

「それじゃ、行きましょうか」

　気負いのない調子で、ミラが言う。四人は森の中に足を踏みいれた。

　ティグルとミラが並んで前を歩き、ラフィナックとガルイーニンが後ろに続く。ラフィナックたちが後ろに立つのは、側面と背後を警戒するためだ。また、彼らの方が背が高いため、前に立たれるとティグルたちの視界が遮られるという理由もあった。

　木々の間に漂う空気は涼しく、射しこむ陽光はやわらかく地面を照らしている。遠くからは鳥のさえずりが聞こえ、視線を巡らせれば木の実が地面に落ちていた。何本かの木々には、色のついた縄が結びつけられている。ライトメリッツ兵たちによるものだろう。

「ミラは何か感じるか？」

　しばらく歩いてからティグルが訊くと、彼女は緊張を帯びた顔でうなずいた。

「誰かに見られている気がするわ。いやな視線よ。まるで――」

　一瞬、彼女は言いよどんだが、槍を握りしめ、勇気を振り絞ってその名前を吐きだす。

「ルサルカのときみたいな」

「俺もだ」

　ティグルは足を止めた。ミラも同じように感じるのならば、錯覚ではないのだろう。

「いやな視線というのはよくわかりませんが、なぜだか、むしょうに不安を感じますね」

　ラフィナックが顔をしかめて周囲を見回す。ガルイーニンもうなずいた。

「そうですな。道を間違えてしまったのではないかと思わされるような……」

　二人の言葉を聞きながら、ティグルは腰の後ろにくくりつけていた短剣を抜く。自分の手の甲を浅く斬った。うっすらとにじんだ血を指ですくいとり、左手のてのひらになすりつける。黒弓の力を使うための準備だ。

「それが、その弓の力とやらを使うのに必要な儀式ですか」

　ガルイーニンが興味深そうな顔をする。対照的に、ラフィナックはしかめっ面をつくった。二人には、荷袋に入れるものを選別しているときに説明をすませていた。

「使わずにすめばいいと思っていたが、やはりそうはいかないみたいだからな」

　ティグルはおおげさに肩をすくめてみせる。

　本音をいえば、魔物と戦うことはおろか、相対することさえ恐ろしい。だが、ミラの隣に立てず、彼女の力になれないことの方が、ティグルには耐えがたい。黒弓の持つ力が危険なものだとしても、必要とあればためらうつもりはなかった。

　ミラは怒ったような、あるいは困っているような、複数の感情がいりまじった表情でティグルを見つめていたが、首を左右に振ると、真剣な顔でティグルに呼びかける。

「その手を貸して」

　ティグルは不思議そうな顔で彼女を見たが、言われるがままに左手を差しだす。ミラはその手をとると、顔を近づけて、傷口にそっと舌を這わせた。

　どこか艶なまめかしさを感じさせる光景と、手の甲から伝わってきた舌の感触に、ティグルの顔が赤くなる。その直後、手の甲に冷たいものを感じて、ティグルはおもわず身体を震わせた。

「もういいわよ」

　ミラが手を放す。見ると、手の甲の表面に薄い氷の膜ができていた。
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「傷の表面を凍らせたの。凍傷の心配はないわ」

「ありがとう……」

　ミラがすぐに前を向いて歩きだしてしまったので、彼女の表情はうかがえない。ティグルは自分の左手の甲をじっと見つめていたが、首を横に振って気を取り直し、弓を握りしめる。舞いあがっている場合ではない。小走りに駆けて、ミラの隣に並んだ。ちなみに、ラフィナックとガルイーニンはさりげなく横を向いて見なかったふりをしていた。

　そうして一千を数えるほどの間、森の中を歩き続けたところで、不意にティグルが表情を険しいものにする。ミラの前に手を伸ばし、緊張をはらんだ声で言った。

「――俺たちはもう誘いこまれたらしい」

　矢筒から矢を抜きだしながら、ティグルは赤い色の縄が結びつけてある木を指で示す。

「あの木はさっきも見た」

　ラヴィアスを両手でかまえて、ミラが周囲に視線を走らせた。ラフィナックとガルイーニンも顔を強こわ張ばらせて、鉈をかまえる。狩人としてのティグルの技量を、三人はよく知っている。木を見間違えるはずはなかった。

「それに、おかしいと思わないか？」

「ここまで歩いてきて、生きものが一匹も私たちの前に現れないこと？」

　不敵な笑みを浮かべてミラが言葉を返すと、表情を引き締めながらティグルはうなずいた。

「気づいてたか」

　鳥の鳴き声は聞こえるのに、その影は見えない。狐や猪どころか、栗鼠や野兎すら見あたらない。これだけ多くの実りがある森の中では、考えられないことだった。

　四人が足を止めると、にわかに森の奥に暗い靄がたちこめる。清涼だった大気が、毒を多分に含んだ瘴しよう気きに変じたかのように思われた。

　ティグルとミラ、ラフィナックとガルイーニンは背中を合わせ、周囲を見据える。ティグルの耳が、草をかきわける複数の音を捉えた。木々の間にいくつもの人影が現れる。

　木漏れ日が人影の群れを照らしだす。ラフィナックが悲鳴をあげた。

　人影の正体は、年配の村人であり、武装した兵士であり、鉈を持った猟師であった。だが、どの顔も干ひ涸からびて皺だらけになっており、目や口、耳からは植物の蔓のようなものが何本も伸びている。死体と呼ぶには、それらはあまりにおぞましかった。

「な、な、何ですか、あれは……」

　ラフィナックの声が震えている。充分に身構えていたにもかかわらず、ティグルたちは衝撃に立ちすくんだ。彼らは森に入って、何ものかの犠牲になった者たちに違いなかった。

　右に左に身体を揺らし、かつて人間だった者たちは、ゆっくりとした足取りでティグルたちに近づいてくる。彼らの体内から生えている植物の蔓が、生きもののようにうごめいた。

　もっとも近い位置にいる兵士を、ティグルは怒りをこめて睨みつける。彼を、このようなものに変えた存在に対する怒りだった。奥歯を嚙みしめ、黒弓に矢をつがえる。

　ミラのラヴィアスの穂先が白い冷気を放ち、それに呼応してティグルの矢の鏃やじりが『力』をまとって青く輝いた。

――風と嵐の女神エリスよ……。

　ティグルは目を閉じて、女神に祈る。矢が命中することを願ったのではない。目の前の村人と、自分たちを取り囲んでいる者たちの魂の安寧を、祈ったのだ。彼らがどのように生きてきたのか、ティグルはむろん知らない。だが、少なくともこのような最期を遂げ、死後も奇怪な植物に操られるようなことなど、あってよいはずがなかった。

　ティグルの放った矢は、兵士の喉を貫いて背後の木に縫いつける。『力』をまとったからこその、尋常でない威力だった。兵士の体内から生えている植物の蔓たちがもがくようにその身をくねらせていたが、ほどなく枯れたように色を失い、だらりと垂れさがった。

「やはり、魔物の仕業だったのね」

　ミラもまた、激情を露わに吐き捨てる。地面を蹴って、迫りくる村人に突きかかった。気合いの叫びとともに放たれた一閃は虚空を貫いて、村人の首を吹き飛ばす。切断された首から植物の蔓が何本も飛びだしたが、それらは瞬く間に凍りついて、粉々に砕け散った。村人の身体はようやく動きを止めて地面に倒れる。首から生えていた植物の方は枯れて、力尽きた。

「これほど不愉快な気分にさせてくれる敵は、はじめてだわ」

　ラフィナックとガルイーニンは、その場から動かない。恐怖のためではなく、ティグルたちの背後を守るためだ。怪物たちの姿に狼狽していたラフィナックも、多少は落ち着きを取り戻している。二人にも、村人や兵士は迫ってきた。

　ラフィナックは鉈を振りあげ、眼前の村人の頭部に勢いよく叩きつけた。頭部が割れたにもかかわらず、血が噴きだすようなことはなく、村人の動きにも、植物の蔓にも変化はない。立ちすくむラフィナックに、植物の蔓が伸びてきた。

　ガルイーニンが鉈を閃かせる。ラフィナックを襲おうとしていた村人の首が飛んで、地面に転がった。それにともなって、村人の身体が倒れる。ラフィナックは荒い息をつきながら、初老の騎士に礼を述べた。

「助かりました、ガルイーニン卿」

「リュドミラ様たちに同行して正解でしたな、ラフィナック殿」

　ガルイーニンはラフィナックを見ず、次の敵を迎え撃とうとしている。

「ムオジネルでも、お二人がこのような怪物どもと戦っていたのかと思うと……」

　ラフィナックは、はっとした。彼の戦意を高めるのに、これ以上の言葉はなかっただろう。見れば、ティグルも、ミラも、勇敢に怪物たちと戦っている。ティグルに対してあれだけ好き放題に言ってのけた自分が、いつまでもおののいているわけにはいかない。

　植物の蔓に支配されたライトメリッツ兵が、こちらへ向かってくる。ラフィナックは歯を食いしばると、兵士の顔面を鉈で殴りつけた。そうしてよろめかせたところに、ガルイーニンが鮮やかな斬撃でとどめの一撃を刺す。二人はうなずきあった。

　仲間を次々に倒されても、怪物たちはひるむ様子を見せず、のろのろとティグルたちを取り囲む。ティグルは二本、その次は三本とまとめて矢を射放って、五人の敵を葬り去った。ミラもまた、右に左に槍を振るって、同じだけの敵を薙ぎ倒す。ラフィナックとガルイーニンも、ティグルとミラの背後を守りながら、着実に敵を討ちとっていた。

　風もないのに草木がざわめき、木々の奥にたゆたう黒い瘴気が陽炎のようにゆらめく。そこから、新たに十数人の村人が現れた。ティグルたちは新たな衝撃に襲われる。彼らの服はぼろぼろで、何ヵ所も破れていた。そして、そこからも植物の蔓が先端を覗かせていたのだ。ひどいものは、腕や脚を半ばから失って、そこからも蔓を生やしていた。

「きりがないな」

　努めて冷静な口調で、ティグルが言った。半ばは自分に言い聞かせるためだ。頭を働かせなければ、目の前の光景に思考が麻痺しそうだった。

「……そうね」

　一呼吸分の間を置いて、ミラが応じる。二人はラフィナックたちと視線をかわし、ゆっくりと向かってくる村人たちにはかまわず、もと来た道を駆けだした。

　すでに、何ものかは自分たちを彷徨さまよわせている。そのことをわかった上で、四人は走る。敵が何らかの行動を起こすことを期待して。

「もう少し、荷物を減らすべきでしたかね」

　顔中を汗まみれにして、髪を額に張りつかせながら、あえぐようにラフィナックが言った。隣のガルイーニンは、同じだけの荷物を背負っているというのに、涼しげな顔だ。

「この一件が終わったら、オルミュッツ式で鍛えてみますか」

「馬に乗るよりもきつくないのでしたら」

　精神をすり減らさないためとはいえ、とにかく冗談をかわすことができるあたりが、年長者の貫禄なのかもしれない。ティグルとミラは二人に半ば感心し、半ば呆れた。

　正面から、植物の蔓に喰われた者たちの一団が現れる。剣や手斧を持ち、粗末な革鎧を着こんでいる。野盗たちがこの森に入って、何ものかにやられたものと思われた。

「ティグル、まわりの様子はどう？」

　足を緩めることなく、敵たちを見据えながらミラは尋ねる。ティグルは左右にすばやく視線を走らせて、舌打ちしそうな表情をつくった。

「たぶん、同じところを走らされている」

　木に結びつけた赤い縄を、ティグルは見つけていた。何か手を打たなければ、この森からは永久に出られないに違いない。

「竜技を叩きつければ、何か反応を見せるかしらね」

「有効かもしれないが、危険じゃないか」

　ティグルの顔を不安がよぎった。ルサルカと戦ったとき、ミラが魔物によって湖の中へ引きずりこまれたことを、若者は思いだしたのだ。

　この森に潜んでいる魔物は、ルサルカ以上に得体が知れない。このままでは消耗していくだけとはいえ、ティグルとしては、ミラにあまり危険な真ま似ねをさせたくなかった。

　一瞬だけこちらを見て、ミラはくすりと笑う。

「心配性なんだから。でも、わかったわ。もう少し様子を見ましょう」

　荷袋を地面に落として、ミラは足を速める。まだ野盗たちとの距離が開いているにもかかわらず、槍を振るった。その瞬間、ラヴィアスの柄が倍以上に伸びて、野盗のひとりを一撃で突き倒す。ミラが槍を引くと、一瞬で柄の長さは元に戻った。

　ティグルはミラの荷袋を拾いあげると、足を止める。彼女の戦いぶりに見惚みとれたのはひとつ数えるかどうかの時間で、すぐに周囲へ視線を巡らせた。ラフィナックとガルイーニンは、鉈の切れ味が鈍ってきたので、手斧に持ち替えて怪物たちを退けている。奮戦してくれている彼らのためにも、この状況を何とかしなければならない。

　ふと、ティグルは木々の向こうにわだかまっている、靄のような黒い瘴気に目を留めた。あれが自分たちの視界に現れてから、この怪物たちが湧きだしてきたのだ。

――目で距離をはかっても無駄だ。

　ティグルは矢を抜きだし、弓につがえてから、ひとつ深呼吸をする。離れたところからこちらへ向かってくる兵士に狙いを定めた。弓ゆん弦づるを引くと、鏃に『力』がまとわりつく。

――もっと……。もっとだ。

　弓弦をさらに引く。気取られるかもしれないと思うと、あまり時間はかけられない。心の中で、家宝の黒弓に訴えかける。

――あのとき、おまえは言ったな。撃ちなさい、望む通りにと。

　ムオジネルで、ルサルカの放った怪物と戦ったとき。ティグルが、それまで知らなかったこの弓の力を使うことができたのは、弓が語りかけてくれたからだ。

――俺はやつを倒したいと望む。そのために、おまえの力を貸してくれ！

　狙いをずらし、間髪を容れず矢を放つ。

　見事な曲線を描いて、『力』をまとった矢は飛んだ。兵士の頭上を大きく飛び越え、木々の間をまっすぐ抜けて、黒い靄へと吸いこまれていく。

　刹那、木が引き裂かれる音にも似た悲鳴が響きわたった。

　怪物たちが動きを止め、周囲の木々が嵐に遭遇したかのように大きく揺れる。ティグルは振り返り、ミラたちとうなずきあって、再び駆けだした。

「危険だ、って私には言っておきながら、いいところを持っていくんだから」

　言葉こそ怒ってはいるが、ミラの目は喜びに輝いている。ティグルは首を横に振った。

「いや、仕留めきれていない。手応えはあったが……」

　それでも、一撃を与えた効果はあったようだ。木々の並びが、さきほどまでとはあきらかに違うものになる。そして、かすかにひとの悲鳴や剣戟の響きが聞こえてきた。

　ティグルたちは驚きの視線をかわす。この森の中で、生き残っている者がいたのか。それとも森の外で何かが起きて、ルーリックが兵をなだれこませでもしたのだろうか。

「行ってみよう」

　ティグルの言葉に、ミラがうなずく。四人は武器をかまえ直して、そちらへ足を向けた。

　木々の間から見えた光景に、ティグルたちは目を瞠みはる。

　五人の騎士が、植物に喰われた者たちの集団に取り囲まれていた。まとっている外套はぼろぼろで、髪は乱れ、顔は泥にまみれている。彼らは懸命に剣を振るって怪物たちを打ち倒していたが、疲労のためか動きが鈍く、あきらかに追い詰められていた。

「あれは……！」

　ミラが声をあげる。騎士たちを包囲している者の中に、直轄地の代官レシェックの姿があったのだ。森の調査のために足を踏みいれ、餌食となったのだろう。彼も他の者たちと同様に全身を干涸らびさせて、目や口から植物の蔓を生やしている。「苺頭クルブニカーヴア」と呼ばれていた男の頭部は、発芽した苺のようになっていた。

「まわりをお願い！」

　ミラは槍を垂直に立てて、レシェックとその部下たちに憐憫の眼差しを向ける。嫌いにしかなれない相手だったが、こうなるとさすがに哀れだった。呼吸を整えて、厳かにつぶやく。

「――静かなる世界よアーイズビルク」

　ラヴィアスの槍先に埋めこまれた紅玉が煌きらめいて、膨大な量の冷気が放たれる。まず大気が一切の熱を失い、次いで草や木の根が瞬く間に凍りついた。冷気はなおも広がって、怪物たちに到達する。彼らの脚ごと地表を氷漬けにした。

　冷気は怪物たちの脚から全身へと立ちのぼっていき、彼らを氷塊に変えたところで、音もなく粉砕する。無数の氷片が吹雪となって、森の一隅に舞い散った。

　そのときになって、騎士たちはようやくティグルとミラに気づいたようだった。呆然としてこちらを見つめていたが、残っていた力を振りしぼるように走って、ティグルたちの前までやってくる。先頭に立っている騎士が、肩で息をしながらミラに言った。

「まさか、リュドミラ様ですか……？」

　女性の声だ。ティグルとミラは、血と泥でほとんど真っ黒に染まっているその騎士の顔を見つめて、半ば驚き、半ば混乱に襲われた。彼女は、エレンの副官を務めているリムことリムアリーシャだったのだ。彼女は二十日以上前に、エレンとともにこの森に入っているはずだ。

　リムはミラの前に膝をつくと、涙を流して必死に懇願した。

「お願い、します……。エレオノーラ様を、お助けください。どうか、どうか、この通り、お願いします……」

　ミラは判断に迷う様子で、ティグルに視線を向ける。ティグルはリムと、疲れきった顔の騎士たちを見た。エレンを助けてほしいというのは、どういう意味なのか。彼女もまた、どこかで怪物の群れに襲われているのか。

　そのとき、ラフィナックが驚きの声をあげた。

「若、あれを！」

　肉片や植物の蔓の残骸がこびりついた手斧で、ある方向を示す。百アルシンほど先で森が途切れて、その先に簡単な柵と、いくつもの幕舎が見えた。ライトメリッツ軍の幕営だ。

「森の外、なのか……？」

　ティグルは呆気にとられた顔で、幕営を見つめた。ミラは不審そうに眉をひそめる。

「どういうつもり？　まさか見逃してやるとでも言いたいのかしら」

「我々が見ているものは幻で、あの先に罠を仕掛けているということも考えられますな」

　ガルイーニンが慎重に意見を述べた。ティグルも同感だったが、かすかな驚きとともに考えを修正する。森が途切れているところに、野兎が顔を覗かせたのだ。

「……あれは、本当に森の外につながっているんじゃないか？」

　この森に、生きものらしい生きものはいなかった。まるで森が拒んでいるかのように。だとすれば、自分の目に映っているものは森の外を駆けている野兎ではないか。

　ティグルの言葉に、ミラはラヴィアスを見る。彼女の竜具が穂先に淡い光を灯して、ミラは目を見開いた。信じられないという顔になる。

「ラヴィアスも、この先には危険を感じないといっているわ」

　ティグルたちは顔を見合わせた。竜具とて万能ではないだろうが、この状況でもっとも頼りになるのは間違いない。では、敵の意図は何か。こちらが不意を突いたとはいえ、このような失態を犯すとは考えにくい。

「――いや、考えるのはあとだ」

　ティグルはかぶりを振った。ライトメリッツ騎士たちを見る。リムはその場に座りこんで泣き崩れ、他の四人も立っているのがやっとというありさまだ。ティグルたちの会話も聞き、森の外の風景も見てはいるのだが、立て続けに起きた出来事に理解が追いついていないらしい。

　彼らを安全な場所に連れていくのが先だった。

「ひとまず森を出よう」

　ティグルがそう呼びかけると、騎士たちの目にかすかな希望の光が灯った。しかし、リムだけは座りこんだまま、顔を手で覆って子供のようにすすり泣いている。

「でも、エレオノーラ様、エレオノーラ様が……」

　細い指の隙間から、大粒の涙がこぼれ落ちた。その姿からは、オルミュッツの公宮で見せた冷静さは微塵もうかがえない。

――こうなったら引きずってでも……。

　ティグルがそう思いかけたとき、ミラが動いた。左手を伸ばしてリムの顎を上げさせると、その頰をしたたかに平手で打つ。何が起きたのかわからないというふうに呆然とするリムを、凍漣の雪姫ミーチエリアは怒りを帯びた冷ややかな瞳で見下ろした。

「そうやって、あなたはエレオノーラに恥をかかせるつもり？　たいした親友ね」

　突き放すというより、突き刺すような言葉だった。

　ひとつ数えるほどの時間をかけて、戦姫の言葉がリムの心に浸透する。両目に再び浮かんだ涙を、彼女は手で乱暴に拭った。歯を食いしばって立ちあがる。

「――失礼、いたしました」

　まだ声は震えていたが、その表情には彼女らしい生真面目さがあった。

　騎士たちを先に歩かせて、ティグルたちは周囲を警戒しながら森の外へ向かう。そうして、森を出るまであと数歩というところまで来たとき、ティグルの意識の片隅に、さきほどの疑問が再び湧きあがってきた。敵の意図は何なのか。

「そう、そのままお帰り」

　不意に、老婆のような声が聞こえた。ティグルはおもわず足を止めて、左右を見回す。足下に落ちていた葉を、驚愕の面持ちで見つめた。青々としたその葉には、口がついている。それが、人間の言葉を喋ったのだ。

「疲れただろう。さあ、お帰り。あの子など見捨てておしまい」

「傷ついただろう。ゆっくりお休み。あの子にはどうせ会えやしない」

　足下の葉だけではなかった。地面に散っている葉のどれもがいつのまにか口を生やし、ティグルたちに訴えかけてきたのだ。

「……そういうことか！」

　ティグルは黒弓を強く握りしめた。なぜ、急に森の外への道が開けたのか。

　この魔物は、自分たちをもてあそんでいるのだ。あの子というのは、エレンに違いない。森の外へ出てしまったら、彼女を助ける機会は永久に失われるのだろう。

　自分たちが森を出るかどうか、魔物はどこかから観察しているのだ。

「つまらない挑発ね」

　ラヴィアスを回転させて逆手に持つと、ミラは地面に落ちている葉の一枚に突きたてた。

「はっきり言っておくわ。私はオルミュッツの主として、おまえを逃がさない」

「俺もだ」と、ティグルも強くうなずいた。エレンを助けなければという思いはもちろんあるが、何よりこの魔物を放っておきたくない。

「おまえは……聞くまでもないか」

「当然でしょう」

　ティグルから苦笑まじりの瞳を向けられて、ラフィナックがうなずく。ガルイーニンは、ライトメリッツの騎士たちに穏やかな表情で語りかけた。

「森を出たら、ルーリック殿にお伝えください。我々は全員無事であり、あなたがたの戦姫さまを必ずや連れ帰るだろうと」

　騎士たちはためらう様子を見せたが、ガルイーニンがゆっくりと首を横に振ると、自分たちが限界にあることを、あらためて悟ったようだった。ティグルたちに一礼すると、森の外へと歩いていく。

　しかし、リムはその場から動かなかった。感情をおさえた声で、彼女はミラに懇願する。

「お願いします。私を同行させていただけませんか」

　ティグルたちは意表を突かれた顔で、視線をかわした。ミラが呆れた顔になる。

「あなたは疲れているでしょう。エレオノーラのことは私たちに任せて、休みなさい」

「お願いします」

　深く頭を下げて、リムは食いさがった。ミラは小さくため息をつく。

――エレオノーラとは、昔からのつきあいだと聞いているけれど。

　以前にソフィーから聞いた、エレンとリムの関係を思いだす。戦姫になる前のエレンは、傭兵団に身を置いていたらしい。リムも同じ傭兵団に所属していた。そして、その傭兵団がなくなったあとは、二人で各地を放浪していたという。

　自分にとって大切なひとが何ものかに捕らわれたなら、ミラも同じように行動するだろう。だが、満身創痍の彼女を連れていくのは、自分たちにとっても危険ではないか。

　迷うような視線を、ミラはティグルに向けた。ティグルは少し考えて、彼女に尋ねる。

「ミラ。ソフィーを襲ったエレンの件だけど、この森にいるやつが関係していると思うか？」

　それは唐突な質問のように思えたが、ミラはすぐに彼の意図を理解した。

「まず間違いないと、私は考えているわ。本物が姿を消した方が、偽者は暴れやすいもの」

　そう答えて、ミラはティグルに微笑を投げかける。

「あなたが何を言いたいか、わかったわ。偽者の出方次第では、エレオノーラをよく知っているひとがいた方がいい。そういうことでしょう？」

　青い髪の戦姫の言葉に、ティグルは嬉しそうにうなずいてみせる。

「それに、俺は彼女の意志を尊重したい」

　ミラは肩をすくめる。ティグルのことだから、真っ先にそのことを思ったのだろう。だが、若者は自分のために、理屈をひねりだしてくれたのだ。

――それに、彼女を説得できるとは思えないし、その時間も惜しいものね。

　ミラはリムに向き直ると、そっけない口調で言った。

「自分の身は自分で守ること。それができるなら、ついてきなさい」

「ありがとうございます……！」

　青い瞳を喜びと決意で輝かせて、リムは礼を述べた。







　にわかに、森の外の風景が霞みだした。ライトメリッツ騎士たちが森の外へ出てから、まだ十を数えるほどの時間も過ぎていない。

　驚くティグルたちの視線の先で、柵や幕営、野兎は徐々に薄れていき、代わりに木々と茂みが浮かびあがってくる。数瞬後、そこには、はじめからそうであったかのように森の一風景だけが広がっていた。

「閉じこめたといいたいんでしょうな」

　ラフィナックがため息まじりに言って髪をかきまわす。もちろん半分以上、虚勢である。

　ティグルたちは周囲を見回したが、怪物たちの新手が現れる気配はない。ティグルが傷を負わせ、ミラが竜技を放ったこともあるのだろうが、こちらの様子をうかがっているようだ。

　ティグルは自分の荷袋から水袋を取りだすと、リムに渡しながら優しく尋ねる。

「話を聞かせてくれないか。エレンを助けてくれと言ったけど、何があったんだ？　こんな森の中で、どうやって二十日も……」

　水袋を受けとりながら、リムは困惑したように眉をひそめた。

「申し訳ありませんが、二十日というのは、どういうことでしょうか。私たちがこの森に入ってから、まだ一日も過ぎていませんが」

　その答えにぎょっとしたのは、ティグルだけではない。ミラたちもだ。

「そういえば、ソフィーが言ってたわね。森に入ってレーシーに会ったひとが、森から出たら百年たっていたと……」

　ミラが嘆息する。彼女は首を横に振ると、リムに言った。

「とにかく、あなたの話を聞かせてもらえる？　そのあとで、こちらの事情も話すわ」

　その言葉で、リムもようやくおかしなことに気がついた。なぜ、この森にミラたちがいるのだろうか。だが、いまは情報を交換するのが最優先だと彼女は考え直し、少しずつ水を飲みながら、話しはじめた。

　彼女と四人の騎士たちは、今朝、エレンに付き従って森に入ったという。

　いざとなればエレンの竜具があるとはいえ、用心するに越したことはない。木々の枝に、赤い紐を結びつけていく。紐は五十本あり、すべて使いきったら引きあげる予定だった。

　そうして紐を半分ほど結んでいったころ、植物の蔓に身体を侵された者たちが現れ、リムたちに襲いかかってきた。村人もいれば、野盗や傭兵とおぼしき武装をした者たちもいた。

「恐ろしいものたちでした……。その姿もさることながら、彼らは多少斬りつけられてもひるまず、腕や脚を失っても何ごともないかのように、こちらへ向かってくるのです。死体を操っている植物の本体とでもいうべきものは、首のあたりにあるようで、首をはねるか貫くかすると、ようやく動きを止めました」

　リムの声が恐怖を帯びている。ラフィナックが周囲を警戒しながらも、強い同意を示して何度もうなずいた。ティグルとミラ、ガルイーニンも、表情にこそ出さないが同じ思いである。

　リムは話を続けた。怪物の倒し方がわかったからといって、多勢に無勢という状況は変わりない。エレンは引き返すことを決定し、彼女が先頭に立って道を切り開いた。しかし、どれだけ走っても、森を抜けだすことはできなかった。敵は徐々に数を増やしてくる。

　そして、リムたちの前に巨大な樹の怪物が現れた。幹に老婆の顔を持つそれは、何本もの枝や根を鞭のように振りまわして、襲いかかってきた。逃げきれないと判断したエレンは、自分が怪物を食い止めるから、リムたちには森の外へ出て助けを求めるように言った。

　リムはエレンのそばにいることを望んだが、すでに剣は刃こぼれだらけで、戦いには使えない。何より、あまりに非現実的な状況に放りこまれて、腰が引けている自覚があった。ここで意地を張ってもエレンの助けになるどころか、かえって足を引っ張ってしまう。

　悔しさに歯を嚙みしめて、リムたちは木々の間を走った。だが、どれだけ走っても、周囲の風景は何ひとつ変わらない。

　力尽きて足を止める。そのときになって、リムはあることに気がついた。自分たちはかなり長い時間この森にいるはずなのに、木々の隙間から見える空は明るいままなのだ。その事実に戦慄を覚えながらも、彼女たちは呼吸を整えると、再び森の中を進みはじめた。

　そうして、体感としては何刻も歩き続けて疲れ果てたころ、怪物たちが現れたのである。その中には直轄地の代官レシェックの姿もあった……。

　話を聞き終えて、ティグルたちは顔を見合わせた。

「まさかとは思いますが、この方も偽者ということはありませんよね？」

　前歯を見せながら、誰にともなくラフィナックが尋ねる。ミラが首を横に振って言った。

「ないと思うわ。偽者なら、こんな荒こう唐とう無む稽けいな話をしないわよ」

　ティグルもうなずいた。この森に入り、怪物たちと戦った自分たちだからこそ、リムの話を信じられるのだ。「言われてみれば」と、ガルイーニンも納得する。

　今度はミラが、自分たちがここにいる理由を説明した。ただし、話したのは、森の外では二十日以上の時間が過ぎていることと、エレンの偽者がいるらしいこと、エレンが森の中で行方不明になったと聞いて、自分たちがさがしに来たということだけだ。それ以外の話はあとでもできると考えた。

「あなたから話を聞いてわかったわ。その不気味な樹とやらが、おそらく元凶ね」

　そうしてミラが話している間に、ラフィナックは荷袋から松明を取りだして、火をつけていた。武器として使うためだ。

「まともな蔓ではないでしょうが、草木であるからには火も有効でしょう」

　戦士としてのラフィナックの技量は、ガルイーニンに遠くおよばない。せめて武器と手数を増やすことで、それを補おうというのだった。それから彼は、疑った詫びとしてリムに鉈を渡す。それを見て、ガルイーニンも自分の鉈を彼女にさしだした。

「予備の武器としてお持ちください。私には手斧がありますので」

「お二人とも、ありがとうございます」

　リムは深く頭を下げてそれらを受けとり、一本を腰の後ろに吊るし、もう一本を持つ。

「――向こうも、焦れてきたみたいだな」

　いくつかの気配が近づいてくることに気づいて、ティグルが黒弓に矢をつがえた。ミラたちもそれぞれ武器をかまえる。

　直後、木々の奥のあちらこちらから、いっせいに人影が現れる。植物の蔓に身体を侵され、怪物となった者たちだ。ティグルは黒弓をかまえたが、人影の群れ以上の強烈な気配を後ろに感じて、とっさに振り返った。

　木の上から、こちらへ向かって飛び降りてくるひとつの影がある。それはエレンの姿をしており、長剣を振りあげていた。怪物の群れは、こちらの注意をそらすための囮だったのだ。ラフィナックが悲痛な叫びをあげた。

　斬撃が届く寸前、ティグルはリムに突き飛ばされて地面に転がる。直後、鋭い刃鳴りが響きわたった。エレンの剣を弾き返して、リムがティグルをかばうように立ちはだかる。

「助かった、リムアリーシャ殿！」

　しかし、リムは言葉を返さなかった。衝撃のあまり、それどころではなかったのだ。

「エレオノーラ様……？」

　長い白銀の髪、紅の瞳、整った顔だちといい、まさしくエレンそのものである。髪飾りや、葡萄の色と白を組みあわせた軍衣まで同じだ。強しいていえば、浮かべている笑みはどこかつくりものめいた薄気味悪さを感じさせるが、それに気づく者はごくわずかだろう。

　リムは鉈をかまえた姿勢のまま、混乱と動揺を隠しきれない顔で、エレンを見つめた。彼女が助けださなければと決意した相手が、目の前にいるのだ。しかも、そのエレンは全身から戦意を放って、こちらに剣を向けている。リムには事態が呑みこめなかった。

「こいつの相手は私に任せて」

　ラヴィアスを両手で握りしめて、ミラが進みでる。エレンを見据えたまま、彼女は続けた。

「さっき言ったでしょ。こいつがエレオノーラの偽者よ！」

「偽者……」

　呆然とつぶやき、わずかな空白を挟んで、リムの瞳に理解と敵意が宿る。

　エレンが地面を蹴った。ミラとの間合いを一気に詰める。

　横殴りの斬撃を、ミラはラヴィアスの柄で受けとめた。衝撃が竜具を通して手に伝わり、甲高い金属音がミラの鼓膜を打つ。驚愕と戦慄に、ミラは目を瞠った。ソフィーから話を聞いてはいたが、エレンを模したこの怪物の一撃は、並外れて優れた戦士のそれだったのだ。

「見てくれだけ真似た、っていうわけじゃないのね」

　ミラはエレンを睨みつける。その戦意に呼応してラヴィアスの穂先が輝き、白い冷気をミラの身体にまとわりつかせた。エレンはすばやく飛び退いて、ミラから距離をとる。

　気合いの叫びをあげて、ミラは突進した。槍の柄を伸ばすような真似はできない。下手に懐に入られたら、一撃で斬り伏せられるだろう。

　大気を微塵に裂いて、長剣と槍が激突を繰り返す。ミラは槍で突き、薙ぎ、払い、石突きで叩き、あらゆる角度から、敵を攻めたてた。エレンも長剣で斬りつけ、突きこみ、押しこみ、剣の平の部分で打ち据える。

　刃がおたがいの身体をかすめ、いくつもの小さな傷を刻んでいく。だが、頰や腕に血をにじませているミラとは異なり、エレンの身体からは一滴の血も流れ落ちなかった。もっとも、エレンの剣は、竜具とのぶつかり合いの中でいくらか刃こぼれしていたが。

「やはり、おまえは偽者ね」

　ミラの声こわ音ねが、怒気と敵意を帯びる。このときまで、彼女の心のどこかには、このエレンは本物ではないかという疑いと恐れがあった。偽者の剣の技量は、ミラの知るエレンそのものだったからだ。だが、本物ならば血を流さないはずがなかった。

　二人の激闘の外で、ティグルとラフィナック、ガルイーニン、リムの四人は、他の怪物たちを打ち倒し、退けている。偽者のエレンとの戦いに、ミラを専念させるためだ。また、下手にミラに協力しようとすれば、かえって彼女の邪魔になる恐れがあった。それほどに、両者の戦いは熾し烈れつだった。
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　ミラは短く速い突きを繰り返し、直後の大振りによってエレンを後退させると、小さく息を吸って、竜技を解き放った。

「――静かなる世界よアーイズビルク！」

　ミラを中心に膨大な量の冷気が広がっていき、地面が瞬く間に凍りつく。冷気はエレンにも及ぼうとしたが、その瞬間、周囲の木々が風もないのにざわめいた。無数の葉が地面に落ちて冷気の侵食を食い止める。

「ようやく動きだしてきたわね」

　葉だけではない。木々の根は大蛇のようにのたうち、茂みの奥にいくつもの目が現れ、虚空に嘲ちよう笑しようがこだました。ティグルたちが葬り去った怪物たちの、倍以上の数の新手が森の奥から現れる。獣に食われたあとに操られたのか、骨が露出している腐った死体から、植物の蔓が覗いているものもいた。

「ティグル、そっちはどう？」

　背中を向けたまま尋ねるミラに、ティグルもまた、彼女を見ずに大声で返した。

「だいじょうぶだ！　矢も余裕がある！」

　ラフィナックとガルイーニン、リムは、左右の手に武器と松明を持って戦っている。

　怪物たちは、ラフィナックが思った通り、火を苦手としていた。松明で相手をひるませ、そこに斬りつけるというやり方で戦いを優勢に進める彼を見て、ガルイーニンとリムも、それぞれ松明を用意したのだ。

　ティグルは彼らの後ろから矢を射放って、怪物たちを打ち倒していた。ラフィナックたちが守ってくれているという安心感と、ミラの期待に応えなければという使命感から、いつも以上に集中できている。いまのところ、四人は怪物たちをまったく寄せつけていなかった。いま現れた大勢の新手にも、問題なく対応できるだろう。

――だが、長期戦は危険だ。

　新たな矢を黒弓につがえながら、ティグルは危機感を抱いていた。このまま戦っていれば、いつかは矢が尽きる。ラフィナックたちも消耗して戦えなくなるだろう、ライトメリッツ騎士たちのように。そうなれば、あとは自分たちも怪物の仲間入りだ。

　敵がつくりあげた偽者のエレンを引きずりだし、敵の意識もこちらへ向けさせた。ならば、次は敵の居場所を突き止め、本物のエレンをさがしださなければならない。

「ミラ、ここを任せていいか！」

「問題ないわ！　行って！」

　即座にミラは言葉を返す。彼女も、ティグルと同じことを考えていたのだ。ミラが偽者のエレンをおさえている間に、ティグルが行動すべきだった。

「今度は何をお考えですか、若」

　熱を帯びた息を吐きだして、ラフィナックがこちらを見る。どのような命令にも従うと、彼の表情は告げていた。わずかな逡巡を先立たせて、ティグルは言った。

「俺は、本物のエレンをさがしに行く。おまえはここにいてくれ」

　ラフィナックの瞳に、疑問と非難の色が浮かんだ。なぜ自分についてこいと言ってくれないのかと、目が訴えている。ティグルは、ミラと戦っている偽者のエレンに視線を向けた。いまだにミラと斬り結んでいるというだけでも、恐るべき相手だとわかる。

「俺の代わりに、ミラを守ってくれ。――頼む」

　ここにはガルイーニンも、リムもいる。

　だが、ティグルが自分の代わりにと言える相手は、ラフィナックしかいなかった。

「……ずるいですなあ」

　短く、そして深い葛藤の末に、ラフィナックは承諾の言葉をつむいだ。ティグルが森を駆けまわるとなれば、同行してもすぐについていけなくなる。それに、ミラが倒されれば、こちらは不利になるどころではなく、順番に斬り伏せられていくだけだ。

　ラフィナックがティグルに背を向け、怪物たちとの戦いに戻る。

　ティグルは目を閉じた。左手に握った黒弓に意識を集中する。

――ルサルカと戦ったときも、いまも、おまえは竜具から力を借りてくれたな。

　それはつまり、黒弓に竜具を認識する能力が備わっているということだ。

――ミラのラヴィアスは、どこにある。

　こうしている間も、剣戟の響きは絶えず聞こえてくる。ミラの気合いの声も。ティグルが求めているのはそれらではない。竜具の持つ気配だ。

　もっと、自分を竜具に近づけるのだ。狩りをするとき、自分を自然に溶けこませるように。

　呼吸が小さくなる。聞こえてくる声や音が、気にならなくなる。髪を揺らし、肌を撫でる大気の流れすら、認識の外へ追いだされる。

　ようやく、ぼんやりとした気配を感じることができた。ラヴィアスだとわかる。冷気をまとい、誇り高く、使い手に忠実であろうとする槍を、暗闇の中の光の一粒として捉える。

――アリファールをさがす。この森のどこかにいるはずだ。

　もちろん近くにはない。水面に広がる波紋のように、認識する範囲を広げる。深く、深く、黒弓とともに竜具の気配をさがす。

　遠くで、かすかに光るものを捉えた。

　ティグルは目を開けた。遮断していた現実が、一気に飛びこんでくる。おもわず目眩めまいを起こしかけたが、両足で地面を踏みしめて自身を支えた。

　すぐそばでは、ラフィナックが懸命に怪物たちと戦っている。彼らの足下には、すでに十体近くの怪物が倒れていた。視線を転じれば、ミラが偽者のエレンと激闘を繰り広げている。

　新たに怪物を一体斬り伏せて、ラフィナックはティグルを振り返った。

「若……？」

「だいたいわかった。――行ってくる」

　魔物がどれだけ自分を彷徨わせようと、絶対にたどりついてみせる。アリファールの――――エレンのもとへ。ティグルは駆け寄ってきたラフィナックから矢筒を受けとり、腰に下げる。年長の側近に「ありがとう」と礼を言い、それからリムを見た。

「エレンに何を言うか、考えておいてくれ」

　リムは無言でうなずく。ティグルは彼らに背中を向けて、走りだした。むろん、敵はその動きに反応して、怪物たちを差し向ける。

「邪魔だ」

　矢筒から三本の矢を引き抜いて、ティグルはまとめて弓につがえる。ミラの竜具から流れてきた『力』が、三つの鏃にまとわりついた。それを認識して、一度に放つ。三本の矢は三体の怪物の喉をそれぞれ貫き、打ち倒した。

　そうして生じた空白を駆け抜け、ティグルは足を速める。これだけ離れてしまうと、もうラヴィアスの力には頼れない。己の力と、黒弓の力で切り開くしかなかった。
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　木々が大きく枝を揺らして、無数の葉を空中にまきちらす。葉の一枚一枚に目があり、あるいは口があった。それらにティグルを傷つける力はないが、数が多いので鬱うつ陶とうしい。しかも、ひらひらと空中を舞ってまとわりついてくる。

――ずいぶん疲れているようだ。休んではどうかな。

――おまえの力でいったい何ができるというのだ。思いあがっているのではないか。

――声が聞こえないか。あちらの方から。助けを求める声が。君のさがしているひとかも。

　親切そうに、あるいは嘲ちよう弄ろうまじりに、また正義感を煽るように、口のある葉たちは、さまざまな虚言を弄してティグルを惑まどわそうとする。目のある葉は無言だが、数十の目が静かに自分を見つめているというのは、それだけで薄気味悪い。

　ティグルは黒弓を右に左に振りまわして葉を散らしながら、前へ進んだ。

　木々の根が躍るようにうごめいて、その先端を伸ばしてくる。かつて人間だった怪物たちも変わらず現れ、ティグルを追ってくる。

　時折、ティグルは黒弓に矢をつがえて射放った。ミラから遠く離れているので、ティグルの矢に『力』はない。だが、怪物の首や腕を射貫いて木々に縫い止めれば、動きを封じることはできる。そうしてすでに、ティグルは十体以上の怪物を撃退していた。

――しかし、思った以上に遠いな。

　もう一千アルシン（約一キロメートル）は走っているはずだが、半分も距離を縮められた気がしない。それとも、敵に何かを仕掛けられているのだろうか。

　不意に、ティグルは足を止める。鼻と口を手でおさえて、咳きこんだ。視線を巡らせれば、木々の根や草の間に、見たことのない赤い花が数多く咲いている。

――まさか、花粉か？

　外套の裾で、鼻から下を覆う。そのとき、木の上から何かが落ちてきた。ティグルは慌てて横に跳んで、それを避ける。

　それは子供の頭ほどの大きさの、毒々しい紫色をした果実だった。地面に落ちた果実は、鈍い音を発して潰れるように砕け、果肉と果汁をふりまく。そして、砕けた果実の中から、ひとの形をした何かが這いでるように現れた。

　大きさは四、五歳の子供ほど。頭から爪先まで紫色の液体にまみれているが、両目はしっかり開いている。目は白い光を放ち、口には牙が並び、手の先には鋭い爪があった。おぞましい姿に全身の肌が粟立ったが、ティグルは歯を食いしばって敵を見据える。

「いろいろと趣向を凝らしてくれるじゃないか」

　減らず口をたたけたことに、安心した。まだ自分は落ち着いている。

――この変化は、俺が敵に近づいているということだ。

　果実は次々に落ちてきて割れ砕け、何体もの怪物たちがティグルの前に立ちふさがった。

　怪物の一体が奇声をあげる。両手と両足を地面につけ、獣のように駆けてティグルに襲いかかってきた。その突進を、横に跳んで避けながら、ティグルは弓に矢をつがえて射放つ。

　狙い過たず、矢は怪物の側頭部を貫いた。反対側から鏃が突きだして、絶叫とともに怪物は地面に倒れる。痙けい攣れんしていたが、ほどなく動かなくなった。

　怪物のほとんど全身を覆っていた紫色の液体が、流れ落ちる。そこから現れたのは、人間の子供だった。ティグルは慄然として、自分の矢に貫かれた子供を見下ろす。胃の底から嘔吐感がこみあげてくるとともに、あることに気づいた。

　自分たちに襲いかかってきた、植物の蔓に侵された人間たち。あの中に子供はいなかった。森に入って行方知れずになった子供は、どの領地でもいたのに。

「……やってくれたな」

　身体をわななかせ、ティグルは湧きあがる怒りを言葉にして吐きだした。ここにいる怪物たちは、森に入ってしまった子供たちなのだろう。

　冷酷な表情で、ティグルは矢筒から数本の矢を抜きだす。じりじりと距離を詰めてくる紫色の怪物たちに狙いを定めた。怪物たちは、今度は複数で向かってくるつもりらしい。

――許しは乞わない。進むために、俺は矢を放つ。

　立て続けに、ティグルは弓弦の音を響かせる。怪物たちは次々に倒れ、道が開ける。空になった片方の矢筒を投げつけるように捨てて、ティグルは走りだした。追いすがる怪物たちを引き離し、うごめく木の根たちを横目に、先を急ぐ。

　突然、開けた場所に出た。

　強く降り注そそぐ木漏れ日に、ティグルはおもわず手でひさしをつくる。

　周囲を見回し、視界に飛びこんできたものに目を瞠って、呆然と立ちすくんだ。

「これは……？」

　そこには、二十人近くの大人でようやく囲めるほどの巨大な木がそびえていたのだ。だが、ティグルが驚かされたのは、その大きさだけではない。

　その木は奇怪なほどにねじれ、枝はいびつに節くれだって、醜悪な怪物を思わせる姿をしていたのだ。ところどころにある小さなうろからは黒い瘴気を吐きだしており、幹の中心には、皺だらけの老婆の顔らしきものがあった。

　対峙しているだけで身体が恐怖に震え、歯の根が嚙みあわなくなる。身体中から汗が噴きだして、呼吸さえも苦しくなってくる。ここに来るまでに遭遇してきた怪物たちが取るに足らないものに思えるほど、目の前の巨木は圧倒的な存在だった。

――この感覚はルサルカのときと同じ……。いや、あいつより大きいかもしれない。

　ティグルは黒弓を抱え、矢筒から矢を一本取りだした。握りしめて、鏃で左手のてのひらを突き刺す。鋭い痛みとともに血がにじんで、てのひらを赤く染めた。熱い息を吐きだす。そうして勇気を奮いたたせると、ティグルは呼吸を整えて、巨木に歩み寄った。

『――嗚呼ああ』

　不意に聞こえてきた声に、ティグルはおもわず身構える。血に濡れた矢を弓につがえ、周囲に視線を走らせた。だが、動くものは見当たらない。

『嗚呼。長い眠りより目覚めて、これほど早くに相あいまみえようとは……』

　再び、声が聞こえた。老婆を思わせる、しわがれた声だ。森の外の景色が見えたとき、自分たちに呼びかけてきた声でもあった。

　まさかと思い、ティグルは眼前の巨木を見上げる。緊張を帯びた声で問いかけた。

「いまの声は、おまえか？」

『さよう。妾わらわはレーシー』

　ジスタートで語り継がれている森の妖精の名だ。やはりそうかと、ティグルは思った。ルサルカがそうであったように、この魔物たちは妖精などの名を用いているのだ。

「おまえが、森に入った人々を怪物に変えたんだな」

『古来、森とはそのようなもの』

　巨木の葉が揺れて、どこかもの寂しい音をさざめかせる。

『力なき者は他者の糧となるのが森というもの。草木は獣の糧となる。弱き獣は強き獣の糧となる。残り滓かすは大地や草木の糧となる。妾が人間を糧とすることもまた然り』

　当たり前のことを語るように、淡々とレーシーは答えた。生きる営みとして、この魔物は人間を捕食しているのだ。ある種の植物が、手管を駆使して虫を引き寄せるように。

　だが、植物の蔓に支配された者たちを見たときの嫌悪感と怒りを、ティグルは忘れることはできない。これ以上の話しあいは不要だと判断した。

「ならば、俺はおまえを倒すしかない」

　その瞬間、レーシーの表面にある老婆の顔が、不気味な笑みを形作る。いくつものうろが生きもののように脈動し、すべての枝が上下に揺れ、ねじれている幹が歓喜に打ち震えた。木と木を擦りあわせたような笑い声が木々の間にけたたましく響きわたる。

『やってみなされ。あの戦姫――剣の主のように、妾の糧となるがいい』

　さきほどまでのもの静かな気配は消え去り、そこには凶悪な魔物の姿があった。ティグルはすばやく飛び退って、レーシーから距離をとる。

　そのとき、魔物の巨軀の、とくに高い位置から伸びている枝の先に、何かが吊りさげられていることにティグルは気づいた。目を凝らして、それが何であるかわかったティグルは、おもわず声をあげる。

「エレン……！」

　魔物の枝の先には、全身を何本もの蔦で拘束されたエレンの裸身があった。彼女は目を閉じてぐったりとしており、気を失っているようだ。その手にはアリファールが握られていたが、この状態では竜具もその力を発揮できないのか、輝きを失って沈黙している。

「エレン！　俺だ、ティグルだ！」

　ティグルは懸命に呼びかけるが、エレンが目を覚ます気配はない。レーシーの仕業によって意識を失っているのだろう。

　不意に、エレンを拘束している蔦が、妖しい紫色の光を帯びた。なめらかな肌を味わうように彼女の身体を這いまわり、撫でまわして、やわらかく締めつける。エレンの顔が苦悶に歪み、その口から喘ぐような吐息がこぼれた。魔物が楽しげに巨軀を揺らす。

『乙女の精気は実に美味よな。戦姫ともなると、また格別じゃえ』

　レーシーがそう言ったとき、一本の枝から垂れさがっていた緑色の実が、急激に大きくふくらんだ。自らの重みに耐えかねてか、その実はまっすぐ地面に落下する。派手な水音とともに緑色の液体をまき散らしながら、真っ二つに割れた。さきほど、果実の中から子供の怪物が出てきたことを思いだして、ティグルは身構える。何が出てきても驚かないつもりだった。

　だが、実の中から現れたものを見て、ティグルは愕然とした顔で立ちつくす。

　そこには、緑色の粘つく液体にまみれたエレンが、一糸まとわぬ姿でうずくまっていた。視線を動かせば、アリファールを持ったエレンはいまだにレーシーに吊りさげられている。

――そういうことか……。

　ティグルは唸った。これが、偽者のエレンの正体だ。この魔物はエレンから精気を吸いとりながら、こうやって偽者をつくりあげていたのだ。

　生まれたばかりだからか、そのエレンは眠そうな目でぼんやりと座りこんで動かない。彼女の周囲を見ると、緑色の実の残骸と思われるものが、二つばかりあった。

『そなたを捕らえて、同じように擬もどきをつくってさしあげようか。彷徨っている槍の主も同様にな』

　レーシーが哄笑する。人間の胴体ほどもある太い枝が何本も鞭のようにしなって、いっせいにティグルへと襲いかかった。ティグルは跳躍し、地面を転がってそれらの猛撃を避ける。空を切った枝は大気を唸らせ、地面に叩きつけられた枝は地表をえぐった。まともにくらったら全身の骨が砕けるだろう。

　身体を起こしたところで、耳が異様な音を捉える。ほとんど直感で首を傾けると、頰を何かがかすめて通り過ぎた。小さな木の実だと悟る。おそらくは、うろの中から木の実を撃ち放ったのだ。目で見て反応していたら、間に合わないほどの速さで。

　弓弦を引き絞って、矢を放つ。まっすぐ飛んだそれは、しかし、地面から持ちあがった木の根によって叩き落とされた。

『このていどかえ。糧としては、剣の主に大きく劣る』

　レーシーは大きく枝を左右に薙ぎ払う。無数の葉が鋭利な刃物と化して、ティグルに降り注いだ。ティグルとしては地面を転がり、あるいは跳躍して逃げるしかない。それでもすべてを避けきることはできず、肩や腕、脚にいくつもの傷を負った。

　土にまみれ、草にまみれながら、ティグルはレーシーを睨みつける。

――逃げてばかりじゃ駄目だ。反撃しないと。だが、ミラがいないのに……。

　そこまで考えて、ふとティグルはレーシーを見つめた。

　正確には、レーシーに捕らわれているエレンを。

――アリファールだったな。

　風の力を備えた、エレンの竜具。それは彼女の手に握られている。

　唾を呑みこむ。いま考えていることは、はたして可能だろうか。

――迷っている場合じゃない。

　エレンを助けださなければならない。あの魔物から。ティグルはレーシーから距離をとって地面に腹ばいになると、黒弓を握りしめた。目を閉じて、エレンの竜具へと呼びかける。

――アリファール、俺の声が聞こえるか。

　俺とおまえは、いってしまえば顔見知りというていどの関係だろう。俺の呼びかけに応える筋合いは、おまえにはない。だが、頼む。俺の話を、願いを聞いてくれ。

――エレンを助けたい。俺は、彼女のことを大切な友人だと思っている。

　ラヴィアスがミラの相棒であり、エザンディスがミリッツァの相棒であるように、おまえもエレンの相棒のはずだ。エレンを助けたいという想いは俺と同じ、いや、俺以上のはずだ。

　顔見知りていどの俺に力を貸すのは、不本意かもしれない。おまえにはおまえの流儀があるのかもしれない。

――それでも、いまだけは俺と、この弓に力を貸してくれ。

　祈るように、ティグルはアリファールへと呼びかける。

　どこからか吹いてきた風が、ティグルの頰を撫でた。次いで、くすんだ赤い髪を軽く巻きあげる。驚いて、ティグルは目を開けた。

　エレンの手に握られているアリファールの刀身が、淡い光を帯びている。そして、ティグルは黒弓に『力』が伝わってくるのを感じていた。矢筒から矢を取りだして弓弦につがえる。

　ティグルの周囲に風が巻き起こり、鏃に白い光が宿る。

『嗚呼――』

　レーシーが感嘆の声をあげた。

『使えるではないか。だが、まだ未熟……』

「おまえの評価など、知ったことか」

　ティグルは弓弦を引き絞る。レーシーは花粉をまきちらしたが、ティグルの周囲に渦を巻く風が、一粒残らず吹き散らして届かせない。

「エレンを返してもらうぞ」




　　　　　　　†




　ミラと偽者のエレンの戦いは、依然として続いている。

　槍と剣が幾度も交錯し、二人はめまぐるしく位置を変えて、刺突と斬撃を相手に叩きこむ。ミラの槍が敵の腕をかすめ、敵の長剣がミラの肩を浅く斬り裂く。青い髪と白銀の髪が舞い乱れ、刃鳴りを刃鳴りがかきけす勢いだった。

　傍から見れば、両者の勝負は互角に見えただろう。だが、ミラは偽者のエレンの攻撃を、ほぼ読みつつあった。本物のエレンなら、より多彩な攻撃をしてきたはずだと、彼女は思う。

――しょせんは紛いものということね。

　自分の首を狙って迫る刃を、ミラはラヴィアスの柄で受け流す。すばやく手首を返して、敵の左腕――肘の下あたりを、槍先で切断した。眉をひそめたのは、槍を通して伝わってきた手応えが、肉を切る鈍いものではなく、硬い木を斬るようなものだったからだ。

　細かな破片をまきちらして、エレンの左腕が宙に舞う。地面に落ちたそれは、ミラの視線の先で色を失い、形を変えて、折れ砕けた木の枝に変貌した。

――違うわ。変わったんじゃない。

　ミラは悟った。木の枝に、戻ったのだ。

　腕を失ったにもかかわらず、エレンは表情ひとつ変えず、平然と立っている。彼女の近くにそびえている木がにわかにうごめき、枝の一本をエレンのすぐそばまで伸ばした。エレンは枝の先端を切り落として、左腕にあてがう。すると、枝は生きもののようにうねって、左腕に絡みついた。膨張し、収縮し、変形して肘から先の形となる。

「腕の一本や二本を潰しても、意味がないということね」

　額に汗をにじませて、ミラは強気の笑みを浮かべた。

「今度は粉々にしてあげるわ」

　エレンは答えずに、長剣の切っ先をミラに向ける。それが合図であるかのように、周囲の木々がざわめいた。枝が、木の根が、生きものの触手のようにミラへ襲いかかってくる。

　やむを得ず、ミラは後退した。後ろへさがりながら槍を振るって、枝の数本を打ち砕く。しかし、それらをかいくぐって接近してきた根の一本が、ミラの右脚に絡みついた。

　すさまじい力で持ちあげられて、ミラは逆さ吊りとなる。自由を奪われた彼女に向かって、無数の枝が殺到した。

「――氷華リオヴエート！」

　ラヴィアスの穂先から白い冷気が放射状に放たれる。ミラに襲いかかろうとした枝はことごとく凍りついて、音もなく砕け散った。舞い散る氷片を吹き散らして、エレンが斬りかかってくる。迫る斬撃を、かろうじてミラは弾き返した。

　だが、エレンは枝から枝へと飛び移って、ミラの脚を拘束している枝に降りたつ。邪気をまとった紅玉の瞳が、ミラを睥睨した。ミラはエレンを睨みつけるが、不利な体勢は如何ともし難い。エレンが剣を振りあげた、そのときだった。

「リュドミラ様！」

　離れたところにいたリムが、松明を右手に持って投げつける。松明は回転しながらエレンの背中に命中した。燃えあがりこそしなかったが、この一撃には驚いたらしく、エレンの動きが一瞬止まる。その隙を、ミラは見逃さなかった。

　柄を脇に挟んで固定しながら、ミラはエレンに向けて槍を突きだす。ラヴィアスは使い手の意志に応えて、その柄を倍以上に伸ばした。氷塊を削りだしたかのような鋭利な穂先が、エレンの顔をえぐる。エレンは顔を手でおさえてよろめいたが、ミラも息を呑んだ。いびつに削れたエレンの顔から血が噴きだすようなことはなく、その断面には木のうろのようなものが覗いていたのだ。

　ミラはすばやく槍を引きながら、自分を吊りさげている不愉快な枝を切り払う。浮遊感、次いで重力にまとわりつかれて、ミラは地面に落ちた。空中で体勢を変えて、かろうじて無事に着地する。リムとガルイーニン、ラフィナックが駆け寄ってきた。

「ご無事ですか」

「なんとかね。おかげで助かったわ」

　呼吸を整えながら、ミラはリムに微笑を返す。見上げれば、エレンは枝の上を走って木々の陰に姿を消すところだった。猿みたいね、と声には出さずに毒づく。

「敵は、何かを仕掛けてくるつもりのようです」

　緊張した表情で、ガルイーニンが後ろを振り返った。そこには、彼らが葬り去った怪物たちが転がっている。そして、森の奥から新手が現れる気配はなかった。

　エレンが消えていった方向を、ミラは無言で見据える。そのとき、木々の奥で何かが動いたのが見えた。眉をひそめて、目を凝らす。

　動いたものが何なのかわかって、ミラはおもわず目を瞠っていた。

　それは、何十、何百本もの枝や蔓を絡みあわせてつくりあげた巨大な狼だった。

　ムオジネルで見た戦象に劣らない大きさでありながら、怪物は恐るべき速さで木々の間を駆け抜けて、こちらへ向かってくる。音をたてない軽やかな動きは、まさに狼そのものであり、ミラたちは戦慄を禁じ得なかった。その顎は、人間などたやすく一呑みにできるだろう。

――来る！

　危険を察知して、四人は地面に身体を投げだす。同時に、狼は恐ろしい勢いで加速した。風が悲鳴をあげ、木々がざわめいて無数の葉が舞い散る。一瞬前までミラたちが立っていた空間を通過して、狼は木々の中へと消えた。あとには、風が葉を揺らす音だけが残る。

「いまの、見えた……？」

　身体を起こして、狼の消え去った方向を見ながら、ミラが訊いた。

「戦姫さまの偽者のことでしょうか」

　ガルイーニンの表情は緊張と、かすかな恐怖で強張っている。狼の背に偽者のエレンが乗っていたのを、彼は主同様に見逃さなかった。下手に狼を迎え撃とうとすれば、エレンがその上から斬りかかってくるというわけだ。

――どうすればいいの。

　再び、狼が木々の奥から飛びかかってくる。ミラは三人の前に立って、とっさにラヴィアスをかまえた。次の瞬間、強烈な衝撃に襲われて、凍漣の雪姫ミーチエリアの身体は宙に舞う。視界が空転し、背中から激しく地面に叩きつけられた。それでも勢いが止まらず、地面を転がる。

　――ラヴィアスで守ったのに、跳ねとばされるなんて……！

　槍を持つ両手だけでなく、身体中に軽い痺れがある。すぐにミラは考え直した。ラヴィアスだったから、このていどですんだのだ。もしもミラの手にあるのが並みの槍だったら、武器を砕かれ、彼女は狼の顎の餌食になっていただろう。

　ガルイーニンの肩を借りて、ミラはどうにか立ちあがる。四人は近くの木に身を寄せた。

「あの怪物は？」

「わかりません。すぐに木々の間へ消えてしまったので……」

　初老の騎士が悔しそうに答える。ミラは忌いま々いましいという顔で周囲を見回した。あの狼は、木々の陰に巨軀を潜めながら、どこからでも襲いかかってくるということだ。

「あの狼には、火も通じそうにないですな」

　ラフィナックが悪態をついた。彼の持っていた松明は、狼の突撃を受けたときに吹き飛んでしまっている。腕を持っていかれなかっただけ、ましというべきであろう。

　ミラは懸命に考える。あの狼は、これまでの怪物とは違う。その大きさも、猛々しさもさることながら、何より厄介なのは尋常でない速さだ。いまのところは直線的な動きなので、かろうじて読むことができるが、工夫を凝らしてきたら避けられない。

――私の竜技では捉えられない。

『静かなる世界よアーイズビルク』で地面を凍らせても、何の痛痒も感じないだろう。あの動きから考えて、枝から枝へと飛び移りながら攻めかかってくるに違いない。

　しかし、ミラの青い瞳から戦意はかけらほども失われていなかった。泥まみれの顔を拭おうともせず、彼女は木々の奥の気配をさぐる。そこへ三度、狼が襲来した。暴風が眼前を通過するようなすさまじさで、ラヴィアスをかまえたミラを吹き飛ばす。だが、今回は充分に警戒し、身構えていたこともあって、ミラは空中で姿勢を立て直し、無事に着地した。

「三人とも、こっちへ来て」

　乱れた髪はそのままに、ミラは瞳を輝かせながらガルイーニンたちに手招きをする。怪物を倒す方法を耳打ちされて、顔に緊張をにじませながらも彼らはうなずいた。

　三人はミラから二、三歩ほど離れたところに立って、武器と松明をかまえる。

　ミラは呼吸を整えて、ラヴィアスを垂直にたてた。

「――静かなる世界よ」

　竜具の穂先から冷気がほとばしり、彼女の周囲の地面を凍りつかせていく。むろん、ガルイーニンたちは巻きこまない。

　ミラは目を閉じた。草の揺れるかすかな音さえも聞き逃すまいと、意識を集中する。

　狼の怪物は滑るように歩き、木々に触れずに移動する。しかし、大気の流れだけはごまかしようがない。その動きが速ければ速いほど、風も引きずられて猛々しく咆える。

　風の唸る音を、ミラの鼓膜は正確に捉えた。怪物は、正面から来る。

「ラヴィアス！」

　竜具の穂先に埋めこまれている紅玉が強い輝きを放った。ミラの足下から怒ど濤とうのごとく凍気が噴きあがって、長大な氷の柱を形成する。その柱は縦に細長く、あたかも鋭利な氷の刃を垂直にたてたかのようだった。

　怪物が突進を止めなければ、研ぎ澄まされた氷刃によって真っ二つになっていただろう。だが、そうはならなかった。

　激突する直前、狼は無数の枝と蔓にわかたれて、氷の柱を巧みに避けながら、ミラに襲いかかったのだ。尋常でない反応速度だった。ミラはその場から一歩も動かず、自分に迫る枝と蔓の大群を見つめる。その瞳が、冷酷さを帯びて輝いた。

「――静寂より来たれ氷の嵐ヴアルミテルツア」

　冷気をまき散らして、氷の柱が粉々に吹き飛ぶ。氷の粒子が白い輝きを放って、ミラの周囲に吹き荒れた。彼女に襲いかかろうとしていた枝と蔓の群れは、まとわりつく氷片によって動きを封じられ、凍りつかされて、砕け散っていく。

　怪物の反応まで予想した上で、ミラは氷の柱をつくりだしたのだ。

　竜技をまともに喰らって、首を失った狼の巨軀が地面に崩れ落ちる。残った枝と蔓も急速に色を失って、動かなくなった。ミラもまた、槍を支えに苦しげな息を吐きだす。竜技を立て続けに使った疲労は、やはり大きなものだった。

　だが、まだ戦いは終わっていない。狼の背から跳躍した偽者のエレンが、長剣を振りかぶってミラに斬りつけてくる。強烈な斬撃はしかし、ミラとエレンの間に飛びこんだリムによって受けとめられた。

「やはり、その剣の振るい方はエレオノーラ様と同じですね」

　苛烈な猛攻を、リムは鉈で三度まで受け、あるいは弾き返す。エレンの剣の軌道をよく知っている彼女だからこそ可能な芸当だった。

　ガルイーニンとラフィナックが、エレンの背後から挑みかかる。

　そのとき、エレンの右脇腹から木の根らしきものが生えた。それは瞬時に腕へと化けて、ガルイーニンの手斧を受けとめる。ラフィナックの一撃は、エレンの左腕が払い落とした。

　この光景に、リムの青い瞳が憤激の輝きを発する。

「エレオノーラ様の姿で……っ！」

　腰の後ろに下げていた二本目の鉈を左手で持ち、振りあげて、彼女は大きく踏みこんだ。その鉈の刃は氷に覆われて、剣と変わらぬ長さになっている。彼女の背後にいるミラが、ラヴィアスの冷気によってほどこしたものだ。

　気合いの叫びとともに、リムは偽者のエレンに斬りつける。受けとめようとしたエレンの長剣を砕き、右肩から左脇腹までを一気に斬り裂いた。さらに、右手の鉈が頭部を叩き割る。

　偽者の上半身が、地面に落ちる。次いで、均衡を失った下半身も倒れた。

　ミラたちの視線の先で、エレンに化けていたそれは泡立ちながら溶けていく。あとに残ったのは、握り拳ほどの木の実のようなものだった。

「こんなものに手こずらされたとはね……」

　不快そうに吐き捨てて、ミラはラヴィアスから冷気を放った。念のために、木の実を凍りつかせて粉々にする。リムは一度だけ、氷の塵となったそれを力強く踏みつけた。あふれんばかりの怒りをおさえつけるために、彼女がとった唯一の行動だった。

　小さく息を吐いて、リムはミラに向き直る。

「――リュドミラ様、ありがとうございました」

　言い終えると同時に、彼女の身体がぐらりと傾いた。ミラはとっさにリムを抱きかかえる。

「リムアリーシャ？　どうしたの？」

　まさか、偽者に致命的な傷を負わされていたのか。そう思ってミラは息を詰まらせたが、彼女の口からかすかな寝息が聞こえてきたので、ほっと安あん堵どの息をついた。目の前の戦いがひとまず終わったことで、疲労に意識を呑みこまれたのだろう。

「せめて、次の敵が来るまでは眠らせておきましょう」

　ガルイーニンが進みでて、彼女を背負った。初老の騎士の荷物はラフィナックが持つ。

　そうして三人が歩きだそうとしたときだった。木々の奥から黒い瘴気が流れてきて、ミラたちの周囲を取り巻きはじめた。三人を自分のそばに立たせて、ミラはラヴィアスから冷気を放つ。冷気による防御膜を張り巡らし、瘴気を防ぎ止めた。

「また面倒なことをしてくるわね」

「まったく、しばらく悪夢の種には困りそうにありませんな」

　ラフィナックが軽口を叩く。その顔には、まぎらわせない不安がよぎっていた。彼の内心を読みとって、ガルイーニンが穏やかな表情で励ました。

「ティグルヴルムド卿は、きっと無事ですよ」

「そうね。このていどのことでどうにかなるティグルじゃないもの」

　ミラも笑顔をつくって同意を示す。自分を安心させるための強がりもいくらかは含まれていたが、その表情と声音にはティグルへの信頼と愛情があった。それに、こうして自分たちの行動を阻もうとしているということは、敵がティグルを倒していないということではないか。

　瘴気には、ミラたちを取り巻く冷気を突き破るだけの力はないようだった。

　慎重な足取りで、三人は森の中を歩きだした。




　　　　　　　†




　森の奥で、ティグルとレーシーの死闘は続いていた。偽者のエレンがミラたちの手によって倒されたころである。

　横に走りながら、ティグルは黒弓に矢をつがえて放つ。鏃に『力』をまとわせた矢は、白い光の尾を引きながらレーシーへと飛んでいき、魔物の振るう節くれだった根と激突した。

　乾いた破砕音が響いて、根の先端が粉々に吹き飛ぶ。だが、ティグルの矢も砕け散った。

――何度やっても同じだ……！

　アリファールの力を借りてから、ティグルは何度かレーシーに矢を射放っている。だが、魔物をひるませ、たじろがせるには至っていなかった。

　レーシーは長大な枝や根を振りまわし、葉や木の実を礫のごとく撃ち放ってティグルの矢を退け、攻めたててくる。さらに、毒気に満ちた花粉をまき散らし、草花や植物の蔓を操って、こちらの動きを封じようとしてくるのだ。とうてい近づくことはできなかった。

　枝と根をどれだけ打ち砕いても、レーシーはすぐに再生させる。葉や木の実も尽きることがない。一方、ティグルの矢は有限だ。体力も。いずれ矢が尽き、動けなくなったら、エレンと同じように搦めとられてしまうだろうことは明白だった。

――どうすればいい。エレンを助けるには。

　木々の間を駆けながら、考えを巡らせる。常に動いていないと、草花や植物の蔓が革靴に絡みついてくるのだ。呼吸が乱れてきているのを、ティグルは自覚していた。わかってはいたことだが、『力』のある矢を放つと、かなりの体力を消耗する。加えて、魔物と戦っているという緊張と恐怖が、疲労を強いていた。

――木々も、草も、やつの支配下にある。この状況で、やつの不意を突くには……。

　飛んでくる木の実を避ける。その拍子に、足が滑った。体勢を崩したところへ、近くにそびえたっている木の根が襲いかかってくる。

　胸への衝撃とともに、ティグルの身体が空中に浮いた。視界に青空が映ったと思ったときには、地面に叩きつけられている。一瞬、息が詰まった。痛みに呻うめく暇もなく、土にまみれながら地面を転がる。さきほどまで倒れていた空間を、枝と根が猛々しく打ち据えた。ティグルは立ちあがって、大きく息を吐く。

――不意を、突く。

　邪悪な老婆の面相を持つ妖樹を見据えながら、ティグルは腰の矢筒に手を伸ばす。倒れたときに、何本もの矢を地面にばらまいてしまったのだが、まだ矢筒に数本残っていた。

――アリファールよ。もう少しだけ、俺に力を貸してくれ。

　外套を脱ぎ捨てる。矢筒から、三本の矢を引き抜いた。まとめて黒弓につがえると、それぞれの鏃に『力』をこめる。

『数を増やせば、届かせられると思うたか』

　レーシーの命令を受けて、木々の枝や根がティグルに襲いかかってきた。ティグルは手近な木に向かって跳躍する。木の幹を蹴りつけ、木から木へ、獣のように飛び移って枝をかわす。狩りで鍛えた身体能力に加えて、風をまとっているからこそ可能な動きだった。

　空中で身体を回転させて、上から迫る枝を軽く蹴りつけ、別の枝に降りたってその上を駆ける。襲いくる葉や木の実を、おもいきり身体を傾けることでかわす。それによって枝から落ちそうになっても、とっさに足を引っかけることで落下をまぬかれ、またもや枝を蹴って離れたところに着地する。そうしてわずかな間に、ティグルはレーシーとの距離を半分以下に縮めてみせた。むろん、まだ一矢も放っていない。鏃は『力』をまとって白く輝いている。

――まだだ。まだ充分じゃない。

　数字でいえば、ティグルは二十アルシン（約二十メートル）以下の距離まで魔物に接近している。目をつぶって矢を射放っても命中させることができるだろう。だが、レーシーは無数の枝と根を操って、直撃を避けるに違いなかった。

　レーシーの巨軀にあるいくつものうろから、黒い瘴気がいっせいに噴きだす。瘴気はティグルのいるところにまでは達しなかったが、煙のようにたちこめ、わだかまって視界を遮った。判断に迷うかのように、ティグルはその場に立ちつくす。それはほんの一瞬だったが、レーシーがつけいるには充分な時間だった。

　瘴気を貫いて、何本もの枝と根が現れる。ティグルは横へ跳んで、かろうじてレーシーの攻撃をかわしたものの、体勢を崩した拍子に空中へと矢を射放ってしまった。光の尾を引いて、空中へ吸いこまれるように三本の矢が飛んでいく。

　だが、ティグルはすぐに次の行動へと移った。悔やむ暇などないというように。新たな矢を抜きだしてすばやくつがえ、枝と根をかいくぐり、跳躍して瘴気を飛び越える。

　そのとき、レーシーがひときわ大きな枝を振りあげた。枝の先端は無数にわかれており、あたかも巨人の手のように動いてティグルの身体をつかむ。

『やはり未熟。一歩、届かなんだな』

　老婆の顔が奇怪に歪んだ。嘲笑をはね返すように、ティグルは口の端をつりあげる。右手に持っていた矢を落として、腰にさげていたものをつかんだ。

　一呼吸分の間を置いて、ティグルの身体が勢いよく燃えあがる。正確には、ティグルの上着が炎に包まれたのだ。上着に油を染みこませ、火打ち石を使って火をつけたのである。

　たとえ一瞬であったにせよ、レーシーは驚いた。枝が広がり、ティグルは地面に着地する。すばやく矢を拾いあげると、黒弓につがえた。身体を焼きながら、弓弦を引き絞る。『力』が鏃に流れこんで、白い光を放った。

　弓弦が音高く震える。ティグルの矢は、今度こそレーシーに突き立つかと思われた。だが、魔物の行動はかろうじて間に合った。妖樹は生みだしたばかりの偽者のエレンを盾とし、さらに枝と根を重ねた防御壁を張り巡らせる。偽者のエレンは悲鳴をあげることすらなく吹き飛んで消滅し、轟音とともに大気が激流となって荒れ狂った。木片が周囲に飛散する。

『危ういところじゃった……！』

　レーシーが勝ち誇った笑みを浮かべた。だが、それはティグルも同様だった。いまだに燃え続ける服を破り捨てて、新たな矢を抜きだすこともせず、魔物に向かって走りだす。目を爛々と輝かせて。レーシーが異変に気づいたのはこのときだったが、すでに遅かった。

　上空から飛来した三条の閃光が、レーシーの巨軀の上部を打ち砕く。『嗚呼』と、妖樹は呻いて、身体をよろめかせた。

　レーシーを傷つけたのは、さきほどティグルが空中に向けて放ってしまった、『力』を帯びた三本の矢だった。アリファールの力をまとった矢は、レーシーの目が届きにくいはるか上空で風を操って角度を調整し、魔物に狙いを定めたのだ。ティグルの行動は、レーシーの意識を自分に向けさせるためのものだった。

　三本の矢のうち、二本はエレンを拘束し、吊り下げていた枝を粉砕する。エレンの手からアリファールが離れた。白銀の髪の戦姫はまっすぐ落下する。

　しかし、エレンが地面に激突することはなかった。駆け寄ったティグルが、とっさに両腕で抱きとめたからだ。その勢いのまま、ティグルはレーシーから大きく距離をとる。息を弾ませながら、魔物に笑いかけた。

「エレンは返してもらったぞ！」

　その声が、眠っていた彼女の意識を揺り動かしたのか、ティグルの腕の中でエレンが身じろぎをする。ぼんやりと目を開けた。視界に映った若者の顔に、紅玉の瞳が戸と惑まどったように揺れる。艶やかな唇が動いて、かすれた声を発した。

「おまえは……」

「目を覚まし――」

　ティグルはエレンに笑顔を向けて、とっさに言葉を呑みこむ。エレンは一糸まとわぬ姿であり、白くなめらかな肌も、ミラよりいくらか大きく、それでいて形のよい双丘も、上を向いて色づく突起も、なだらかな腹部や足の付け根も、引きしまった太腿も、すべてをティグルの眼前にさらけ出してしまっていた。二人の目が合う。どちらからともなく頰を赤らめた。

　だが、気まずい沈黙の帳が二人を包みこんだのは、せいぜい二つ数えるほどの時間でしかなかった。レーシーの枝と根が、猛然と襲いかかってきたからだ。

「何だ？　何がどうなって……」

「話はあとだ！」

　ティグルは懸命に逃げた。しかし、そうとう疲労していることに加えて、エレンを抱えた体勢では、どうしても足が鈍くなる。すぐに息が苦しくなり、やむを得ず、外套を脱ぎ捨てた場所で足を止めた。エレンを地面に下ろして、外套を押しつける。自身は新たな矢を抜きだしながら、追ってくる枝や根に向き直った。

　黒弓をかまえた腕が、かすかに震える。矢をつがえはしたものの、狙いを定めるのにいつもより時間がかかった。間に合うか。緊張が汗となって、こめかみから頰へと流れる。

　外套だけを羽は織おった姿のエレンが隣に立ったのは、そのときだった。彼女は左手で外套をおさえて、右手を高くかかげる。

「――アリファール！」

　エレンの右手の中に淡い虹色の光が生まれ、それは縦に伸びて剣の形をつくりだした。光はすぐに消え去り、白銀の髪の戦姫の手には、魔物の根元に落ちていたはずの長剣が握られている。使い手の呼びかけに応えて、空間を跳躍してきたのだ。

　気合いの叫びとともに、エレンは長剣を一閃する。ティグルたちに迫っていた枝と根がことごとく切り払われ、力なく地面に転がった。

　毅然とした表情で、エレンは魔物を睨みつける。だが、不意に彼女は大きくよろめいた。ティグルは慌ててエレンを横から支える。

「無理をしちゃだめだ！　さっきまで気を失っていたんだから」

　エレンはティグルを見上げると、微笑を浮かべた。左腕をティグルの腰へとまわす。

「しっかりつかまっていろ」

　その言葉にティグルが疑問を返すよりも早く、エレンは長剣を振りかざした。

「――風影ヴェルニー！」

　エレンとティグルの周囲で、風が球状に渦を巻く。二人の身体が地面からわずかに浮きあがった。風を切って飛ぶ鳥のように、二人は木々の間を巧みにすり抜けながら森を突き進む。

「おまえが、あの化け物から私を助けてくれたというのはわかるが」

　まっすぐ前を見つめて、エレンが言った。

「何が何だかさっぱりだ。簡単に説明してくれ」

「君がこの森から出てこないと聞いた！」

　ティグルは落ちないように、必死に彼女にしがみついている。声が必要以上に大きくなったのは、空を飛ぶというはじめての経験に対する驚きからだった。

「俺とミラたちで、君を助けに森に入った！　リムアリーシャ殿もいる！」

　他のことは、森を出てからでいいはずだ。余裕もない。

「なるほど」

　エレンの顔に笑みが浮かぶ。紅玉の瞳に戦意が灯った。

「ティグル、おまえをあてにしていいんだな？」

　覇気のある声と、瞳の煌きらめきとに、ティグルは目を瞠る。決して虚勢ではない。彼女は本気であの魔物と戦うつもりだ。ティグルの口元に笑みが浮かんだ。

「君には休んでもらって、俺ひとりで何とかするつもりだったが」

「そこまで気遣われては戦姫の名折れだ。リュドミラのやつにでかい顔をさせるのも気に入らない。――行くぞ」

　最後の台詞に、ティグルは視線を転じる。その顔が驚きに染まった。

　数百アルシン先に、レーシーの姿が見える。あの魔物に背を向けて逃げだしたはずなのに。

　だが、すぐにティグルは落ち着きを取り戻した。森に入った者たちをさんざん迷わせてきたあの魔物なら、このていどのことは造作もないのだろう。

　エレンが速度を落とす。二人は危なげなく、地面に降りたった。

「ありがとう。おかげで少しは疲れがとれた」

　礼を言いながら、ティグルは矢筒に手を伸ばす。矢は五本残っていた。

　エレンは長剣を肩に担ぐと、無造作な足取りでレーシーに向かって歩いていく。

　十数歩の距離を隔てて、ティグルたちと魔物は対峙した。







「――おまえの正体は何なのか」

　レーシーを見据えて、エレンが口を開いた。紅玉の瞳には凄絶な怒りが輝いている。

「目的は何か。なぜ、私を殺さずに拘束したのか。訊きたいことは他にもある」

　彼女の周囲に風が渦を巻いて、アリファールの刀身が青白い光を帯びた。長剣に絡みつきながら、風は一瞬ごとに風は勢いを強めていく。風に煽られて、白銀の髪が大きく広がった。

「話す気はあるか？」

　その問いかけは、エレンにいくばくかの冷静さが残っていることの証だった。もしも感情のままに振る舞っていれば、この魔物と言葉をかわそうなどとは思わなかっただろう。

『そうさな。ひとつ教えてやることがあるとすれば』

　うろを脈動させながら、木を擦りあわせる音にも似た笑声を、レーシーは放った。

『とある国の軍勢が、そなたの領地を襲っておるぞ。さんざんに蹂じゆう躙りんしている』

「何だと……？」

　エレンの両眼に驚きが浮かぶ。いい加減なことを言って、自分を動揺させようというのか。そう続けようとしたが、それより先に、妖樹がくぐもった笑いを響かせた。

『信じたくなくば、信じずともよい。そなたは再び妾の糧となる身。すぐに、森の外のことなど考えずともよいようにしてくれようさ』

　魔物の巨軀から伸びている枝や根が、そこから生みだされている葉や木の実が、エレンに襲いかかる。しかし、それらは彼女に届く前にへし折れ、ちぎれ飛び、吹き散らされた。

　エレンの周囲で吹き荒れる風はアリファールに収束していき、青白い燐光を放つ小さな嵐と化す。ティグルはエレンのすぐ後ろに立っていたが、風が強すぎて狙いを定めるどころではない。彼女の行動を見守るしかなかった。
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「ティグル、おまえにいいものを見せてやる」

　言い終えたときには、エレンは地面を蹴っている。彼女の手にある長剣は、極度に圧縮された暴風をまとって、刀身の数倍もの大きさと厚みを持つ嵐の刃と化していた。

「――大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス！」

　閃光と爆風と轟音が何重にもまき散らされる。まるで嵐が解き放たれたかのようだった。土と木片を多分に含んだ風が猛々しく暴れまわって、周囲の木々すらも巻きこんで薙ぎ倒す。ティグルはのけぞり、後ずさりながら、倒れずにいるだけで精一杯だった。

――これがエレンの竜技か……！

　目を丸くして、ティグルはエレンの背中を見つめる。驚愕のあまり声が出なかった。

　レーシーの巨軀には巨大な穴が穿うがたれ、ほとんど吹き飛んだ上部が離れたところに転がっている。周囲の地面は大きくえぐられて、地中に埋まっていた根が露出していた。

　風がおさまったあとも、レーシーは動かない。枝も根も、持ちあがる気配を見せなかった。

　魔物は滅び去った。そう思っていい光景だったが、ティグルも、そしてエレンも緊張に表情を引き締めている。エレンは巨木の残骸から視線を離さず、後ろに数歩さがった。ティグルも黒弓をかまえて、油断なく左右を見回す。

「エレン、おそらくこいつは、まだ生きている」

「ああ。演技は苦手のようだな」

　ティグルは経験から、エレンは直感で、レーシーがまだ生きていることを確信していた。はたして、醜悪な切り株となったレーシーの身体が小刻みに震えだす。

『死を装っていたわけではない……』

　しわがれた声が響いた。乾いた音を発して、切り株が真っ二つに割れる。そこから炭のように真っ黒な根が何十本も現れた。巨木のときなどとは比較にならないほどの禍々しい気配に、ティグルとエレンは顔を強張らせる。

『この姿になるのはひさしぶりでな。ちと時間がかかっただけよ』

　黒い根は複雑に絡みあいながら、一頭の獣の形をつくっていく。四つの脚が力強く大地を踏みしめ、丸みを帯びた胴体がその上にできあがり、顔とおぼしき部分から二本の太い牙が伸びる。根の隙間から灰色の体毛が伸びて、ほとんど全身を覆った。頭部のまわりの体毛だけは、髪を思わせるように長い。

　それは猪だった。

　象と見まがうほどに巨大な黒い猪が、ティグルたちを睥睨する。本来、目があるはずの二つの穴はそろって空洞になっており、体たい軀くよりもなお暗い闇が、そこには覗いていた。背中は黒がかった緑色の蔦に覆われ、蔦の隙間からは何本もの枝が伸びている。恐怖というものが、形を得たかのようだった。

「何だ、これは……」

　エレンが目を丸くして、呆然とつぶやく。レーシーの姿に、彼女は気圧されていた。

「やつは、俺たちの敵だ」

　彼女を励ますために、そして自分に言い聞かせるために、ティグルが言葉を吐きだす。

「倒すことのできる、敵だ」

　ティグルの落ち着いた態度と声音が、エレンを立ち直らせる。彼女は長剣を握り直して、小さくうなずいた。

　黒い瘴気を吐きだしながら、レーシーが咆ほう哮こうを轟かせる。突風が巻き起こり、周囲の木々が悲鳴をあげた。ティグルとエレンは踏みとどまりこそしたが、魔物の放つ重圧に潰されぬよう、あらためて勇気を奮い起こさなければならなかった。

　レーシーが地面を蹴った。地表をえぐった、という方が正確かもしれない。魔物は猛然と、ティグルたちに向かって突進する。ティグルはエレンの手を引いて、横へ跳んだ。地面に倒れこんだところへ、レーシーが巻き起こした暴風に吹き飛ばされて転がる。

　身体を起こしたティグルは、視界に映った光景に絶句した。レーシーが突進した方向にあった木々はすべてなぎ倒され、草も茂みも蹴散らされていたのだ。まともにくらったら、ティグルたちは細かな肉片となって地面にぶちまけられるだろう。

「自分のねぐらだというのに、とんでもないことをするやつだな……」

　エレンが呆れたようにつぶやいた。もっとも、彼女の表情に台詞ほどの余裕はない。

　鼻息も荒く、レーシーが再び突進してくる。

「――風影ヴェルニー！」

　今度はエレンがティグルを抱きかかえて、竜技で上空へと逃れた。レーシーは足を止めて、ティグルたちを見上げる。蔦と枝に覆われているその背中から、小さな赤いものが大量に生みだされた。

　それは、花だった。血のように赤い花がいっせいに咲き誇ったかと思うと、レーシーの背中から抜け落ちて空中に浮かびあがる。花の中央には牙を持った口があり、花びらの一枚一枚が翼となって羽ばたき、ティグルたちに向かってきた。

　エレンはアリファールを振るって風を起こし、赤い花の群れを吹き散らす。だが、何しろ数が多い。しかも、ばらばらになると彼らは花粉をまき散らしながら落ちていく。エレンは赤い花への対応に追われ、空中を旋回した。

「横だ、エレン！」

　エレンの腰にしがみついているティグルが叫ぶ。そちらを確認するより先に、エレンは長剣を振るった。固くて小さなものが、アリファールの刃にあたって砕け散る。木の実だ。レーシーは赤い花にエレンの注意を引きつけ、その間に木の実を無数に飛ばしてきたのである。木の実はむろんひとつではなく、無数の礫が風を切り裂いて、二人に襲いかかってきた。

「これでは、やつに近づくこともままならないな……！」

　木の実を避け、あるいは薙ぎ払いながら、エレンが悪態をついた。魔物の背中からは赤い花が際限なく生みだされて次々に舞いあがり、いくつもの木の実が弧を描きながら高速で飛来する。避けるだけで、エレンは手一杯だった。

「エレン、俺にやらせてくれないか」

　地上の魔物を見下ろしながら、ティグルが頼みこむ。まだ矢筒には矢が残っている。エレンは訝しげな顔をしたものの、「わかった」とすぐに答えた。この若者は、あの魔物に捕らわれていた自分を助けてくれたのだ。信じるべき相手だった。

　赤い花と木の実を避けながら、空中で二人は体勢を変える。エレンがティグルの背中にしがみつき、首に左腕をまわす。ティグルはやや息苦しさを感じたが、両腕の自由を取り戻した。

　回避行動をエレンに任せて、黒弓に矢をつがえる。青い光を帯びた風が、アリファールの刀身からティグルの鏃へと流れこんだ。その光景にエレンは目を瞠る。

「何だ、それは……!?」

　ティグルは答えない。レーシーに狙いを定めることに、意識を集中させていた。

　半ば振りまわされるように高速で空を飛びながら矢を射放つなど、当然ながら経験したことがない。身体を支えてくれるものがないので驚くほど姿勢が安定せず、いつも以上の時間と集中力を必要とした。並みの狩人ならば弓矢を放りだしているだろう。だが、ティグルは懸命に目を慣れさせ、身体の揺れも計算に入れて、弓弦を引き絞る。

　青白い光の曲線を虚空に描きながら、矢は驚くべき速さでレーシーへと飛んでいく。狙い通りに額を貫くかと思われた。

　だが、魔物は太く鋭い牙を振りあげて、ティグルの矢を受けとめる。轟音とともにまばゆいばかりの閃光が飛散したあと、レーシーの姿は健在だった。牙もわずかに欠けたていどだ。

　巨軀を揺らして、レーシーが咆える。その瞬間、ティグルたちに迫っていた花と木の実の群れが、衝撃波をまきちらしながら破裂した。おもわぬ攻撃にエレンは体勢を崩し、二人は地上へ急降下する。二人は抱きあうように地面を滑った。激突はどうにかまぬかれたものの、頭から爪先まで土と草にまみれる。

「すまない、油断した」

　呼吸を整えながら、エレンが謝罪した。ティグルはレーシーを睨みつけて、首を横に振る。

「あんなもの予想できるか。それより――」

　やつの突進から逃れないと。ティグルはそう言おうとして、言葉を呑みこんだ。地面から何本もの植物の蔓が現れて、二人の腕や脚に絡みついたのだ。それは、この森の犠牲者たちの目や口から伸びていた蔓と同じものだった。

　植物の蔓は驚くべき力でもって、二人を地中に引きずりこもうとする。さらに、ティグルたちの体内に入りこもうというのか、何本かは顔に近づいてきた。

「――アリファール！」

　エレンが叫ぶ。長剣の刀身が白く輝いて、二人の周囲に風が巻き起こった。見えざる刃を帯びた風は、植物の蔓をことごとく切り裂く。だが、二人には息をつく間すらなかった。

　土煙を勢いよく噴きあげて、レーシーが猛然と突進してくる。エレンは倒れたままの姿勢で歯を食いしばり、長剣を振りかざした。彼女の意志を読みとったアリファールが瞬く間に周囲の大気を巻きとり、螺旋を描く風の刃が形成される。

「――大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス！」

　尋常ならざる破壊力を有する必殺の竜技は、しかしレーシーに向けて放たれたのではない。魔物の前方の大地に炸裂し、突き崩して、巨大な穴を穿った。もしもレーシーがまっすぐ突き進んでいたら、その穴に踏みこんでしまい、大きく転倒しただろう。

　だが、レーシーは穴の手前で大地を力強く踏みつけ、跳躍した。まさしく猪のように。そして、その反応はエレンが望んだものでもあった。白銀の髪の戦姫はティグルの手をつかむと、ほとんど地面を引きずりながら風の力で飛ぶ。自分でつくった大穴に飛びこんだ。

　穴の外側に、レーシーは着地する。一方、エレンも穴の中に留まってはいない。アリファールの力で風をまとい、ティグルとともに近くの木に飛び移った。そうして木から木へと跳躍を繰り返し、レーシーから距離をとる。

「だいじょうぶか、ティグル」

「ああ、まだ、何とかな……」

　エレンにしがみつきながら、色濃く疲労のにじんだ顔でティグルは言葉を返す。だが、その瞳に絶望や諦念といった感情は浮かんでいなかった。わずかに首を傾けてティグルの様子を確認したエレンは、安堵の笑みを浮かべる。

「何よりだ。しかし、どうすればいい？　まるで打つ手が見出せん」

　遠くまで逃げようとしても、レーシーの前に戻ってきてしまう。木々の中にいれば、存在を感知される。上空に飛べば花と木の実が襲いかかってくる。八方塞がりだった。

「エレン、何とかやつの気を引くことはできないか？」

　呼吸が落ち着いてきたところで、ティグルは訊いた。エレンは眉をひそめる。

「何をするつもりだ？」

「今度こそ、やつに矢を命中させる」

　レーシーに拘束されていたエレンを助けたときのことを、ティグルは簡単に説明した。

「やつに、俺の矢が効かないとは思えない。さっき、牙で受けとめたのも、まともに矢をくらったら傷つくからじゃないかと思うんだ」

「なるほど……」

　木から木への跳躍を続けながら、エレンは考え深げな表情をつくる。ティグルの矢のすさまじさは、この目で見た。自分の竜技も魔物に有効かもしれないが、飛距離がまるで違う。

「おまえに賭けるのはかまわないが……」

　エレンは難しい顔で続けた。

「やつの気を引くのは難しいな。いまは上空も警戒しているだろうし……いや、待て」

　何かに気づいたように、エレンはティグルの顔を、次いで身体をまじまじと見つめる。体勢をわずかに変え、顔を近づけて、小声で訊いた。

「おまえ、魔物の不意を突くために服を燃やしたと言ったな。どうやってだ？」

　突然の質問に戸惑いながらも、火打ち石と油を使ったとティグルは声を潜めて答える。エレンの紅玉の瞳に明るい輝きが灯った。

「火打ち石はどこにある？」

「木の姿だったレーシーがいたあたりだ。あのまま放りだしてきたからな」

「それだ。回収に行くぞ」

　嬉しそうな笑みを浮かべて、エレンは方向を変える。レーシーから逃げながら、目的の場所へ向かった。彼女の意図がわからず、内心で首をかしげつつティグルは尋ねる。

「どういうつもりだ？」

「決まっているだろう。火だ」

　歯切れのいい口調で、エレンは即答した。彼女の顔に浮かぶ微笑が、複雑なものになる。

「サーシャ……私の親友が、教えてくれたことがある。私の風は、炎を強めることも、弱めることもできると」

　おそらく愛称だろうその呼び名に、ティグルは心当たりがあった。レグニーツァ公国を治める戦姫アレクサンドラ＝アルシャーヴィン。ミラやソフィーとも親しいが、とくにエレンとは誓いをかわすほどの睦むつまじい間柄だと、ソフィーから聞いたことがあった。

　ともかく、その言葉を聞いて、ティグルもようやく理解する。エレンの考えを。

「この忌々しい一帯を、派手に焼き払ってやる」







　炎に包まれた森の中で、レーシーは呆然と立ちつくしている。

　ティグルとエレンは首尾良く火打ち石を見つけると、手近な木に火を放った。燃えやすい葉からはじめ、周囲の草を巻きこみ、枝や幹へと火を広げていったのである。

　そのことを感知したレーシーは枝や根を操って阻もうとしたが、火のまわりが早すぎた。やむをえず、燃えはじめた木に向かって周囲の木を倒れこませ、延焼を食い止めようとする。だが、そのときにはもうティグルたちは別の木へと移り、そちらに火を放っていた。

　自ら突進して木々を薙ぎ倒し、火を消しても、やはりティグルたちは他の木を燃やす。燃え広がることなどおかまいなしに。熱風も、黒煙も、二人には届かない。木から木へ飛び移っているので、炎に行く手を遮られることもない。レーシーは完全に後手に回ってしまった。

　ティグルたちを捕らえることを断念して、レーシーは考えを切り替える。とにかく延焼を防ぐべく、木々を操ることに専念した。

　己の領域たるこの森から出さなければ、いずれティグルたちは自分の前に出てくる。出てくるしかないのだ。炎で自分を倒すことはできないのだから。炎を風で制御しながら木々の間を飛びまわって、消耗した状態で。そのときにこそ、二人を仕留めればよい。

　それからほどなくして、レーシーの周囲の木々にも火の手が及びはじめたころ、ティグルとエレンがレーシーの前に現れた。二人とも土にまみれ、髪は乱れ、満身創痍という姿だが、表情には戦意が満ちている。

『おもいきったことをするものじゃ』

「悔しいなら悔しいと、素直に言ったらどうだ」

　長剣を肩に担いで、エレンは冷笑を浮かべた。『いいや』とレーシーは言葉を返す。

『一時的に姿が変わっただけのこと。いずれ火は消える。炭となり、灰となった木や草は土に混じり、生き延びたものたちへの糧となる。森は死なぬ。けして滅びぬ。妾もまた然り』

「この森がそうだとしても、おまえは違う」

　そう言ったのはティグルだ。黒弓に矢をつがえ、弓弦を引き絞る。

「俺たちが、おまえを滅ぼす」

　レーシーが身体を揺らして咆哮を轟かせた。その背から無数の花が、木の実が解き放たれ、猛然とティグルたちに襲いかかる。さらに地面から何十もの植物の蔓が伸びあがった。

「――アリファール」

　ほぼ同時に、エレンが長剣をかかげる。彼女を中心に強烈な風が吹き荒れ、アリファールの刀身が周囲の大気を、その炎ごと巻きとっていく。螺旋状に炎をまとわりつかせた長剣の刀身は倍以上の長さとなった。

　炎を噴きあげ、火の粉をまき散らしながら振るわれた一撃は、花も、木の実も、植物の蔓もことごとく焼き払う。ひとつとして、エレンに届いたものはなかった。

　レーシーが突進のかまえをとり、後ろ足で地面を蹴りあげる。エレンは疲れきった身体を叱咤して歯を食いしばり、両足に力をこめ、魔物を見据えて手首を返した。

「――大気ごと薙ぎ払えレイ・アドモス！」

　大きさ、厚みともに尋常でない風と炎の刃が、大地を穿つ。長剣がまとっていた炎は業火の津波となって、猛々しくレーシーを襲った。魔物は苦痛の呻きを漏らしながらも、口から瘴気を吐きだして炎を退ける。だが、レーシーは炎に気をとられすぎた。

　魔物の足下が、崩れる。エレンの竜技によるものだった。体勢を崩し、レーシーは巨軀を傾かせて転倒する。耳をつんざくような地響きとともに、朦々と土煙がたちこめた。

　ティグルが黒弓につがえた矢の先端は、『力』を充分に帯びて、まばゆい光を放っている。いままさに矢が放たれようとする瞬間、レーシーは必死の抵抗を試みた。エレンが焼き払ったものの中からかろうじて原形を留めている木の実をひとつ操って、放つ。木の実はティグルの至近距離で弾けとんだ。

　破裂した木の実は、ティグルにたいした打撃を与えられなかった。せいぜい額を傷つけたていどだ。だが、その傷口から流れでた血が、両目に入った。

　ティグルの手が止まる。狙っているのが獣であれば、ためらうことはなかっただろう。相手は矢を外すことのない距離にいて、直前までその姿を捉えていたのだから。

　だが、相手は多彩な能力を持つ森の魔物だ。かすかな動揺が、ティグルを迷わせた。

「だいじょうぶだ」

　すぐそばで、あたたかみのある声が聞こえた。エレンだ。

「私が導いてやる。おまえは、ただ解き放てばいい」

　その言葉は不思議なほどすんなりと、胸に溶けこんだ。迷いが跡形もなく消える。

　弓弦から矢が離れる。光の軌跡を虚空に残して。

　レーシーは首をもたげて牙を振りあげたが、矢は曲線を描いて魔物の額に突き立つ。閃光がほとばしり、一瞬、周囲を白い光で包みこんだ。

『見事……御見事……！』

　うつろな眼がん窩かを歪ませて、魔物が賞賛する。それは、己の滅びを確信した言葉でもあった。

『嗚呼、嗚呼、嬉しや』

　死にゆく巨軀から、喜悦の言葉がほとばしる。

『糧となる、妾が糧となる……。いずれ巨木となる小さな芽の。なんとここちよい……』

　妖猪の巨軀が急速に色を失い、やせ衰えていく。枯れてから長い年月を経た老木のように、体表が剝がれ落ち、牙の先端が、鼻先が、蹄が、尻尾が、音もなく崩れ去る。残った頭部と丸い胴体は土塊と化し、吹き抜ける風を浴びて、土煙をたなびかせながら粉々になった。

　目に入った血を乱暴にぬぐいながら、ティグルはその様子を無言で見つめている。

――ルサルカのときと同じだ。

　あの魔物も、最後には土塊となって消滅した。

　十を数えるほどの時間が過ぎたころには、禍々しい威圧感も消え去り、そこにレーシーがいたという痕跡を示すものは、何も残っていなかった。竜技によって穿たれた穴があるのみだ。

「終わったのか……？」

　エレンの言葉に、ティグルは「ああ」とうなずく。勝利したという喜びよりも、ようやく終わったという思いの方が強かった。ミラたちは無事だろうかと、ぼんやり思った。

　エレンがこちらを振り返り、心配そうな表情で聞いてくる。

「目は、だいじょうぶなのか？」

「ちょっと切れただけだからな。見た目ほどひどくはないんだ」

　ティグルは笑って答えた。強がりではない。狩りのときにも何度か経験したことがあった。エレンはなおも気遣うような表情でティグルを見つめて、「傷を見せてみろ」と言った。わずかに背中を丸めて、ティグルは身体を前へ傾ける。

　ティグルの頭部に左手を添えると、エレンは額の傷にそっと舌を這わせた。丁寧に、優しく血を舐めとっていく。思いもよらない彼女の行動に、ティグルは目を丸くする。顔が熱を帯びて、赤く染まった。

「うん、こんなものかな」

　納得したようにつぶやいて、エレンが離れた。ティグルは狼狽を隠すように右手で顔をおさえながら、上目遣いで彼女を見つめる。

「い、いまのは……？」

「消毒だ。私の不手際で負わせてしまった傷だからな。傷が膿んだら困る」

　左手を腰に当てて、エレンは闊かつ達たつに笑った。それなら唾をつけてなすっておくだけでよかったのではないか。ティグルはそう思ったが、血のついた唇がやけに艶めかしく見えて、とっさに言葉が出てこない。戦いが終わって、気が抜けていたというのもあった。

「……ありがとう」

　気を取り直して、ティグルが苦笑まじりの礼を述べる。エレンは微笑で応じた。

「さて、リムたちと早く合流して……」

　エレンの言葉が途切れる。何の前触れもなく、背筋に寒気を覚えるほどの恐ろしい気配が木々の奥から伝わってきたのだ。二人とも疲労困憊であったが、身体は戦士としての本能に従って自然と動いた。ティグルは黒弓を、エレンは長剣をかまえる。

――こちらへ向かってくる……！

　ティグルの身体が震えた。足音が近づいてきて、人影が見えた。自分たちよりも、やや背が高い。一見して人間のようだが、そうとは思えなかった。その人影が放つ威圧感は、ルサルカやレーシーのそれよりはるかに大きかったからだ。

　木々の間を抜けて、人影が姿を見せる。ティグルとエレンはおもわず目を瞠った。

　人影の正体は、黒い仮面で頭部を覆っている女性だったのだ。黒髪は腰に達するほど長く、身体にぴったりとした黒い服を着て、その上に外套を羽織っている。

　その女性は、仮面越しに感情をうかがわせない目でティグルたちを一瞥したあと、わずかに首を傾けて、さきほどまで妖猪が存在していたところを見つめた。

「……滅んだか、レーシー」

　その声は魔物を悼むものではなく、さりとて嘲あざけっているのでもなく、ただ事実を確認しただけというふうな響きを帯びていた。ティグルたちにわかったのは、この仮面の女性がレーシーの知己であるということだ。そして、いまはそれだけで充分だった。

「下がってくれ、エレン」

　ティグルのつがえた矢の鏃が、アリファールから流れこんでくる風をまとって光を帯びる。剣で斬りかかるより、距離をおいて矢を射かける方が安全だったし、相手が何ものかわからない以上、エレンをむやみに接近させたくはなかった。

　エレンは素直に従ったが、ティグルが矢を射放つのを邪魔せず、それでいて彼を守るように立つ。無防備になるティグルを守らねばと考えたのだ。

　仮面の女性は首だけを動かして、ティグルたちを見る。仮面の奥に覗く目は、這いまわる蟻を眺める子供のようだった。暇潰していどの関心が、ほんのわずかにうかがえる。

「……おまえの名は、ズメイか？」

　ティグルがそう問いかけたのは、他に魔物の名を知らなかったからだ。ズメイはジスタートの伝承やおとぎ話に登場する竜の怪物で、人々を苦しめるが、名のある勇者や騎士によって打ち倒される。だが、ミラはズメイの名を魔物のそれとして認識していた。

「ほう」と、仮面の女性はかすかに感心したという声をあげる。

「誰から聞いた。槍の戦乙女か？」

　それがミラのことを指しているのだと、ティグルは悟った。間違いない。

　この女がズメイだ。ミラの敵だ。

「おまえの……おまえたちの目的は何だ」

　ズメイの言葉を無視して、ティグルは問いかけを重ねる。

「死を」

　ティグルもエレンも、眉をひそめた。ズメイの答えはあまりに簡潔すぎて、すぐには理解できなかったのだ。もう一度、ズメイは言った。

「死を。――決して逃れられぬ死を」

　二人の顔が蒼白になる。この森でレーシーがやってきたことを思えば、ズメイの返答の意味するところは明白だった。ティグルは黒弓を握る手に力をこめる。

――いまここで、倒す……！

　最後に残ったこの一矢で、やらなければならない。

　小さく息を吸い、吐きだす。矢を放した。

　風の『力』をまとって、矢はまっすぐズメイへと突き進む。だが、ズメイは右手をわずかに持ちあげると、飛んできた矢を無造作に握りつぶした。玩具でも扱うかのように。

　ティグルは目を瞠り、愕然として立ちつくす。エレンも驚愕のあまり、その場から動けなかった。ズメイが右手を開くと、粉々になった矢の残骸が静かにこぼれ落ちる。

「せっかくの挨拶だ。返礼を――」

　ズメイがそこまで言ったときだった。にわかに周囲の風景がねじ曲がる。草が、木々が、のたうつ蛇のように歪んだ。木漏れ日さえも乱れてちらつき、影が不自然な重なりを見せる。

「森が戻ろうとしているのか」

　木々を見上げて、ズメイがつぶやいた。そのズメイの姿も、急に目の前に現れたり、かと思えば数十アルシン先まで遠ざかったり、あるいは複数になってティグルの目に映る。ズメイだけではない、エレンや周囲の木々も同様だ。

　ズメイが外套をひるがえして背を向ける。竜の彫られた横顔を、ティグルへと向けた。

「またいずれ会おう。……の王、魔弾の王よ」

　周囲の空間が歪んでいるためだろうか、台詞の一部は聞きとれなかった。

　絶望に打ちのめされながら、ティグルは魔物の背中を見送る。黒弓を持つ手が震えて、ともすれば膝から崩れ落ちそうだった。

　疲れきっていたからではない。自分の力が足りなかったから、矢が通じなかったのだ。ズメイが容赦なく襲いかかってきたら、自分は為す術なくやられていただろう。その光景が脳裏に浮かんで、目眩を覚えた。

　不意に、周囲が暗がりに包まれる。ティグルは驚き、我に返ってあたりを見回した。エレンも何が起こったのか理解できないというふうに、長剣をかまえて視線を巡らせている。

　徐々に目が闇に慣れてきて、自分たちは森の中にいるらしいことはわかった。だが、エレンが竜技を放った跡はなく、焼け落ちた木々も見当たらず、木々が静かにそびえているだけだ。風が吹いてきて、その冷たさに二人はおもわず身体を震わせた。

「ティグル、いったい何が起こったんだ……？」

　困惑した顔のエレンに聞かれて、ティグルは唸ったが、すぐにあることに思いあたった。

「これを持っていてくれ」

　そう言ってエレンに黒弓を渡すと、ティグルは手近な木に飛び移る。手足を使って獣のようにするするとよじ登った。わずかな時間でてっぺんに到達する。細い枝を折らないように気をつけながら、空を見上げた。

　濃淡のある暗闇を背景に、月がぼんやりと浮かんでいる。銀の砂をふりまいたかのように、無数の星が空いっぱいに瞬いていた。

「やはり、そうか」

「何がやはりなんだ？」

　横から声が飛んできて、ティグルはあやうく木から落ちそうになる。見れば、エレンがふわりと髪をなびかせて、枝の一本に降りたつところだった。気持ちを落ち着け、空を指で示しながらティグルは説明する。

「まだ話していなかったが、レーシーのいた森の中と、やつの力が及ばなかった森の外では、時間の流れが違うんだ。俺たちが戦っている間に、森の外では夜になっていたんだよ」

　できるかぎりわかりやすく言ったつもりだったが、エレンはわけがわからないというふうに首をかしげた。そんな彼女を見て、これはまずいかもしれないとティグルは思った。

　彼女がレーシーに捕らわれている間に、森の外で何が起こったのか。

　それを、これから話さなければならないのだ。

　早くミラたちと合流しようか。そう言おうとしたとき、再び風が吹いた。二人は同時にくしゃみをする。ティグルは腰から上に何も身につけておらず、エレンにいたっては外套の下は素裸だ。夏とはいえ、日が沈めば風も涼しくなる。身体が冷えるのも当然だった。

「ひとまず火を熾おこそうか」

　寒さに引きつった笑顔でティグルは提案し、エレンも身体を縮こまらせてうなずいた。
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　薪になりそうな枝は、いくらでも見つかった。ティグルは慣れた手つきで火を熾し、二人は焚き火を挟むように座る。明かりと熱とで、ようやく人心地がついた。

「おまえには迷惑をかけるな」

　焚き火に手をかざしてあたたまりながら、エレンが申し訳なさそうに言った。

　彼女はライトメリッツ軍をさがすべく空へ飛びあがろうとしたのだが、木の上へ出たところで力尽きて落下したのだ。ティグルがとっさに彼女を抱きとめ、さらにアリファールが二人を風で包みこんだので、大事には至らなかったが、エレンは自分が疲弊しきっていることを、あらためて思い知らされた。

「俺の方こそ役に立てなくてすまない」

　ティグルは首を横に振った。矢の代わりに石を使って狩りに出ようかと思ったのだが、焚き火から離れればすぐに身体を冷やすとエレンに説得されて、諦めたのだ。

「そんなことはない。おまえは私を助けてくれた。それも、何度もだ」

　エレンの言葉に、ティグルは自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。

「君を助けたのはアリファールと、俺の家宝の弓だ。俺は何もしちゃいない」

　そんなふうに言ってしまったのは、自分の矢がズメイに通じなかったという衝撃が、心に影を落としていたからだ。平静を装ってはいたが、苦い気分にティグルは包まれていた。

「ふうん？」

　首を傾げて、エレンはティグルの顔をじっと見つめていたが、地面に置いていたアリファールをつかんでにわかに立ちあがり、若者の隣に腰をおろした。怪け訝げんそうな顔で彼女を見つめるティグルに、エレンは明るい声で笑いかける。

「疲れているだろう、おまえ」

「それは……」

「身体ではなく、心がだ」

　ティグルの言葉を遮って、エレンは穏やかな表情で言葉を続けた。

「疲れていると、何もかもが億おつ劫くうになって、考えが後ろ向きになる。だが、肩を並べてともに戦った身としては、おまえ自身を誇ってほしい。もちろん私も私自身を誇る」

　長剣を抱えて、エレンは焚き火へと視線を向ける。

「私は、おまえのことをよく知っているとはいえない。しかし、アリファールのことはよく知っている。私を助けるためとはいえ、誰にでも力を貸すようなことはしない。おまえが、力を貸すに値する人間だったんだ。おまえの不思議な弓だって、そうなんじゃないか」

　ティグルは手元にある黒弓を見つめた。そうだろうかと内心で首をひねる。

　だが、誇ってほしいという言葉は、きいた。心の奥底に響いた。

　領民が誇れる領主になれと、ティグルは父に教わってきた。ラフィナックをはじめ、領民たちは気のいい者たちばかりだ。彼らのために、領主の息子として懸命に努めてきた。先のムオジネルとの戦では、兵たちは最後までついてきてくれた。

――そうだな。いつまでも卑屈でいたら、エレンの、みんなの肩身が狭くなる。

　あの魔物に対する敗北感と恐怖は、消えることはないだろう。

　だが、自分は死ななかった。五体満足で生き延びたのだ。

――次は負けない。

　その決意を忘れず、さらに自分を鍛えあげることを誓う。

「ありがとう、エレン」

　身体ごと向き直って、ティグルはエレンに深く頭を下げる。

「俺も、君とともに戦えたこと、力を合わせてあの魔物を倒せたことを、誇りに思う」

　ティグルの言葉に、エレンは相そう好ごうを崩して「うん」と、うなずいた。焚き火のもたらすものとは違うあたたかな空気が、二人を包みこむ。だが、エレンはすぐに真剣な表情になった。

「しかし、恐ろしい相手だったな。あのような化け物は、場末の酒場で吟遊詩人ミネストレーリが詠うおとぎ話にしか出てこないものと思っていたが……。頭の中に手を突っこまれて、自分の常識やら何やらをひっくり返された気分だ。ティグル、おまえは以前にも、ああいうのに遭遇したことがあったのか？」

　ティグルはうなずき、少し考えてから慎重な口ぶりで尋ねる。

「やつのことも含めて、いろいろと話をしたいんだが、だいじょうぶか？」

「頼む」

　エレンは即答した。紅玉の瞳には迷いもためらいも一切ない。

　まず、エレンが森の中に入ってから二十日以上が過ぎていることを、ティグルは告げた。ソフィーが語ったおとぎ話も付け加える。エレンは顔をしかめて頭を何度も振ったあと、深いため息を吐きだした。

「私にとっては、森に入ってから一日が過ぎたかどうかというぐらいだが……。もっとも、やつに捕らえられてからは眠り続けていたからな。リムたちは無事なんだな？」

「ああ。騎士たちは森の外へ出た。リムアリーシャ殿はミラたちといっしょにいる」

　ティグルは話を続けたが、何かがわかるたびに、エレンは深刻な表情で頭を抱えた。

　自分の偽者がソフィーたちを襲ったこと、自分が行方不明になったために、公宮が大騒ぎになっていること、ライトメリッツ兵たちがこの森の犠牲になったこと、代官のレシェックが死んだこと、どれひとつとっても気が遠くなるような話ばかりだ。

「俺やミラも協力する。ひとつひとつ解決していこう」

　エレンの肩を叩いて、ティグルは懸命になぐさめ、励ました。ミラはともかく、自分ではあまり力になれない気もするが、それでも何かできることはあるはずだ。

「そうだな。おまえの力が必要になったら、遠慮なく借りるぞ」

　エレンが笑顔をつくってそう言ったのは、ティグルの話が終わってからたっぷり三百を数えるほどの時間が過ぎたころだった。

　それから、エレンは魔物についても聞いてきた。ティグルがムオジネルで戦ったルサルカのことを話して聞かせると、エレンは憤然とした顔で「ほう」と、低い声を発する。

「リュドミラのやつ、そんなことがあったなどと全然話さなかったぞ。やはり信用ならんな」

「話しても信じてもらえないと思ったんだろう。俺だって、自分の目で見なかったら、まともに受けとれなかったと思う。ミラは君を信用しなかったわけじゃない」

　言葉を尽くして、ティグルはミラを擁護する。エレンは不満そうに唇をとがらせたが、ひとまずはティグルの言葉を受け入れることにしたらしい。

「わかった。とはいえ、魔物の件についてはいずれ、すべての戦姫が集まって話しあう必要があるだろうな。そのときはおまえにも来てもらうぞ」

「そうしてもらえると、俺も助かるよ」

　それはティグルの本音だった。

　死。ズメイが言った、彼らの目的。

　超常の力によってもたらされるそれは、すさまじいとしか言いようがない。ルサルカとレーシーを滅ぼしたとはいえ、他の魔物がズメイだけとはかぎらない。彼らと戦うには、ひとりでも多くの味方が必要だった。

「それにしても、おまえは……いや、おまえのご先祖さまはいったい何ものなんだ？」

　ティグルの持つ黒弓を興味深そうに見ながら、エレンが尋ねる。

「優れた狩人だったらしい。武勲をたてて、伯爵位とアルサスの領地を賜った。それぐらいしか伝わっていないんだ。俺の名前は、そのご先祖さまからいただいた」

「ふむ、ティグルヴルムドか。ブリューヌ人らしくない名前だとは思っていたが……。では、その弓の由来もわかっていないのか」

「そのことなんだが……」

　わずかなためらいを挟んで、ティグルはエレンに訊いた。

「魔弾の王、という人物について、エレンは何か聞いたことがないか？　ずいぶん古い伝承に出てくるらしいんだが」

「いや、はじめて聞く名前だ」

　エレンは首を横に振る。ティグルは、かつてミリッツァから聞いた話を彼女に語った。

　必ず命中する弓を女神から授かった男が、あらゆる敵を射倒して王になり、魔弾の王と呼ばれたと。

「ミリッツァは、俺の弓を見ていて、何となくその伝承を思いだしたらしいんだ」

　そして、ズメイは去り際に自分をそう呼んだ。

「魔物の言葉を素直に受けとるのならば、魔弾の王とやらはやつらの敵だったんじゃないか。その弓の力を使うおまえは、当代の魔弾の王というわけだ」

　そう言ってから、エレンはかぶりを振る。

「すまないな。私は力になれそうにない」

「いや、いいんだ。ありがとう」

　ティグルは彼女に礼を言って、黒弓に視線を落とす。

「この春までは、こんな力があるなんて知らなくてな。おかしな弓だとは思っていたが、家宝だからめったなことは言えなかった。それに、使い勝手はいいんだ」

　最後に冗談めかしてティグルが言うと、呆れたようにエレンは肩をすくめた。

「やれやれ。豪胆というか……弓に似合いの使い手というべきかもしれないな」

「アリファールも、君に似合っていると思う。おかげでずいぶん助かった」

　エレンが抱えている長剣に、ティグルは「ありがとう」と笑いかける。すると、長剣からふわりと風が巻き起こって、ティグルのくすんだ赤い髪を撫でた。

「こいつも、おまえに礼を言っている。あの魔物に拘束されっぱなしだったら、私もこいつもどうなっていたか」

　長剣の鍔を撫でる彼女の優しげな表情を見ていると、本当に助かってよかったとティグルは思った。そうしてぼんやりエレンの顔を眺めていると、彼女がこちらに視線を向ける。

「どうした？」

「ああ、いや……」

　見惚れていたともいえず、ティグルは頰をかきながらてきとうな話題をさがした。

「君と、リムアリーシャ殿はどういう関係なんだろうと思ってな」

　それも、気になっていることではある。オルミュッツの公宮ではあれほど冷静に振る舞っていたリムが、泣いてミラにすがりついていた光景は、ティグルを驚かせた。

「君を助けたい一心で、彼女は俺たちといっしょに来たんだ。疲れきっていたのに」

「どういう関係か、か……」

　エレンは夜空を見上げる。つむぐべき言葉をまとめるように、短い沈黙をまとった。

「おまえなら、いいか。おまえの話もいろいろと聞かせてもらったからな」

　そう言うと、エレンはティグルに視線を戻した。

「私がリムと会ったのは七年前、私が十歳で、あいつが十三歳のときだ。私は傭兵団に拾われた子でな、物心つく前から傭兵たちにまじって生きていたわけだ」

　ティグルは目を瞠った。戦姫にもいろいろいるものだと思っていたが、まさか傭兵とは。

――ミリッツァは小さな村の薬師、ソフィーは町で生まれ育ったと言っていた。

　そしてミラは、ラーナの、つまり戦姫の娘だ。公宮で生まれ、公宮で育った。

　いったい竜具はどのような基準で戦姫を選んでいるのだろうか。少なくとも、自分が知っている四人の戦姫を見るかぎりは、間違ってはいないと思うが。

「ある日、傭兵団はヴァンベルクという町に立ち寄った。その町が戦場になるかもしれないという噂を聞きつけてな。その町の長に、自分たちが町を守ってやると持ちかけた。交渉は成立して、傭兵団はしばらく町に滞在した。その町で、私はリムと知りあったんだ」

　エレンの立場は傭兵団の下働きだったが、団長の娘のような扱いで、傭兵たちにも、雑用をしている者たちにも可愛がられていた。そして、団長はいい機会だからと、エレンを町の神殿に通わせて、文字の読み書きや計算を学ばせようとしたのだ。

　その神殿には、町の子供たちが多く通っていた。リムもそのひとりで、他の子供にくらべて面倒見がよかったことから、エレンの相手を任された。押しつけられたといってもいい。

「私とリムはいろいろなことを話した。あいつには町の外への憧れがあってな、町の外の世界を自分の目で見たいと言っていた。で、私はあいつを誘ったんだ。いっしょに行こうと」

　気恥ずかしそうに、エレンは白銀の髪をかきまわした。ティグルはといえば、さすがに呆れた顔で彼女を見つめている。

「リムアリーシャ殿のご両親は、納得してくれたのか？」

　その質問に対する返答には、いくらか間があった。

「してくれたそうだ。私たちが睨んだ通り、その町では戦が起こった。その際に、リムの父上は命を落としてな……。残った母上は旅立ちを認めてくれたと、リムは言っていた」

　そういうことか。声には出さず、ティグルはつぶやいた。自分がいなくなれば、母は新しい人生に踏みだすことができる。おそらく彼女は、そう考えたのだろう。

「それから、私たちはずうっといっしょだった。その傭兵団がなくなっても、ともに旅を続けた。三年前、アリファールが私の前に現れたときも、リムはそばにいた」

　戦姫となったエレンは、当然のようにリムを副官に据えた。友情だけで決めたのではない。未知の世界である公宮において、信頼でき、自分の意図を正しく汲みとってくれる者の存在は不可欠だったからだ。リムも、エレンの信頼に応えようと力を尽くした。

「いまの私があるのは、リムのおかげなんだ」

　万感の想いをこめたその言葉で、エレンは話を終わらせた。

「ありがとう。話してくれて」

　ティグルは礼を述べる。聞いてよかったと思った。

　リムが涙を流しながらエレンを助けてほしいと懇願したわけが、よくわかった。戦姫とその副官というだけではない強いつながりが、二人の間にはあったのだ。

　そして、エレンについてもいくつかの疑問が解けた。そのような生まれ育ちなら、草笛はよくある遊びのひとつだったろう。ミラとそりが合わないのもうなずける。

「では、そろそろ寝るとしようか。さすがに私も疲れた」

　そう言って、エレンは何気なく自分の身体を見下ろした。彼女は両脚を組むように座っているのだが、外套の裾がめくれて太腿が半ばまで覗いている。扇情的な光景だった。

「私が眠っている間に、不ふ埒らちな真似はするなよ？」

　からかうように笑いかけられて、ティグルは言葉に詰まった。さきほどまでは話すべきことが多くてそれどころではなかったが、そのようなことを言われると、一気に意識してしまう。

　あの外套の下には、何も身につけていないエレンの白い裸身がある。

　レーシーから彼女を救出したときに見た光景と、オルミュッツの公宮の浴場で見てしまったものとが、ティグルの頭の中に同時に浮かんだ。疲労の極致にあるにもかかわらず、身体の一部は力強く反応し、顔が熱くなる。

　立ちあがって、手を伸ばせば、あの白い肌に容易に触れることができる。

「いや……」

　雑念を必死に振り払い、真摯な表情でエレンをまっすぐ見つめて、ティグルは言った。

「断じて、俺は、その、あなたを辱はずかしめるようなことはしない。神々に誓って」

「神々に誓って、とは大仰だな。どうしてそこまで言いきれる？　私のような女は好みではないから、何とでも言えるということか」

　ティグルの反応を、むしろおもしろいと思ったらしい。目を細めて薄い笑みを浮かべると、エレンはわずかに身を乗りだす。外套の襟から、艶なまめかしい鎖骨が見えた。

「そんなことはない。あなたは美しくて、とても魅力的だと思う。だが――」

　エレンの顔以外を視界から外すように意識しながら、ティグルは大真面目に答える。

「俺には好きな娘こがいる。その娘以外と身体を重ねる気はない」

　夜の森に、静寂が訪れた。

　エレンは目を丸くし、呆気にとられた顔でティグルを見つめていたが、我に返ると小さく吹きだし、我慢できないとばかりに腹を抱えて大笑する。

「は……ははっ！　あっはっはっは！」

「……そんなに笑うことはないだろう」

　顔をしかめて文句を言うティグルに、エレンは手を横に振って違うと意思表示をする。さらに五つ数えるほどの時間をかけてようやく笑いをおさめると、彼女は好意的な、そして興味深そうな目をティグルに向けた。

「気を悪くさせてすまなかったな。誤解を解いておきたいが、笑ったのは、完全に意表を突かれたからだ。おまえの考えは立派なものだと思う。私は好きだな」

　そう言ってから、エレンはやや意地の悪い口調で続ける。

「だが、おまえは領主の息子だろう。今後、愛妾を迎えなければならなかったり、何らかの事情で嫁のもらい手がない娘を引き取ったりすることになると思うが」

　ティグルは苦笑を浮かべた。肩をすくめる。

「君の言う通りだが、それは先の話だ。そのときになったら考える」

　いまは、自分が彼女に何もしないということをわかってもらえればいい。

「うむ、わかった」

　エレンは納得したようにうなずくと、ティグルの隣に身体を寄せて、おもむろに外套の裾を開いた。驚き、慌てて顔をそむけるティグルに、外套の端を差しだしながら、落ち着き払った口調でエレンは言った。

「いくら夏の夜とはいえ、その格好で眠ればさすがに身体を冷やすぞ」

「いや、だが……」

　顔を手でおさえてためらうティグルに、エレンは少し怒ったような声で言い募る。

「私を、命の恩人に風邪を引かせた恥知らずにするつもりか」

　ティグルは困り果てたが、最後にはエレンに押し切られて、彼女とともに外套を羽織った。エレンの華きや奢しやな肩と細い腕が密着して、心臓の鼓動が一気に激しくなる。しかし、エレンの何気ないつぶやきで、ティグルはいくらか冷静さを取り戻した。

「ああ、やっぱり冷たいな、おまえの身体」

「……君の身体が、あたたかいんだ」

「だとしたら、おまえの外套のおかげだな」

　うつむきがちに答えるティグルに、エレンは穏やかな笑顔で応じる。

「言っておくが、恥ずかしくないわけではないぞ。だが、おまえは恩人だ。何もしないと、神々に誓ってもくれた。だから、私はおまえを信じる」

「ありがとう」

　そう言ってから、気恥ずかしさを覚えて、ティグルはごまかすように付け加えた。

「助かったよ。正直、このままだと少し寒いなと思ってたんだ」

　返事はなく、エレンの頭がティグルの肩に乗っかった。ぬくもりのある重みが右腕から伝わってくる。ほどなく寝息が聞こえてきた。

――おやすみ、エレン。

　口元を緩めると、ティグルは彼女を起こさないよう声には出さずにつぶやいた。








５　　　タンヴァルトの戦い









　夜が明けて、ティグルたちはすぐにライトメリッツ軍のもとに戻ることができた。アリファールの力で空に飛びあがったエレンが、いくつもたちのぼる炊事の煙を見つけたのだ。

　もっとも、この格好のエレンを兵たちの前に出すわけにはいかなかったので、まずティグルだけが戻る形をとった。無事に帰ってきていたミラたちに事情を説明し、エレンの着替えと水を用意してもらって、彼女たちをエレンのもとに連れていったのである。

　リムは涙を流してエレンにすがりつき、エレンはそんなリムを優しく抱きしめた。ティグルとミラも、おたがいの無事を喜びあった。

　レーシーとの戦いを聞いたミラは、ティグルの手をそっと握りしめると、優しく叱った。

「だめじゃない。無理ばかりして」

「心配をかけて悪かったとは思うが、楽に勝てる相手じゃなかったんだ。君だって、そうだったんじゃないか」

「それはそうだけど……。やっぱり、あなたをひとりで行かせるべきじゃなかったわ」

　口をとがらせて、ミラはそっぽを向いた。そこへ、リムが歩いてくる。青い瞳は喜びの涙で輝き、濡れていた。彼女はティグルに深く頭を下げる。

「ティグルヴルムド卿、本当にありがとうございました。このご恩は、いずれ必ず」

「気にしなくていいよ。俺だってエレンに助けてもらったんだ」

　本心からティグルは言ったのだが、リムは艶のない金色の髪を揺らして首を横に振る。

「そのお心遣いには感謝しますが、私の気がすみません。それに、ティグルヴルムド卿が戻られなかったことで、リュドミラ様を一晩中心配させてしまい……」

　そこまで言って、リムはしまったというふうに、言葉の続きを呑みこんだ。目を大きく見開いたミラが、愕然とした顔でリムとティグルを見つめている。

――そういうことか。

　自分がレーシーのところへ向かったあと、ミラはずうっと自分のことを想い続けていてくれたのだ。そしてリムの様子を見るかぎり、自分にそれを気づかせまいとして、彼女に口止めしていたのだろう。

　申し訳なさと愛おしさが同時にこみあげて、ティグルはミラを強く抱きしめる。うろたえる凍漣の雪姫ミーチエリアに、ありったけの想いをこめてささやきかけた。

「ごめん。それと、ありがとう」

「……ありがとうだけでいいわよ」

　顔を耳まで赤くしながら、ミラはティグルに身を委ねる。エレンの視線に気づきはしたものの、想い人を突き放すことはしなかった。







　エレンの帰還は、空を震わせるほどの歓声で迎えられた。昨日まで幕営にわだかまっていた不安と不審は、喜びの嵐に吹き飛ばされた。

　口々に彼女の名を叫んで喜ぶ兵たちに、エレンは手を挙げてこたえる。軍衣をまとった颯さつ爽そうとした姿には、公国を統べる戦姫としての風格が満ちていた。彼女の傍らには、無言でリムが控えている。二人とも、疲労を隠すために多少だが化粧をしていた。

　リムをともなって、エレンは総指揮官の幕舎に入る。そこにはティグルとミラに加えて、ラフィナック、ガルイーニン、ルーリックがいた。

　ティグルとミラが一足先に戻ってきたのは、エレンが部外者であるティグルたちの力を借りずに戻ってきたのだと、兵たちに思わせるためだ。

　ティグルたちの活躍によってエレンが助かったとなれば、ライトメリッツ兵たちの面目は丸潰れになってしまう。兵の士気や、オルミュッツへの感情にも関わってくるだろう。そのような事態は避けたかった。ティグルにしても、エレンに貸しをつくる気はない。そうした考えを「甘いんだから」とミラは笑ったが、想い人の意志を尊重した。

　エレンの前に、ルーリックが膝をつく。涙を流して、彼は謝罪の言葉を述べた。

「戦姫さまをお助けするために兵を動かしながら何ひとつ成しえず、多くの兵を犠牲にしたこと、申し開きようがありませぬ。どのような罰を下されようとも、覚悟はできております」

「顔をあげろ、ルーリック」

　エレンの声には多分に苦さが含まれている。黒髪の騎士の肩に手を置いて、彼女は言った。

「申し開きようがないというなら、それは私の方だ。敵を甘く見て、みすみす罠にかかり、多くの者に迷惑をかけた。兵を死なせたのはおまえではない、私だ。私こそ、戦姫としての立場を問われるべきだろう。おまえは立派に役目を果たした。そうではないか」

　ルーリックは再び頭を垂れた。

「戦姫さまが無事に帰還されたことを祝して、乾杯とまいりましょうか」

　ガルイーニンが穏やかな表情で言った。彼はラフィナックと手分けして、人数分の銀杯をすばやく並べ、葡萄酒ヴイノーを注そそいでいく。ティグルとエレンが何も食べていないことはすでに聞いているので、チーズと麦粥マナカーシヤも用意していた。

　チーズをかじりながら、エレンはレーシーとの戦いを話して聞かせた。ルーリックはもちろん、ラフィナックとガルイーニンも顔を青ざめさせる。今朝、ティグルが幕営に戻ってきたとき、彼らは無事を喜びあったのだが、そのときは詳しい話をしていなかったのだ。

　ティグルの忠実な側近は、頭痛をこらえるような顔でため息をついた。

「こうして若が五体満足で帰ってきてくださったのですから、喜ぶべきなのでしょうが……。また魔物と出くわすようなことがあれば、戦うおつもりですか？」

　ラフィナックの表情は真剣そのもので、ごまかしを許さない雰囲気に満ちている。

　なぜ、人智を超えた化け物との戦いに、ティグルが巻きこまれなければならないのか。

　今回、怪物たちと斬り結んだからこそ、その思いは彼の中でいっそう強くなっていた。

　食べていた麦粥マナカーシヤの椀を絨毯の上に置いて、ティグルはラフィナックを見つめる。すぐに言葉を返せなかったのは、ズメイの存在が脳裏をよぎったからだ。

　その表情からティグルの内心を見てとり、ラフィナックはこれ見よがしにもう一度、ため息をついた。気まずい沈黙が二人の間に横たわる。

　他の者たちは、黙ってブリューヌ人の主従を眺めていた。これはティグルとラフィナックとで結論を出すべき問題だとわかっていたからだ。

　いくばくかの間を置いて、ティグルが口を開く。

「ラフィナック、これは俺にとって、どうしても必要なことなんだ」

「何がどう必要だというんです」

「俺が会った魔物――ズメイは、自分たちの目的を、死と言った。決して逃れられぬ死と」

　緊迫した空気が、幕舎内に広がっていく。ティグルは静かな口調で続けた。

「漠然とした言い方だが、ムオジネルで戦ったルサルカ、この森で戦ったレーシーのやり方を考えると、何らかの手段で人間の命を理不尽に、無差別に奪っていくということなんだろう。いつか、やつらの手はアルサスにまで及ぶかもしれない」

　視線を転じて、ティグルは壁に立てかけてある黒弓を見つめる。

「この家宝の弓が、どうしてミラやエレンの竜具ヴイラルトと共鳴するのかはわからない。だが、重要なのは、やつらと戦えるということだ。ならば、戦わなくてはならないと、俺は思う。守りたいものを、守るために」

「魔物と戦うことが、若の運命だったとでも？」

「運命という言葉は好きじゃないな」

　ラフィナックの鋭気を包みこむように、ティグルは笑って首を横に振った。

「何もかも自分の意志で決めて、ここまできたとはいわない。だが、小さいころに弓を手にとって、鍛えてきたこと、十四のときにスヴェトラーナ様に出会って、オルミュッツに行くと決めたこと、その二つは間違いなく俺の意志だ。俺が生まれる前から決まっていたとは思えないし、思いたくはない」

　再び、二人の間に沈黙が訪れる。しかし、それはさきほどのものより重苦しくはなかった。

「――わかりました。若の好きなようになさったらよろしい」

　髪を乱暴にかきまわし、前歯を突きだして、諦めたようにラフィナックは言った。

「ただし、ひとつだけ条件をつけさせていただきます」

　ティグルはうなずいて、側近の言葉を待つ。ラフィナックは陰険な笑みを浮かべた。

「なるべく急いで子をつくっていただきたい。この際です、相手は問いません」

「……なんでそうなる？」

　悲鳴に近い言葉を、ティグルは発した。ミラたちの視線が自分に突き刺さっているのを感じて、顔が熱くなる。ラフィナックは楽しそうに、皮肉たっぷりの声こわ音ねで答えた。

「若のオルミュッツ滞在が、公宮で多くを学び、自らを鍛えることだというなら、私もこのようなことは申しあげません。狩りや野盗の討伐、あるいは何らかの事情で戦に参加することになったとしても、それは世によくあることですから、受け入れましょう。ですが、あのような化け物どもとの戦いは、間違いなく、戦以上に危険です」

　拳を握りしめて、まくしたてるようにラフィナックは言葉をつむぐ。

「もしも若が死んだら、私は若の遺品とともにその子を抱いて、ウルス様のもとに帰ります。そうすれば、バートラン老とティッタに絞め殺されずにすむやもしれません。ウルス様のお心も多少は慰められましょう。若の子が成長なさったら、私は毎晩武勇伝を聞かせてさしあげますとも。もちろん、若が無事にアルサスへ帰られるのが理想ですが」

　ティグルは啞あ然ぜんとし、次いで愕然とした。ラフィナックのもの言いは乱暴だが、痛いところを突いたのだ。死の危険を冒すならば、まず次代に血をつなげというのは、領主貴族にとってもっともな話だった。

　血が絶えれば、家が絶える。そうなれば、よそから新しい領主がやってくることになる。その領主が非道な人物であったら、領民たちの絶望はどれほどのものになるか。

「まあそうだな……。検討、いや、善処する」

　ティグルとしては、しどろもどろになりながらもそう言うしかなかった。

　ラフィナックが一応は納得して引き下がったので、エレンが苦笑まじりに話題を変える。

「おおよそのことはティグルヴルムド卿から聞いているが、私が森に入ってから今日までに何があったか、詳しく説明してくれるか」

　まず、ルーリックが報告する。次いで、ミラが補足した。とくにソフィーとの会談に関わる一連の出来事については、この中でミラがもっとも詳しい。

　困り果てた顔で、エレンはミラに頭を下げる。

「リュドミラ、おまえに仲介を頼みたい」

「あなたにしてはずいぶん素直ね。偽者だとまでは思わないけれど」

　きわどい冗談を言って冷たい笑みを浮かべながら、ミラはすばやくティグルを一瞥する。それから、せいぜい仕方がないという表情をつくった。

「あなたはともかく、ソフィーのためなら仕方がないわね。私のオルミュッツに面倒ごとを持ちこまれても困るし。もちろん無償でというわけにはいかないけれど」

「私もただ働きを求める気はない。できるかぎりのことはさせてもらう。ところで、ティグルヴルムド卿にも協力をお願いしたいのだが、手を貸してもらえるだろうか」

　エレンは、今度はティグルに頭を下げる。若者は笑顔でうなずいた。

「俺で役に立てることがあるなら、喜んで手伝わせてもらう」

　そのとき、ミラはあることに思いあたって目を見開く。エレンを見ると、彼女はほんの一瞬ではあったが、してやったりというような笑みをミラに向けた。

――やってくれたわね。

　エレンが殊勝な態度を見せてきた理由を、ミラは悟った。ティグルを協力させるためだ。

　もしもミラがこの件で過剰な報酬を要求したら、エレンはティグルを説得役に使ってくるだろう。そして、ティグルに対しては、ミラはどうしても甘くなってしまう。

――覚えていなさいよ、エレオノーラ。

　次に、一同は森のことについて話しあう。代官レシェックの死は、ミラにとってもエレンにとっても頭痛の種だった。魔物の仕業だなどと報告できるわけがない。

「私とエレオノーラ、それにミリッツァの三人で魔物がいると申しあげれば、まったく信じないということはないでしょうけれど……」

「それでも疑いは残るな。私とおまえのどちらか、あるいは二人で代官を殺害し、てきとうなことを言っているのではと」

　渋面をつくるミラに、仏ぶつ頂ちよう面づらでエレンが応じる。二人とも、森の所有権についてレシェックと話しあった記録があるのだ。誰が見ても怪しいのは二人の戦姫だった。

　ミラとエレンは話しあった末に、知らぬ存ぜぬを決めこむことにする。これについてはガルイーニンもリムもルーリックもいい知恵が出ず、主たちの結論を黙認した。

「やれやれだ。当面の問題は、この二つかな」

　嘆息まじりにエレンが言ったときだった。幕舎の外から、ルーリックを呼ぶ声がした。黒髪の騎士はエレンに一礼して立ちあがり、外に出る。

　何ごとだろうとティグルとミラが顔を見合わせていると、彼はすぐに戻ってきた。血相を変えてエレンの前に膝をつき、ルーリックは驚きも露わに報告する。

「ジャロノフ殿からの報告です。アスヴァール王国の兵と思われる者たちが、北部の町や村を襲っていると」

「アスヴァール……？」

　エレンだけでなく、リムやミラも当惑した顔になる。

「間違いではないのか？　アスヴァールがこのライトメリッツを襲うなど……」

　そこまで言って、エレンは首を横に振った。重要なのはそこではない。紅の瞳に統治者としての光を湛たたえて、彼女は確認する。

「何ものかが、我が公国の町や村を襲っている。それはたしかなのだな？」

「はい。私たちにも、公宮に急いで帰還するようにとのことです。ただ、それだけではなく、ジャロノフ殿は奇妙なことを……」

　困惑した顔で、ルーリックは報告を続けた。

「ジャロノフ殿が数日ほど公宮を離れていたときのことだそうですが……。戦姫さまが、公宮に元気な姿をお見せになったというのです。そして、アスヴァール軍の話を聞くや、兵を集めると言って、単騎で北部に向かわれたと」

「何だと？」

　白銀の髪の戦姫は眉をひそめる。そんなことがあるはずはない。自分はつい昨日まで、レーシーに捕らわれていたのだから。

　ティグルが「あっ」と声をあげる。驚きと焦りに彩られた表情で、若者はエレンを見た。

「エレン。レーシーが言ったことを覚えているか？」

　とある国の軍勢が、そなたの領地を襲っておるぞ。

　エレンが目を瞠みはった。たったいままで忘れていたのだ。自分を惑まどわせるための、魔物の戯れ言だと思っていた。それは、ティグルにしても同様だった。

「あの魔物は、アスヴァールと何らかの関わりを持っていたというのか？」

「わからない。だが、その可能性がないとはいえない。君の偽者のこともある」

　これも、ティグルが死闘の中でほとんど忘れ去っていたことだが、レーシーが偽者のエレンを生みだしたとき、そこにはすでに二つの残骸があった。

　偽者のひとりは、ミラたちによって滅ぼされた。

　では、もうひとりはどこにいるのか。公宮に現れたというエレンは、それではないのか。

「礼を言うぞ、ティグル。よく思いだしてくれた」

　エレンは壁に立てかけていた長剣をつかむと、ルーリックに告げる。

「幕営の外に兵を集めよ」

　彼女の戦意にアリファールが反応して、白銀の髪をなびかせた。







　太陽が中天にさしかかろうとしている。空は蒼く、陽射しは夏らしい強さで、地上には炙られた大気がたゆたっていた。黙って立っていれば、際限なく汗が噴きでてくる暑さだ。

　いま、幕営の外に整列している一千弱のライトメリッツ兵は、身体中を汗にまみれさせながらも、謹きん厳げんな表情を保って、姿勢を崩さない。

　台の上に立って、エレンは彼らを見下ろしていた。彼女の後ろには、リムとルーリックが控えている。ティグルたちも、二人のそばに立っていた。

　小さく息を吸って、エレンは口を開く。

「私の不始末によって、おまえたちの手をわずらわせ、戦友を死なせてしまったことを申し訳なく思う。詳しいことは話せないが、この森には厄介な敵が潜んでいた。その敵は、この森をねぐらとして、野盗や傭兵を従え、ライトメリッツに混乱を起こそうとしていたのだ。私やリムは、敵の妨害のために森の外と連絡をとることができなかった」

　感心した顔で、ティグルはエレンを見つめた。彼女は噓を言っていない。レーシーが森の中に潜んでいたことは事実であり、あの魔物が操っていた死体には、野盗や傭兵だったものもあった。そして、レーシーは森を広げて犠牲者を増やそうとしていたのだ。

　だが、兵たちは、エレンの言う「敵」が、野盗や傭兵をかき集めて森に拠点をつくろうとしていたと解釈するだろう。自分たちが体験した奇妙な出来事は錯覚や気の迷いであり、森に入って出てこなかった戦友たちは、敵に葬られたのだと考えるに違いない。

　魔物の仕業と考えるよりも、その方がもっともらしく、受け入れやすいからだ。

　エレンもそれで押し通そうとしている。いまは、彼らを納得させることが大事だった。

　そして、銀閃の風姫シルヴフラウは本題に入る。

「敵については調べている最中だが、アスヴァールとやらいう国と関わりがあることがわかった。また、さきほど公宮からひとつの報告が届いた。アスヴァールの言葉しか話せないごろつきの群れが、北部にある町や村を襲っていると。数は三千から四千らしい」

　エレンの声は、すさまじい怒りを帯びている。紅の瞳は激発寸前だ。その感情と覇気は兵たちにも伝わり、彼らは暑さではなく憤怒によって顔を紅潮させ、呻き声を吐きだした。

　兵たちからたちのぼる猛々しい熱気を感じとりながら、エレンは声を高めた。

「このような事態を招いたのは、私の失態だ。おまえたちの怒りは本来、私に向けられるべきものだろう。だが、いまはその怒りを、私に貸してくれ。ライトメリッツを侵す盗賊どもを打ち倒すために。統治者としての責務を、私に果たさせてくれ」

　長剣を抜いて、エレンがまっすぐかかげる。兵たちは主たる戦姫の名を叫んで、拳を高々と突きあげた。エレンのため、ライトメリッツのために戦うと声をそろえて誓う。

「……やるじゃない」

　ミラは顔をしかめて、エレンとライトメリッツ兵たちを見つめた。

　行方不明になっていた彼女に対して、不満や不審を抱いていた兵は間違いなくいただろう。そうした彼らの感情を、エレンは侵略者への怒りと敵意、高まる士気の中に巻きこんでしまったのだ。あとは戦に勝利すれば、失態を挽回できる。

「さて、私の番ね」

　ミラが台にのぼった。エレンの隣に立って、堂々たる態度で兵たちを見下ろす。

「オルミュッツを治める凍漣の雪姫ミーチエリア、リュドミラ＝ルリエである。この戦において、私はエレオノーラに協力する。この森がオルミュッツにも及んでいることは、おまえたちも知っているだろう。敵は、我が領地をも侵した。私と彼女にとって、この森に潜んでいたものは共通の敵となった。だから、私はこの地を訪れて、エレオノーラと合流したのだ」

「聞いたか、おまえたち！」と、エレンが声を張りあげる。

「一騎当千を謳われる戦姫が、二人そろった。もはや万の軍勢とて我々の前には羊の群れと変わらん。ただちに戦場へ向かうぞ。幕営を引き払え！」

　兵たちの叫びが、再び空を震わせた。黒竜旗ジルニトラとライトメリッツの軍旗が力強くはためく。

　エレンは兵たちを解散させ、台から下りて、リムとルーリックに尋ねた。

「この部隊に騎兵はどれだけいる？」

「三百です」と、ルーリック。

「百騎を公宮に、もう百騎はブシェクに走らせろ。ジャロノフとソフィーにそれぞれ事情を説明するんだ。私は残りの百騎を率いて北上し、偽者を叩き、敵の動向をさぐる。ルーリック、おまえは歩兵たちをまとめて後からこい」

「戦姫さまご自身が偽者のもとへ向かわれるのですか……？」

　ルーリックは難色を示した。エレンが自ら先頭に立つ姿勢を彼は心から尊敬しているが、それによってライトメリッツが混乱に陥った直後だ。にわかに承服しかねた。

「エレオノーラ様はお疲れでしょう。せめて一日休んでからになさっては」

　リムはそういう言い方をして止めようとしたが、エレンは首を横に振った。

「いまは一日、一刻を惜しむときだ。なに、私だって百騎で三、四千の敵をどうにかできるとは思っていない。無謀な真ま似ねは避ける」

　二人は盛大なため息をついた。リムが申し訳なさそうな顔でルーリックを見る。

「ルーリック卿、私ができるかぎりおさえますので、ここは……」

「お願いします、リムアリーシャ殿。ひとりで動かれるよりはましだと考えますか」

　親友と部下の態度にエレンは仏頂面をつくったが、さすがにいまは何も言えなかった。

　兵たちを二人に任せて、エレンはティグルたちに向き直る。

「おまえたちはどうする？　私の公宮で休むのなら、そのように手配させてもらうが」

「俺でよければ、協力する」

　真っ先にそう言ったのはティグルだ。エレンは興味深そうに目を輝かせた。

「喜んで、と言いたいところだが、理由を聞かせてもらえるか？」

「ひとつは、アルサスがライトメリッツに恩を売る絶好の機会だからだ」

　ティグルは不敵な笑みを浮かべる。レーシーとの戦いは公おおやけにできないが、アスヴァール軍との戦いは違う。ティグルと、アルサスの名を高める好機だ。

　それに、エレンは恩を忘れる人間ではないと、ティグルは思う。彼女に貸しをつくるというのであれば、ミラに不満を抱かせることもないだろう。

「なるほど。いま、ひとつといったが、他に理由があるのか？」

　質問を重ねるエレンに、ティグルは真剣な顔でうなずく。

「村や町を襲うような連中を、放ってはおけない」

　その怒りこそが、ティグルを突き動かすものだった。ミラとラフィナック、ガルイーニンは視線をかわして、誰ともなく苦笑を浮かべる。この義憤は好ましいものだった。

「若が武勲をたてるというなら、お供するしかありませんな」

　ラフィナックが前歯を見せて笑い、ミラも肩をすくめる。

「私は、さきほどあなたの兵たちに言った通りよ。あなたにはアスヴァール軍なんてさっさと撃退してもらって、急いでソフィーと会談をしてもらわないといけないんだから」

　アスヴァール軍の侵攻に、魔物が何らかの形でかかわっているとすれば、ミラとしては無視することができない。それに、ティグルが戦うと言っている以上、その隣に立つのは彼女にとって当然のことだった。

　エレンは姿勢を正すと、ティグルとミラにあらためて頭を下げ、それぞれの手をとる。

「ライトメリッツの戦姫として、二人の申し出に感謝する。出発の準備ができるまで休んでいてくれ……と言いたいところだが。リュドミラ、おまえに少し話がある」

　ミラは首をかしげたが、この状況で喧嘩を売ってくることもないだろうと考えてうなずく。二人はティグルたちから離れて、誰にも話を聞かれないだろうところまで歩いた。

　気持ちを落ち着けるように、エレンはひとつ咳払いをする。

「話というのは、昨夜のことだ」

　ミラの表情がかすかに強こわ張ばった。ラヴィアスを持つ手に力がこもる。

　今朝、森から現れたティグルは、上半身裸だった。そして、森の中で再会を果たしたときのエレンは、素裸の上に外套しか身につけていなかった。その格好で一夜を過ごしたと聞けば、ミラでなくとも、何かあったのではと思ってしまうのは仕方のないことだろう。

　聞きたくないわ。興味もないし。

　ミラはそう言おうとして、言葉が出なかった。腰に手をあてて、エレンが口を開く。

「寝る前に、私はティグルに言ったんだ。不ふ埒らちな真似をするなと。そうしたら、あいつはこう答えた。自分には好きな娘こがいるから、他の娘に何かをするつもりはないとな」

　ミラはぽかんとした顔で、エレンを見つめた。白銀の髪の戦姫は苦笑まじりに続ける。

「言った通り、あいつは私に何もしなかった。私としては、何といっても命の恩人だからな、あるていどのことは受け入れるつもりでいたのだが……。驚いたし、感心もした」

「どうして……」

　肩を震わせ、狼狽を隠しきれない顔で、ミラは訊いた。

「そんなことを、私に言うのかしら」

「おまえが内心ではさぞかし気にしているだろうと思ったのでな」

　いたずらが成功した子供のような笑みを、エレンは浮かべる。だが、彼女はすぐに真面目な表情になって言葉を続けた。

「おまえが私をどう思おうとかまわないが、私のせいでティグルがあらぬ誤解を招くのは、本意ではない。私の話を信じようと信じまいと、おまえの勝手だがな」

　言うべきことは言ったというふうに、エレンはミラに背を向けて歩きだす。風が、白銀の髪と青い髪をそれぞれなびかせた。

　ラヴィアスを両手で抱えるように持って、ミラは地面に視線を落とす。はにかんだのを隠すように口をとがらせてはいたが、その頰は赤く染まっていた。




　　　　　　　†




　東の空に太陽が白く輝き、静かに薄闇を消し去っていく。涼気を帯びた風が草原を吹き抜けた。夏とはいえ、夜が明けて間もないうちは、空も大地も暑さと無縁にある。

　ライトメリッツ北部に、プルスニッツと呼ばれる地がある。北東から南西にかけて、細長い川が蛇行しながら流れている、平坦な草原だ。主要な街道から離れていることもあって、ひとの行き来はそれほど多くない。

　約一千五百のライトメリッツ兵がこの地に幕営を築いてから、数日が過ぎていた。彼らの士気は日ごとに低下している。

　原因は明白だ。彼らの総指揮官であるエレンことエレオノーラ＝ヴィルターリアである。彼女はここから動こうとせず、アスヴァール軍に対しても、何の手も打っていなかった。

　偵察に出た兵が、アスヴァール軍に襲われた村や町について報告しても、うなずくていどの反応しか示さず、兵たちには待機を命じている。アスヴァール兵は家を焼き、財貨や家畜を奪い、抵抗する者を殺し、女をさらって陵辱をほしいままにしていると聞いても、眉ひとつ動かさずに「そうか」と言っただけだった。まるで興味がないかのように。

　これにはライトメリッツ兵たちも困惑した。

　たしかに敵の数は四千と、こちらの倍以上である。しかし、町や村を守るために、少しでも敵の行動を鈍らせることはできるはずだ。実際、いままでエレンはそうしてきた。策を練り、知恵を絞って、ライトメリッツの平和を守り続けてきたのだ。

　だが、いまのエレンは戦う気力を失ってしまったかのように、偵察と待機以外の命令を出さない。偵察によって得られた情報を、活かす気配もない。

　そうしてむなしく日を送るうちに、新たな被害の報告が届いてはライトメリッツ兵たちを激昂させるのだが、やはりエレンは何もしようとしなかった。アスヴァール軍はエレンと対照的で、ライトメリッツ北部を精力的に駆けまわっては村や町を襲っている。ライトメリッツ軍を挑発するかのようでもあった。

　最初は何か理由があるのかとエレンを気遣っていた兵たちも、いまでは不審と不満を抱くようになっている。なぜ、敵を討てと命じてくれないのかと。

　そうしてアスヴァール軍に対して手をこまねいているうちに、兵たちの士気をさらに下げる出来事が起こった。一部のライトメリッツ兵が、近隣の村や集落を襲ったのだ。

　一千五百も兵がいれば、軍紀を守らない者も出てくる。いままでのエレンは、そうした者たちに対して容赦なく厳罰を下してきた。それによって兵を統率し、領民の信頼を得てもいたのだ。兵士の家族は、村や町で生活しているのだから。

　ところが、いまのエレンはそうした報告にも耳を傾けようとしなかった。それどころか、彼女がひそかに一部の兵をそそのかしているという噂まで流れる始末である。

　待機を命じられている以上、兵士たちは幕営の中でくすぶるよりない。噂話が浸透するのは早く、エレンに対する兵たちの怒りは沸騰しつつあった。

　あるとき、たまりかねたひとりの騎士が、エレンのもとを訪れた。

「戦姫さま！　どうか、我々に戦えとお命じください！　野盗のごときアスヴァール人どもを討てと。奇襲をかけてひるませることができれば、やつらの蛮行もいま少しおとなしくなるでしょう。戦姫さまなら、そのていどのことはわかっておいでのはずです！」

　声を荒らげて、騎士は必死に訴える。

　エレンは顔色ひとつ変えずに、彼の言葉を聞いた。そして、騎士が感情のすべてを吐きだしたことを確認すると、そっけなく告げた。

「待機だ。我が軍の方が数は少ない。いまは動くべきではない」

　騎士から視線を外すと、エレンは幕舎の外に呼びかける。その声に応じて入ってきたのは、軍紀を破ったことで問題になっている兵たちだった。

　彼らの目に灯る嗜かい虐ぎやく的てきな輝きを見て、騎士は息を呑む。彼の知っている従来のライトメリッツ軍には、あるはずのない光景だった。

「この男を連れていけ。私の考えも理解せず、軍の士気をいたずらに低下させようとする不届き者だ。他の者たちにもよく見えるように罰を与えてやれ」

「戦姫さま……！」

　驚愕と絶望に染まった顔で、騎士はエレンに詰め寄ろうとした。だが、それより先に兵たちが動いて、騎士を羽交い締めにし、引きずるようにして幕舎の外へと連れていった。

　しばらくして、鞭の音が幕営に響きわたった。

　その日の夜、幕営を包む空気に耐えかねた兵たちが、ひそかに脱走した。







　ひとりの騎士が鞭打たれた日から、二日が過ぎた朝のことだ。

　さらに士気の低下したライトメリッツ軍に、ある報告がもたらされた。百ほどの騎兵が南に現れ、こちらへ向かっているというのだ。

　その一団は黒竜旗と、黒地に剣を描いたライトメリッツの軍旗を掲げており、先頭にたって馬を進めているのは、二十歳前後と思われる女性の騎士であった。

　顔を見せるように、その騎士は兜を脱いでいる。艶のない金髪を、頭の左側で結んでいた。

　報告を受けた者には、その女性の騎士が誰なのか、すぐにわかった。エレンの副官を務めるリムアリーシャだ。

「リムアリーシャ殿が現れた」という知らせは、幕営の中にすぐに広まった。

　驚きはない。エレンが、リムについては「わけがあって別行動を命じた」と言っていたからだ。これは、珍しいことではなかった。戦場で軍をわけるときなど、エレンは別働隊の指揮を彼女に任せることが多かったからだ。場合によっては、本隊を預けることさえあった。

　兵たちが期待したのは、リムならば、エレンに何かを言ってくれるはずということだった。

　ところが、その一団がこちらへ接近する前に、エレンから命令が下った。

「リムアリーシャがここに現れるはずはない。あれは偽者だ。迎え撃て」

　エレンが各部隊の隊長を呼んで、直接告げたのではない。軍紀を破っている兵たちが、隊長たちを呼びつけて、頭ごなしに命じたのである。いつのまにか、彼らはエレンの側近のような立場になっていた。

　戦姫の命令とあってはやむを得ず、ライトメリッツ兵たちはぞろぞろと幕営を出る。

　おかしな命令だと思った者は、もちろんいた。だが、これまで戦姫として正しく公国を治めてきたエレンへの信頼がまさった。また、よくわからない戦いでも、ただ待機させられ、過ぎていく時間を数えるよりはましだと思った者も、少なからずいた。

　一千を超える兵が、草原に展開する。

　武装も隊列もおおいに乱れていたが、直そうとする者はいなかった。相手の数がたった百だと侮あなどっていたこともある。これも、エレンが普段通りであれば、ありえないことだった。

　太陽が中天にさしかかるころ、南に騎兵の一団が現れた。黒竜旗とライトメリッツの軍旗を掲げており、報告通り、先頭にはリムの姿がある。

　騎兵の一団はライトメリッツ軍を見ると、隊列を整えた。整然と前進して、距離を縮めてきた。ほどなく、両者の距離は四百アルシン（約四百メートル）以下になる。あと少しで矢戦のはじまる間合いだった。

　そのとき、騎兵の一団の中から前へ進みでてきた者がいる。その人物を見て、ライトメリッツ兵たちは目を疑った。

　遠目にも鮮やかな白銀の髪。葡萄の色と白を組みあわせた軍衣。腰には長剣。

　彼らの主たるエレオノーラ＝ヴィルターリアと、その娘は瓜うり二ふたつだった。

　エレンは騎兵たちに待機を命じ、リムだけをともなってまっすぐ馬を進めてくる。その堂々とした態度は、ライトメリッツ兵たちをたじろがせた。弓に矢をつがえた者はいたが、かまえた者はひとりとしていない。

　主の命令によれば、リムは偽者だ。ならば、このエレンも偽者に違いない。そのはずだ。

　しかし、そう思った者も、武器をもって挑みかかろうとはしない。彼らの全身を伝う大量の汗は、空高く輝く太陽のせいばかりではなかった。

　ついに、エレンたちとライトメリッツ軍の距離は、わずか十アルシンほどにまで至った。覇気と戦意に満ちた紅玉の瞳が、約一千の兵を厳しく睥睨する。

「――おまえたちは、ここで何をやっている？」

　それは静かな声だったが、風に乗ってすべての兵の耳に届いた。誰もが戸と惑まどったような顔でエレンと、その後ろに控えるリムを見つめる。エレンは小さく息を吸い、一喝した。

「このだらしなさは何だ！　これが、我がライトメリッツの勇敢なる戦士か!?」

　兵たちは蒼白になり、雷に打たれたかのようにすくみあがった。そして、夢から覚めたような顔つきになり、畏い敬けいの目で馬上のエレンを見上げる。背筋を伸ばし、姿勢を正した。

　噴きあがる寸前の怒りを瞳にたぎらせ、髪を風になびかせて、エレンは静かに問いかける。

「私は、どこにいる？」

　奇妙な質問だったが、聞かれた者たちはその意味を正確に理解した。多数の兵が後ろを振り返り、はるか後方の幕営を見つめる。それが答えだった。

　エレンが馬の腹を蹴る。リムが無言で続いた。ライトメリッツ兵たちは、命じられたわけでもないのに機敏に動いて、真の主のために道を空ける。

　エレンたちは、彼らを警戒するそぶりさえ見せずに馬を走らせた。兵たちも、黙って二人を見送る。いまや誰もが、この二人こそが本物であると確信していた。







　五日前、百の騎兵を率いてコリーンの森を発ったエレンとリムは、ライトメリッツ領内をまっすぐ北上した。そうして行軍中に何度も偵察隊を放ち、アスヴァール軍と、エレンの偽者をさがしたのである。
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　実のところ、見つけるのはさほど難しくなかった。アスヴァール軍の所在については、被害を受けた町や村についての報告をつなぎあわせていけば、だいたいつかむことができた。エレンの偽者も、各地に駐留しているライトメリッツ兵をかき集めていた。

　アスヴァール軍の非道ぶりにエレンは激怒したが、自分の偽者に対しても怒りを募らせた。偽者が兵を集めているのは、アスヴァール軍を迎え撃たせないためだと、すぐにわかったからだ。偽者の下に集まった兵たちが動かないのは、おそらくエレンを信じているからであり、これまでの彼女の統治ぶりが仇となった形だった。

「まず、この偽者を叩き潰す」

　エレンはリムにそう告げて、このプルスニッツまで兵を進めてきたのだ。

　そしていま、約一千の兵を退かせて、烈風をまといながらエレンは馬を走らせる。憤怒という感情でつくられた戦士と化して。アリファールを抜き放って、幕営に飛びこんだ。

　幕営に残っていた兵たちが驚いて出てきたが、彼らはエレンの姿を見て呆然と立ちつくす。白銀の髪を振り乱して、エレンは傲ごう然ぜんと問いかけた。

「やつはどこにいる？」

　誰かが答えるよりも早く、禍々しい風が彼らの背後を吹き抜ける。それは人間離れした跳躍を見せて、空中からエレンに襲いかかった。

　耳障りな音が響きわたる。頭部に迫る強烈な斬撃を、エレンが弾き返したのだ。襲いかかってきたのは、むろんエレンの偽者だった。

　偽者はエレンの馬の頭部を踏み台にして、すばやく後ろへ飛び退る。

「ほう」と、エレンは凄絶な笑みを浮かべた。

「貴様が私の偽者か。あの魔物、面構えだけでなく目も歪んでいたようだな。髪と瞳の色ぐらいしか似ていないじゃないか」

　偽者は獣のような鋭い目でエレンを睨みつけて、言葉を返さない。ただ、逃げられないことだけは悟っているようだった。

　木を擦りあわせるような不気味な叫びを放って、偽者が斬りかかってくる。エレンはアリファールをかまえて迎え撃った。長剣同士が激突した瞬間、乾ききった木が砕けるのにも似た音を響かせて、偽者の剣が折れ飛ぶ。

「――感謝しろ。一撃で終わらせてやることにな！」

　怒号とともに繰りだされた斬撃が、偽者の頭部を両断する。真っ二つに割れた頭部の隙間から植物の蔓が姿を見せたが、アリファールの起こした風が、刃となって切り裂いた。

　仰向けに倒れながら、偽者の身体が溶けていく。まわりで見ていた兵たちが悲鳴をあげた。エレンは小さく息をつくと、怒りのさめやらぬ表情で彼らを見据える。

「見ての通りだ。おまえたちが今日まで従っていたのは、私の偽者だ」

　兵たちの視線の先で、偽者の身体は瞬く間に蒸発し、あとには木の実だけが残る。エレンはアリファールを一振りして、木の実を粉々に打ち砕いた。

「やれやれ。こいつ、私のふりをしてどれだけの悪さを働いていたのやら……」

　そうつぶやいたとき、リムが姿を見せる。彼女は戦いが終わったことを悟ると、すぐに兵たちへと向き直って、次々に指示を下した。わずか四半刻ほどで、彼女は一千の兵を掌握し、現状を把握する。エレンでも、ここまですみやかにはできないだろう。

　幕営はそのまま使われ、総指揮官用の幕舎で、エレンとリムは話しあった。

「報告によれば、敵の数は三千から四千ということですが、四千が正しいと思われます。ここから東へ歩いて三日ほどの距離にいるようです。おそらくタンヴァルトの地かと」

「こちらは？」

「ここにいる兵で、戦場へ連れていけるのは一千三百というところです。我々と合わせて一千四百。他に、軍紀を破るなど、罪に問われている兵が五、六十人ばかりいます」

　淡々と、リムは報告する。いまの話だけなら、敵の数はこちらの三倍近くということになるが、二人の顔に恐れの色はまったくなかった。

「一度だけ、機会を与えてやれ」

　顔をしかめて、エレンは言った。軍紀を破った兵たちの処置についてだ。

「よろしいのですか？」

「偽者にそそのかされたのか、そうでないのか、わからん。許しはしないが、武勲次第では手心を加えてやってもいい。すべての兵にそう伝えろ」

「わかりました」

　リムは深く一礼する。その表情は、心なしか満足そうだった。

　それから二人は地図を用意して、アスヴァール軍とどう戦うか話しあう。今日までに偵察を行っていた兵たちからの報告から、あるものが奪われたことを知って、顔を見合わせた。

「大軍旗が奪われたか……」

　エレンは渋面をつくる。大軍旗は、通常の黒竜旗より二回り大きな軍旗だ。二代前の戦姫が戦で武勲をたてて、当時の国王から賜ったものである。その戦姫は、ノヴェスという小さな町の神殿に大軍旗を寄贈した。戦姫でなかったころ、その神殿に世話になったからだと。

　エレンが戦姫になってから今日までの間に、大軍旗は公宮にしまうべきではという意見が出たことは何度かあった。だが、エレンは二代前の戦姫の意志を尊重して、その意見を退けていた。他人の軍功の産物である大軍旗に、興味を持てなかったというのもある。

　そのノヴェスの町がアスヴァール軍に襲われ、大軍旗が財貨とともに奪われたという。そのまま持ち去られては、エレンとライトメリッツの名誉にかかわってくる。

「一応、このことも兵たちに伝えてくれ。なるべく傷をつけず取り返すようにとな。褒美を弾んでやる口実ができたと考えよう」

　戦場において、こうした宝物を無傷で取り返すことの困難さは、エレンもリムもよくわかっている。それでも微力は尽くさなければならなかった。

「そういえば、ティグルとリュドミラはどこまで来ているかな」

　思いだしたように、エレンは二人の名を口にする。

「案外、近くまで来ているかもしれません。あれはちょっと、予測できませんから」

　リムの声には感嘆と、かすかな警戒心が含まれていた。コリーンの森で別れたとき、ミラは思いがけない提案をしてきたのだ。それは、彼女を驚かせるに充分なものだった。

　親友の不安を払うように、エレンは笑った。

「気にしすぎてはあいつの思うつぼだぞ。手の内をひとつさらしてくれた、ぐらいに考えておけ。それに、そうそう使える手ではない」

　白銀の髪の戦姫は、地図に視線を戻す。アスヴァール軍との戦いに向けて、話しあわなければならないことはいくらでもあった。







　エレンが偽者の自分を斬り伏せたころ、ティグルとミラは大きな川の上にいた。

　もちろん二人だけではない。ラフィナックとガルイーニンに加えて、ルーリックに指揮された約七百のライトメリッツ兵がいる。彼らは、コリーンの森にいた歩兵だ。

　ティグルたちは、氷でつくった大きな筏に乗って、川を進んでいた。筏の数は十で、ひとつあたり、七十人前後が乗っている。筏を操る櫂も、同じく氷でできていた。

　コリーンの森で、エレンに力を貸すと告げたあと、ミラは彼女にひとつの要求をぶつけた。

「ここから近くにあって、北部まで流れている大きな川を教えなさい。水量の減った川ばかりじゃなくて、大雨などで増水した川もあるでしょう。そういうのが望ましいわ。教えれば、ここにいる歩兵たちの面倒を見てあげる」

　ミラがやろうとしていることを聞いたエレンは、苦笑を浮かべて川の場所を教えた。

　そして、ティグルやライトメリッツ兵たちとともに、その川に向かったミラは、川の水量が充分にあることを確認すると、ラヴィアスの力で氷の筏と氷の櫂を大量につくりあげたのだ。

「夏真っ盛りというこの時期に、氷遊びができるとは思いませんでしたな」

　ルーリックはそんな軽口を叩いたが、むしろたいしたものだろう。他のライトメリッツ兵たちはミラの力に戦慄して、声も出なかったのだから。

　そうして、ティグルたちは歩兵の倍以上の速さで、ライトメリッツ領内を北へと進んでいるのだった。竜具の力で生みだした氷なので、多少のことでは砕けたり、溶けたりしない。加えて、たちのぼる冷気が、暑い陽射しをやわらげてくれる。出発してから二、三日もすると、ライトメリッツ兵たちも慣れて、筏の上で談笑ができるほどになっていた。北部までの地理についてはルーリックが詳しいので、迷う心配もない。

「すごいことを考えついたものだと思うが……よかったのか？」

　ティグルは気遣うような表情で、隣に立つミラに尋ねる。このような手があることを、エレンに教えるのは問題ではないか。すると、ミラは意地の悪い笑みを浮かべた。

「あなたは、私とエレオノーラが戦うことを望んでいなかったと思うけど？」

「それはそうだが……」

　言葉に詰まるティグルに、ミラはさりげなく肩を寄せる。小さな声で言った。

「いいのよ。これは実験だったから。おかげで、私の兵には使えないことがわかったわ」

「どういうことだ？」

　彼女の言葉の意味がわからず、ティグルは首をかしげる。ミラは落ち着いた口調で言った。

「まず、私の消耗が大きすぎる」

　ティグルはうなずいた。この筏と櫂をつくりだした直後、ミラは疲れ果ててその場に座りこんでしまったのだ。体力が回復するまでは、ティグルが彼女を背負っていた。

「それに、兵は私ではなく、竜具だけを見るようになる。お母様の受け売りだけど」

　竜具の力を濫用したり、強く印象づけたりすれば、次も、また次もと期待される。そのうち兵たちにとって、戦姫は竜具の力を引きだすためだけの存在になってしまう。ラーナは愛娘にそう言って、力の濫用を戒めたのだ。

「そうかもしれないな……」

　ティグルは苦い顔でうなずいた。オルミュッツ兵のすべてが、たとえばガルイーニンのように理解ある者というわけではない。力の行使には、慎重になるべきだった。

「でも、悪いことばかりじゃないわ。エレオノーラを多少は警戒させることができるもの」

　若者を安心させるように、ミラはいたずらが成功したような笑みを浮かべた。

　氷の筏の群れは、冷気をまといながら一定の速度を保って川を進んでいく。




　　　　　　　†




　エリオット王子に率いられた四千のアスヴァール軍がライトメリッツの地を踏んでから、十二、三日が過ぎている。彼らはタンヴァルトと呼ばれる地に幕営を築いていた。小さな丘がいくつかある草原で、北から南にかけて三本の川が流れているのだが、そのうちの二本は干上がって底が見えている。アスヴァール軍は、水が残っている川の近くにいた。

　ガヌロン公爵の手引きによって首尾よく侵入を果たした彼らは、文字通りライトメリッツ北部を荒らしまわった。焼き、奪い、殺し、女を辱はずかしめた。

　エリオットは兵たちをおさえるどころか、積極的に略奪と暴行に参加した。彼の気性がこういった行為を強く好んだということはあるが、理由はいくつかある。兵の士気を高めること、食糧と水を確保すること、そして何よりも、ライトメリッツ軍を挑発することである。こちらが挑発を重ねるほど、エレンの求心力は下がるはずだった。

　偽者のエレンから情報を得て、エリオットはライトメリッツ軍がプルスニッツの地に集結していることを知っている。一千四百という数は、こちらが倍以上の兵力で圧倒できる上に、武勲としても充分だ。あとは、偽者が士気を極限まで低下させた上で、このタンヴァルトまでやって来るのを待つだけだった。

　そして、そのときは来た。

　朝を迎え、略奪によって手に入れたジスタート産の葡萄酒とブリューヌ産のチーズによる食事をすませたところで、エリオットはひとつの報告を受けとった。

　プルスニッツにいたライトメリッツ兵が、こちらへ向かっている。そして、彼らを率いているのは長い白銀の髪を持つ美しい娘だという。

「そうか。戦姫のお出ましか」

　エリオットは膝を打って喜んだ。偽者だとわかっているので、むろん演技だ。ようやく来たかという気持ちだった。だが、彼の両眼に爛々と輝く粗暴な光は、演技ではない。

　上機嫌で兵をねぎらい、下がらせると、エリオットはおもだった者たちを集めて、ライトメリッツ軍の接近を告げた。

「腰抜けのライトメリッツ兵たちが、ようやく動きだす気になったらしい。しかも、三倍近い敵に勝つつもりでいるようだ。最後のひと仕事といくぞ」

　エリオットの台詞に、アスヴァール騎士たちは声を合わせて笑った。略奪三昧で、彼らの意識もかなり野盗のそれに近くなっている。敵の意図をさぐろうと考える者はいなかった。

　奪った財貨やさらってきた娘は幕営に置いて、三百の兵に守らせる。

　そうして部下たちが去った直後、エリオットのもとに新たな報告がもたらされた。騎兵と歩兵の入りまじった一団が、南東の方角に現れたというのだ。

「数は五百ほどで、黒竜旗を掲げております。ライトメリッツの軍旗は見えませぬ」

　エリオットは不快そうに眉をひそめた。偽者からは聞いていない話だ。

――おそらくライトメリッツ以外の軍だな。あり得る話だ。

　自分たちは、もう十日以上もこの地にいる。近隣の諸侯が、アスヴァール軍に対するライトメリッツの動きの鈍さに苛立って、自ら様子をさぐりにきたというところだろう。

「放っておけ。だが、警戒は怠るな」

　仮に、その一団が挑みかかってきたとしても、たった五百だ。ライトメリッツ軍と合わせても一千九百で、自分たちの半分ていどである。それに、ライトメリッツ軍を叩き潰せば、彼らはこちらに向かってくる気をなくすだろう。アスヴァール軍を黙って見送るに違いない。

　勝利を確信して、エリオットは笑みを浮かべた。







　エレンに率いられたライトメリッツ軍一千四百は、タンヴァルトの地に入ると、ひとつの丘を背にして布陣した。丘のまわりには、平坦な草原が広がっている。

「いい場所だ」

　蒼い空と、緑の草原を視界におさめて、エレンは楽しそうな笑みを浮かべる。これから戦いをはじめるとは思えない穏やかな表情だった。もっとも、胸中にはすさまじい怒りの業火が揺らめいている。アスヴァール軍の一兵たりとも、許す気はなかった。

　偵察に出ていた兵が戻ってきて、報告した。東にアスヴァール軍が姿を見せたと。エレンはうなずくと、配下の兵たちを振り返る。

「まもなく、ごろつきどもが我々の前に現れる」

　静かな口調だったが、エレンの声は不思議とよく通って後ろにいる兵たちにも聞こえた。

「やつらがこの地で何をしたのか、いまさら言うまでもない。報いは必ずくれてやる」

　兵たちの目には、エレンに劣らぬ激情が浮かんでいる。彼らの発する怒気は、ひとかたまりとなって空をも衝かんばかりだ。エレンがアリファールをかざすと、彼らも喊声とともに剣や槍を突きあげた。

　それからほどなく、アスヴァール軍が姿を見せた。すべて歩兵で、総指揮官のエリオットをはじめとする数人だけが馬に乗っている。剣や槍、手斧に盾を持ち、身につけているものは鉄片で補強した革鎧だ。各部隊の隊長は、鉄の胸甲と鉄兜で武装していた。

　ライトメリッツ軍の武装も、彼らとそれほど変わらない。大半が剣や槍、弓に革鎧という姿で、鉄の甲冑をまとっている者は少数だった。

　五百アルシン（約五百メートル）の距離を隔てて、両軍は睨みあう。戦となると、さすがに一国の軍らしく、アスヴァール兵たちは統率のとれた動きを見せた。武器をかまえ、列を乱さずに、落ち着いて前進する。

　エレンは兵たちに後退を命じた。ライトメリッツ軍は整然とした動きで丘の上にのぼる。頂上につくと、エレンは一千三百の歩兵を四つの部隊にわけて、四方に一部隊ずつ配置した。百騎の騎兵は中央で待機させる。

　アスヴァール軍の後方で指揮をとっていたエリオットは、相手の動きに不審なものを感じて顔をしかめた。

――やつら、士気が高いな。動きもいい。まさか、偽者に何かあったのか。

　エリオットはかぶりを振る。ライトメリッツ軍が偽者を排除したのならば、こちらの半分以下の数で現れるはずがない。自分は、まっとうな戦い方で叩き潰してやればいいのだ。

　エリオットは軍をわける。一千の兵を本隊として手元に置き、二千七百の兵を前衛部隊として、彼らに丘を包囲するよう命じた。

「戦姫はたいそう美しいと評判だ。捕らえた者には好きなだけ褒美をくれてやるぞ！」

　欲望を煽られたアスヴァール軍の前衛部隊は、槍と盾をかまえて丘を駆けあがる。彼らに向かって投石と矢の雨が降り注ぎ、タンヴァルトの戦いがはじまった。

　投石によって鼻を潰されたアスヴァール兵が、仲間を巻きこんで斜面を転げ落ちる。何本もの矢を受けて、その場にうずくまり、動かなくなる者も現れる。熱風に乗って怒号と悲鳴が飛び交い、鮮血と死体、武器と甲冑が次々に地表を埋めていった。

　丘を駆けあがることの不利を、アスヴァール兵は戦意と数で補おうとする。そして、早くも十人近いアスヴァール兵が矢と投石を突破して、ライトメリッツ軍に肉薄した。

　そのとき、白銀の髪と紅の瞳を持つ美しい娘が、馬を駆って彼らの前に躍りでる。エレンだった。旋風を巻き起こさんといわんばかりに彼女は長剣を振るい、アスヴァール兵たちはろくに反撃もできないまま、血煙を噴きあげて倒れていく。

「アスヴァール兵たちよ！」

　長剣を振って鮮血を払うと、戦意に満ちた声でエレンは叫んだ。

「我が名はエレオノーラ＝ヴィルターリア。このライトメリッツの主にして、ジスタートが誇る戦姫のひとりである！　貴様らは人間ではない。勇気も知恵もない、醜い野犬だ。その性根にふさわしく腐肉でも漁っていればよいものを、生きて海に出られると思うな！」

　痛烈な罵倒だったが、エレンにしてみれば、これでもまだ言い足りない思いである。

　アスヴァール兵たちは顔色を変え、怒りの声をあげて、エレンに襲いかかった。エリオットの言葉を、あらためて思いだした者もいただろう。

　だが、そこへライトメリッツ兵たちが猛然と進みでて、エレンを守るように囲む。刃と刃が激突して、敵と味方の血がふんだんにまき散らされた。

　エレンは兵たちとともに長剣を振るって、右に左にアスヴァール兵を斬り伏せる。アリファールが虚空に白い軌跡を描くつど、彼女のまわりに敵の死体が積みあがり、ライトメリッツ兵たちが歓声をあげた。

　だが、エレンが奮戦してもライトメリッツ軍が一気に優勢になるというわけにはいかなかった。何しろ数が違う。次々に押し寄せる敵兵に、ライトメリッツ兵たちは押されていった。

　自軍の兵が相手を徐々に追い詰めていく様子を、エリオットは満足げに眺めていたが、そこへ新たな報告が届いた。南東にいた五百の兵の一団が、こちらへ向かってくるというのだ。

「あの連中か。丘の上のライトメリッツ軍の窮状を、見るに見かねたというあたりか」

　エリオットは嘲ちよう弄ろうしたが、五百の兵の先頭に立っているのがひとりの美女であると聞いて、笑みを消した。

「もしや、戦姫か？　だが、オルミュッツの戦姫とは険悪な間柄で、レグニーツァの戦姫は病に伏せているはずだ。それとも、他の……？」

　エリオットの想像は当たっていた。五百の兵を率いているのは、淡い金色の髪をなびかせ、緑を基調としたドレスをまとい、その手に黄金の錫杖を持った戦姫だったのだ。ソフィーことソフィーヤ＝オベルタスである。

　ソフィーが率いているのは、いわば混成部隊だった。己の公国であるポリーシャから彼女が呼びよせた三百の兵と、バシリア子爵、テトラーゼ子爵がそれぞれ百ずつ用意した兵によって編制された軍である。

　二十日近く前、ライトメリッツへ行くのをミラに代わってもらったあと、ソフィーは両子爵と話しあうべくブシェクの地に戻った。このとき、自領のポリーシャから兵を呼びよせた。子爵たちが兵を動かそうとしたときに、おさえこむためである。

　そうして、数日前まで彼女たちはブシェクに留まっていたのだが、そこにエレンが派遣した百の騎兵が現れたのである。事情を聞いたソフィーは、エレンの考えを正確に理解した。

「つまり、すべてアスヴァール軍のせいにしてしまおうということね」

　実際、ライトメリッツ北部の町や村はアスヴァール軍に襲われているのだ。ソフィーから説明を受けた二人の子爵は、おおいに納得した。そして、彼らはソフィーを総指揮官に据えて、ここまで来たのである。

　五百の兵は、急がずにアスヴァール軍との距離を詰めていく。ソフィーの顔は厳しく引き締められ、戦士としてのそれになっていた。

「それでは、はじめましょうか」

　陽光の下で、両者は激突する。抱えていた怒りを叩きつけるべき相手を見出したポリーシャ兵、両子爵の兵たちは、猛々しいほどの勇敢さでアスヴァール軍に襲いかかった。

　ことに、ザートを振るうソフィーの強さは、普段のおっとりとした物腰からは想像できないほどにすさまじかった。彼女が錫杖を一薙ぎするだけで、アスヴァール兵たちは吹き飛ばされ、血溜まりの中に倒れていく。その戦いぶりにアスヴァール兵は戦慄し、ポリーシャと両子爵の兵たちはますます奮いたった。

　倍の数で迎え撃ったにもかかわらず、アスヴァール軍の本隊は早くも押されはじめる。エリオットにしてみれば、とんだ計算違いだった。

　そしてこのとき、アスヴァール軍の幕営も攻撃を受けていた。

　ここを攻めたのは、ルーリックに率いられた約七百の歩兵と、ティグルたち四人だ。エリオットは、水を確保するために川の近くに幕営を置いたのだが、それによって氷の筏を操る彼らを近づけさせてしまったのだ。

　ライトメリッツ北部を流れる川を進む間、ティグルたちは何度となく焼かれた村や町を目にしている。アスヴァール軍に対する怒りは、夏の陽射しに劣らぬ強烈なものとなっていた。

「突撃！」

　兵たちの先頭に立って、ミラが猛然と馬を走らせる。彼女の左右にはティグルとガルイーニンがそれぞれ控えていた。ラフィナックの位置は、ティグルの後ろだ。この四騎に、ライトメリッツ兵たちが怒号を響かせながら続く。

　幕営を守っていたアスヴァール兵たちは驚き、混乱した。まさか敵が来るとは思っていなかったのだ。とにかく応戦しようとしたものの、動きは鈍く、隊列もそろわない。

　そんな敵陣へ、ミラが果敢に飛びこんだ。彼女の戦いぶりは尋常ではなく、槍の一閃ごとにアスヴァール兵は地面を赤く染め、ものいわぬ骸となって倒れていく。草原に霜が走り、陽光を反射して白く輝いた。

　ティグルもまた、矢を二本、三本と射放っては、アスヴァール兵たちを打ち倒す。ミラに向かってくる者たちを狙うことで敵の勢いを鈍らせ、彼女の前進を助けた。

「ブリューヌ人……？」

　ティグルの弓の技量を見て、戸惑いも露わにそうつぶやいたのは、兵たちの後方で指揮をとっているルーリックである。彼は二重に衝撃を受けていた。弓の得意なブリューヌ人が目の前にいること、そして、そのブリューヌ人は自分よりも若く、自分よりもはるかに優れた弓使いであるということに。

「私は、あれほどの技量の持ち主に、教えてやるなどと偉そうに……」

　しかし、ルーリックはすぐに気を取り直した。そのようなことを考えている場合ではない。彼は配下の歩兵を左右に展開させて、アスヴァール兵を包囲するかまえを見せた。

　囲まれるという恐怖が、アスヴァール兵の士気をくじいた。彼らは武器を捨て、敵に背を向け、悲鳴をあげて、我先にと逃げだしていく。ティグルもミラも、彼らを追わなかった。ここが戦場の一隅でしかないことを、わかっているからだ。

　目の前の敵が潰走をはじめたことを知ったルーリックは、兵たちに命じた。

「よし、火を熾おこせ。これだけ晴れていれば、よく見えるだろう」

　それからまもなく、大軍旗が見つかったという報告を、ルーリックは受けとった。







　幕営から煙があがっているという報告を受けたとき、エリオットは敗北を悟った。

　振り返る。空にたちのぼる幾筋もの黒煙は、絶望が形になったもののように思えた。

　汗にまみれた顔で、エリオットは丘の上に視線を戻す。ライトメリッツ軍とアスヴァール軍の戦いは、なおも続いていた。エレンと、彼女に従うライトメリッツ兵たちは、アスヴァール兵の猛攻を何度も押し返している。戦況は一進一退というところだ。

　だが、煙に気づけば、アスヴァール軍はたちどころに崩れ去るだろう。

　背後をとられた上に、奪ったものを取り返されたとあっては、兵の士気がもつはずがない。まして、自分がいる本隊と、ジスタート混成部隊との戦いは、こちらの劣勢なのだ。

「なぜだ……」

　どうしてこうなった。兵の数では圧倒的に有利だったはずなのに。

　怒りと悔しさに、エリオットは歯軋りをした。戦姫に対するどす黒い憎しみが顔を歪ませ、絹服に包まれた長身を震わせる。木の実をつなげた首飾りをいじくりまわした。

「……こんなところで」

　終わってなるものか。心の中で吐き捨てる。自分は次代のアスヴァール王だ。たかだか前哨戦ですべてを失うなど、あってはならない。

「引き上げだ」

　冷酷な表情で、エリオットは周囲の部下たちに告げた。

「戦はここまでだ。この戦場を離脱する」

「お、丘を包囲している兵たちは……」

　部下のひとりが、声を震わせて尋ねる。エリオットはそっけない口調で答えた。

「放っておけ」

　見捨てるということだ。兵たちを置いていけば、ジスタート軍の意識がそちらに向くだろうという計算も、アスヴァールの第二王子にはあった。

　アスヴァール兵たちが幕営の黒煙に気づいたのは、このときだ。衝撃と動揺が驚くほどの勢いで広がり、彼らは浮き足だった。

　黒煙は、丘の斜面にいるエレンとライトメリッツ兵たちにも見えた。彼らの士気は一気に高まり、エレンは長剣を掲げて叫んだ。

「突撃せよ！」

　待機していた百の騎兵が、剣や槍を突きあげ、馬ば蹄ていを轟かせて丘を駆けおりる。アスヴァール兵たちは斬りたてられ、突き倒されて、無様に逃げ惑った。武器を捨てて降伏した者もいたが、その声は怒号にかき消され、踏みつぶされる。

　戦場のあらゆる場所で、アスヴァール軍は寸断され、突き崩されていた。ソフィーの率いる混成部隊と戦っていた本隊の兵たちも、恐怖に支配され、泣きわめいて逃げ惑う。戦おうとする者もいたが、味方に押しのけられ、蹴り倒されて地面に転がった。

　そのような戦場に背を向けて、エリオットは必死に馬を走らせる。だが、にわかに彼の馬は体勢を崩して横転し、エリオットは地面に投げだされた。

　痛みをこらえて身体を起こせば、馬の首筋に一本の矢が突きたっている。そして、彼から三百アルシンほど離れたところに、複数の騎影があった。

　ティグルとミラ、そして二人の側近たちだ。奪った財貨の管理をルーリックに任せて、ティグルたちはこちらに向かっていたのだ。

　もはや立ちあがる気力もなく、地面に座りこんだエリオットに、ミラが馬上からラヴィアスの穂先を突きつけた。

　こうして、タンヴァルトの戦いは昼を過ぎたころに終わった。アスヴァール軍の死者は一千を超え、捕虜となった者は二千に達した。残った一千弱の兵も途中で散り散りとなり、ライトメリッツ兵をかわして河にたどりつき、アスヴァールに帰還できた者は二百以下だった。

　一方、ライトメリッツ軍の死者は百に満たなかった。

　勝利と、そして三人の戦姫を讃える声が、草原に響きわたった。
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　煌こう々こうと輝く月の下で、明かりも持たずに草原を歩く影がある。

　頭部を仮面で覆い、外套をまとった黒髪の女性だった。ズメイという名を持つ魔物である。

　夜風に黒髪と外套をなびかせながら、ズメイは無言で歩く。

　ティグルたちの前から去ったあと、この魔物は森の外に立っていた。自分の位置を確認すると、ズメイは何ごともなかったかのように、南に向かって歩きだしたのだ。

　不意に、ズメイは足を止めた。ここは街道から遠く離れた草原で、旅人でさえめったに通りかかることのない場所だ。まして、真夜中である。このあたりに野盗がいたとしても、ねぐらで眠っているだろう頃合いだ。

　だが、ズメイから十歩ほど離れたところに、小さな人影が立っていた。どこかから歩いてきたのではない。忽然と、何の前触れもなく現れたのだ。

「失敗してしまったな」

　夜気を揺らしたのは、やや老いを感じさせる男の声だった。月明かりに照らされて、その姿がぼんやりと浮かびあがる。禿頭に、目の大きな奇相、絹服から伸びている細い腕。マクシミリアン＝ベンヌッサ＝ガヌロンであった。

「なぜ、戦姫の偽者をつくった？」

「戦姫について、知りたかった」

　単刀直入なガヌロンの質問に、彼を見ようともせずズメイは答える。

「戦姫は竜具が選ぶ。ひとではなく、竜具が。あのものどもは、どのような基準で戦姫を選んでいるのか、調べようと思った。暴れさせたのは、ついでだ」

「それで、何かわかったのか？」

　ガヌロンの声には冷笑が含まれている。しかし、ズメイはとくに反応を示さなかった。

「わからなかった」

　さして残念でもないというふうに、ズメイは淡々と言葉を続ける。

「当代の剣の戦乙女は、生まれて早々に捨てられた娘だった。数年前まで傭兵として生きていた。なぜ、剣があの娘を選んだのか、いまもわからない。身体能力は、同年代の娘にくらべてたしかに優れている。だが、あの娘より戦士として強い者なら、他にもいるはずだ」

「戦士としての強さが基準ではないということだろうよ」

「ならば、何だ。それがわかれば――」

　ズメイは己の右手を見つめる。

「戦姫となり得る者を、根絶やしにできるかもしれないのに」

　呆れたというふうに、ガヌロンは口の端を吊りあげた。

「どうせ、おまえはことごとく殺し尽くすつもりだろうに。それとも、その身体の持ち主になんぞ言われたか？」

　一瞬、沈黙が訪れる。硬化したかのような夜気を右手で払って、ズメイは言った。

「――私たちのことを知らないおまえが、私たちに負け続けるのは当たり前だ」

　我慢できないというふうに、ガヌロンは身体を揺すって笑声を夜空に響かせる。

「素直なやつだ。だからレーシーなぞを使って戦姫を捕らえて、偽者までつくって。そこまでして徒労に終わったのか。いや……徒労ではないか」

　嘲あざけるように、ガヌロンは右目だけを大きく見開いて、ズメイを見上げた。

「魔物の協力がほしければ、いま目覚めている者たちでもかまわないはず。テナルディエのところにいるドレカヴァクのような。だが、おまえはわざわざルサルカとレーシーの封印を解いた。それはなぜか」

　沈黙が訪れ、夜風が二人の間を吹き抜ける。ガヌロンは言った。

「おまえには解きたい封印があり、その術法を、ルサルカたちで試してみたのではないか」

　その言葉に、ズメイは答えない。魔物が言ったのは、まるで別のことだった。

「――王に相あいまみえた」

　ガヌロンが笑いをおさめ、呆然とした顔になる。

「王に……？　現れたのか？」

　その声には、多分に驚きが含まれていた。ズメイは外套の裾を揺らして歩きだす。

「少しは自分で調べたらどうだ」

　言い終えると同時に、魔物の姿は音もなく暗がりに溶けこんで消えた。あとには、ガヌロンだけが取り残される。

「まったく、なまじ戦姫の身体など乗っ取るから、よけいなことを考えるのだ」

　語りかけるような口調でつぶやきながら、ガヌロンはおおげさに肩をすくめた。

「わかるわけが、あるまいが。あの黒竜が生みだした武器どもだぞ。しかし、ずいぶんと素直に答えてくれたものだが……。何かたくらんでみろという挑発かな」

　たまには乗せられてやるのもいいかもしれない。ガヌロンはそう考える。

　エリオットは、なかなか楽しませてくれた。混乱の火種は生まれた。これに、いくらか風を送りこんでやってもいいのではないか。

「ジスタートは、アスヴァールの揉めごとに介入せざるを得ないだろう。そうなれば、ファーロン王も黙っていることはできまい。どのような形で戦を起こすか……」

　言い終えたときには、ガヌロンの姿もまた、ズメイのようにかき消えたのだった。








エピローグ









　ナヴァール城砦は、ブリューヌ王国の西方国境を守る城砦のひとつだ。

　西方国境周辺は不毛の荒野が広がり、険しい岩山が続く実りのない地だが、それゆえに、ここで敵の侵入を食い止めるべしとして、いくつもの城砦が建設された。ブリューヌの西にはアスヴァール、ザクスタンという二つの王国があるのだが、この二国はたびたび兵を興して、ブリューヌへ攻めこんでいたのである。

　もっとも、ここ数年ほど、西方国境は平穏といってよい。

　ナヴァール城砦を守備するナヴァール騎士団の団長が、「黒騎士」の異名を持つロランとなってから、ザクスタンもアスヴァールも侵攻を控えるようになったためだ。より正確には、ロランによって幾度か大敗を喫し、多数の兵と将を失ってからである。

　ブリューヌ王から貸し与えられた王国の宝剣デュランダルを肩に担ぎ、馬に跨がってロランが戦場を駆けると、それだけでザクスタン兵もアスヴァール兵も怯おびえまどうようになった。

　名のある騎士が挑んでは一撃で甲冑ごと叩き斬られ、あるいは首をはねられて一合もまじえることなく命を落とす光景を、両国の兵は何度見せつけられたかわからない。

　ザクスタン王国などは投石機を持ちだし、大人が数人がかりで抱えるほどの巨石を、戦場を駆けるロランに向けて放ったのだが、ロランは馬を止めることもせず、宝剣を振るって巨石を打ち砕いてしまった。

　アスヴァールのある将軍などは、ロランを殺害する方法を問われて、こう答えたという。

「そうですな、待つことです。そう、百年も待てば、いかなロランでも死にましょう」

　そのロランに、この春、新たな噂が加わった。ムオジネル王国の誇る戦象と一騎打ちを繰り広げて、打ち倒したというのだ。

　アスヴァールはともかく、ザクスタンはムオジネルと交流もあれば、戦ったこともあり、戦象についても知っていた。この噂を聞いたザクスタンの諸将は「あのロランでもまさか」「いや、あのロランなら」とささやき合ったという。

　そのような次第で、西方国境周辺は平和だった。その日までは。

　五台の馬車を連ね、武装した騎士たちに守られた一団がアスヴァールから現れたのは、昼過ぎのことである。

　アスヴァール王国を象徴する赤い竜の旗を掲げた馬車は、いずれも豪奢に飾りたてられており、騎士たちが甲冑の上から羽は織おっている外套も立派なものだ。一見して、戦いを挑みにきたというふうではない。ブリューヌに用事のある諸侯が訪れたのだろうと、城砦を守るブリューヌ騎士たちは思った。ところが、その一団から進みでてきたアスヴァール騎士は、ロランに面会を求めたのである。

　そのとき、ロランは城砦の中庭で鍛錬に励んでいた。

　ムオジネル軍との戦いで、彼が得たものは少なくない。戦象には勝てたが、たしかに脅威だった。その戦象に弓矢だけで立ち向かい、打ち倒した若者がいたことには、それ以上に驚かされた。弓矢を蔑さげすむブリューヌで、騎士として生きてきたがゆえに仕方のないことだったが、ロランも弓矢をどこか軽く見ていた。だが、その弓使い――ティグルヴルムド＝ヴォルンの活躍は、彼の固定観念を打ち砕いたのだ。それは新鮮な感動だった。

　自分も、もっと強くあらねばならない。

――そうでなければ、陛下から宝剣を貸していただいた立場がないというものだ。

　そうして、前にも増して、ロランは鍛錬に励むようになっていたのである。

　そのロランのもとへ、副団長であり、親友でもあるオリビエが現れた。

「仕事だ、騎士団長」

　ロランは重りのついた木剣を振るう手を止めて、オリビエを見る。副団長は皮肉をたっぷりきかせた表情と口調で言った。

「アスヴァールの第一王女ギネヴィア殿下が、この辺鄙な城砦においでになった。おまえに会いたいそうだ」

「俺のような武辺者に、他国の王女が何の用だ」

　顔をしかめるロランに、オリビエは肩をすくめる。

「おまえ以外の者には話せないと言われた。ところで、これは噂で聞いたんだが、現在のアスヴァールでは、二人の王子が玉座を巡って対立しているらしい」

「逃げてきたか」

「あるいは、ブリューヌの力を借りに来たか」

　ロランは大きく息を吐きだした。彼は、弱き者を守る一介の騎士でありたかった。王国間の面倒ごとに巻きこまれるなど、御免こうむりたかったのだ。だが、ブリューヌ王ファーロンへの忠誠は、何ものにもまさる。無下に対応することはできかねた。

「わかった。だが、おまえも同席してくれ。先方がいやだと言ったら、お帰りいただこう」

　この言葉は、親友に対するロランの信頼を表すものだが、そうすることによって、オリビエの存在感を高める狙いもあった。常人離れしたロランの武勇は、しばしばロランとその他、という構図をつくってしまうことがあったからである。







　城砦内の応接室で、ロランとオリビエはギネヴィアと対面した。

　白絹のヴェールをかぶり、ドレスに身を包んだ王女を見て、オリビエは目を瞠みはった。艶やかな黒髪は腰に届くほど長く、卵形の顔の中に切れ長の目と細い鼻梁、薄い唇がある。今年で二十歳になるという王女は、気品にあふれた美しい女性だった。

「黒騎士殿に会うことができて、嬉しく思います。いつぞやは、あなたに命を救っていただいたことがありましたね。あらためて、感謝いたします」

　ギネヴィアがロランに笑いかける。

　一年ほど前、アスヴァール軍がこのナヴァール城砦を攻めたときのことだ。ギネヴィアは実際の戦場を見てみたいという想いから、この地を訪れた。むろん、戦場から離れたところで戦いの行方を見守っていたのだが、運悪く、野盗に襲われかけたのである。彼らは、負けた側の兵士たちを襲って武具や金目のものを剝ぎ取るべく、戦場の隅に潜んでいた。

　窮地に陥った彼女を救ったのが、ロランだった。この日、彼はわずかな部下とともに戦場を迂回して、アスヴァール軍の側背を突こうとしていたのだった。

「お気になさらず」

　ロランは短く応じる。その目は、ギネヴィアの後ろに控えている老いた従者に向けられていた。大柄で、たくましい身体に礼服をまとった老人だ。隙のない物腰から、よほど優れた技量を持つ騎士なのだろうとロランは推測した。

「黒騎士殿とはお話ししたいことがたくさんあるのですが、突然訪ねてきた身で長話をするのも不作法というもの。さっそくですが、私のお話を聞いていただけますか」

　ギネヴィアの口元に、それまでとは異なる笑みが浮かんだ。

「いま、我が国がどのような状況に置かれているのか、ご存じでしょうか」

「噂ていどには」

　オリビエが短く応じる。ギネヴィアは微塵も表情を変えなかった。

「それでけっこうです。私は、母国の混乱を憂い、不毛な争いに終止符を打ちたいと考えています。そのために、あなたがたの力を貸してほしいのです」

　ロランとオリビエは無言で視線をかわす。予想通りだった。

「我々では返事をしかねる。我が国の王都へ行かれるのならば、護衛をつけてさしあげるが」

　そっけない口調で、ロランは答える。それから、さりげない視線を従者の老人に向けた。

「ところで、そちらの方の名を聞いてもよろしいかな」

「ウィルといいます。『紅い霧』という異名の方が有名のようですが」

　ギネヴィアの言葉に、二人のブリューヌ騎士は「ほう」という驚きの声をあげた。アスヴァールでも高名な将軍だ。海戦において、ジスタートの戦姫を破ったこともあったと聞く。

――それなりに勝算はあるというわけか。油断のならない王女だ。

　この王女は、ここで追い返すべきかもしれない。ロランはそう思ったが、心の中でかぶりを振った。王国に忠実な騎士であることを、彼は己に課している。そして、これはあきらかに自分が判断することではなく、ファーロン王が結論を出すべき問題だ。

　ギネヴィアは、ブリューヌの王都ニースへ向かうと告げた。

　ロランたちは彼女に案内役を兼ねた護衛をつけてやり、城砦を出て東へ向かう馬車を、苦い顔で見送ったのである。




　　　　　　　†




　ダーマードとアイシェがムオジネルの王都パルティアに帰還したのは、夏の盛りを過ぎたころだった。ブリューヌやジスタートでは夏の終わりを感じはじめる時季だが、ムオジネルの夏は他国よりも長いのである。白い太陽が、中天を過ぎた位置で燦さん然ぜんと輝いていた。

　パルティアは「黄金の海ザハブ・デニ」と呼ばれる広大な内海のそばに築かれた大都市だ。北と西には肥沃な草原が広がり、東と南は内海を臨む。草原は象や水牛、羊に糧を与え、内海からはニシンやイワシをはじめとして多くの魚が獲れる。ムオジネル特有の暑さも、内海をわたってくる風がやわらげてくれるので、夏を除けば過ごしやすい。

　北からはジスタート人が、西からはブリューヌ人が訪れ、内海の向こう側にいる人々は船で渡ってくる。南の海からこの地にやってくる者たちもいる。

　通りを行き交う人々の髪の色、肌の色、瞳の色は実に多彩で、飛び交う言語は片手で数えきれないほどだ。ムオジネル語同士で世間話をしているその隣で、ブリューヌ語とジスタート語で商談が繰り広げられる。ザクスタン語とアスヴァール語でかわされている喧嘩に、南方諸国の言語で横やりが入る。

　大通りには露店がひしめきあい、皮袋いっぱいの香料、絨毯、象牙、装飾品に細工物、茶葉、絹や麻などが、いずれも山と積まれている。暑い陽射しに顔を火照らせながら、商人たちが懸命に声を張りあげていた。パンや羊の串焼き、葡萄酒ヴイノーや蜂蜜酒が通りを行く人々の食欲を刺激する。吟遊詩人ミネストレーリが詠い、道化師クローウンが踊り、娼婦が旅人を誘い、さまざまな国の銀貨や銅貨が空中に舞って、昼下がりの大通りは喧けん噪そうに満ちていた。

「王都はいつも活気に満ちていて、よいものだな」

　ダーマードと手をつないで歩きながら、アイシェは楽しそうに顔をほころばせた。ダーマードは仏ぶつ頂ちよう面づらをしていたが、彼女の小さな手をしっかり握っている。二人の顔は日に焼け、旅塵にまみれて真っ黒になっていた。身を包む外套も薄汚れている。

　王族とはいえ、十三歳の少女と手をつなぐなど、二十歳のダーマードには恥ずかしいことこの上ない。しかし、彼女とはぐれないようにするには、他に手がなかった。大通りには露店もひともあふれており、その上、アイシェは数歩ごとにあれを見たい、あれを食べたいと言っては、そちらへ歩きだそうとするのだから。

――ようやく王都に帰ってきたな……。

　遠くにそびえたつ白亜の王宮を眺めて、ダーマードはそっとため息をついた。

　ブリューヌ、ジスタート連合軍を撃退した春の戦から今日までの間、ダーマードは王都にいなかった。北西部にあるオルトゥという地で、三ヵ月近くを過ごしていたのである。

　オルトゥは、アイシェの治める領地だ。「荒野に山に村がひとつ」と、かつて彼女はダーマードに語ったものだが、まさしくそれだけしかない小さな地だ。

　そのオルトゥが、洪水に襲われた。連合軍との戦がはじまる直前のことだ。

　村人たちは避難していて助かったが、村はほとんど廃墟と化した。戦が終わって戻ってきた人々は、変わり果てた村を見て呆然と立ちつくしたものである。

　村を立て直すべく、アイシェは当然のようにダーマードを従えて、オルトゥへ向かった。ダーマードはついていきたくなどなかったのだが、彼はアイシェに大きな借りがあった。

　先の戦で、ダーマードは失態を犯した。偵察に出て、敵に発見され、捕虜になってしまったのだ。しかも、敵の目を盗んで脱出したのではなく、相手の厚意から解放されたのである。

　懐柔されたと疑われても仕方のない状況だったが、アイシェのとりなしもあり、総指揮官のクレイシュ＝シャヒーン＝バラミールは寛大さを発揮してダーマードを許した。

　彼女がかばってくれずとも自分は許されたと思えるほど、ダーマードは厚顔無恥ではない。

　さらにもうひとつ、ダーマードにはオルトゥに行く理由があった。村の惨状についてアイシェが説明したとき、彼女はこう言ったのだ。

「とくにアナーヒター女神を奉じる神殿の損壊ぶりはすさまじいそうだ。壁といわず床といわず、亀裂が走り、穴が空いているそうでな」

　それが洪水によるものではなく、魔物との戦いによるものであることを、ダーマードは知っている。放っておくわけにもいかないか、と彼は思ってしまった。

　そうして、ダーマードは七つ年下の王族とともにオルトゥの地へ赴おもむいたのである。

　現れた領主が十三歳の少女だったので、村人たちは落胆した。だが、アイシェが今年は税を取らないと約束したことと、彼女が王都で手配していた大量の食糧と家畜が届いたことで、士気はおおいに高まった。ダーマードは彼女の手際のよさに感心しつつも、ひとつ気になったので、二人だけになったときに尋ねてみた。

「あの食糧と家畜は、どうやって調達したのですか？」

「クレイシュ様に借金した」

　こともなげにアイシェは答えて、なるほどとダーマードは納得した。王族とはいえ、先王と巫女の間に生まれたアイシェに裕福な親族などいない。そもそも、彼女を王族として認識しているのはムオジネル王フーズィートと王弟クレイシュ、そしてダーマードぐらいだろう。まずクレイシュに願いでるのは妥当なところだった。

　しかし、続けて発せられた言葉はダーマードを啞あ然ぜんとさせた。

「冬が来るまでに二割返すことができれば、残りは一年間待ってもらえる。返せなかったときは村の者たちを二年間、ガレー船の漕ぎ手として提供する。そういう約束をした」

　ガレー船の漕ぎ手は重労働だ。環境も劣悪である場合がほとんどで、命を落とす者は少なくない。約束した以上、クレイシュは相手がアイシェでも容赦せず、冷厳に実行するだろう。

「返せるあては……？」

「ないわけではない」

　顔を引きつらせて尋ねたダーマードに、アイシェは笑顔で答えた。

「冬までに復興を終える。その成果を担保に、クレイシュ様からさらに借金する」

　一瞬、ダーマードには彼女の言葉の意味がわからなかった。

「……つまり、借金を返すために借金をすると？」

「そういうことだ。ダーマードよ、たかだか小さな村の立て直しなどと軽んずるでないぞ。この村を復興させることは、クレイシュ様の信用を得ることだと考えよ」

　その見方はさすがに楽観的ではないかとダーマードは思ったが、クレイシュがアイシェを気に入っていることは事実だ。それに『赤髭バルバロス』の異名を持つ王弟が、地味な仕事を正しく評価する人間であることをダーマードは知っていた。

「とにかくやるしかないということは、わかりました。私は何をすればいいのですか」

「この村を守ること。それがそなたの役目だ。わたしは復興作業に集中したいからな。頼りにしているぞ、ダーマード」

　そうして二人は夏の大半を領地の復興に費やした。奮闘の甲斐あって、あとは領民たちに任せてもよいだろうという状態になったので、王都へ帰ってきたのだ。

　串焼きや果実水クヴアースを買って胃袋におさめ、ひとごみに揉まれながら、二人は大通りを歩く。不意に、アイシェがはしゃいだ声をあげた。

「見ろ、ダーマード。人形劇をやっているぞ」

　彼女が指さす方向に視線を向けると、一組の男女が複数の人形を巧みに操って、詠うように物語を紡いでいる。男は三体の兵士を操り、女はトカゲに似た黄色の怪物を動かしていた。竜だ。黄色に染めているのは、黄銅色の鱗を表現しているらしい。

　劇の内容はきわめて単純で、ブリューヌが操る竜を、ムオジネルの勇敢な兵士たちが打ち倒すというものだ。話の仕方が上手く、周囲にはひとだかりができて、盛りあがっていた。

――誰かの仕込みかな。

　やや意地悪く、ダーマードは考える。先の戦で、侵攻してきたブリューヌ軍をムオジネル軍が撃退したのは事実だ。そのことを、人形劇という形であらためて人々に印象づけようとしているのかもしれない。

　人形劇はすでに終盤にさしかかっており、ほどなく幕を閉じた。二人はその場を離れ、大通りを抜ける。王宮にたどりついた。

　汚らしい格好の二人は怪しまれたものの、アイシェが事前にクレイシュへ手紙を出していたので、すぐに中へと通される。外套の汚れを払い落とし、顔を拭っていると、ダーマードは横から声をかけられた。

「おう、誰かと思えばダーマードじゃないか」

　そちらを見ると、ゆったりとした赤い衣に身を包んだ男が立っている。年齢は三十前後。肩まで届く黒髪に香油をべったりと塗りつけ、黄金の首飾りに黄金の腕輪、黄金の指輪と、見せびらかすように身体を黄金で飾っている。ベルトにも黄金をあしらっていた。

「ヤルガシュ殿、あいかわらず目にまぶしい格好ですな」

　半ば呆れた顔で、ダーマードは男に言葉を返す。ヤルガシュは、クレイシュに信頼されている将軍のひとりだ。ブリューヌ、ジスタート連合軍との戦では、一万五千の兵を率いて、戦姫エレオノーラ＝ヴィルターリアの率いるジスタート軍一万と戦った。エレンに追い詰められたものの、終盤では一矢報いて、おたがいに引く形で戦を終わらせたのである。

　ほしいものを聞かれて「右手に金、左手に女」と答える男で、同僚からは「品のない俗物」と評されているが、ダーマードはヤルガシュを嫌いではなかった。ダーマード自身、成りあがって、黄金と宝石で飾りたてた屋敷で暮らすのが夢だからだ。

「このていどでまぶしいなどと言ってくれるな。これでも控えめにしているのだからな」

　ヤルガシュは豪快に笑ったあと、ダーマードが連れているアイシェに目を留めた。十三歳の王族は、渋面をつくって黙りこんでいる。ヤルガシュは無造作に歩み寄って、アイシェの顔を覗きこんだ。アイシェは慌ててダーマードの後ろに隠れる。

「隠れることはないだろう。それほど凶悪な面に見えるか？」

「ヤルガシュ殿、原因はあなたの顔ではなく、香油の匂いだと思われます」

　なだめるように、ダーマードは言った。彼自身、この匂いには辟易しているのだ。噂では、ヤルガシュの部下たちも、決して主の風下には立たないようにしているらしい。ヤルガシュは傷ついたように顔をしかめたが、すぐに首を左右に振って気を取り直した。

「女子供には、この匂いは早いか。ところで、おまえはこれからどこへ行くんだ」

「王弟殿下のところです。ヤルガシュ殿は？」

「俺はたったいま、その王弟殿下から野盗の討伐を命じられてきたんだ。春の戦が終わってから、今回で三度目でな。褒美は少ないが、いまはとにかく、前の戦で醜しゆう態たいをさらしちまった分を取り返さないといけないからな。ありがたい話さ」

「……ご武運を。もっとも、野盗相手にヤルガシュ殿が後れをとることはないでしょうが」

　ダーマードが笑顔でその言葉を紡ぐまでに、ひとつ数えるほどの時間が必要だった。

「おう、おまえにもティシュトリヤの恵みがもたらされますように、ってな」

　ティシュトリヤは星と慈雨を司る神であり、地方によっては勇気ある者に幸運をもたらすともいわれている。ダーマードの内心に気づかなかったのか、それとも気づかないふりをしたのか、屈託なく手を振って、ヤルガシュは歩き去った。

　彼の姿が見えなくなったところで、アイシェは憮然とした顔で言った。

「あいつめ、わたしを子供扱いして」

「ヤルガシュ殿から見れば、アイシェ様は子供でしょう」

　二人は歩きだす。二つの庭園を通り抜けて、宮殿に入った。







　クレイシュは執務室ではなく、「月光の間」と呼ばれる部屋にいた。壁の代わりに円柱を連ね、白い薄絹の幕を張り巡らした部屋だ。光と風を取り入れるように工夫が凝こらしてあり、クレイシュは考えごとをするときに、この部屋をよく利用していた。

　ダーマードとアイシェが月光の間を訪れると、クレイシュは床にさまざまな書類を並べ、何枚もの地図を広げて、自身はその真ん中に座りこんでいた。

「おお、戻ったか。とりあえず空いているところに座れ」

　ダーマードたちの顔を見ると、クレイシュは異名の由来となっている赤髭を震わせて手招きをする。そう言われても、王弟のまわりには地図やら書類やらが広げられていて、空いているところなどほとんどない。ダーマードとアイシェはどうにか隙間をさがして腰を下ろした。

　前置きもなしに、クレイシュは率直に問いかける。

「ダーマードよ、おぬし、アスヴァール王国を知っているか？」

「北西にある、ということだけは」

　慎重に、だが即座にダーマードは答えた。実際、彼がアスヴァールについて知っていることなど、それぐらいだ。ムオジネルとアスヴァールの間には、ブリューヌやジスタートがある。王都を歩くアスヴァール人を見たことはあっても、関心は持てなかった。

　ダーマードの答えに、クレイシュは満足そうにうなずく。

「よし、アイシェよ、しばらくこやつを借りるぞ。ダーマード、アスヴァールに向かえ」

　ダーマードもアイシェも、一瞬何を言われたのかわからなかった。クレイシュは二人の当惑など知ったことではないというふうに、一枚の地図をとりあげて説明する。

「いま、彼の国は不穏な状況でな。ここでひとつ恩を売っておきたい。理想はブリューヌやジスタートを牽けん制せいさせることだが……」

「申し訳ありません。ひとつ、よろしいでしょうか」

　王弟の言葉を遮さえぎるなど、不敬以外の何ものでもない。恐怖を覚えながらも、しかしダーマードは言わずにおれなかった。幸い、クレイシュは聞く姿勢を見せる。

「私は、まったくアスヴァールに詳しくないのです。何が務まるとも思えません」

「詳しくないからいいのだ」

　金壺眼を光らせて、クレイシュは笑った。

「詳しい者は、とうにアスヴァールへ向かわせている。おぬしには、詳しくない者の視点で彼の国を見て、見聞きしたことを報告してほしい」

「そういうことだったのですか」

　アイシェが納得したという顔になる。アスヴァールに詳しい場合、先入観から思い違いをしてしまうことがある。それを防ぐために、ダーマードを送りこもうというのだ。

　ダーマードもようやく理解したが、すぐには返事ができなかった。未知の国に対する恐れはあるが、それ以上に、もっとわかりやすい手柄をたてる機会が、彼はほしかった。また、アイシェの領地を離れることも、ほんの少しではあるが、気が進まない。

「ダーマードよ」

　そんな若者の腕を、アイシェが激励するように軽く叩く。笑顔で彼女は言った。

「よかったではないか。王弟殿下の密命だぞ。野盗の討伐などよりも、ずうっといい」

「そうでしょうか……」

「わたしが保証する。それと、せっかく遠い国に行くのだ。何か土産を買ってきてくれ。アスヴァールの菓子にうまくて日持ちするものはあるかな」

　アイシェの言葉に、ダーマードは表情を緩めて苦笑を浮かべる。

　王弟の密命。それは間違いない。アスヴァールに詳しくない者など数多くいるだろうに、クレイシュは自分を指名してくれたのだ。

　ようやく戦意が湧きあがってきて、ダーマードはクレイシュに頭を下げた。

「拝命いたします。今日中に準備を調え、明日には発てるように」

「うむ。ああ、おぬしがアスヴァールに向かうこと自体は、誰に喋ってもかまわぬぞ」

　クレイシュは鷹おう揚ように言った。自分を囮としても使うためかとダーマードは理解する。ダーマードが目立つほど、クレイシュがすでに派遣している者は動きやすくなるというわけだ。

「必ずや、何らかの成果を手に入れてまいります」

　この機会を逃がすことはできない。失態を償うだけでなく、高みを目指せるだけのものを、ダーマードは探し求めるつもりだった。




　　　　　　　†




　エレンとソフィーの会談は、滞りなく無事に終わった。

　バシリア子爵とテトラーゼ子爵の争いの発端となった川の使用については、エレンとソフィーが取り決め、二人の貴族も承諾した。

　ソフィーをはじめ彼らを襲ったエレンについては、ジスタートを混乱させようとしたアスヴァール軍が用意した偽者ということで、決着がついた。戦姫であるミラが保証したこともあって、両子爵も受け入れることにしたのだ。エレンは領地を不在にして迷惑をかけたという理由で、三人にそれぞれ見舞金として金貨の袋を贈った。

　ちなみに、行方不明となった代官レシェックについても、アスヴァール軍の仕業だろうという結論でまとまった。その方が、誰にとっても都合がよかったのだ。

　捕虜にしたアスヴァール兵たちのうち、反抗的な姿勢を見せた三百人は奴隷として売り払われた。残りは被害を受けた村や町に引き渡され、重労働に服することになった。

　エリオット王子は王都シレジアに送られ、ジスタートは、今度の戦について是非を問う使者を、アスヴァールに送った。ジスタート王は、ライトメリッツとレグニーツァ、ルヴーシュ、オステローデの四公国と、北部に領地を持つ諸侯に戦の準備をするよう命じた。アスヴァールの返答次第では、一戦も辞さないというかまえを見せるためだ。これが示威行動に終わるか、本格的な戦に突入するのかはまだわからない。

　ライトメリッツと王家の直轄地、オルミュッツにまたがる森の管理については、新たな代官が決まるまで保留となった。







　ティグルヴルムド＝ヴォルンとリュドミラ＝ルリエが、ラフィナックとガルイーニンとともにオルミュッツの公宮に戻ってきたのは、吹き抜ける風が、夏の終わりを感じさせる涼気を帯びてきたころだった。夏が終われば、秋が訪れる。ジスタートの秋は短いが、それだけに貴重だ。人々は慌ただしく収穫をすませて、冬に備える。

「秋と冬は、何ごともないといいのだけれど」

　夕暮れの陽射しを受けて朱色に輝く公宮を眺めながら、ミラはそうつぶやいた。

　公宮についた四人は、ラーナに出迎えられた。彼女からねぎらいの言葉をかけられたあと、ラフィナックはガルイーニンとともに、身体を休めるべく自分の部屋へと歩き去る。

　そして、ティグルとミラは服の汚れだけを落として、ラーナとともに彼女の部屋を訪れた。

　ソファに座って、ティグルたちはライトメリッツでの出来事をラーナに話す。

　最後まで聞き終えてから、ラーナは真剣な表情で訊いた。

「ティグル、仮面をつけたその魔物は、ズメイかと問われて、否定しなかったのね？」

「はい。槍の戦乙女から聞いたのか、とも言いました」

　ティグルは強くうなずく。さらにズメイの外見を聞いて、ラーナはため息をついた。

「これは他言無用のこととしてちょうだい」

　そして、ラーナはズメイという魔物についてティグルに話した。かつて、自分が戦った相手であることと、ズメイは死体を乗っ取る魔物であり、ラーナの母であり、ミラの祖母であるヴィクトーリアの身体を使っていることを。

「あの姿は、ミラのお祖母様の……」

　愕然として、ティグルはそれ以上言葉が出てこなかった。

「ティグル」と、ラーナは若者の手をそっと握りしめる。

「お願い。あなたの力を、ミラに貸してちょうだい」

「もちろんです」

　ティグルは力強くうなずいた。もとより、ズメイは倒さなければならない相手だ。まして、ミラのためにもなるのならば、力を尽くさない理由はどこにもない。

　それからティグルは魔弾の王について話したのだが、ラーナは首を横に振った。

「ごめんなさい。私も聞いたことがないわ」

「今度、ソフィーや他の戦姫に聞いてみましょう。魔物のことについても、共有する必要があると思うわ」

　ミラがそう言った。ルサルカも、レーシーも、戦姫だけでは勝ち得なかった相手だ。力を合わせなければ、打ち倒されてしまう。

「上手くいけばいいけれどね」

　ラーナが肩をすくめる。皮肉っているのではなく、現実的に困難であることを承知の上での激励だった。

「まあ、面倒な魔物の話は、これぐらいにしておきましょうか。ミラ、あなたの紅茶チヤイが飲みたいわ。あなたたちがアスヴァール軍を相手に、どれだけ活躍したのかを聞きながらね」

　ミラは顔を輝かせて、わかったわと明るく答えた。







　ティグルたちが公宮に帰ってきてから、三日が過ぎた。

　王宮からの使者がオルミュッツに現れて、王都シレジアに来るようミラに告げたのは、昼過ぎのことである。

　ミラは努力して笑顔をつくり、承知したと伝えた。もちろん内心では怒りが煮えたぎっている。ようやく統治者としての生活が戻ってきたのに、また公宮を空けなければならない。

　もっとも、王都には魔物について話しあいたい相手がいる。それを考えれば、ちょうどいいといえるのだろう。

　問題は、王都に行って用事をすませたら、すぐに帰ってこられるのかということだ。

　使者はこのようなことも言ったのだ。

「我が国とアスヴァールとの間で、いくつか面倒なことが起きております。状況次第では、戦姫殿に彼の国へ行ってもらうことがあるやもしれませぬ」

　国境が隣接している国同士で、揉めごとが起きないはずがない。だが、この場合の面倒なことのひとつは、間違いなくエリオットの侵攻だろう。こういった他国との交渉は、それに長けているソフィーが任されることが多いのだが、他の戦姫にも経験させようと、ジスタート王は考えたのだろうか。それとも、候補のひとりとして確保しておこうと思っただけか。

　ともかく、ミラはこれについても「戦姫は陛下に忠誠を尽くすものですから」と型どおりの答えを返すことしかできなかった。

――アスヴァールに行くことはかまわないのだけれど……。

　気になるのは、ティグルのことだ。ティグルはあくまでオルミュッツの客人だ。

　ミラがアスヴァールに行くとなれば、それは公務である。私的な友人を連れていっていい性質のものではない。それに、ティグルはオルミュッツで学ぶことが多くある。

　使者が帰っていった翌日の朝、ミラは執務室にティグルを呼んだ。

「陛下のご命令で、私は王都に行くことになったわ」

　ティグルの反応は、思った以上に鈍かった。「そうか」とだけ言って、黙りこむ。五つ数えるほどの沈黙を経て、継ぎたすようにミラは言った。

「もしかしたら、そのあとアスヴァールに行くことになるかもしれないわ」

「それは……長い間、ここを空けることになるのか？」

　ティグルは真剣な表情で聞いてきた。ミラは苛立ちを隠せない顔で「ええ」と言った。身勝手だと自覚しながらも、自分の期待した反応をくれない想い人に腹が立った。

　あなたはどうするの。そう言おうとしたとき、ティグルが口を開いた。

「俺も相談したいことがあるんだが、聞いてもらっていいか？」

　機先を制された格好になって、ミラは口をつぐむ。うなずくことでティグルを促した。

「実は、エレンとソフィーからそれぞれ誘いを受けたんだ。ライトメリッツかポリーシャに一ヵ月ほど滞在して、他の戦姫のやり方を学んでみるのはどうか、って」

　ミラは愕然とした。顔から血の気が引いて、真っ青になる。椅子に座っていなかったら、よろめいていたかもしれない。ティグルは続けた。

「何でも、ラーナ様が二人に言ったらしいんだ。ブリューヌ人で、小貴族の息子である俺が、この公宮にいい刺激を与えてるって。それで、よかったら二人もどうかと勧めたらしい」

　もう少しで、ミラは執務机を蹴りつけるところだった。

　敵は、この公宮にいたのだ。しかも、自分の母親だった。

　おそらく、エレンとソフィーがそれぞれこの公宮に来ていたときに、ラーナは世間話をまじえながら、その提案をしたのだ。そのときは二人とも本気ではなかったのだろうが、今度の一件で考え直したに違いない。

　ティグルがライトメリッツなりポリーシャなりに行ったところで、彼女たちになびくとは思わない。それに、ティグルにとっては間違いなく貴重な経験になるだろう。だが、自分が王都で公務に励み、アスヴァールへ出向いている間、ティグルがエレンやソフィーと同じ公宮で寝食をともにし、四六時中いっしょにいるなどというのは、ミラには許容できなかった。

「あなたは、どう思ってるの？」

　懸命に抑制しようと努めたが、ミラの声はかすかに震えた。

「正直にいえば、興味はある。オルミュッツで学ぶことはまだまだあるし、連絡役としての務めも忘れちゃいない。だけど、ライトメリッツやポリーシャで学んだことを、君やアルサスのために役立てることができるなら、ありがたい話だ。ライトメリッツの方では、リムアリーシャ殿やルーリック卿もぜひと言ってくれているらしい。あの二人には世話になったし……」

　考え抜いたのだろう。ティグルの表情に迷いはあっても、言葉によどみはない。ミラと、そして故郷のことを思う気持ちが伝わってくる。自分は笑顔で彼の背中を後押しするべきなのかもしれない。ブリューヌも、ティグルが多くの戦姫と親しくすることを望むだろう……。

「――ティグル」

　執務机を勢いよく叩いて、ミラは立ちあがる。青い瞳を輝かせて、ティグルを見据えた。

「私といっしょに王都へ行きましょう」

　ティグルは驚いて、何度か瞬きをする。理由はわからないが、ミラが怒っているということはわかる。そして、自分を強く想ってくれていることも。

　どう答えたものか迷っていると、ミラは言葉を続けた。

「場合によっては、あなたをアスヴァールにも連れていってあげるわ」

「……公務じゃないのか？」

　おそるおそるティグルが尋ねると、ミラは胸を張って、質問を返す。

「私といっしょに行きたくないの？」

　ここにいたって、ティグルはようやく、ミラの心情のいくらかを理解した。ティグルは椅子からたちあがって執務机をまわりこみ、ミラの前に立つ。

　彼女が誘ってくれるのならば、それは何においても優先するべきだった。

　そっと、ミラを抱きしめる。彼女は無言で身体を密着させてきた。

「じゃあ、いっしょに行こうか」

　ティグルがミラに唇を寄せる。ところが、ミラは右手をあげ、人指し指でそれを押しとどめた。ティグルは戸と惑まどったような顔で彼女を見つめる。一瞬、思い浮かんだのは、気づかない間に彼女を怒らせてしまったのかということだ。つまり、減点というやつである。

　しかし、そうだとしたら、そもそも自分を抱きしめてはこないはずだ。人指し指で唇をおさえたまま、ミラは小首をかしげてティグルに言った。

「ライトメリッツでは、あなたはずいぶんがんばったわね」

　声を出そうかどうか迷ったが、結局何も言わず、唇を動かさずにティグルはうなずく。

　緊張をおさえるように、声を低くしてミラは続けた。

「私がいちばん嬉しかったのは、エレオノーラがあなたを褒めていたことよ。自分に何もしなかった誠実な騎士だったと。――あの女にそこまで言わせたのだから、ご褒美をあげる」

　言い終えると同時に、ミラは指を離す。

　爪先で立って、ティグルの唇に、自分の唇を重ねた。

　ティグルは目を丸くしたものの、唇からつたわってくるやわらかな感触に、考えることをやめた。ミラを抱きしめて、彼女の唇を吸う。それに応えるように、ミラも唇を吸ってきた。

　やがて、二人は唇を離す。

　頰を上気させながら、ミラは笑ってみせた。

「ねえ、ティグル。アスヴァールに着いたら、あなたは何をしたい？」

「そうだな……。長弓というやつを見てみたいな。君は？」

「私は大灯台を見てみたいわ。アスヴァールには城砦のような都市があって、はるか遠くの海からでも見える明かりを灯す、巨大な灯台があるんですって。『霧と森の王国』と呼ばれるだけのことはあるわね」

　二人とも、アスヴァールについて知っていることは、そう多くない。それでも、二人で行動すると思えば、やりたいことがいくらでも出てきた。何を見ようか、何を食べようか、とりとめもなく言葉を重ねながら、二人は想像をふくらませる。

　もう一度、ミラはティグルと唇を重ねる。さきほどと同じように、彼女の方から。

　壁に立てかけられたラヴィアスだけが、重なる影を見つめていた。
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断章　　　ある夏の日









　夏も半ばにさしかかり、大地を覆う緑はまぶしいほどに鮮やかさを増している。草原をわたってくる熱風は、むせかえるほどの草の匂いを含んでいた。空は太陽の帽子をかぶり、白い雲をちらした、透き通るような蒼の翼を広げている。

　そんな緑と蒼に囲まれた小さな町の前に、ひとりの少女が立っていた。今年で十五歳。長い黒髪の持ち主で、小柄な身体に、変わったつくりの服をまとっていた。

　上着は袖とわかたれており、華きや奢しやな肩を露出させている。ベルトは腰に巻くというよりも、腹部を覆うように太い。スカートは巻きつけるような形状で、合わせ目から細い脚が覗いていた。足に履いているのは爪先の露出したサンダルである。

　もっとも、その変わった服装も、少女が肩に担いでいる長柄の大鎌のまとう不思議な雰囲気の前では、ささいなものかもしれなかった。少女の背丈ほどもある柄と、巧みな装飾をほどこした真紅と漆黒の刃は、神秘性と禍々しさの二つを併せ持っているかのようだ。

「ここが、ティグルヴルムド卿の生まれ育った町ですか」

　町を囲む門を見上げて、少女は納得したというふうにつぶやいた。

　少女の名は、ミリッツァ＝グリンカ。ジスタート王国に七人いる戦姫のひとりだ。普段はジスタート王国の北西部にあるオステローデ公国を治めている。
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　だが、いま彼女がいるのはジスタートではない。隣国ブリューヌの北西にあるアルサスだ。さらに詳しくいえば、領主の屋敷があるセレスタという町の前だった。

　ミリッツァは気負う様子もなく、門の前まで歩いていく。当然、門衛が声をかけてきた。

「……あんた、旅人かい？」

　門衛の表情も声も戸と惑まどい気味だったが、当然だろう。ミリッツァの格好は、あきらかに旅人のそれではない。加えて、この町を旅人が訪れのは珍しいことだった。門衛たちも、どちらかといえば人間より獣を警戒していたのである。

　ミリッツァはこくりとうなずき、「ジスタートから来ました」と答えた。ジスタート語とブリューヌ語には古来より共通する部分が多いため、おおむね問題なく伝わる。

「そうか。ジスタートの人間ってのは変わった服を着ているもんだな」

　感心したように唸ると、門衛は疑う様子もなくミリッツァを通した。持ちものを調べることすらしない。ミリッツァは彼に会釈して、町の中に入る。視界に飛びこんできた風景に、おもわず「へえ」と、やや間の抜けた声をあげた。

　町の中央を貫いているのだろう大通りだけは石畳で舗装されているが、それ以外は土がむき出しである。建ち並ぶ建物も、漆しつ喰くいを塗った壁に茅葺き屋根というつくりだ。通りを行く人々の服装も地味で、素朴な田舎町という印象だった。

――懐かしさを感じますね。

　口には出さず、ミリッツァはつぶやいた。以前にもここに来たことがあるというわけではない。彼女が生まれ育ったのは、ジスタートの辺境にある小さな村だったのだが、そこから三日ほど歩いたところにある大きな町が、このような感じだった。何か入り用になったときは、村の者たちはその町へ買い出しに行っていたのだ。

　ぐるりと町を見回して、ミリッツァは領主の屋敷をさがす。ティグルから話を聞いたことはないが、見当はついている。この町でいちばん大きい建物がそうに違いない。

　はたして、遠くにそれらしい建物が見えた。

　ミリッツァは、大通りをまっすぐ歩いていく。通りを行く人々が彼女に向ける視線は、大きく分けて二つだった。警戒と、好奇である。よそ者であるというだけでも注目されるのに、服装も、肩に担いでいる大鎌も奇抜としかいいようがない。目立たないはずがなかった。

――さて、どなたか声をかけてくるでしょうか。かけてくると思いますが……。

　誰かが声をかけてきたら、素性を明かして領主の屋敷まで連れていってもらうつもりだ。誰も声をかけてこなかったら、このまま屋敷に向かえばいい。さしせまった用事がないからこそできる、ちょっとした楽しみだった。彼女の先代にあたる戦姫も、よくこうしていたという。

「あの……」

　大通りの中央に来たところで、ひとりの少女がミリッツァに声をかけてきた。自分と同い年か、ひとつ違うぐらいだろう。栗色の髪を頭の左右で結んだ、可愛らしい少女だ。黒い長袖の服を着て、足下まであるスカートを穿はいている。侍女の服装だ。暑いからだろう、服の袖は肘のあたりまでまくっていた。

「はじめまして。あたしは、この地のご領主様に仕えている者で、ティッタと申します。旅の方とお見受けしましたが、どのようなご用件でおいでになられたのでしょうか」

「これはご丁寧に、ありがとうございます」

　ティッタと名のった少女に、ミリッツァは会釈を返す。領主の屋敷で働いているというだけはあって、礼儀正しい。何より、正面から話しかけてくるなんて勇気がある。

「私はミリッツァ＝グリンカと申します。ジスタートの戦姫と申しあげたら、わかっていただけますでしょうか」

　戦姫という単語に、ティッタは目を丸くし、口をぽかんと開けた。

「せ、戦姫？　あの、ジスタートの大貴族の……？」

　驚きのあまり、ティッタは顔を青くしてよろめく。だが、すぐに気を取り直してミリッツァに詰め寄った。

「も、もしかしてティグル様に……ティグル様に、何かあったんですか!?」

「いえ、元気です」というミリッツァの返答は、彼女自身とティッタにしか聞こえなかった。遠巻きに様子を見ていた町の人々が、緊張感に満ちた顔を見合わせる。

「なに、ティグル様に何かあったのか!?」

「大変だ、俺はひとまずバートラン様にお知らせしてくる！」

「考えてみれば、こんな変わった格好の女の子がこの町に来るなんて、よほどのことだぜ。一大事だ、みんなに知らせろ！」

　ざわめきはひとつ数えるごとに大きくなり、大事故、重傷、命の危険、野盗、難病、火事、落雷、狼の群れなど、不穏な単語が次々にミリッツァの耳へ飛びこんでくる。これには彼女もティッタと二人で青ざめた。止める間もなく、話に無数の尾ひれがついていく。

「も、申し訳ありません。あたしのせいで……」

　ティッタが深く頭を下げた。しかし、ミリッツァは、彼女を責める気にはなれなかった。そもそも、門衛に素性を告げて、領主であるティグルの父なり、その側近なりを呼んでもらえばこのようなことにはならなかったのだ。

　それからほどなく、ティグルの父ウルスが数人の側近をともなって現れたが、町全体に広がった騒ぎがおさまるまでには、さらに半刻近い時間を必要としたのだった。







　屋敷の応接室へ通されて、ミリッツァはようやく一息ついた。それほど広くない部屋だが、掃除が行き届いており、落ち着いた雰囲気を感じさせる。

　ミリッツァはテーブルを挟んで、ウルスと向かいあっていた。

　ティッタがテーブルに二つの銀杯を置いて、一礼して退出する。薄い緑色をした液体と、立ちのぼる匂いから、薬草を煎じたものだろうとミリッツァは推測した。

　ウルスに勧められるままに、銀杯に口をつける。思った通り、薬湯だった。

――汗を出させて身体の中の熱を下げ、体調を整えるためのものですね。お酒も少し……。

　素直にミリッツァは感心する。使われている薬草は、彼女のよく知っているものだったが、それに微量の酒を混ぜるという方法は、これまで考えたことがなかった。これだけでも来た価値があったと、薬師としての彼女は思った。

　まず、町を騒がせてしまったことを、ミリッツァは謝罪する。それから用件を告げた。

「用事といっても、たいしたことではないのです。ティグルヴルムド卿と会って話をして、彼が生まれ育ったところに興味が湧いたので、見に来たという次第で」

　噓ではない。だが、もうひとつ理由がある。先代の戦姫であるヴァレンティナに、ティグルの不思議な黒弓について話したところ、アルサスを見てくるようにと言われたのだ。「一度の訪問で、すべてを得ようとする必要はありません。とりあえず挨拶だけしてきなさい。相手の反応を知ってから、あらためていろいろと考えましょう」と。

「そうでしたか。私はてっきり、息子があなたにご迷惑なことをしたのかと」

「いえ、彼には、危ういところを助けてもらった恩があるほどです。迷惑なんて」

　話題は当然ながら、ティグルのことになる。ティグルがたいした怪我や病気もなく、オルミュッツで日々を過ごしていることを、ミリッツァは伝えた。ここへ来る前にミラに会って、簡単に話を聞いておいたのだ。

「そうですか。息子は元気にやっていますか。あれで一途というか、頑固なところがあるもので心配していたのですが」

　ウルスが安あん堵どの表情を浮かべる。ふと、ミリッツァは故郷の両親を思いだした。戦姫になってからは、一度しか故郷に戻っていない。戻る理由がなかったからだ。

　ウルスの温厚な為人もあって、ミリッツァは彼との談笑を楽しんだ。黒弓について聞こうか迷ったものの、ヴァレンティナの言葉を思いだして、我慢する。

　その代わり、ティグルのことをたくさん聞いた。小さいころ、どのような体勢でも弓矢を扱えるようにと木の枝にぶら下がりながら弓矢の特訓をした話や、気合いをこめれば矢が遠くまで飛ぶというほら話を信じて、矢を放つたびに何ごとかを叫んでいたという話、なかなか懐かない馬に対して、馬の鳴き声で何度も話しかけたという話などは、今後、おおいに役に立つだろうとミリッツァには思えた。きっとヴァレンティナも楽しんで聞いてくれるに違いない。

　そうして一刻ほども話したあと、ミリッツァは泊まっていくように勧められた。ミリッツァとしては、竜具ヴイラルトの力ですぐにオステローデへ帰れるのだが、竜技について喋るべきではないということぐらい、わきまえている。では、明日の早朝に発たつので、と答えて、厚意を受けることにした。どちらかといえば、ウルスに恥をかかせないためだ。

　ミリッツァを客室に案内してくれたのは、ティッタだった。「あの……」と、彼女はおもいきった様子で、大鎌を肩に担いでいるミリッツァに聞いてきた。

「ティグル様は、その、ジスタートでも笑顔で過ごされているでしょうか」

　その表情と声こわ音ねからは、ティグルへの強い想いがうかがえた。

　ほんの一瞬だが、彼女をティグルのそばまで連れていこうかという考えが、ミリッツァの脳裏をかすめる。しかし、彼女はすぐにそれを打ち消した。

　ティグルとミラが想いを通じあう仲であることを、ミリッツァは知っている。竜技を使ってこの少女をオルミュッツに連れていったとして、もしもティグルとミラが仲なか睦むつまじく過ごしている様子を目にしたら、その衝撃はどれほどのものか、ミリッツァには想像がつかない。そこまで残酷なことはできなかった。

「ええ。楽しくやっています。あのひとはばくがありますから、心配には及びません」

「ばく？」と、ティッタが首をかしげる。胆力のことだとミリッツァが説明すると、ティッタは感心したように目を丸くした。そんな彼女を見て、ミリッツァは言った。

「ティグルヴルムド卿に渡したいものがあれば、引き受けますよ」







　翌朝、ティッタは小さな熊の人形を二つ、ミリッツァに渡した。

「お守りです」と、彼女は笑顔で言った。

「ひとつは、ミリッツァさんにさしあげます。ほんのお礼だと思っていただければ」

　ミリッツァは、自分のてのひらにおさまるほどの大きさの人形を、まじまじと見つめた。厚地の布でつくった人形に、綿を詰めこんだものだ。二つとも、よくできている。

「ありがとうございます。大切にします」

　次に来るときは、この少女とも話をしてみよう。このお守りのお礼も用意しなければ。そう思いながら、ミリッツァは微笑を浮かべて感謝の言葉を述べた。お礼については、ティグルの側近の、あの前歯の目立つひとにでも相談しよう。

　町を出て、一千アルシン（約一キロメートル）ほどもミリッツァは歩く。そうしてひとの気配を感じなくなったと判断したところで、大鎌を振った。

「――虚空回廊ヴオルドール」

　次の瞬間、彼女はブリューヌではなく、オルミュッツの公宮が見える草原に立っていた。

「少しからかうぐらいは、いいでしょう」

　このお守りをティグルに渡すとき、何を言ってやろうかと考えながら、ミリッツァは歩きだした。アルサスとそう変わらぬ暑い陽射しに、華奢な身体を揺らしながら。








あとがき









　はじめまして。前巻から引き続きおつきあいくださった方は、おひさしぶりです。

　川かわ口ぐち士つかさです。『魔弾の王と凍漣の雪姫』二巻をお届けします。

　前回の舞台はムオジネル王国でしたが、今回の舞台はヒロインであるミラの生まれ育ったジスタート王国になります。

　国王から密命を受けたことによって、幸運にもミラと再会することができたティグル。二人の前に、前巻でほんの少しだけ登場した戦姫エレンが現れます。彼女との出会いをきっかけとして、ティグルたちが織り成す物語を楽しんでいただければ幸いです。




　さて、ここでひとつ発表があります。本作のコミカライズが決定しました。

　描いてくださるのはｋａｋａｏさん。漫画の中で動きまわり、活躍するティグルとミラの姿にご期待ください。




　それでは謝しや辞じを。

　エレン、そしてソフィーという二人の戦姫を新たに描いてくださった美み弥や月つきいつか様、ありがとうございました！　この一冊の中で実にいろいろなエレンを描いてもらいましたが、おかげでこの子の魅力を充分に引きだすことができたかなと。とくにお気に入りの一枚は草笛でしょうか。

　編集のＫ様、今回の断章はあなたのおかげで生まれました。ありがとうございます！　こうしてミリッツァは優位に立っていくのだということが読者の皆様にもわかっていただけたと思いますね、はい。同じ会社のＴ澤さんには、前巻と同じく企画協力及びＤＴＰをやってもらいました。この場を借りてお礼申しあげます。

　この本が書店に並ぶまでの工程に携わった方々にも、感謝を。

　最後に、読者の皆様。ありがとうございました。さまざまな困難に立ち向かっていくティグルとミラ、そしてさまざまな形で二人を取り巻く人々を、どうかこの先も見守ってくださいますよう。三巻の発売は、たぶん春と夏の中間ぐらいになるかな。

　それでは、またどこかでお会いしましょう。
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